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　その感情の名を何と言うのだろう。

　本来なら悲しみとか、怒りとか、あるいは絶望と呼ぶもの。

　けれどそのどれにも当てはまらないもの。

　剣で斬られるより鋭く、斧おので割られるより深く、爪牙そうがで貫かれるより痛い。

　純然たる衝撃は心を砕いて血を強いる。

　自分の存在を否定されたような、そんな喪失感。心が空っぽになったかと思えば、意味をなさない言葉の羅列が嵐あらしのように巻き起こる。

　嫌いや、離れて、『それ』から。

　貴方は私の側にいて。

　貴方だけはいなくならないで。

　そんな『光景』を、私に見せないで。

『それ』はとても醜いもの。全て唾棄だきするもの。振り払わなければいけないもの。

　忌いみ嫌い、憎むべきもの。

　決して寄り添ってはならない。手を取ってはならない。抱きしめてはならない。

　奪うものに慈悲など許されない。この世で最も罪深い略奪者。

『それ』の名前を貴方は知っている？

『それ』の名前を貴方はわかっている？

『それ』の名前は──『怪物』。




　その感情の名を、何と言うのだろう。

　私はわからなかった。

　噓うそつき、と言えばいいのだろうか。

　許さない、と我を失えばいいのか。

　やめて、と泣き喚けばいいのか。

　ねぇ、と。

　泣きそうな顔でこちらを見つめている貴方に問いかけたい。

　通じ合えていたと思ったのは私の間違い？　私の幻？

　何をしているの？

　どうしてそこにいるの？

　どうして、貴方は、『怪物』を庇かばっているの!?

　酷ひどい！　酷い！　酷い！

　酷い裏切りだ！




　心の絶叫は止まらない。

　突き付ける剣つるぎの震えは収まらない。

　罅ひび割れた体から紅い涙が流れ出ていく。

　寒い冬の日の記憶に抱き竦すくめられるように凍てついていく手足。かけがえのないものを失い、『孤独』になったと気付いた時、もう二度と言わないと決めていたあの言葉が、唇に蘇よみがえりそうになった。

『誰だれか、私を──』
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「『鍵かぎ』は未いまだ見つからず、か……」

　呟つぶやきが落ちた。

　小さな筈の言葉が、やけに大きく執務室に響き渡る。

【ロキ・ファミリア】本拠ホーム、『黄昏たそがれの館』。

　部屋の隅に置かれた大型時計ホールクロックの針が示すのは夕刻。宵の時間が迫っていることを告げるように、薄らいだ茜あかね色の空が窓の外に広がっている。

　執務机の上に転がったフィンの呟きを、その場に居合わせるリヴェリア、ガレス、ロキが神妙な顔で受け止めた。

　フィンの言う『鍵』とは一つの魔道具マジックアイテム。

『人造迷宮クノッソス』の『扉』を開けることのできる宝玉、『ダイダロス・オーブ』だ。

【ロキ・ファミリア】は総力を上げて、この『鍵』の行方ゆくえを追っていた。

「ティオナ達に探させておるが、成果は上がっとらん」

「都市外及びダンジョンに通じる人造迷宮クノッソスの出入り口は発見し、押さえつつあるが……やはり読み通り敵は『籠城』の構えだ。敵幹部ヴァレッタがベートに討たれた以上、機が熟すまで打って出ることはないだろう」

　闇派閥イヴィルスの残党と『穢けがれた精霊』を担ぐ怪人クリーチャー等ら地下勢力。

『迷宮都市オラリオを滅ぼす』ことを至上目的とする彼等は人造迷宮クノッソスに潜伏している。

『精霊の分身デミ・スピリット』を利用しようとしている彼等の言葉は決して戯言たわごとでも妄言でもない。オラリオに差し迫っている、危機だ。

　敵の野望を打ち砕くためにも、難攻不落の人造迷宮クノッソスの攻略──ひいては最硬金属オリハルコンの『扉』の『鍵』が不可欠であった。

「うちはうちで目星はつけとるんやけど……あの色ボケ女神、何を言ってもすっとぼけや。情報の一つもよこさん」

　執務机の端に腰かけながら、ロキが憎たらしそうに口にする。

　闇派閥イヴィルスの残党と繫つながっていた【イシュタル・ファミリア】を、【フレイヤ・ファミリア】が消滅させたのは記憶に新しい。そしてベートが突き止めた元団員レナ・タリーの情報により、既に送還されている主神イシュタルが『鍵』を持っていたことは明らかになっている。

　ロキはフレイヤこそ、文字通り『鍵』を握る神物じんぶつだと捉とらえていた。

「……時間がない」

　話が途切れ、沈黙の時間を挟んだ後。

　フィンは重々しく口を開いた。

「内輪揉もめ、というのはおかしいけど……ロキの言う通り【フレイヤ・ファミリア】が『鍵』を握っているというのなら……ことを構えるしかない」

　その発言に、リヴェリアとガレスの表情が険しいものに変わる。

　多少強引ごういんな交渉、取り引きが失敗したなら強硬手段──『抗争』も辞さないという団長の意志。無論、迷宮都市の双頭と比喩ひゆされる両【ファミリア】がことを構えれば、オラリオそのものに甚大な被害が出るだろう。主神の些細ささいな気紛れや思惑によって相互干渉が難しい、神の派閥ファミリアという共同体システムの欠点がここに浮き彫りとなっていた。

　執務机の上に両肘を立てるフィンは、湖面を彷彿ほうふつさせる碧眼へきがんを細め、命令を下すため口を開こうとする。

　そこに、

「団長！　入ります！」

　ラウルがノックもなしに入室してきた。

　息を切らす彼は、自分に集まる視線と部屋に漂っている張り詰めた空気に「うっ」とたじろぎ、やってしまったという顔をする。

「何かあったのか、ラウル？」

「えっと、その……入って来る情報は何でも知らせるように言われたので……！　人造迷宮クノッソスとは、何も関係ないかもしれないんすけど……」

　構わない、話してくれ、とフィンが視線で促す。

　尻しり込んでいたラウルは、窓の先に広がる街並みを一瞥いちべつしてから、語った。

「さっき、都市の西で騒ぎがあって──」
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「人型の、モンスター……？」



　告げられた情報を、アイズは聞き返した。

「そうそう。昨日、西区画の方で出たんだって」

　すぐ隣を歩くティオナが両手を広げながら、大袈裟おおげさに語る。

　その横で邪魔そうに顔をしかめるのはティオネだ。

　並んだ窓から日が差し込む朝方。

　日課の剣の素振りを終え、館の手狭な廊下を歩いていたアイズとたまたま会ったアマゾネス姉妹は、【ロキ・ファミリア】にも広まっている昨日さくじつの騒動を説明していた。

「大型級、とかじゃなくて……？」

「違うみたい。下級冒険者が見たらしいんだけど『ハーピィ』か『セイレーン』らしいわ。例のフィリア祭の騒ぎとは、多分たぶん無関係じゃないかしら」

　大型級──『食人花のモンスター』ではないかと言外に尋ねると、ティオネは首を横に振った。アイズ達が鎮圧に当たった怪物祭モンスターフィリアの事件はもとより、人造迷宮クノッソスを起点に都市の地下水路にのさばるモンスターとは無関係であると。

　二人の語る情報に、アイズは首を傾かしげてしまう。

『コボルト』など、いわゆる獣面人体のモンスターと見間違えていなければ、『人型』と呼べるモンスターは19階層から出現する。幾重もの層域を、冒険者達に見つからず、モンスターが自力で上ってきたとは極めて考えにくい。

　そもそも地上に──巨大市壁と摩天楼施設バベルに守られたオラリオに──モンスターが出現するなど大事件だ。催事である怪物祭モンスターフィリアが例外なだけであって、ダンジョンからモンスターを連れ出してはいけない規則ルールである。これを破ればギルドに罰せられ、重い罰則ペナルティを課せられることは言うまでもない。

「昨日は結構騒ぎになったらしいよ～。今もギルド職員が色々確かめているらしいし」

　聞くところによると、件くだんの『人型のモンスター』が出現したのは、一般人で賑にぎわう街路のど真ん中。それらを踏まえれば、確かに一大事だろう。

　平和な街角は様変わりし、混乱に陥おちいった筈だ。

「……フィンは、知ってるの？」

「ええ。暇な者はそれとなく情報を集めといてほしい、って言ってたわ。団長も何か思うところがあるみたい」

　アイズの確認にティオネが肯定する。【ファミリア】の下位団員達の間でも持ちきりになっているというこの一件に、フィンも何か感じているのだろうか。

（人型のモンスター……『ハーピィ』か『セイレーン』って言うなら、多分、有翼種……）

　今もどこかにひそんでいるモンスターに怯おびえる一般人。

　その光景を想像すると途端にやり切れなくなる。軽く顔を上げ、天井てんじょうを見つめていたアイズは、都市に身を置く冒険者の一人として心にとめておくことにした。

「モンスターを、もし見つけたら？」

「生け捕りが好ましい、ってフィンは言ってたけど」

　頭の後ろで両手を組むティオナと入れ替わるように、ティオネが答える。

「もし被害を出すようなら──処分するように、ですって」

　金の長髪を揺らし、腰に佩はいている愛剣《デスペレート》に触れる。

「わかった」

　アイズはその時。

　何も考えず、ただ頷うなずいた。
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「ベート・ローガとデート、ベート・ローガとデートぉ！　ねぇねぇ、腕うで組まない？」

　すぐ隣で、褐色の少女が満面の笑みを咲かせる。

　ベートは腕を組む代わりに、無言でレナ・タリーのこめかみに肘鉄を叩たたき込んだ。もはや慣れた動きだった。

「ふぐぅぁー!?　星がー!?　ベート・ローガの代わりに満天の星がァー!?」

「一応聞いてやるが、なんでいやがる」

「ずっと【ロキ・ファミリア】の本拠ホームを見張ってたに決まってるジャーン!?　スタァー!?」

「死ね」

　あまりの激痛に側頭部を押さえ、悶え苦しむアマゾネスの少女。下着が丸見えになるのもお構いなしにごろごろとのたうち回る。亜人デミ・ヒューマンの通行人から傍はた迷惑そうな視線が殺到した。

　壊れて意味不明の奇声を発するレナに一瞥もくれず、ベートはすたすたと歩いていく。

「本当、懐なつかれたわね……」

「やめろ。馬鹿ばか抜かすんじゃねえ」

　反対側、真横で呆あきれた視線を向けてくるのは猫人キャットピープルのアナキティだ。

　ベートは投げやりに言い返す。

　同じ獣人とはいえ、【ロキ・ファミリア】の中でも非常に珍しい組み合わせだった。

「あっ～!?　離れて離れて～！」

　むくりと起き上がったレナが、そんな二人の間に割って入り、両手を使って遠ざける。

「もぉ～！　【ロキ・ファミリア】って可愛かわいくて綺麗きれいな人ひと多過ぎ～！　ベート・ローガが誘惑されちゃう！　レナちゃん気が気じゃな～い！」

「アホか」

「そいつとだけはないから安心して」

　レナを無視して、ずかずかと先へ進む二人。

　ぽつねんと置いていかれたレナははっとして、慌あわてて二人の後を追った。

「モンスターが出たってのは、この通りか？」

「ええ。そうみたい」

　二人が足を向けたのは都市の北西。メインストリートとは異なる、狭い街路の一つだった。

　ベートとアナキティは、ガレスの指示で『人型のモンスター』の行方を追っていた。何故なぜこの二人が選ばれたかと言えば単純明快、『臭い』で追え、その一点につきる。

　モンスターが目撃されたのは昨日の夕方。

『ギルド』が調査済みとはいえ、まだ手かがりが残っている可能性もある。

「ったく、そのモンスターが何だってんだ。どうせ『鍵』とは関係ねえだろ」

「わからないでしょ、そんなこと。今はどんな情報でも集めておく時、違う？」

「はッ、それしかやることがねえってだけの話だろうが」

（……なに、この嫌々だけど長年付き合ってて勝手知ったる相棒パートナー的なやり取り……！　真面目まじめにこの猫人キャットピープルが私の泥棒猫ライバル……!?　なんてこったー！）

　現状の閉塞感に苛立いらだちを隠さず悪態を吐くベートに、それを窘めるアナキティ、一人甚はなはだしい勘違いをして猛烈な焦燥に駆られるレナ。

　より必死になってくっつこうとしてくるレナを片手間で迎撃しながら、ベートは一つの小径の前で足を止めた。

「『人型のモンスター』が消息を絶ったのはここ。住民達が石を投げて抵抗する中、エルフの女の子がモンスターを連れていったって」

「エルフのガキだぁ？」

「元々、ローブで身を隠されてたみたい。子供を襲おうとして、翼を広げたようだけど」

「きな臭ぇ……」

　素早く聞き込みを行ったアナキティの説明に、ベートは眉間みけんに皺しわを寄せる。

　二人は鼻を鳴らすと、すぐに人ではない、『異形』が持つ残り香の存在に気付いた。

『ギルド』の人間や他ほかの冒険者が見落とす香りも、昇格ランクアップを繰り返し五感が強化された獣人の二人には知覚できる。

　ベート達は街路から、薄暗い路地裏へと入っていった。

「ちッ……消臭の匂い袋アイテムを使ってやがる」

「みたいね……」

「えっ、なにそれ？　モンスターが道具アイテムを使うわけないし……さっきの話もそうだけど、やっぱり誰だれかがモンスターを匿ってるってこと？」

「俺おれが知るか」

　背後からひょっこり顔を出して驚くレナへ答えながら、ベートはもはや勘を頼りに動いた。

　アナキティの聞き込みと推測も頼りに、都市の第七区画を移動する。

「……あぁ？　なんだ、このブッ壊れた教会は？」

　通りかかったのは、瓦礫の山と化した建物跡だった。

　まるで『魔法』でも撃ち込まれたかのように倒壊している。

　崩れた石材の造りから、かろうじて寂さびれた教会であったことがわかった。

「……そういえば、どこかの【ファミリア】がオンボロの教会を本拠ホームにしてたって噂うわさ、聞いたことあるよ？」

「どこの【ファミリア】だ？」


「う～んっ………レナちゃんの灰色の頭脳をもってしても思い出せないのであった……！」



「くたばれ」

　両腕を組みながら唸うなるレナへぞんざいに吐き捨てながら、ベートは瓦礫の山を見回す。

　彼の足もとには、壊れた女神像が転がっていた。
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「【イケロス・ファミリア】？」

　その派閥の名を、レフィーヤは尋ね返す。

　地上で『人型のモンスター』出現の報が出回って三日目の日中。レフィーヤは都市の北区画の路地裏にいた。

　すぐ斜め前にいるのは、小麦色の肌の犬人シアンスロープの少女だった。

「ああ。最近わかったんだけど、その【ファミリア】が臭い」

【ヘルメス・ファミリア】の盗賊シーフ、ルルネ・ルーイは壁に寄りかかりながら頷きを返した。

　朝方、ルルネはレフィーヤ達の本拠ホームを訪れたらしい。『共有しておきたい情報がある』という手紙を門衛に手渡し、記載された場所へ来るようレフィーヤに伝言を頼んだのだ──ちなみにレフィーヤを名指ししたのは乱暴者ベートを始めとした第一級冒険者より穏便にことが進むと思ってのことらしい──。

　薄暗い路地裏は、すぐ横を向けば明るく賑やかな街路と雑踏が見える。

　なぜ酒場などではなく、こんな路地裏を密会場所に選んだのかと言えば、どうやらすこぶる忙しいのだそうだ。レフィーヤは指定された路地裏を見つけるのに苦労したが、ルルネはルルネでしっかり遅刻してきた。とても疲れた顔で、謝罪を繰り返しながら。

「港街メレンの密輸の件で、闇派閥イヴィルス残党の金策に関与していたの、そいつ等だ」

「！」

「主に密輸していたのはモンスター……物好きな王侯貴族相手に、高い金と引き換えに売り払ってた。証拠もある」

　語られる内容に絶句するレフィーヤは、手渡された羊皮紙の巻物を広げ、詳しい情報に目を通した。

【イケロス・ファミリア】。二十年以上も前にオラリオで発足した探索ダンジョン系の派閥。

『深層』進出を機に階層攻略の記録はぴたりと途絶え、それどころか【ファミリア】そのものの所在をくらませたらしい。冒険者界隈で名が挙がることは少なく、かくいうレフィーヤも【イケロス・ファミリア】と聞いても全く覚えがなかったほどだ。

　派閥の等級ランクがＢと、上位派閥であることは間違いないにもかかわらず、だ。

「……！　『【イケロス・ファミリア】は過去に、闇派閥イヴィルスの一味ではないかと管理機関ギルドに疑いをかけられていた』……！」

　目を見開きながら、記されていた一文を読み上げる。

【ロキ・ファミリア】と【ディオニュソス・ファミリア】、そして【ヘルメス・ファミリア】が共同戦線を張って追う、怪人クリーチャー達『地下勢力』と『闇派閥イヴィルスの残党』。この敵勢力に【イケロス・ファミリア】が与しているのはもはや濃厚か。

　捜査線上に浮かび上がった【ファミリア】の名をじっと見つめていたレフィーヤは、そこで顔を上げた。

　ダンジョンでモンスターを捕獲して、都市外に密輸し、売り払う。

　それだけでも驚愕きょうがくと嫌悪感を拭ぬぐえないが、今いま気になったのは、この情報と照らし合わせての現状だった。

「もしかして、『人型のモンスター』が街に出没したっていうのも、この【イケロス・ファミリア】が……」

　密輸する際、逃げ落ちたモンスターが街に現れたのではないか？

　今オラリオを騒がせている目撃情報と結びつけるレフィーヤだったが、

「ああ、それは関係ない」

「えっ？」

「関係なくはないけど、連中の仕業じゃない。だから心配しなくていい」

「で、でも……また『人型のモンスター』が現れることも……」

「それもない」

　だが、その問いに関してルルネは断言した。

　思わず目を白黒させるレフィーヤは、違和感を覚えた。

　まるで街に現れた『人型のモンスター』について、ルルネは、【ヘルメス・ファミリア】はもう実状を摑つかんでいるかのような。

「取りあえず、私達は全力で【イケロス・ファミリア】を追ってる。もし【ファミリア】の連中か……神イケロスを見つけたら、どうか教えてほしい」

　ルルネはそんなレフィーヤの様子に気付かないほど、疲れ切った顔で告げた。

　レフィーヤが曖昧あいまいに頷いていると、犬人シアンスロープの盗賊シーフはぼやくように語り始める。

「本当はこういう重要なことも、私じゃなくてヘルメス様がロキ様に直接伝えるべきなんだろうけど……今のヘルメス様、余裕がなくてさぁ」

「ヘルメス様が、ですか？　そんなお姿、あまり想像できないですけど……」

「表面はいつも通り胡散うさん臭い笑みを浮かべてるけど……あれ、絶対にイライラしてるよ。あのアスフィだって大人しく従ってるくらいだし」

　あまり面識はないが、レフィーヤの記憶にあるヘルメスとは飄々ひょうひょうとした優男の神だ。

　信じられないと素直に口にすると、ルルネは肩を竦すくめてみせた。

「……なぁ、『ダイダロス通り』の『収穫』って、やっぱり話せないか？」

「それは……。実はロキに口止めされていて……ヘルメス様が隠していることがわかるまでは、と」

　おもむろに尋ねてきたルルネに、レフィーヤは言葉を濁してしまった。

　迷宮街ダイダロスどおりを調査して見つけ出した敵勢力の住処アジト──『人造迷宮クノッソス』の情報を、【ロキ・ファミリア】は【ヘルメス・ファミリア】と共有していない。というのも、独断で動き回りがちなヘルメスが自分の手の内を見せようとしてこないからだ。

　ロキは『人造迷宮クノッソス』の情報をヘルメスの交渉材料のため取っておくつもりのようだった。神々の言う『ギブアンドテイク』だ。

　同時に、こうも考えているらしい。

『ギルド』と繫がっているヘルメスから、老神ウラノスの神意しんいを聞き出したいと。

「いや、いいんだ。ロキ様の言ってることはもっともだと思う」

　言い淀むレフィーヤに、ルルネは両の手の平を突き出し、やんわり止める。

　実際、不義理を働いているのはこっち。

　中立を標榜する自分達ヘルメス・ファミリアの立場を理解しているのか、ルルネは人造迷宮クノッソスに関してそれ以上言及してこなかった。

　ただ自分達の『しがらみ』だけは理解してほしいように、言葉を続ける。

「同盟を組んでるんだから、『駆け引き』なんかしないで情報を共有すればいい、っていうのはわかってるんだけど……こちとら『厄介やっかいな案件』に巻き込まれててさぁ」

　その『厄介な案件』をほとほと持てあましているように、ルルネはガリガリと無造作に頭髪をかいた。珍しく『歯がゆさ』という感情をあらわにしている。

　愚痴にも聞こえるそれが、ルルネが疲れ切っている原因なのだろうか。

「私達が今、抱えてるものは何も話せない。ならそっちも私達を勘ぐって、情報を渡せないっていうのはしょうがない。いや、しょうがなくはないけど……どうしようもない」

　本当は伝えたい。伝えてすっきりしたい。でも、どうしても言えない。

　ルルネの態度はそんな風だった。

　レフィーヤの中で、先程抱いた違和感が存在感を増す。

　お互いの足を引っ張り合っていると自覚しながら、それでも話せない『何か』とは……一体どんなことなのか？

「ひとまず、【イケロス・ファミリア】に関してはロキ様達に話しておいてくれ。……煮え切らないで、ごめんな」

「い、いえっ……。あの、無理しないでくださいね？」

　レフィーヤの言葉に苦笑して手を振りながら、ルルネは壁から体を離した。

　街路とは逆側、薄闇に包まれた奥の路地へと姿を消す。

　レフィーヤも彼女に背中を向け、日差しが照りつく街路へと出るのだった。
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　石造りの壁面に、天井。

　光源は魔石灯一つ。その部屋には窓はなく、地下であることがわかる。

　漂う空気はひんやりとしていて薄ら寒くすらあった。

　壁際を埋める棚は木造りで、保管してあるのはいくつもの葡萄酒瓶ワインボトルである。

「……」

　小さな円卓の上に置いたグラスに、ディオニュソスは自ら葡萄酒ワインを傾けた。

　ここは【ディオニュソス・ファミリア】本拠ホームの地下室。

　自他ともに『葡萄酒ワインにはうるさい』と認める男神ディオニュソスが設けた、自慢の貯蔵専用庫ワインセラーだ。

　酒瓶ボトルの他には樽も置かれている。その見事な作りと、数え切れない銘柄の貯蔵数は、ロキがこの場にいれば宝の山だと言わしめたほどだろう。実際、ディオニュソスはこの貯蔵専用庫ワインセラーの立ち入りを眷族達にも許可していない。たった一人を除いて。

　トクトク、と音を立ててそそがれるワインを、椅子いすに腰かけながら一思いにあおる。

　馥郁ふくいくとした赤葡萄酒ワインの香りを舌の上で転がすこともなく、味わうでもなく、一気に飲み干すその様は、自棄酒やけざけにすら見えた。

「……ディオニュソス様、飲み過ぎかと」

　直立不動で側に控えていたエルフ、フィルヴィスが、諫言かんげんするように口を開く。

　彼女の言葉を無視する主神は、空になったグラスに再び葡萄酒ワインをそそいだ。

「飲まなければやってられない……そうだろう？」

　うつむきがちに落とされる言葉。

　フィルヴィスは口を噤み、何も答えない。

　ディオニュソスはグラスを手に取り、天井に設置されている魔石灯の光にかざした。

「状況は停滞し続けている。手がかりを見つけては取り逃がし、何の進展もない。ロキ達を振り回して起きながら、この様ザマ……」

「……」

「私こそ道化だ。私こそ、暗愚だ。……しかし、それでも前に進むしかない」

　自分に言い聞かせるように、独白を連ねる。

　グラスに反射する、己おのれの硝子がらす色の瞳ひとみを見つめ、男神は呟いた。

「そう、私はディオニュソス……。恥を晒さらしてでも、ロキ達と協力し、仇を取らなくてはならない……私の子供の、仇を」

　それはロキ達には決して見せることのない、ディオニュソスの姿だった。

【ファミリア】はおろか、フィルヴィスにしか見せない神の一面。

　エルフの従者は見てはいけないものを前にするように、そっと目を伏せる。

「……行こう。ロキに呼ばれている」

　残りの葡萄酒ワインを飲み干し、立ち上がったディオニュソスには先程の面影はなかった。

　泰然自若とした甘い美顔マスク。そして強い決意を秘める神の瞳。

　エルフの従者から上着を受け取り、男神は地下室を後にするのだった。




「ヘルメスの子がうちの子に接触してきおった。【イケロス・ファミリア】が臭い、ちゅう言葉を置いてってな」

「イケロスか……また扱いづらい神の名が出てきたな」

『黄昏の館』の庭園。

　植えられた僅わずかな植栽と鮮やかな花が、午後の日差しを浴びている。

　ディオニュソスとフィルヴィスを呼んだロキは、早速本日レフィーヤが入手した情報を伝えていた。用意された卓を挟みながら、椅子の背もたれを行儀悪くギシギシと鳴らす。

「私の記憶が確かなら、イケロスのところは……」

「ああ、闇派閥イヴィルスとの関与を疑われておった。イケロスは典型的な娯楽に餓えきっとる神……退屈を殺すためなら『悪乗り』する一柱ひとりやな」

　ロキの斜め後ろにはレフィーヤが、ディオニュソスのもとにはフィルヴィスが。

　互いの眷族が目を合わせ微笑ほほえみ、会釈しているのを脇に、神々は論議を進めていく。

「本拠ホームは随分と前からもぬけの殻になっとるらしい。住処アジトを別の場所に移しとるのは確実や」

「だろうね」

「……ぶっちゃけなぁ、イケロスが隠れとるのは『ダイダロス通り』……十中八九『人造迷宮クノッソス』やろう」

「……」

「イケロス達が『鍵』を持っとる可能性は高い。んで、ヘルメスに人造迷宮クノッソスの情報を渡せば、あの抜け目ない優男のことや、すぐに居所を摑むかもしれん」

「私は、反対だ」

　ロキの『例え話』に、ディオニュソスははっきりと答えた。

　揺らぐことのない硝子色の双眸そうぼうで見つめ返しながら。

　ロキはうっすらと己の片目を開ける。

「手段を選んどる段階は過ぎとると思うけどな……。目ぼしい手がかりも限られとる」

「前にも言った筈だ、ロキ。ヘルメスはウラノスの走狗イヌ、あの老神ろうじんが背後にいる限り、私はあれを信用しない。せめてその腹の内を見せなければ、交渉の席テーブルにも付くつもりはないよ」

　ディオニュソスの意志は固い。ロキと接触する前から、彼は『ギルド』──迷宮都市オラリオの創設神であるウラノスを疑ってかかっていた。

　ウラノスが『何か』を隠しているのは間違いない、とロキも考えている。

　だがそれを差し引いても……あの老神ろうじんが『迷宮都市オラリオ崩壊の計画シナリオ』に関わっているとは、ロキは思えなかった。ギルド本部に直接赴き、問答をした時の直感がそう言っている。

　すぐ背後で話を聞くレフィーヤが歯痒い思いを抱いているのに気付きつつ、ロキは一歩、目の前の男神に踏み込んだ。

「自分、頑かたくなになり過ぎとらんか？」

「……」

「どうしてそないまでウラノスを目の敵にする？　ちょっと不自然やで。なんか因縁でもあるんか？」

　探りを入れるように、ロキは尋ねた。

　神々の問答に口を挟めない眷族フィルヴィスが心配そうな目で見守る中、ディオニュソスは口を開く。

「さて、いつからだっただろうな……あの老神ろうじんを気に食わなく感じ始めたのは」

　記憶を探るように、目線をやや上に向けた。

　高い塀に囲まれた館から見える空に、視線を馳はせる。

「たしか、天界にいた時からだ……なぜかは、もう思い出せないが……あれは何だっただろうか」

　噓うそもない、本当もない、唇から落ちる純粋な疑問。

　男神おとこの瞳は視線を遠ざけながら、追憶に耽ふけっていた。

　黄昏に近付く日差しが、ゆっくりと茜色を帯び始めていく。

　対面にいるディオニュソスの様子を、ロキは静かに見つめていた。
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　彼等の多くがまだ気付いていない。

　都市に現れたその『人型のモンスター』こそが、【ロキ・ファミリア】が待ち望んでいた『契機』であることを。無慈悲に過ぎていく時間の終わりを告げ、局面に波紋を投じる『一手』だということを。

　状況が、動き出すことを。

　小人族パルゥムの勇者は微かすかな親指の疼うずきを感じていた。

　道化の女神はこの騒動を足がかりにしようとしていた。

　金髪金眼の少女は、怪物討伐の意志を新たにしていた。

　そして、『人型のモンスター』出現の報から五つの夜明けを重ねた時。

『その日』はやって来た。
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　その日、空は晴れ渡っていた。

　抜けるような青空が都市の上に広がっている。快晴だ。

　今日も退屈で穏やかな一日であることを信じているオラリオの住人達が、汗をかきながら雑踏の歌を奏でている。初夏の風はとうに通り過ぎ、照りつける強い日差しが本格的な夏の訪れを告げていた。敷き詰められた石畳は熱を帯び、陽炎かげろうが生まれようとしている。

　中央広場セントラルパークを行くアイズの肌も、薄らと汗ばんでいた。

（今日は18階層まで行って、もう一度、情報収集……）

　手がかりを探る【ロキ・ファミリア】の中で、アイズの担当はもっぱらダンジョン内だった。

　先日までの主な任務は、24階層の事件で明るみになった苗花プラント──食人花モンスターの生産工場発見、撲滅。人造迷宮クノッソスに運び込まれるモンスターの供給を断つのが目的で、今日まで30階層までの食料庫パントリーは全て調べつくしていた。それ以下の層域は運搬の危険度リスクがあるので苗花プラントは築かれていないというのがフィンの見立てだった。アイズを加えた精鋭部隊の活躍により、ダンジョン内に残っていた苗花プラントは既に一掃されている。

　危険な戦闘任務から解放され、この日は『迷宮の楽園アンダーリゾート』まで足を伸ばす予定だ。

　人造迷宮クノッソスがダンジョンと繫つながっているのは既に明らかにされている。先日18階層東端で発見した連絡路の確認、あとは宿場街リヴィラで情報収集を行うつもりだった。

（『人型のモンスター』……有翼のモンスターは、気になるけど）

　道すがら、顔を寄せ合ってひそひそと声を交わす市民の姿を目にした。

　耳を澄ませば『モンスター』という単語も聞こえてきた。

　ここ数日は何もなく、ほとぼりは冷めつつあるが、やはり一般人からすればモンスター出現の一報は不安の材料に違いないだろう。不謹慎な吟遊詩人バードが話題の種として酒場で歌うのは陽気と言えるが、それが原因で夜な夜なモンスターが現れて人を襲う、という噂うわさ話が広がってしまうのは考えものだ。

　怪物祭モンスターフィリアの際と比べれば小さなものだが、探るような空気が漂っている。

（みんな、モンスターが怖い……当たり前……冒険者わたし達とは違う）

　みながみな、モンスターと戦う術を持っていない。

　むしろなす術もない者の方が圧倒的多数だ。

　彼等にとって『怪物』とは『恐怖』の象徴で、抗えない『暴力』の権化である。

　人々の住まう領域に根付いてはいけないもの。牙きばは血を啜り、爪つめは傷を生み、雄叫おたけびは人々の悲鳴を集める。

　摩天楼施設バベルに入って足を進める傍かたわら、どうにかして人々の不安を取り除いてあげたい、とアイズは思った。

（出るのが遅かった……。この時間帯だと、他ほかの冒険者達は、もうダンジョン……）

　ダンジョンと通ずる白亜の巨塔の地下一階へ。

　階フロアに描かれている蒼穹の天井てんじょう画に見下ろされながら、『大穴』に沿って造られた銀の階段を下りていく。既に混雑ピーク時を過ぎているため周囲に同業者の姿は少ない。

　二、三人ほどの単独ソロと思おぼしき冒険者とともに階段を下りていたアイズは、そこで、足を止めた。

（ベル……？）

　目の前、階段を上がって来る一人の冒険者。

　揺れる白の頭髪に細身の体は、アイズがよく知っている少年のものだった。近頃ちかごろは都市を散々賑にぎわせ一躍有名人となった新人冒険者ルーキーでもある。

　だが最初、アイズは彼が本当にベル・クラネルなのか、わからなかった。

　うつむいた顔と垂れ下がった腕は悄然と、いや暗然としている。まるで底なし沼に陥おちいっているかのように心が塞ふさがっていることが、感情の機微に疎いアイズにもわかった。

　いつも緊張していて、いつもひた向きで、いつも照れ臭そうに笑う。

　その面影が今の少年にはない。それが酷ひどく違和感を突き付け、胸を揺さぶってくる。

　感情の乏しい相貌にこそ出さなかったが、アイズは少し動揺した。

「あ……」

　間もなく、向こうもこちらに気付いた。

　顔を上げ、呆然ぼうぜんと見上げてくる。

「アイズさん……」

　まるでアイズの瞳ひとみに引き寄せられるように、ベルは呟つぶやきを落とした。

　急に立ち止まって、見下ろし、見上げる二人。

　そんなアイズ達を少ない冒険者達が怪訝けげんそうに見やって、通り過ぎていく。

　黙って見つめるアイズに、ベルは時間をかけて、ゆっくりと口を開いた。

「これから、ダンジョンですか……？」

「うん……」

「……あの、アイズさん……」

「……」

「今から……その……えっと……」

　形にならない言葉がこぼれていく。

　感情の整理ができていないのか、何度もどもり、視線を足もとに落としてしまう。

　その様子に、アイズは気付けば声をかけていた。

「行こうか」


「えっ……？」



「どこか、人のいないところ……」

　そう言って、手を差し伸べる。

　双眸そうぼうを見張ったベルは、目の前に差し出された細い指を見つめ、おずおずと手を乗せた。まるでその様は、見知らぬ土地に放り出された迷い子のようですらあった。

　予定を中断し、『バベル』を後にする。

　人気ひとけのない場所を目指して中央広場セントラルパークを離れた。途中、上級冒険者同士の組み合わせに人々から注目を買ってしまうが、無視する。

　繫がったままの手にうろたえているような、情けなく思っているような、けれど離すことができないような、そんな気配を重なっている肌から感じ取る。

　アイズはそれに気付かない振りをした。

　いくつかの街路を抜け、周囲を民家で囲まれた空き地で足を止める。

「……あの、すいません。時間を、頂いて」

「ううん……」

　人影は見えず、辺りにはアイズとベルくらいしかいない。

　手を離して向き直ったベルは、一度目を伏せようとして、止めた。

　意を決するように、アイズの金色の瞳と視線を絡からめてくる。

「……」

「……」

　こんな近くで、二人で見つめ合うのは一体いつ振りだろう。

　そんな場違いな思考がアイズの脳裏に生まれる。

　何故なぜか、少年のことを懐なつかしく感じた。

　白髪と深紅ルベライトの双眸はやはり白い兎うさぎを彷彿ほうふつさせた。普段はアイズの分まで補ってくれるほど感情豊かな表情は、何かの憂いに憑とりつかれていて、アイズも少し悲しくなった。

　苦悩、葛藤、迷い。

　それらの感情が、縋るように見つめてくる瞳から、滲にじみ出ている。

（困ってるの……？）

　答えが返ってくることのない心の声を呟く。

　アイズは思った。この子の悩みの種を取り除いてあげたいと。

　奇しくもそれは先程抱いていた、モンスターを排除して人々の不安を取り除いてあげたい、という気持ちと一緒だった。

「……どうしたの？」

　何があったの？

　何をそんなに迷っているの？

　そう尋ねるつもりでベルの胸を小さくノックした。

　不安定に揺れる心臓を押さえるように、ベルは右手を胸に重ねる。

「アイズさんは……」

「……」

　唾を小さく飲み込み、時間をかけて。

　ベルは言葉を吐き出した。

「怪物モンスターに、何か生きる理由があったとしたら……僕達と変わらない感情を持っているとしたら、どうしますか？」

　その言葉を聞いて。

　その眼差まなざしに問いかけられて。

　アイズが抱いた偽らざる感情は──『困惑』だった。

（なにを、言っているの？）

　胸が素直な言葉をこぼす。

　なんら意味のない質問、要領を得ない問いかけ。

　けれど、あまりにも少年の瞳が切実に訴えていたから、アイズは一度、唇を結んだ。

　安易な回答は避け、言葉の意味を砕いて、自分なりに受け止める。

「……」

　考える。

　もしモンスターが、人と同じように笑顔を浮かべるとしたら。

　人と同じように悩みを抱えるとしたら。

　人と同じように涙を流したとしたら。

　果たして、私アイズは剣を振るえるか。

　静かな時間が流れる。植えられた街路樹が木漏こもれ日を落とし、葉が揺れることで、地面に溜たまる影の形を変えていく。少し煩わずらわしい夏の風が、二人の間を走った。

　アイズは、考えて、考えて、考えて。

　そして考えた末に出たのは、やはり一つしかない、とても単純シンプルな答えだった。

「私は、怪物モンスターが危害を加えてくるなら……ううん」

　一度頭かぶりを振ってから告げる。




「怪物モンスターのせいで誰だれかが泣くのなら──私は怪物モンスターを、殺す」




　一切いっさいの迷いなどない声音で、断言した。

「っっ!?」

　ベルの体が震え、絶句する。

　砕かれた少年の葛藤の中から現れたのは、確かに『絶望』の二文字だった。

　答えを告げたアイズの眼差しは小揺るぎもしない。

　蒼ざめるベルを真まっ直すぐに穿うがつ。

　アイズはそんなベルの様子を、疑問に思った。とても不思議としか感じなかった。

　だから、瞳で問い返した。

　──君は違うの？

　ベルの体が衝撃に震える。

　目まぐるしく変わる顔色はまるで走馬燈のように追憶を再生しているかのようだった。自分が生きる世界の成り立ちを思い出しているようにも。

　アイズと『何か』の狭間あいだで立ちつくす少年の顔が、より深い絶望と矛盾の色を彩いろどる。

　対するアイズにもう困惑はない。

　真っ直ぐ見つめ返す。真意を問いただすように。

　ただ。

　そう、ただ、なにか。

　まるで硝子がらすが砕けたような……そんな、少年と袂を分かつ音を、幻聴した気がした。

「僕、は──」

　ベルの細い顎あごから汗が滴り落ちる。

　彼がその引きつった口を開こうとした──次の瞬間。




　ガラァン、ガラァン!!　と。




　二人の時を打ち破る、鐘楼の鐘が轟とどろいた。

「「っ!?」」

　ベルとともに、アイズは上空を振り仰ぐ。

　正午を告げる大鐘の音──ではない。

　今も激しさが募る鐘の音は平静を失っているかのようだった。これが穏やかな日常を継続する音色だと誰が信じるだろうか。都市から一切の音を奪う空からの声に、無数の鳥が羽ばたいていく。

　音の出どころは、普段時報じほうを報せる東端の鐘楼ではなく、北西。

「この方角、ギルド本部……都市の警鐘？」

　アイズの呟きにベルもはっとした。

　ギルド本部が保有する大鐘楼。

　そしてこれが打ち鳴らされるのは都市全域へ警報──『緊急事態』を告げるため。

　アイズは静かに、目を見開いた。
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「ギルドの大鐘楼!?」

　同時刻。

　街路を歩いていたレフィーヤは、周囲の人々ともども足を止め、細く尖とがったそのエルフの耳を逆立てた。

『──緊急警報、緊急警報!!　オラリオに所属する全【ファミリア】はギルドの指揮下に入ってください！』

　次いで作動するのは魔石製品の大型拡声器。

　空を震わせる鐘の音ねの余韻とともに、動乱の足音を鳴らす。




『ギルドは、強制任務ミッションを発令します!!』

「ラウル！」

「強制任務ミッション……？　全【ファミリア】に!?」

　放送の声の主も焦燥を隠せないその声音は、ただならぬ予兆を突き付ける。

　アナキティとラウル以下、街に繰り出していた【ロキ・ファミリア】は立ちつくした。




『18階層リヴィラが武装したモンスターにより壊滅!!　伴ってモンスターの大移動を確認!!』

　そのギルド職員の声は、冒険者達に報せられる火急の悲鳴へと変貌する。

「武装したモンスターだぁ？」

「ベ、ベート・ローガ、モンスターの大移動って、まずくない？　『バベル』を突破されたら……!?」

「ちッ……何が起きてやがる！」

　歓楽街復興区の廃墟に足を運んでいたベートは、付き纏まとうアマゾネスの少女を脇に舌打ちを放った。





『至急、ギルドは冒険者を編成しモンスターの討伐を────えっ？　そ、そんな……りょ、了解しました』



　事態は刻一刻と変異していき、混乱をもたらす。

「放送の声、うろたえてる？」

「何かあったのかな？」

　高台に躍り出たティオネとティオナは、ざわめく都市を見渡した。




『市民、及び全冒険者のダンジョンの侵入を禁止します!!　各【ファミリア】はギルドの指示が出るまで本拠ホームで待機してください!!　繰り返します──』

　そして勢いを取り戻し、事態の切迫を物語る激しい呼びかけが、空を駆け抜けていく。

「指示の変更、か」

「『ギルド』も混乱して方針が統一されておらぬのか、それとも……」

「大物から横槍が入ったか、どっちかやな」

　館の窓を開け、耳を澄ますリヴェリアとガレス、ロキの三人は、早くも動向を探る側へと移っていた。

「さて、これは迷宮都市オラリオ崩壊の『開始合図ファンファーレ』か、それとも僕等を導く『福音ふくいん』か……一体どちらかな？」

　最後に、小人族パルゥムの首領は。

　日常の崩壊の音を聞きながら、その碧眼へきがんを細めた。
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　オラリオは、動乱の都市と化した。

『リヴィラの街』の壊滅、ひいては大群モンスターの大移動。

　それが最悪の推移を辿たどって実現するのは、迷宮都市が誇る安全神話の崩壊──モンスターの『地上進出』である。その危険性を悟った賢い者達や『鼻』が優れた商人を中心に、街は恐慌パニックに陥った。

　大通りで、街路で、広場で、都市民が決して止まることのない喧騒を広げた。中にはことの重大さを認識するあまり悲鳴が連鎖する区画もあった。日常が裏返った都市の光景を、街に出ていたレフィーヤ、ベート、ティオナ、ティオネは目撃した。

『ギルド本部』は一番の混沌こんとんに包まれた。

　18階層から潰走してきた宿場街リヴィラの住人が押し寄せ、支離滅裂に飛び交う怒号。彼等の話によれば、種族がバラバラの『武装したモンスター』は下の階層から中央樹を通り宿場街リヴィラへ一直線に進攻、並み居る上級冒険者を蹴け散らし、あっという間に迷宮の拠点を陥落させた。

　彼等の情報が確かならば『武装したモンスター』は通常種とは比べものにならない潜在能力ポテンシャルを持つ『亜種』。冒険者達が負った惨たらしい傷が、青ざめるギルド職員に現実を叩たたきつけた。

　ギルド本部──万神殿パンテオン前には事態の説明を求める冒険者や一般人達が押し寄せ、現在も阿鼻叫喚の様相を呈している。少年ベルとともに直接ギルド本部に足を運んだアイズは、その差し迫る事態を肌で感じ取った。

　唯一、神々だけがこの状況下で取り乱すことはなかった。

　憂う者、危ぶむ者、心配を募らせる者、それらは圧倒的に少なく、大部分が不謹慎なまでに興奮の態度を隠さなかった。もたらされた『刺激』に大いなる期待を払って。

　この未曾有の事態に、『ギルド』は強制任務ミッションをただちに発令。

　討伐隊を【ガネーシャ・ファミリア】に一任し、18階層へ送り込むことを決めた。

　その他の【ファミリア】に下されたのは──待機命令。




「待機ってのはどういうことだっての!?」

『黄昏たそがれの館』、その応接間に、ベートの荒々しい声が響き渡る。

　管理機関ギルドの警報に従い一度本拠ホームに戻った【ロキ・ファミリア】の中で、主要構成員達はこの場に集まっていた。

　下位構成員達は第二軍隊員メンバーのアリシアやクルスの指揮の下、街に向かって一般市民の混乱を治めている。他の【ファミリア】とも協力している最中だ。

「俺おれ達が行って仕留めてきた方が速はええだろう!!　ガネーシャの連中に任す意味がどこにある！」

「ベートうるさーい!!　……でも、本当に何で待ってなきゃいけないんだろう？　流れた警報も何だか戸惑ってたし」

　苛立いらだちながら怒鳴り散らすベートの横で、ティオナが顔をしかめる。

　彼女の表情にも、いつにない都市の状況に対する困惑が浮かんでいた。

「そもそもさぁ、街リヴィラが壊滅したの、今までも何回かあったじゃん。どうしてこんなに大騒ぎになってるの？」

「確かに、大事おおごとになり過ぎてるわね……都市を巻き込むほどの強制任務ミッションまで発令されて。武装したモンスター……そんなにやばいのかしら？」

「冒険者の武器を持ってる、っていう情報は、ギルドの掲示板で見かけたことがある……」

　ティオナとティオネの会話に、アイズが口を挟む。

『武装したモンスター』の目撃情報自体は、以前より眉唾まゆつば物とされながら冒険者の間で広まっていたものだ。ここまで大事になるほど『武装したモンスター』は脅威なのかと──地上進出に迫るほど強大なのかと──アイズ達は危惧きぐを覗のぞかせる。

「天然武器ネイチャーウェポンでもなく、冒険者の獲物を装備する変わり種だ。特異なモンスターであるのは然るべきだろう。『強化種きょうかしゅ』の可能性も高い。集団規模の、な」

「なおさら俺おれ等が行った方がいいだろうがッ」

「少し落ち着け、ベート。まともな、という言い方もおかしいが、単なる異常事態イレギュラーではなさそうじゃ……じゃが、あぁ、やはりきな臭い」

　壁際にたたずみながら見解を述べるリヴェリアにベートが嚙かみつき、それをガレスが嗜める。しかしドワーフ本人も、事態の中にひそむ何者かの『意図』に眉をひそめた。

　この状況でありながら『ギルド』は全ての情報を各【ファミリア】に開示していない。

　確定した情報が集まっていない、予断が許されない、それらの可能性は無論あるが、どうも消極的過ぎる。

　そう、それはまるで、

「……何かを『隠蔽』したいように感じられるのぅ」

　独白のように、ガレスは小さく呟いた。

「まぁ、何にせよ」

　団員達の話し合いを断ち切る形で、椅子いすに腰かけるフィンが声を投じる。

「このまま終わることはないよ、きっと。……勘だけどね」

　親指を舐なめながら、確信しているように言い切った。

　その顔には微笑ほほえみさえ浮かんでいる。

「ん～、蚊帳の外に置かれとるのがちょっと気に食わんけど……うちもフィンに賛成や」

　卓の上に行儀なく座るロキは、朱色の細い眼をうっすらと開け、発言した。

「続くやろ、これ。オラリオを振り回して、な」

　神の『宣言』に束つかの間ま、静寂が訪れた。

　口端を吊つり上げる主神の顔を誰もが見つめる。

　沈黙の時を破ったのは、それまで黙っていたレフィーヤだった。

「あ、あの……今の事態に、闇派閥イヴィルスの残党達が関わってるってことは……？」

「何でもかんでも状況を結びつけるのは、少し安直過ぎない？」

「でもアキ、レフィーヤの言うこともなくはないっていうか……これだけの騒動っす、敵側が仕掛けてきた戦略、っていう可能性も……」

　おずおずと手を上げたエルフの少女を皮切りに、同席しているアナキティやラウルが意見を口にする。

　そこで、ぽん！　と。

　手の平に拳こぶしを落とすのはティオナである。

「あ、そっかー！　闇派閥イヴィルス達の仕業だから、『ギルド』も情報を公開できないんだ！　また闇派閥イヴィルスが出てきたなんて言ったら、街の人達みんな怖がっちゃうし！」

「もう面倒くせえから口を開くな、馬鹿ばかアマゾネス」

「なんでさー！」

「ちょっとは頭を使いなさい。もしギルドが闇派閥イヴィルスの仕業だって情報を摑つかんでいたら、私達や【フレイヤ・ファミリア】に情報を共有しないのはおかしいわ」

「闇派閥イヴィルスに対処するなら、強い【ファミリア】と連携した方が、いい……」

「あ……」

　ベートの悪態に憤るものの、続くティオネとアイズの言葉に、ティオナは固まる。

「で、でもでもっ、『ギルド』が気付いてなくても、ラウルの言う通り闇派閥イヴィルス達の仕業っていうのはありそうじゃない!?　こんな大っきな事件になってるんだしさ！」

「あんたもう、ヤケクソになってない？」

「なってない！　はいはーい、あたしラウルとレフィーヤの考えに一票ー！」

「「えええっ？」」

　突然のティオナの挙手に、ラウルとレフィーヤが仰のけ反ぞる。

「じゃあ、私はアキに一票」

「俺もだ」

「私、考えってほどのこと語ってないんだけど……」

「じゃあアイズ！　アイズはどっち!?」

「ん、と……私は……ティオナ達の方、かな？」

「よーし、これで四対三！　じゃあリヴェリア達はー!?」

「何を勝手に票決しているんだ、お前達は……」

　ティオネとベートの票にアナキティが戸惑い、アイズを仲間に引き入れたティオナが騒ぐ。勝手に多数決を始めた少女達に、リヴェリアは頭痛を堪こらえるように額へ手を当てた。

　ガレスが肩を竦すくめる横で、ロキは場の雰囲気ムードを問答無用に明るくさせるティオナのアホさをニヤニヤと見守っている。

　最後に、フィンはというと、

（──闇派閥イヴィルス残党の罠わなという線はない）

　胸中でその可能性を切り捨てていた。

　団員達の会話を他所よそに、思考の海に沈む。

（勿論、怪人クリーチャー達たち地下勢力の可能性もない。敵はもう人造迷宮クノッソスに籠城し、『待ち』の構え。時が来れば『精霊の分身デミ・スピリット』という爆弾はなが開花し、都市を壊滅させるに至れる。わざわざ都市の緊張を高めて警戒させる必要もなければ、危険性リスクを犯す必然性もない）

　口もとを覆うように右手を添え、目線を床に向けながら、一秒一秒を長考の時間へと変化させる。

（むしろこれは……あらゆる者の手から離れた、意図していない不祥事）

　フィンはティオナ達が提示する二択ではなく、『第三の可能性』に解を求めようとしていた。

　つまり突発的な事故トラブル──『異常事態イレギュラー』の作用を見出したのである。

（アキの言う通り、今回の事態と僕達が追い求める状況を結びつけるのは安直ではあるが……少なくとも、敵方の『尻尾しっぽ』をちらつかせるだけの材料は揃そろってる）

　まずはその材料を、吟味する。

（『ギルド』、いや神ウラノスと【ヘルメス・ファミリア】は繫がっている……。探りを入れたロキを信じるなら彼等には『何らかの秘事』が存在する。公おおやけにするつもりがない以上、今回の騒動は彼等の思惑ではない……が、情報隠蔽の動きから、無関係ではないということは確実）

　放送中の強制任務ミッション内容の変更は、ギルド上層部ではなく主神ウラノスの神意しんい。

　ロキと同じく、フィンはそう睨にらんでいる。

　だとすれば、今回強制任務ミッションを託された【ガネーシャ・ファミリア】もまた、『何らかの秘事』をウラノス達と共有する勢力か？

　フィンはその可能性も心の隅に書き加えた。

（『武装したモンスター』と、『食人花』以下『極彩色のモンスター』を等号イコールで繫ぐのは流石さすがに無理があるが……今ここには【イケロス・ファミリア】という新しい欠片ピースがある）

　それは全貌パズルを解く上での、貴重な欠片ピースだ。

　モンスター密売に関わっているという【イケロス・ファミリア】。ここで疑うなという方が難しい。

　付け加えるならば、【ヘルメス・ファミリア】が総力をもって彼等を追っている。

（『武装したモンスター』が、一度は【イケロス・ファミリア】に摑まり脱走したとすれば……いや、違うな。下層域から現れたという宿場街の住人ボールス達の証言と嚙み合わない。街リヴィラを襲撃した理由は人類の敵モンスターだから、という理由で片は付くが……どうもしっくりこない）

　推察と精査を繰り返す。

　ティオナ達が依然と騒ぐ中、押し黙って深思するフィンを、リヴェリアとガレスは見守る。

　長い付き合いの彼女達は、彼が答えを出すのを静かに待っていた。

　彼の下す『答え』が最適解であると、そのハイエルフとドワーフは知っていた。

（情報が足りな過ぎる。事件の背景も不完全。ここから明確な『答え』に辿り着くことはできないが──）

　フィンはそこで、両の瞳を細めた。

（神ウラノス達が隠し続けていた『秘事』と、【イケロス・ファミリア】の『蛮行』、それが交差したが故ゆえの『事故』──と推理するのは強引ごういん過ぎるかな？）

　恐らく、『当事者達』がそれを聞けば、動揺を来きたすであろう【勇者ブレイバー】の思考の流れ。

　何より、寒気すら覚えるであろう直感の冴さえ。

　もし、事件の渦中に巻き込まれている『とある少年』がここにいれば、暴れる心臓を口から吐き出していたに違いない。

（全て仮定の域は出ない。どう導き出そうとしても思考が飛躍する。【イケロス・ファミリア】を事件の中心に据えるのは早急か？）

　己おのれの思考を客観的に俯瞰ふかんし直すフィンは、そこで頭かぶりを振った。

（いや、断定した方がいいな。騒動の中心にいるのは【イケロス・ファミリア】、そう決めつけて動かなければ何も行動を起こせない。あらゆる勢力にとって予想外に違いない今回の『異常事態イレギュラー』……介入することもできず鎮圧されたが最後、僕達は最初で最後の『好機』を失う）

　兵は拙速を尊ぶ。

　今回ばかりはフィンはそれを採用する。

　この局面で重要なのは、危険性リスクや思考の空振りを恐れることではなく、『速度』であると。

　何より、フィンは心の奥底で確信していた。

　今回の騒動があの『人造迷宮クノッソス』に紐ひもづく手かがりにして、打開の『一手』であると。

　疼うずきを上げる親指の衝動も、その判断の一押しとなる。

（今、僕達の行動範囲は地上に限られている。無理矢理ダンジョンに侵入しようとすれば、『ギルド』はきっと都市の守備隊に回した【フレイヤ・ファミリア】を僕達に対峙たいじさせるだろう）

　現在『バベル』は封鎖されている。【ガネーシャ・ファミリア】の討伐隊以外、ダンジョンには侵入できない。

　そして普段『オラリオの憲兵』として守備隊に回っている【ガネーシャ・ファミリア】の穴は、【フレイヤ・ファミリア】が収まることで補われている。歓楽街壊滅の罰則ペナルティを負っている美神の派閥は、ひとまず『ギルド』の指示に従っていた。

　行動を起こすにしても、事件現場である18階層へ足を運ぶことはできない。

「ベート」

　フィンが発したその声に、応接間にいる者達は動きを止めた。

　名を呼ばれた狼人ウェアウルフの青年が耳を揺らし、見つめ返す。

「以前、人造迷宮クノッソス内で交戦したと聞いた『呪詛カース』使い……性別は男で、種族はヒューマン、煙水晶スモーキークオーツの眼装ゴーグルをつけていた……間違いないか？」

「……ああ。闇派閥イヴィルスのローブを被かぶっていやがったが、間違いねえ。悪趣味で気味の悪ぃ槍を使ってやがった」

　ベートの返答を聞いて、フィンは再思考する。

（僕の読みが正しければ……その男は【暴蛮者ヘイザー】ディックス・ペルディクス）

　それは、【イケロス・ファミリア】の団長の名。

（【イケロス・ファミリア】が闇派閥イヴィルスに加担しているのは確定事項……根城にしているのは人造迷宮クノッソス……密輸のためのモンスターを一度迷宮内に運び、都市外に通ずる地下通路ルートから港街メレンに運び出していたとすれば……）

　全ての者の視線が集まる中、フィンの脳裏で仮定という名の『線』が、不完全な情報に過ぎない小さな『点』と結びついていく。

　そして『線』が最後に伸びる『点』は、今回の事件が勃発した『震源地』。

（18階層……18階層か）

　その階層は、先日人造迷宮クノッソスとの連絡路が見つかった場所で。

「……総員、準備しろ」

　フィンは思考に決着をつけた。

　告げられたフィンの指示にアイズ達は目を見張り、一斉に立ち上がる。

　緊張が高まる団員達の前で、小人族パルゥムの首領は告げた。

「『ダイダロス通り』へ向かう」
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　強制任務ミッションのため【ガネーシャ・ファミリア】が中央広場セントラルパークから発ち、時間が経過した後のち。

【ロキ・ファミリア】は『ダイダロス通り』に布陣した。

　待機命令を言い渡す管理機関ギルド──老神ウラノスの目──には気取られないよう、慎重に、素早く、秘密裏に。

　動乱が収まりつつあるメインストリートを他の派閥に任せ、アリシアやクルス達と合流、広大な迷宮街に団員達を配置する。

「【千の妖精サウザンド・エルフ】！　この前もいたよな!?　【ロキ・ファミリア】にこんな会えるなんて、夢みたいだ！」

「可愛かわいくてきれー……私もこんな風に……」

「……握手」

「え、あ、あの？　今はその、警備中で……」

　表面上は、『ダイダロス通り』の住人達の混乱を鎮めるため。

　鎮静化は表通りが優先され、未いまだ混乱の極致にあった貧民街スラムの者達は、【ロキ・ファミリア】の配慮に感謝することはあれ非難することはなかった。たとえそれが彼等の真の目的のための隠れ蓑だったとしても。

　頰ほおを上気させるヒューマンの少年、憧あこがれの眼差しを向ける獣人の少女、手を差し出すハーフエルフなど孤児達に、他の団員ともどもレフィーヤは囲まれる。

「なんかダマしてるみたいで、気が引けるなー」

「フィンの二枚舌は今に始まったことじゃねえだろ」

「ちょっと！　団長への文句は止めなさい！　それに別に間違っちゃいないでしょ！　団長のお考え通り騒動ドンパチが起こったら、私達が守らなきゃいけないんだから！」

「「声がでかいでけえ!!」」

　貧民街スラムの住人達の感謝を素直に受け取れない者もいる中、広大な『ダイダロス通り』に異変がないか目を光らせる。階段を始め幾つもの辻つじなど、上下左右錯綜さくそうする黒ずんだ煉瓦れんが道を行くティオナとベートは、喚くティオネに拳と蹴りを入れた。

「よいのか、フィン？　こうも堂々と行動して？　対応にてんやわんやの『ギルド』はともかく、『人造迷宮クノッソス』にひそむ連中はきっと儂等の動きに気付いておるぞ？」

「隠れて行動しても、地の利は向こうにある。『ダイダロス通り』にいる限り、どうせすぐ捕捉されるさ。なら、あからさまに姿を見せて僕達を意識させた方がいい」

　秩序なく入り組んだ高層の建物の上、屋上にて。

　迷宮街を見渡すフィン、ガレスの声が風にさらわれる。翡翠ひすい色の長髪をあおられるリヴェリアもまた、片目を閉じ、背を向けている小人族パルゥムに問うた。

「敵に牽制をかける、ということか？　しかしそれでは、余計に人造迷宮クノッソスに引きこもるのではないか？」

「少なくとも警戒はしてくれるだろう。もし敵が神イシュタルの『鍵かぎ』をまだ回収できていないのなら、今回の僕達の布陣は……『鍵』を入手したが故の大攻勢、と誤認してくれるかも」

　フィンは、ロキと一緒に本拠ホームに残した団員を除き、余剰とも言える戦力を『ダイダロス通り』に投入していた。そしてその大部分は迷宮街直下の『旧式の地下水路』──人造迷宮クノッソスの入り口が存在する隠し通路に配置されている。指揮は執るのはラウルとアナキティだ。

　現在確認されている最硬金属オリハルコンの『扉』周辺に大部隊を展開する【ロキ・ファミリア】を、闇派閥イヴィルス残党は果たしてどう思うだろうか。

「そして敵が僕達を警戒してくれるなら、人造迷宮クノッソス内部の事態に人員を割けなくなる」

　そのフィンの言葉に、ぴくり、とガレスとリヴェリアは眉を微動させた。

「……人造迷宮クノッソス内で何か異変が起こっていると？」

「これもあくまで想像に過ぎないけどね。だがダンジョン内での大移動、ひいては地上進出を懸念された『武装したモンスター』達は、18階層から動いていない」

【ガネーシャ・ファミリア】は18階層へと発った。この情報は確かだ。

　もし【イケロス・ファミリア】が事態の収拾に追われている場合、【ガネーシャ・ファミリア】と『それ』にまつわる動きは到底無視できるものではない。人造迷宮クノッソス内部で『いざこざ』が発生しているというのは希望的観測に過ぎないが、闇派閥イヴィルス残党はフィン達のいる地上と、騒動が勃発している地下の18階層、二つの状況の板挟みに遭う。

　敵は【殺帝アラクニア】ヴァレッタ・グレーデという優秀な指揮官を失っている。

　重圧プレッシャーをかけることで足並みが乱れる可能性は大いにある。

「それに……僕達以外の冒険者が見えるのも、人造迷宮クノッソス周域が慌あわただしくなっている裏付けになっている」

　眼下、鋭く一瞥いちべつを投げると、一つの影が素早く物陰へと隠れる。

　フィンは両の碧眼を細めた。

「くっそ～……なんで【勇者ブレイバー】達がいるんだよぉ～」

　──その碧眼の眼差しから咄嗟とっさに逃れた影、【ヘルメス・ファミリア】のルルネは壁に背をくっつけながら、情けない声を出した。


「神イケロスがここに潜伏してるって情報を摑んだのか……？　そうじゃなくたって、あの陣取り、絶対何か『確信』して動いてんだろっ……！」



　怖こえぇよ【勇者ブレイバー】、と犬人シアンスロープの少女は涙目になりながら己の尻尾をぞわぞわと震わせる。


「やばいって、ヘルメス様ぁ……！　早く星ほしを押さえないと、私達が隠してることバレちまう……！」



　盗賊シーフの勘が警鐘を鳴らす中、少女は逃げるようにその場から移動を始めた。




「……見つからない」

　怪しい影は未だ発見できない。

　アイズは一人、長大な塔の上に上がって辺りを監視していた。

　フィンの読みが正しければ、闇派閥イヴィルス残党か【イケロス・ファミリア】、あるいはもっと『別の何か』がこの『ダイダロス通り』に姿を現す筈。それを押さえられればアイズ達はぐっと敵の懐ふところに近付ける。

　地上に出ている団員が血眼になって手がかりを探す中、アイズは単独行動を続ける。

（あの人は、流石に出てこない……？）

　怪人クリーチャー、レヴィス。

　あの赤髪の女はアイズに執着している。この『ダイダロス通り』で単独行動をすれば何かしらの接近アプローチを図ってくるのでは、という淡い狙ねらいを抱いていたが、強烈な威圧感はおろか視線すら感じない。やはり人造迷宮クノッソスから出るつもりはないのか。

　思わず柳眉をひそめていると、そこで目にあるものが映った。

「あれは……」

　怪しげな襤褸ぼろを纏い、ずるずると引きずって狭い小径の奥に消えていく何者かの後ろ姿。

　その姿を捉とらえた瞬間、アイズは地を蹴った。

　風のように宙を貫き、屋根に着地して再び跳躍すること二度、小径の入り口に到着する。

　だまし絵のように建物が入り組んでおり、辺りは薄暗い。壊れた魔石灯が傾いた姿勢でかろうじて壁にくっついている。

　頭上にも注意を払いながら一本道を走る。

　すぐ現れた階段を一足飛びで上がると、そこは青空に包まれた高台だった。

（いない……？）

　狭い庭園ほどある場所で、アイズが顔を左右に振っていると、

「騒々しいねぇ～。今日のダイダロス通りは」

「！」

　老婆ろうばの声が耳朶じだを叩いた。

　振り向くと、アイズが来た道から、一柱ひとりの神がゆっくりと現れる。

「辺りを見張ってるわ、神を堂々と追っかけてくるわ、まったく傍はた迷惑な連中さ」


「…………ペニア、様？」



　白く長い、ぼさぼさの頭髪。

　襤褸を始め、みすぼらしい格好。

　まさしく貧乏を体現するような神物じんぶつ、ペニアに、アイズは目を見張った。

　まだ人造迷宮クノッソスの存在を知る前、『ダイダロス通り』に赴いた際に出会った女神だ。

　司る事物は『貧窮』。

　ロキが言うには『歩く貧の病』。

『隠し扉』でもあったというのか、アイズの追跡に気付いていたペニアは平然と小径から歩み出て、笑みを投げてきた。

「なにか探し物かい？　それとも盗み？　都市の混乱に乗じてやって来たなら、いい根性をしてるじゃないか」

「……」

「何か喋しゃべんな！　私自ら話しかけてあげてるんだよ！　まったくぅ、人形みたいな綺麗きれいな顔をしちゃってさ！」

　年老いて堕落した魔女を彷彿させる相貌に浮かんでいた笑みが一転、まるで義理の娘に文句を言う姑しゅうとめのようにキーキーと怒り出す。

　自己中心的な神にありがちなことだが、喜怒哀楽が激しい。

　何かと体裁を取り繕うとする下界の住人より、よっぽど感情が豊かで、『人』らしいと、アイズはそんな場違いなことを思ってしまった。
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「……ペニア様は、今、何を？」

「質問を質問で返すのかい？　あーやだやだ、ロキは全く教育ってもんをしてないねぇ！　こんな小娘がもし【ファミリア】にいたら、私わたしゃあすぐに追い出すよ！　だーれも私の眷族けんぞくになんかなりたがらないけどねぇ！」

「……今、起こってる事件の、調べものを……ここで、してます。探し物が、あるんじゃないかって……」

「そうかい！　私の方はただの散歩さ！」

「……」

　何と言うか、非常に、やりにくい。

　自分が口下手なことを差し引いても目の前の神物じんぶつとは相性が悪いかもしれないと、アイズは思ってしまった。

　ペニアはペニアでふんっと鼻を鳴らしてくる。

「……最近、『ダイダロス通り』で、変なことはありませんか？」

「変なことぉ？　たとえば？」

「怪しい人が、いるとか……」

「迷宮街ここは貧民街スラムで、都市の中の肥溜こえだめさ。狼藉ろうぜきを働く冒険者崩れとか、バカそうな連中なんてそこら中に──」

「……モンスターとか、闇派閥イヴィルス、とか」

　アイズが言葉を遮さえぎって言うと、ぴくり、と。

　ペニアは顔の皺しわと一緒に、片眉を上げる。

　住人達を不安がらせないために直接単語は出してこなかったが、神ならばと、アイズは率直に切り出した。

「何か、知りませんか？」

　数世紀以上も前からこの迷宮街に身を置くペニアは、『ダイダロス通りの主』。

　何か摑んでいることはあるかもしれない。

　アイズは女神の灰色の瞳に、問いかけた。

「知らないねぇ」

　そして、すぐに言葉は返ってきた。

　相手の顔にはアイズが見知った笑みが貼はり付けられている。

　下界の住人では見透かすことのできない、神々の笑みだ。

「ねぇ、【剣姫】……お前さんはこの『ダイダロス通り』をどう思う？」

「……？」

　逆に投げられた問いかけに、アイズは怪訝に思った。

　一瞬黙ったものの、少し考え、今いる高台から複雑怪奇な迷宮街を見渡す。

「……おかしな、ところ。複雑で、ダンジョンみたいで……都市の中で、一番変……」

「ほう？　それで？」

「あとは……都市の中で、一番貧しい……」

　言いにくそうに口にすると、ペニアは確かに、嗤った。

「私からすれば、潤い過ぎてるよ」

　えっ？　と。

　アイズは動きを止める。

「こんな綺麗な貧民街スラムがあるもんか。確かに通りにくい、段差が多くて足が疲れる、道標アリアドネがないと迷っちまう、そんな不自由はあるけどね。そんなの些細ささいなことさ」

「……」

「親もいない孤児ガキどもが、きったない身なりで、笑いながら走り回る。どこの誰だか知らない女神が援助しているらしいが……慈愛だの、助け合いだの、この肥溜めにもそんなものが蔓延はびこってるよ」

　吐き捨てるように、ペニアは言葉を続けた。

「オラリオ自体がそうだけどね、此処ここは『幸せ過ぎる』」

「幸せ……？」

「キラキラした連中が、もっとキラキラする。逆に美しく輝いていなければいけない。そんな空気がある。私みたいなやつは息が詰まりそうで、生きにくいったら」

　人々、神々、何より冒険者。

　迷宮都市ここには豊かな夢と野望を胸に抱く連中が多過ぎると、老婆の神は断じた。

「昔の方がよかったよ。モンスターどもが暴れる時代は、みんなみんな『不幸せ』で……そして今以上に輝いていた」

　その言葉を聞いて。

　アイズの胸は途端にざわついた。

　追憶に目を細め、本当にそう思っているとわかる女神の言葉が、どうしても許容できなかった。

「今の腐り切った輝きとは違う。そう、『清貧』。贅肉のない心はなんて尊いことか。下界の住人はね、『過酷』の中でこそ輝く。私が司る貧窮なんてのもその一端さ」

「……！」

「似たような話を神だれかとしたような気がしたが……どこのどいつだったかねぇ」

　アイズに構わず言葉を継ぐペニアは、愉快そうに肩を揺すった。

「そうさ。貧苦はもう少し……あってもいい」

　浮かべているその笑みに。

　真理の側面を解く神の瞳に。

　アイズは、真正面から言葉を叩きつけていた。

「そんなこと、ない」

「んぅ？」

「昔が、モンスターが暴れていた時代がよかったなんて……絶対に、ありえない」

　逆立った柳眉。

　アイズらしからぬ強い語気。

　大して面識もないペニアも意外だったのか、その目を軽く見開いている。

　モンスターの存在は『毒』だ。

『怪物』は、在あるだけで『悪』だ。

　今だってそう。『人型のモンスター』が現れ、このオラリオのどこかで息をひそめて生きている、それだけであんなにも恐怖が広がった。

　決して正義を語るつもりはない。

　だがアイズは確信している。

　モンスターが地上にのさばることは代え難き『不幸』であり、そこに『幸福』なんてものはありはしないと。

　青い空に見下ろされ、神と見つめ合う時間が流れる。

　しばらくして、老婆の神は再び笑みを纏い直した。

「……ヒェッ、ヒェッ。神と人の価値観の相違ってやつかねぇ。こういうのも面白おもしろい」

「っ……」

「まぁ、神々なんて知った風な口を利きく高慢ちきな連中さ。今を必死に生きる子供おまえ達からすれば、見当違いにも、理不尽にも聞こえるだろうよ」

　それでいいさ。

　それがいい。

　ペニアはそう続けて、楯突く少女を愛おしそうに眺める。

　一方でアイズは、胸にわだかまる感情を持てあまし、何かを言おうと身を前に乗り出した。





『────────────────────────アァァァッッ!?』






　その時だった。

　まるで喉のどが破れた少女の悲鳴のごとき、『怪物』のおぞましい叫喚が上がったのは。

「!?」

「おやおや……化物の鳴き声かい？　ひょっとして、あんた達の『探し物』じゃないかい？」

　動きを止めるアイズに、ペニアは笑みを深める。

　口端を吊り上げる女神を一度見やったアイズは、胸の焦熱に耐え、次にはその笑みを振り切るように背を向ける。

　駆け出して、欄干を蹴りつけた。

「必死に生きな。何が待ち受けていようとも。それが神には真似まねできない、お前達『下界の住人』の在り方なんだから」

　空中に躍り出る間際まぎわ、そんな言葉が背中に言い残される。

　間もなく、重力に引かれ『ダイダロス通り』の街並みへ落ちていくアイズの眼下。

　捉えたのは逃げ惑う人々、そして暴れ回る『半人半竜』の『怪物』だった。
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　そこに最も速く駆け付けたのは、フィンだった。

「!!」

　叫喚が打ち上がった瞬間、誰よりも先んじて疾走し、その光景を『射程圏内』に置いたのだ。

　破壊された建造物の一角、立ち上る煙、逃げ遅れている迷宮街の住人、そして地上の青空の下に相応ふさわしくない醜悪な『怪物』の姿。既にモンスターと対峙している『冒険者』の姿に軽い一驚を覚えつつ、右手に持つ長槍を弩砲のごとく背後に溜める。

　高速で飛び移る屋根の上、それを勢いよく踏み切って、後方へと引き絞った黄金の槍を──解き放った。




　一条の閃光が驀進する。




　それはモンスターはおろか、住民達を守ろうと立ち塞がっていた『冒険者』の反応をも許さず、狙い違わず目標へ深々と突き刺さった。

　振り上げられていた怪物の左手を貫き、吹き飛ばす。

『ァ──アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?』

　手を貫通する《フォルティア・スピア》の勢いに負け、モンスターが後方の建造物へと突っ込んだ。

　轟然ごうぜんと響く激突音、爆砕する無人の民家、うねる竜の長軀ちょうく。貫かれた左手ごと槍が地面に食い込み、『怪物』はまさに生きた標本のように縫い付けられる。

　──迷宮街まちの損傷は多々、だが人命に被害はなし。

　最優先で市民からモンスターを遠ざけたフィンは、素早い状況分析とともに、広い屋根へ着地を決める。

　次いで、ダンッ！　ダンッ！　と。

　アイズを筆頭にベート、ティオナとティオネ、リヴェリアとガレスが到着した。

　時が止まったように周囲の喧騒が消失し、一瞬の空白が生じる。

　フィンはその半人半竜のモンスターを認め、鋭く瞳を細めた。

「あれが、今回の騒動のもとということかな？」

　呟きが落ちた直後。

　大歓声が生まれた。


『──────────────────────────────────ッッッ!!』



『やった、やったああああっ！』

『冒険者様ぁ!!』

　それは急行であり、迅速であった。

　日常を破壊され恐怖に呑のまれる群衆を瞬く間に救う、栄光の光。

　迷宮街の住人は、現れた都市最強の象徴に歓喜を爆発させる。

　それは先制であり、奇襲だった。

　とある『少年』の『隠蔽』など許さない圧倒的な速攻。

　居合わせる冒険者達と女神は、駆け付けてしまった都市最強の存在に顔を絶望で彩る。

「まだ住民達の身に被害は及んでいないようだな」

「ほう、儂等より早く来とった者がおるか」

「あら、あれって……？」

「アルゴノゥト君だぁー！」

「またあの兎野郎か……」

【ロキ・ファミリア】の有能な他団員達も続々と集まってくる中、ガレスやティオナ達が通りに立ちつくしている冒険者に気付く。

　ベル・クラネル。

　そして主神を含めた【ヘスティア・ファミリア】。

　自分達より早く到着していた──いやそれ以前にこの状況下で『ダイダロス通り』にいたことをフィンは怪訝に思ったが、最優先事項を前に少年達を思考から除外した。

「竜女ヴィーヴル……例の『有翼のモンスター』とも合致する、か」

　的確な情報分析は、視線の先のモンスターと五日前の事件を結びつける。

　都市を震撼させた『人型のモンスター』。その女体竜尾の体軀だけは『人型』と呼ぶにはあまりにもかけ離れているが、背中に生える翼は『有翼』という目撃情報と合致する。『亜種』か、あるいは『変異』したのか。

　何よりは、この時機タイミング。

　あれが真の意味で、今回の事件の引鉄トリガー、フィンはそう予測する。

「あのモンスターって、18階層の事件と関係あるの？　枷みたいのはついてるけど、武装してる？」

「それはわからないが……ギルドはこれを予想して多くの【ファミリア】に待機命令を出したのかもしれん」

「ちッ、だったら先に言っとけっての」

　ティオナ、リヴェリア、ベートが屋根の上から幅広の通りを眺めながら、口々に言う。

　リヴェリアの言う『ギルド』とは老神ウラノスのことを指している。そして彼女の弁は半分が正解であり、半分が間違いだとフィンは推理する。恐らくこの事態は、ウラノス側にとって迎えうる可能性の中で最悪の展開。

　間違いなく、あの『怪物』こそが迷宮都市オラリオの創設神が隠しておきたかった最高の『秘匿』。

　ティオナの言う通り、モンスターの腕には手枷と引き千切られた鎖が存在していた。十中八九、人間が捕獲していた証拠だ。その捕獲者は【イケロス・ファミリア】か。

（まだ不可解なことはあるが、今は……）

　黄金こがね色の髪が風に揺られる中、フィンは【ヘスティア・ファミリア】が立ちつくす眼下の通り、その奥でもがき苦しむモンスターを見据える。

「団長、あのモンスターは……」

「額の紅石いしがなくなっている。早急に処理する」

　ティオネの言葉に、フィンは即断した。

『ヴィーヴル』は稀少種レアモンスターの一種。巨万の富をもたらすと言われる稀少な額の紅石ドロップアイテム『ヴィーヴルの涙』を失うと、理性を失い石を取り戻すまで暴走する。『竜種』の潜在能力ポテンシャルをもって殺戮の嵐あらしを起こすのだ。迷宮街の住人がいる今、選択肢は『排除』以外存在しない。

　神ウラノスに突き付ける物証は、この際『死骸』でも構わない。

　人命が最優先と、フィンはそのように判断を下す。

（だが……どうして君はそこにいる？）

　そんなフィンを、戦慄せんりつの眼差しで見上げるのは一人の少年。

　ベル・クラネルだ。

（どうして、そんな風に僕を見る？）

　震えている深紅ルベライトの双眸と視線を交わし、フィンはその時、一瞬ある感覚を覚えた。

　見過ごせない『違和感』を。

（ベル……？）

　同時に、アイズもまた、その『違和感』を抱いていた。

　少年の蒼白となった顔を見て、奇妙な『ズレ』を。

【ヘスティア・ファミリア】の面々もそうだ。アイズ達の登場により一般人が歓喜する中で、彼等だけが一様に絶句し、絶望している。

　地上に現れたモンスターではなく、何故ベルから視線を離せないのか、わからない。

『怪物モンスターに、何か生きる理由があったとしたら──』

　不意に蘇よみがえる、少年と交わした言葉。

　アイズは自分でも理解できないまま──葛藤の狭間に立つ少年から目が離せなかった。

『アアアアアアァ……!?』

　モンスターが悲鳴を散らす。

　流れ出る血とともに、醜い『怪物』の痛哭つうこくを。

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!』

　人々が歓呼して望む。

『怪物』が討たれ、この地上から抹殺されることを。

　迷宮街は音を立て、ゆっくりと、秒針を進めた。

　その場に居合わせている神々は、盤外から静かに成り行きを見守った。

　女神の眷族は、その絶望に手足を凍てつかせ、抗う意志を枯らそうとした。

　最強の冒険者達は、『怪物』を排除するため手を下そうとした。

　そして、境界線に立たされる、その少年は。

　少年は。

　少年は。

　少年は──。


「────────」



　その光景を、アイズは忘れないだろう。

　決して消えることのない、胸に楔くさびを打ち込まれた傷跡おもいでとして、永劫。

　アイズは、金色こんじきの瞳を見開いた。




　その日、その時、その場所で。

　一つの『決断』がなされた。

　あまりにも破滅を愛し、あまりにも救いがたい、あまりにも愚かな『決意』が。

　後に神々は言うだろう。

　あの日、あの時、あの場所は。

　観測できない時代の狭間、だが確かに歴史が動いた『転機』だと。

　そして今、神々は嘆くだろう。

　この日、この時、この場所は。

　待ち望まれていた『英雄』が零落れいらくし──『愚者』が生まれた瞬間であると。





『おおおおおおおおおおおおおおおおおぉ────…………？』



　轟き渡っていた群衆の熱狂の渦が、戸惑いのざわめきへと変貌し、静寂に転じる。

「あぁ？」

　その光景にベートは眉をひそめ、

「ちょっと……何よ、あれ」

「ア、アルゴノゥト君……？」

　ティオネとティオナはうろたえ、

「儂わしの目の錯覚か、あれは？」

「フィン……」

「……何のつもりかな？」

　ガレス、リヴェリア、フィンは冷然と目を細めた。


「────」



　アイズは、言葉を失っていた。





「…………ッッ!!」






　少年は、相対していた。

　悶え苦しむ『怪物』に背を向けて、それを討伐せんとする【ロキ・ファミリア】と。

　モンスターを庇かばい、守ろうとするかのように。

　夥しい汗を滴り落とし、呼吸を震わせ、蒼白になりながら。
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　漆黒のナイフを構え、アイズ達の前に立ちはだかっていた。

（なにを、しているの……？）

　アイズはその光景がわからなかった。

　ずっと身近にいたあの少年が、もはや手遅れなまでに、遠ざかっていった気がした。

　ただ、はっきりとしていることは。

　この時、アイズと少年が完璧かんぺきに『対立』したということだ。

（ベル・クラネル──）

　そして、フィンは。

　冷静な口振りとは裏腹に、思考を高速回転させていた。

『人がモンスターを庇う』。

　目の前に広がる光景。ありえてはいけない構造。立ちはだかる少年の真意。

　彼の明晰な頭脳をもってしても繰り返される思考の誤処理エラー。予測もできなければ導き出すことのできない答えを前に、フィンは、その深紅ルベライトの瞳を見据える。

　もし。

　本当にもし。

　ベル・クラネルがあの『怪物』を本当に守ろうとしていると仮定するとして。

　この場での懇願は受け入れられない。無意味な相談である。

　仮にフィンと二人きりであり、『怪物』に何らかの有用性があるというのなら交渉たりえた。だが多くの一般人に見られた。ならば小人族パルゥムの希望を目指す【勇者ブレイバー】にとって、もはや『絶対排除』以外の選択肢はない。生かす理由など存在しない。

　つまり、ベル・クラネルがあの『ヴィーヴル』を救おうというのなら。

　彼の決断はこの上なく『正解』であり。

　同時に己を破滅へと導く、この上ない『愚行』である。

　──君は、本当に愚かだな。

　そんな神だれかの呟きが風に乗って消えていく。

　民衆、冒険者、怪物モンスター、神々の視線の先で。

　少年はただ一人、破滅の中へ身を投じた。
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「この竜女ヴィーヴルはっ、僕の獲物だ……！」

　人々に少年が絞り出した『弁明』は、それだけ。

「だから、手を出すな……!!」

　意地汚い冒険者の顔で、【ロキ・ファミリア】を威嚇する。

　貫いていた槍を引き抜き、悲鳴とともに拘束から逃れる竜女ヴィーヴルを、白髪の少年はただ一人追いかけていった。

「えーと……つまり、どういうわけ？」

　そんな自分達の前から走り去っていくベルを見ながら、ティオナが首を傾かしげる。

「冒険者の間で、獲物モンスターを横取りするのは、規則ルール違反……」

　アイズは、かろうじてそれだけが言えた。

　少年ベルの行動を唯一説明できる言い分を。

　それはアイズ自身、自分にも言い聞かせているような言い方だった。

「あー……竜女ヴィーヴルって稀少種レアモンスターだね、そういえば」

「ふざけやがって……それもダンジョンの中の話だろうが。こんなところにまで持ち込んでくるんじゃねえっての！」

　ティオナが納得した素振りを見せるも、目を瞑つむるベートが右手で己の灰髪を搔かき毟むしり、吐き捨てる。

　ベートの方が当然の反応だった。冒険者の規則ルールを持ち込むのは、この非常時には非常識。瞬く間に【ロキ・ファミリア】の団員や住人達に悪感情が伝播していく。

　アイズはそれを止められない。止められるわけがない。

　アイズ自身も、困惑に歯止めが利かない。

「団長……」

「子供の我儘わがままに付き合う必要はない。あの竜女ヴィーヴルを追跡しろ」

　ぎこちなく指示を仰ぐティオネに、フィンは指揮官の顔を崩さず即座に言い返した。

　ぶれることのない小人族パルゥムの首領に団員達は頷うなずき、後を追いかけようとしたが、

『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　その追跡を阻止するかのごとく、モンスターの雄叫びが冒険者達の耳を聾した。

　竜女ヴィーヴルと少年が奥に消えた幅広の通路、そこへ続々とモンスターが出現する。

「武装したモンスター！」

「やっぱり、街リヴィラが壊滅した騒ぎと無関係じゃないみたいね……」

　数は二十以上。

　その多くが武器ないし防具を所持している。

　瞳を血走らせ怪物の容貌を見せつける蜥蜴人リザードマン、絶え間なく叫ぶ石竜ガーゴイルが率いる有翼のモンスターの群れ、矮小な身に不釣り合いな大斧おおおのを持つ赤帽子レッドキャップの『ゴブリン』、黒犬ヘルハウンドに跨またがる白兎アルミラージ。種族に統一はない。ティオナとティオネは目を見張り、あるいは瞳を鋭く細めた。

　最後に遅れて、金の翼を持つ歌人鳥セイレーンが宙へ躍り出る。

「弓！　射て！」

「先、行きまーす！」

　大群モンスターの登場に『ダイダロス通り』の住民達が再度さいど恐怖の悲鳴を上げる中、彼等を守るため第二軍隊員メンバーのＬｖ．４、犬人シアンスロープのクルスと少女ヒューマンのナルヴィが動いた。空中にいるモンスターへ矢が射撃され、接敵せんと先駆ける少女の後に団員達が続く。

　躊躇ちゅうちょなく、自発的に対応する団員達を見やったリヴェリアは、本来ならばこの緊急時に必要ない『確認』をフィンに取った。

「フィン、どうする？」

「……可能な限り、生け捕りにしろ」

　彼女の『確認』に、フィンは黙考し、答える。

「生け捕りぃ？」

「ああ、気になることがある」

　自らも駆け出そうとしていたベートは、出鼻を挫かれたように振り返る。

　片時も正面から視線を剝はがさないフィンの目が見定めるのは、『武装したモンスター』達の損害ダメージ。多くの個体が傷付いており、まるでここに来る前に『一戦』交えたかのようだ。

　フィンは短絡的に、そして必然的に、18階層に出現したという『武装したモンスター』と目の前に現れたモンスター達を『同一』と見なした。

　18階層から地上、つまり『人造迷宮クノッソス』の経由。

　人為的に解き放たれたか、あるいは怪物自ら『扉』を開けて押し寄せてきたか。

　どちらにせよ『人造迷宮の鍵ダイダロス・オーブ』が用いられたのは確実。その判断で状況を進める。

「まずはティオネ達たち前衛を中心にして迎撃。『魔法』の使用は極力避けろ。街に被害が出る」

「了解しました！」

「わかったー！」

「かったりい……」

「後衛の魔導士達は避難の傍ら住民を守れ。市民の安全が最優先だ。行け」

『はい！』

『鍵』そのものか、あるいは『鍵』にまつわる情報の確保、そして一般人の保護。それらを並行させる指示を矢継ぎ早に下す。

　砲撃及び援護射撃を禁じられた少女エルフィ達魔導士が中心になって住民達に駆け寄り、ティオネとティオナ、ベートが戦場へと飛び降りていく。

「アークス。通りを迂回し、モンスターに気取られないよう竜女ヴィーヴルを追え。四人一組フォーマンセルだ。レフィーヤも加われ」

「え？　あ、はい！」

　続く指示に、レフィーヤは驚きながらも従った。一度後方へと移動し、モンスターに見つからないよう隠れて路地裏へと入る。

　各団員が動き出す中、それまで動けずにいたアイズも、小さく頭かぶりを振って切り替えようとしたが、

「アイズ、君はここに残れ」

「……？」

「リヴェリアは結界の準備。ああは言ったけど、住民達はすぐには動かないだろう」

「……過多な名声も困りものだな。わかった、万が一もある」

「頼んだ。ガレス、悪いけど今から言うところに網を張っておいてくれないか」

「ふむ？　別に構わんが……あの武装したモンスターの相手は大丈夫か？」

「ああ、ベート達だけで十分だろう」

　リヴェリアとガレスの分まで一緒くたにして、フィンが指示を出した。

　彼と二人きり、戦場を一望できる後方に残されたアイズは、じれったく思った。

　正確には今、じっとしているのが難しかった。

「……フィン」

「ああ、ごめんごめん、アイズ。君は念のためだ」

　つい不服そうな目で見つめると、フィンはこちらの気持ちをわかっているのかいないのか、曖昧あいまいな苦笑を返す。そしてすぐ、顔を引き締めて通りを見渡した。

「……何か、あるの？」

「親指が少し、ね……」

　細められる碧眼と一緒に、親指の腹が舐められる。

　間もなく、冒険者達は『武装したモンスター』と接敵し、戦闘の火蓋を切った。




　耳を聾する『怪物』の激しい叫喚、打ち鳴らされる武器の音。

　広い通りの随所で、冒険者達が連携を駆使し、高い潜在能力ポテンシャルを誇るモンスターを迎撃する。

　戦況はフィンの予想通り、終始【ロキ・ファミリア】が優勢であった。

　しかし、

「……ただの蜥蜴人リザードマンじゃないみたいね」

　ティオネは拘束を振り解いたモンスターから距離を取り、そう呟いた。

　ティオネの出鱈目でたらめな乱打によって既に傷を負っている一頭の『リザードマン』。長直剣ロングソードと曲刀シミターを持つ体はふらついているが、その雄黄の眼まなこから戦意が消えることはない。

『グルオオオオオッ!!』

　意地の雄叫びのように声を上げ、荒々しく、そして鋭く剣撃を見舞ってくる。

　確かな『技と駆け引き』。

　我流という言葉が浮かぶ野生の剣技は熾烈でいて、巧みだ。それは度重なる戦いの中で培われたものだと女戦士アマゾネスのティオネは悟る。同時に、このような『剣技』を身に付ける『怪物』には会ったことがないと。もっと言えば、存在するわけがないと。

　本能の衝動のまま襲いかかってくる筈のモンスターが繰り出す『技』に、ティオネは唇を舐めるほどには戦意をあおられながら、けれど愛しい首領ひとの命令を実行すべく淡々と、眼前の敵を痛めつけた。

「はッ、モンスターのくせに随分まともな面つらしてるじゃねえか」

　一方、ベート。

　足もとに倒れているのは瞬殺してみせた一体の歌人鳥セイレーン。

　紅く染まっていた醜い血化粧の一部が落ち、エルフにも劣らない美しい相貌が垣間見かいまみえる。

　そんな歌人鳥セイレーンに、ベートは容赦ようしゃなく、靴底を腹に振り下ろした。

『……ぁ!?』

「だが、化物バケモノは死ね」

　頰の刺青いれずみを歪ゆがめるベートの笑みは、侮蔑ぶべつと怒りに染まっていた。

　ベートは認めない。地上を我が物顔で歩く『怪物』など。

　空を飛ぶことも、海原を悠々と泳ぐことも絶対に許さない。

　彼は決して口にしないし、過去を振り返らないが、厳然たる事実としてベートの家族は、大切だった者達はことごとくモンスターに惨殺されている。

　人類の思いを代弁するように、ベートは振り下ろした足に唾棄だきの感情を滲ませた。

　雌めすであろうと、顔形が人に近かろうと、『怪物』である以上慈悲などない。

　お前達は『排除』されて然るべき存在であると、地上に出てきた歌人鳥セイレーンに過酷な現実を叩きつける。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「次から次へと、うるせえぞ」

　歌人鳥セイレーンを踏みつけるベートに飛びかかったのは、一体の石竜ガーゴイル。

　しかしそれを軽くあしらい、一蹴する。

『ゴァッ!?』

「場違いなんだよ、てめー等は」

　石爪を砕き、金属靴メタルブーツを敵体軀に叩き込む。圧倒する狼人ウェアウルフの顔はしかし、まだ歪んでいた。

　己の胸に巣食う感情をベートは正しく理解する。

　これは、苛立ちだ。

　モンスター達の上げる叫喚が、『守る者』の咆哮ほうこうに聞こえるから。

　勇敢で、仲間思いだったベートの平原の獣民かぞくのように啼なく『怪物』達が、苛立って、憎くてしょうがない。

「寝てろ!!」

『ガッッ!?』

　それを認めたくなくて、ベートは凶暴な蹴りを石竜に叩き込むのだった。

「ほいっ！」

『グゥ!?』

　ベートが苛立ちながら暴れる後方で、ティオナが『ゴブリン』を弾はじき飛ばす。

　闘国テルスキュラの体術によって赤帽子レッドキャップのモンスターは戦闘不能に追いやられた。

「ベートじゃないけどさぁ～、大双刃ウルガじゃあ加減が難しいんだよねー」

　団員達とモンスターが激しく争う戦場を回りながら、渋々仕事をこなす。

　生け捕り目的の戦闘に大双刃ウルガほど向いていない武装はないだろう。

　何より、このモンスター達には気が向かない、とそう呟く

（なんか、戦いにくいなぁ……。なんだろう、このモンスターの群れ……）

　飛びかかって来る一角兎アルミラージを額弾きデコピンで吹き飛ばすなどして無力化しつつ、ティオナは口をへの字に曲げた。

　普段ダンジョンで殺し合いをする『化物』とは違う。

　上手うまく言葉にできないが、何か嫌だ。戦いづらい。

　ティオネが聞けば拳骨を食らいそうな理由だが、馬鹿な自分には根拠も説明できない。

　頭の軽いティオナなりに悩んでいると──地面が揺れた。

「うわぁー!?　何コレー!?」

　敷き詰められた石畳を割り、地下より現れるのは金属の塊。

　大型級『フレイムロック』を彷彿させる金属系のモンスターと思しき存在だった。今まで見たことなどない。周りで交戦する他の団員達は驚いて手を止める。

　ティオナはすぐに敵の体が大双刃ウルガと同じ超硬金属アダマンタイトでできていることに気が付いた。それを証明するように、ティオネとベートの攻撃を弾いてみせる。

　鈍重の動きで、作業的に、前衛壁役ウォールの団員を盾ごと吹き飛ばしていく。

「──そうそうっ、こーいうの待ってたんだよ!!」

　それを見て、ティオナは目を輝かせながら大双刃ウルガを振り回す。

　俄然やる気がわいた。

　何故ならば、あの金属の塊には、他の『怪物』のように喉がつっかえるような感覚を感じないから。

　あれなら何も考えず叩き切れそう。

　直情型のティオナは自分の迷いを後回しにするため、『人形兵ゴーレム』という名の金属塊を、一刀両断した。




　興味、苛立ち、先送り。

　それぞれの思いを抱きつつ、【ロキ・ファミリア】は『武装したモンスター』を無力化していく。

　その中で、アイズは、

「……なに、あれ」

　視線の先の光景を眺めながら、誰にも聞き取れない呟きを、唇から落とした。

　戦場を俯瞰できる高所。だからアイズには『それ』がよくわかった。戦っているティオナ達より、はっきりと、明確に。

　モンスターが、モンスターを庇っている。

　助け合って、戦っている。

　まるで冒険者達のように。

　なんだ、あれは、ありえない。

　知性の高いモンスターならば人類殺害のために連携することはある。だが『庇う』などありえない。喰くい殺すためなら同族だろうと巻き込んで殺す。それが『怪物』だ。それが化物だ。だというのに。

　感情が乏しい表情の中に、アイズは強い困惑と動揺をひた隠す。

　他に気付いている者はいるのか。

　ティオナは？　ティオネは？　ベートは？　他の団員は？

　フィンは、どう思っている？

　隣に一瞥を飛ばしても、小人族パルゥムの首領は指揮官の仮面を纏っており、その心は見通せない。

　胸がざわめきに支配される。

　心の奥が乱れる。

　あの時、確かに竜女ヴィーヴルを庇った少年の姿が──脳裏から離れない。

　戦場を見下ろすアイズは、知れず手を湿らせていた。




『ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』




　だから。

　その圧倒的な雄叫びを聞いた時。

　絶対の恐怖と威圧を与える、『漆黒の体軀』を目まの当あたりにした瞬間。

　アイズは確かに、『安心』した。

　けたたましい咆哮が住民達の意識を根こそぎ奪っても。

　丸太のように太い強靭な腕によって多くの仲間が吹き飛ばされても。

　太陽の光を反射する、凶悪な両刃斧ラビュリスが破壊を振りまいても。

　驚愕きょうがくに支配される心の片隅で、確かに『安堵あんど』してしまったのだ。

　あれこそが、アイズの知る正しい『怪物』であると。

『ヴウウウウウウッ！』

　漆黒の猛牛ミノタウロス。

　ティオナ、ティオネ、ベートの三人がかりでようやくの五分。一発の『咆哮』で強制停止リストレイトに追い込まれる他団員は戦闘に介入することすらままならない。

　Ｌｖ．６が数の利をもってようやく趨勢をもぎ取ろうとする、そんな規格外のモンスターは、背に懸架されていた『もう一振り』の大斧を抜いた。

「「「!?」」」

　地を砕く大刃、巻き起こる放電現象。

　付着していた血糊が弾き飛ばされ、あらわになる斧の色は金色こんじき。つまり『雷』の『魔剣』。

　雷条の網を浴びて、第一級冒険者達が一瞬の硬直を余儀なくされる。

　黒き猛牛は、振り上げた大斧で天を衝き、無慈悲に『砲撃』の発射体勢に移った。

「リヴェリア、結界を張れ!!」

　余裕をかなぐり捨てたフィンの激声。

「【ヴィア・シルヘイム】！」

　次いで響き渡る玲瓏たる魔法名。

　意識を失った住民達を守る円蓋ドーム状の結界魔法が構築されると同時、『砲撃』は放たれた。

『──ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　波濤のごとくブチまけられる雷条の洪水。

　咄嗟にベートが銀靴フロスヴィルトを突き出し威力を吸収低下させるも、轟爆の雷は止まらない。

　真正面にいたベート、ティオナ、ティオネをあっけなく薙なぎ飛ばし、通りに残っていた団員達全てが雷の惨禍に呑み込まれた。

　うねり狂う雷に破壊される石畳、無数の家屋。リヴェリアの結界以外、あらゆるものの破壊は免れない。それはモンスターとの戦闘が始まってから最大の『被害』であった。

　轟雷の咆哮が過ぎ去り、舞い上がった煙が晴れる頃には、壊れた通りに【ロキ・ファミリア】の団員達が無残にも横たわっていた。

　ベート達を除き、全滅である。

「生け捕りはもういい──」

『武装したモンスター』達が倒れ伏す通りの東側を除き、漆黒の猛牛ミノタウロスが立つ通りの中央地帯から西側は、瓦礫の山と化している。

　その惨状にフィンは目を細め──そしてアイズは、人知れず走り出していた。

　一人で、静かに、音もなく。

　弾むように。

　歓喜するように。

　屋根を蹴りつけ、天高く舞い、その『怪物』の背後に降り立つ。




「──やれ、アイズ」




　とんっ、と。

　ブーツから軽い着地音を鳴らし、一瞬固まる『怪物』の背で、愛剣デスペレートを引き抜く。

「わかった」

　アイズは気付かない。

　自分の声が安らかになっていることを。

　轟然と振り返り、大斧を叩きこまんとする猛牛を前に、瞳が穏やかになっていることを。

「【目覚めよテンペスト】」

　紡つむがれる歌声が、確たる『殺意』に染まっていることを。

「【エアリエル】」

　風が鳴る。

　凄すさまじい気流が迸ほとばしった瞬間、神速をもって、剣つるぎを走らせる。

　直後、『怪物』の右腕は舞っていた。


「──────────」



　仲間達、【ヘスティア・ファミリア】、武装したモンスター、そして漆黒の猛牛ミノタウロス。
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　全ての者から言葉を奪った剣のきらめきは、そよ風を鳴らし、切断した太腕を地に墜とす。

　打ち上がる絶叫、飛び散る怪物の鮮血、それらすら風の鎧よろいは阻み、少女の体に触れることを拒絶した。

　心が凪いでいる。

　今、迷いはない。

　凛然とするほど、清々しいくらいに。

　長い金の髪を風で梳かれながら、戦場にあって女神のように美しく在あるアイズは、仰け反るモンスターの巨軀を目の前に、剣を振り鳴らす。

　容赦なく、冷酷なまでに。

「いくよ」

　大粒の唾を撒まき散らし、猛然と逆襲してくる黒き猛牛に対し、ただ全力をもって、風かぜと剣つるぎの調べを奏でた。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～アァッ!?』



　幾千と見紛う銀の閃光、縦横無尽に走り抜ける無数の斬撃。

　激風を纏った《デスペレート》は装備されている重装ごと敵の体を切り裂き、夥しい血飛沫を吐き出させる。

　剣撃は止まらない。アイズは全身を躍動させ、ただ目の前の敵に斬撃の嵐をぶつけた。

『ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　瞬く間に血塗れになりながらも、人智を超えた怪物は双眼を猛らせ、押し返そうとする。

　防御を捨てた前進。隻腕の身で、瀕死の状態に片足を突っ込みながらなお乗り出してきた『怪物』の反撃。全てを粉砕してのける膂力が、たった一撃をもって数え切れない剣の連撃を弾き返す。視界を震わせるアイズは驚愕の次に更なる戦意を纏い──感嘆した。

　嗚呼ああ。

　なんて強い。

　なんて怖い。

　なんて恐ろしい。

　そうだ、これこそが──。

「あ、あれが……」

　唸うなる剣、加速していく視界、時が静止に近付く。

　金の瞳がその『黒い怪物』しか映さなくなる中、アイズが感知しない意識の外で、誰かが呟いた。

　凍りついていく【剣姫】の横顔を見て、黒い炎を孕はらむ凄烈な斬撃を目にして、その誰かは喉を震わせた。

「あれが……『戦姫せんき』」

　ずっと昔、誰かが言った。

『戦姫』と。

　少女の皮を被った殺戮者モンスター・スレイヤー。怪物の屍で作り上げられる無数の頂き。飽きることなく迷宮の奥へもぐり続ける、命知らず。

　過去に置いてきた筈の『人形姫』の面影を纏い、アイズは危うさと一層の美しさを纏い、剣舞を踊った。モンスターからも【ロキ・ファミリア】からも、畏怖と恐怖を集めながら。

　アイズは気付かない。

　無意識のうちに、戒められた己の『力スキル』を行使していることに。

「……アイズ」

　戦いに取りつかれるその姿を見て、一人のハイエルフが呟きを落としたのも、気付けない。

（よかった──）

　アイズは安心した。

　暴力の化身である漆黒の猛牛を前にして。

　これこそが──モンスターだと。

　それこそが──『怪物』だと。

（私は、何も間違っていない）

　竜女ヴィーヴルを庇った少年の姿が、心から遠ざかる。

　やはり、私アイズは間違っていなかった。

　モンスターは、殺さなければ。

　更なる死闘を求める猛牛の歓声に、一際ひときわ高い風の雄叫びをぶつけながら、アイズは踊る。

　心の片隅でこちらを寂さびしそうに見つめる少女アイズを、見て見ぬ振りをしながら、その漆黒の猛牛を斬り裂いていった。
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「レフィーヤ、急げ！」

「は、はい！」

【ロキ・ファミリア】本隊が『黒い猛牛ミノタウロス』と激突している時、レフィーヤと他ほかの団員は『ダイダロス通り』の南方へ向かっていた。

　フィンの指示のもと、四人一組フォーマンセルとなって逃げ出した竜女ヴィーヴルを追う。

「【リトル・ルーキー】の野郎、あんなヤツだったのか！」

「こんな時に金儲けなんて、ふざけている！」

「……」

　疾走する傍かたわら、ヒューマンやエルフの団員達が苛立いらだち交じりに叫んだ。

　怪物モンスターを庇かばい、余計な混乱を招いている冒険者に、悪態が止まらない。

　こんな時に稀少種レアモンスターの高価な『ドロップアイテム』を狙ねらう意地汚い冒険者。彼等の目にはベル・クラネルがそう映った。そうとしか映らなかった。

　純粋な怒りは少年の非難という形を取る。至極当然の帰結だ。

　一人押し黙るレフィーヤは、口を引き結んで険しい顔を浮かべる。

（何を考えているんですか、あのヒューマン……！）

　レフィーヤも団員達と同じく憤りを感じていた──わけではなく、ただただ困惑していた。

　認めたくはないが、レフィーヤは他の団員と比べてベル・クラネルと何かと接点があり、少年の人となりを少なからず知っている。

　私利私欲。金に目がくらんで。

　そんな言葉と少年はおよそ無縁の位置にいる。

　意地汚い冒険者？　あまりにも似合わな過ぎて噴き出すどころか天を仰いでしまいそうだ。そんなことができる冒険者だったら、もっと器用な生き方をしているだろう。

　だからこそ、解せない。

　少年自身が『意地汚い冒険者』を演じてまで、『怪物』を庇おうとしていることが。

　竜女ヴィーヴルを庇った光景を目にした時、レフィーヤの戸惑いはいっそアイズやティオナが抱いているものと近しかった。他の団員達のように非難こそしないものの、今も迷いを抱いている。

（どうして私が、貴方のことを心配しなくちゃいけないんですか……！）

　だから、何も訳を話さず、ひたすら誤解されるような真似まねをしている少年には、とてもとても不満がある。

　ならば、それはやはり憤りなのかもしれない。

「他の冒険者達が……！」

　市壁付近まで身を落とした太陽にレフィーヤの横顔が焼かれる中、派閥ばらばらの冒険者達が姿を現し始める。

『ダイダロス通り』の騒ぎを聞きつけたのだろう。事態鎮圧のために集まってきたのだ。

　モンスターを仕留めるならこの際さい仕方ないとレフィーヤ達は割り切って、複雑に入り組んだ建物の森を跳躍し、駆けながら、悲鳴と土煙が上がる方角を目指す。

「ひっ……!?　いやぁああああああああああああああああ!?」

「ちょっと、冒険者!?　こっち、こっちよ!?」

　モンスターの進撃に悲鳴は途切れず、甲高い金切り声が木霊こだましてくる。

　逃げ惑う娼婦達やその子供が泣き叫ぶ声に、レフィーヤ達は焦燥を募らせた。

　更なる加速を行い、開けた一直線の路地に出た瞬間、

「いた！」

　遥はるか先に竜女ヴィーヴルの巨体を視認した。

　その手前には、モンスターを追う白髪の少年の後ろ姿。

「俺おれ達が接近して回り込む！　レフィーヤ、お前は詠唱してここから撃て！」

「はい！」

　指示を出す男性団員を含めた三名の仲間が先行する中、レフィーヤは魔杖《森のティアードロップ》を片手に持つ。

　視界奥にいる『ヴィーヴル』は既に傷付いていた。待ち構えていた冒険者が攻撃を加えたのだろう。竜尾の下半身には投槍ジャベリンが、細い肩には矢が突き刺さっている。

　悲鳴をまき散らすモンスターに、自らも詠唱を紡つむごうとした、その時。

　レフィーヤは、信じられない光景を目にした。

「【ファイアボルト】!!」

　撃った。

　少年が。

『魔法』を。

　冒険者達に。

「!?」

　レフィーヤは目を疑った。

　炎雷の魔法が炸裂さくれつし、『怪物』を迎撃しようとしていた冒険者達を吹き飛ばす。

「なぁ!?」

「うおおおおおおおお!?」

　まさかの同業者からの攻撃に誰だれも対応できない。武器を壊され、火傷やけどを負い、体勢を崩して屋根の上から落下する。蛮行を超えたその『奇行』に、レフィーヤは言葉を失った。

　ベル・クラネルの『魔法』は脅威だった。

　詠唱を介さない『速攻魔法』は超短文系魔法の威力に該当するが、それでもＬｖ．３。第二級冒険者となった少年の『魔力』はＬｖ．２の魔導士にも匹敵ひってきする。火力は侮あなどれず、その速射性もあって誰も防げない。モンスターに気を取られていた【ロキ・ファミリア】の団員達も同様だった。竜女ヴィーヴルに攻撃しようとしたところで直撃の憂き目に遭い、反動で壁や地面に頭部を強打する。

「なっ──」

　──何のつもりだ！

　──何をしているのだ！

　──そんなことすれば！

　真っ白になる頭の中に浮かんだレフィーヤの危惧きぐは、現実のものとなった。

「【リトル・ルーキー】、てめえ!?」

「血迷ったか！」

「そんなに怪物の宝ドロップアイテムが欲しいのか、糞くそ野郎！」

「こんな時に!!」

　生まれる激しい怒りの渦。凄すさまじい痛罵。

　冒険者達が投げかける罵詈雑言を、レフィーヤは自分のことのように聞いてしまい、手を震わせた。避難に必死だった住民は足を止めて啞然あぜんとし、激しさを増す子供達の啼泣ていきゅうが場の混乱に拍車をかける。

　だが、それでもベルは『魔法』を撃ち続けた。

　まるで竜女ヴィーヴルを守るかのように人々を遠ざけ、暴走する『怪物』の背を追い続けた。

「ッッ!!」

　杖を握り締めるレフィーヤは全力で駆け出す。

　屋根の上を伝って最短距離を貫く彼女は、とうとう並んだ少年の横顔に叫びかけた。

「ベル・クラネル!!　何をしているんですか!?」


「っ……！」



　一瞥いちべつを投げ返すベルは、それで終わりだった。

　歪ゆがめられた横顔は問答を拒絶し、こちらを振り切ろうと加速する。

　──無視ですか！

　レフィーヤは頭を沸騰させた。

「待ちなさいっ！　質問にっ、答えなさい！」

　全身を打つ風にも負けない声量で訴えるも、少年は目を合わせない。

　逃げ惑う怪物だけを見つめ、それ以外のものを全て切り捨てる。

「なんでっ、なんで……！」

　レフィーヤは唸うなった。

（何でそんなに、苦しそうなんですか!!）

　こっちを見ろ！

　訳を話せ！

　じゃないと、何もわからない！

　苦渋と葛藤を滲にじませる少年に、心の中で絶叫を上げる。

　いつもの弁解はどうした。顔を赤くして『違うんです！』と叫んでみろ。憧憬アイズに何かと構われて怒る私レフィーヤに言い訳するように、早く申し開きをして。今なら普段のように少し怒って、小言を言って、注意して、貴方を許してあげられる筈だから！

　だから、そんな悲壮な顔をしないで！

　貴方にそんな顔は、全然似合わない！

　自分でも整理がつかない言葉の羅列が、心の奥まで埋めつくす。

　レフィーヤはきっと、こんな少年の姿を、見たくなかったのだ。

　失望でもなく、落胆でもなく、ただ嫌だったのだ。

　競争相手として、好敵手ライバルとして、同じ『憧憬しょうけい』を目指す冒険者として。

　真意を問いただそうと、もはやモンスターではなく少年を追跡するレフィーヤだったが、

「ぐぁあああああああああ!?」

「っっ!?」

　響き渡る悲鳴に、追及を断念するより他なかった。

　暴走する竜女ヴィーヴルを止められず、冒険者達が血を流して倒れ伏していく。額の紅石を失い見境がなくなった竜のモンスターは、もはや暴風と同義だ。

　瞳ひとみを揺らすレフィーヤに、モンスターを『駆除』する以外の選択肢はなかった。

「──【解き放つ一条の光、聖木せいぼくの弓幹ゆがら。汝、弓の名手なり】！」

　全力疾走を続けながら『並行詠唱』を開始する。

　その『魔力』の高まりに、はっと肩を揺らす少年が、初めてこちらを顧みた。

　顔見知り故ゆえか、『魔法』を撃つのを躊躇ちゅうちょし、張り裂けるようにして叫ぶ。

「やめてください!?」

　──無茶を言うな！

　野放しにすれば被害が増える。

　運が悪ければ、今も凪ぎ飛ばされている冒険者達の姿が一般市民のものになる。

　四の五の言っている段階はもうとっくに過ぎた。

　あの『怪物』を取り逃がしでもすれば、貴方ベルだって悲惨な未来を迎える！

「【狙撃せよ、妖精の射手。穿うがて、必中の矢】！」

　顔を歪めるレフィーヤは杖を突き出し、『魔法』を解き放った。

「【アルクス・レイ】！」

『追尾属性』を持つ単射魔法。放たれれば照準した目標に当たるまで消えない絶対必中の矢。

　大型級のモンスターだろうと葬れる出力の大光閃だいこうせんが周囲を照らす。

　その眩まばゆい光に絶望する少年は──身を翻ひるがえした。

「!?」

『魔法』の射線上に、飛び込んだのだ。

　両腕を広げ、竜女ヴィーヴルに着弾する前に大光閃だいこうせんを受け止めようと。

　モンスターの『盾』となるその行為に、レフィーヤは瞠目した。

「ア、【光散アリオ】!?」

　咄嗟とっさに、『魔法』を爆散させる呪文じゅもんを唱える。

　自動追尾属性の魔法に備わる爆散鍵スペルキーを受け、【アルクス・レイ】は少年の着弾間近で爆砕した。


「ぐぅぅぅぅぅっっ!?」



　直撃しなかったとはいえ目前で爆発した『魔法』にベルは吹き飛ばされる。

　纏まとっている鎧よろいから煙を吐き、ボロボロになる少年は、しかしすぐに立ち上がり、再び竜女ヴィーヴルの後を追い始めた。

　茫然ぼうぜん自失するレフィーヤを取り残して。

「……どうして」

　路地の真ん中で、レフィーヤは足を止めてしまった。

　どうしてそこまでするのか。

　どうして、そうまで『怪物』を庇うのか。

　どうして、『正しい』ことをしている自分の方が『間違っている』のでは──そう感じてしまうのか、まるでわからなかった。

「……待ちなさいっ、ベル・クラネル！」

　立ちつくしたまま、離れていくその背中に叫ぶ。

　少年は振り返らない。

　一秒さえ惜しむかのように竜女ヴィーヴルを追い、『愚者』を貫く。

　再三無視されたレフィーヤは、両手を握り絞め、とうとう体を震わした。

　細長い耳の先まで赤くしながら、我慢ならないように目を瞑つむって、あらん限りに吠える。


「わけを、事情をっ……説明しなさぁぁぁぁーーーーーーーーーーーーーーーい!!」



　市壁の奥に太陽が沈み、黄昏たそがれが訪れる。

　真まっ赤かになったエルフの叫び声が、夕暮れの空に響き渡っていた。
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「神イケロス、繰り返すが時間がない。僕達の質問に答えてくれ」

　対面にいる神物じんぶつに、フィンは要求した。

　場所は崩れかけの廃屋。穴が開いた壁から茜あかね色の光が差し込み、地面に散乱した瓦礫を照らしている。

　まだ『武装したモンスター』の戦闘から間もない夕暮れの時間。

　敵方の機転により『黒い猛牛ミノタウロス』を含め他ほかのモンスターも取り逃がしてしまった【ロキ・ファミリア】は、後処理に追われていた。破壊された通りの補修に、モンスターへの警戒、住民達の誘導などがそうだ。

『ヴィーヴル』は、冒険者達の手で討伐された。

　死骸を示す灰が『秘密の地下道』で発見されたらしい。それについて詳しい調査も並行で行わせている。

　団員達がそれぞれの務めを果たしている中、フィンはロキを伴って、今回の事件にかかわっている『当事者』の事情聴取を進めていた。それも内密に。

「って言ってもよぉー。お前達、人造迷宮クノッソスのこと知ってたんだろぉ？　俺おれが話すことなんてねぇんじゃねぇかぁ～」

　男神おとこの笑い声が廃屋に響く。

　紺色の髪に褐色の肌、黒を基調とした衣装。神を証明する整った面立ちには軽薄な笑みが刻まれている。娯楽好きで、刹那せつな的で、破滅的な、最も扱いに困る類の神の笑みだ。

　男神イケロス。

　フィンの指示で『網』を張っていたガレスが拿捕した、【イケロス・ファミリア】の主神である。

「ギルドの連中が来たら自分はすぐお縄や。引っかき回すこともできなくなるんやから、ここでゲロっとけ」

「そう睨にらむなよぉ、ロキィ～。それに引っかき回す、だなんて心外だぜぇ～」

　たたずむロキに見下ろされ、座り心地の悪い瓦礫の上に腰かけるイケロスは、いい加減な返事をした。

　視線を前に戻し、古びた椅子いすに座るフィンと目を合わせる。

「貴方は人造迷宮クノッソスの『鍵かぎ』を持っているか？」

「持ってねえ。本当だぁ。美神イシュタルの件もあって、人造迷宮クノッソスを出るんなら、って闇派閥イヴィルスの連中に取り上げられちまった」

　今回の事件の重要参考人として、イケロスは『ギルド』へ連行される。

　そして十中八九『処分』を受けるだろう。天界への送還か、あるいは都市からの永久追放か。どちらにせよ今を逃せば彼とはもう接触できなくなる。

『ギルド』へ引き渡される前に、フィンは自分達が求める情報を引き出そうとしていた。

「闇派閥イヴィルス残党の規模は？　いくつの【ファミリア】が存在する？」

「知らねえ。死神タナトスのもとに集まった寄せ集めだからなぁ。俺は寝床代わりに人造迷宮あそこを利用してただけだし、すれ違うくらいで興味もなかった。ただ、【ファミリア】単位で考えるなら、タナトスの派閥だけだろうなぁ」

「『エニュオ』……そう名乗っとる神やつに覚えはあるか？」

「あぁ、都市の破壊者エニュオぉ？　覚えがないぜ、そんなフザケたこと抜かす神なんざ」

　フィンとロキの質問に交互に答えるものの、イケロスの回答はほとんどが『知らない』であった。彼は己おのれの【ファミリア】を面白おもしろおかしく見守っていただけらしく──面白い『娯楽』を見るため使役されてもいたらしいが──『迷宮都市オラリオ崩壊の計画シナリオ』には何も関わっていなかった。少なくとも噓うそはついていないと、同じ神であるロキが保証する。

「本当になんで闇派閥イヴィルスの連中に加担しておったんや」とロキが悪態を吐けば、「成り行きだな」といけしゃあしゃあと笑みが返ってくるだけだった。

　港街メレンで密輸を主導していたのは【イケロス・ファミリア】、密輸は人造迷宮クノッソス作成のための金策、何故なぜ密輸の品にモンスターを選んだのかといえば、『怪物趣味』の貴族達に高く売り払うため。

　事情聴取に応こたえる男神おとこがもたらす情報は既知のものが多く、未知は微々たるものばかり。

　ただ──あの異常な人工の迷宮の成り立ちは知ることができた。

『名工ダイダロス』が夢見て、彼の子孫が作り上げてきた『人の執念』。

　千年という歳月をもって今の規模に至ったという『人造迷宮クノッソス』に、ロキはあからさまに顔をしかめ、フィンは胸中で嘆息した。

　最初に人造迷宮クノッソスに敗れたあの日。

　足を踏み入れた時点でただならぬ領域だとは感じていたが、想像以上の『妄執』が関わっていたようだ。

「あの魔窟まくつの成り立ちは理解した。……では、名工ダイダロスの一族をことごとく魅了し、狂気に駆り立ててきたというその『手記』の在処は？　人造迷宮クノッソスを網羅する『設計図』はどこにある？」

「ひひっ……【勇者ブレイバー】、お前、本当にあの馬鹿ばかげた迷宮を攻略するつもりでいるんだなぁ」

「いいからフィンの質問に答えろ、バカ神」

「俺は持ってねえ。本当だ。持ってたのは眷族ディックスさ。『恩恵』の反応が消えたってことは、もう死んじまったんだろう」

「……」

「誰だれかが持ち去ったか、あるいは人造迷宮クノッソスのどこかに落ちてるかもしれねぇなぁ」

　あの複雑怪奇な広大な迷宮の中から一冊の手記を見つける……目眩めまいのする話だ。

　比喩ひゆ抜きで砂漠の中から一粒の砂金を見つけるに等しい。「他の名工ダイダロスの系譜は頭に染しみ込ませていたらしいから、頭の中を割れば地図も見つかるかもしれないぜ？」と笑えない冗談を言ってくるイケロスに、ロキがとうとう蹴けりを入れる。

「……神イケロス、最後の質問だ」

　夕日が傾き、廃屋の外が数多の足音と喧騒で騒がしくなる。

　ギルド職員が到着したことを察するフィンは、その碧眼へきがんを細め、切り出した。

「『武装したモンスター』……あれは一体、なんだ？」

「……ひひひひひっ。なんだ、ってなんだよ、【勇者ブレイバー】？　お前は何が聞きてえんだ？」

　イケロスの顔に広がる笑み。

　心底愉快そうに己の顔を覗のぞき込んでる男神を、問いただす。

「感情があるのか？　知性ではなく『知能』があるのか？　共同体を形成しているのか？」

　その言葉、全てが『核心』であった。

　通常の冒険者ならば、いや下界の住人ならば一笑に付す憶測の数々。

　凶暴な『怪物』には当てはまる筈もない属性。

　それを、フィンは大真面目まじめに問うた。

　アイズも感じていた怪物同士の連携。全てばらばらの種族でありながら、人のように助け合い、『殺戮』ではなく『目的』をもって戦術を展開した。

　もっと言ってしまえば、あの『竜女ヴィーヴル』を逃がした。

　迷宮街で一戦交え、つぶさに観察を続けていた彼だけが、その『核心』に辿たどり着こうとしていた。

「あのモンスターは、僕達人類と『意思疎通』が可能なのか？」

　廃屋の中から音が消える。

　ロキが口を噤んで見守る中、イケロスは……にぃっ、と。

　その口端を三日月のように吊つり上げた。

「わからねえ」

「……」

「俺が檻おりに捕まっていたモンスターに喋しゃべりかけようが、手を振ろうが、連中はな～んも答えちゃくれなかった」

　噓は言っていない。

　噓は言っていないが、本当のことも語ろうとしていない。

　むしろこう言っているようだ。

『自分の目で確かめてみろよ』。

　髪の色と同じ紺色の瞳ひとみを細め、ニヤニヤと心底愉快そうに笑いながら、見返してくる。

　フィンは表情を消し、無言の時を纏まとった。

「【ヘスティア・ファミリア】……ベル・クラネルとあのモンスター達の関係は？」

　唇からこぼれ落ちたように。

　フィンは気付けば、その質問を投げかけていた。

「さぁ？」

　そして、これまでと同じように。

　イケロスはとぼけた返答だけを投げ返し、煙に巻いた。

「あの竜女ヴィーヴルと、仲良くでもなっちまったんじゃねえか？」
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「この『魔剣』、お前が打ったものだな？」

　椿ツバキは、思いっ切り口をへの字にした。

【ヘファイストス・ファミリア】北西のメインストリート支店、その備え付けの鍛冶場。

　訪れているのは翡翠ひすいの髪を輝かせるリヴェリアである。

　彼女達二人が挟む作業台の上には、あるものが置かれていた。

　金の装飾を施され、血に塗れた戦斧せんぷ──『斧おの型』の『魔剣』だ。

「……これを、どこで？」

「先日起きた『ダイダロス通り』の事件は聞き及んでいるだろう。そこで『回収』した」

　ゆっくりと口を開く椿ツバキに、リヴェリアは淀みなく答えた。

　動揺を押し殺そうとしている最上級鍛冶師マスター・スミスの顔を、片目を瞑つむって見つめながら。

「直接契約を結んでいるガレスが、お前の作品に間違いないと断言してな」

「ふむ、そうか……当のドワーフはどうした？」

「今は突貫の『工事』をしている。手が離せないので、私が来た」

『武装したモンスター』が地上に現れて一日が経たった。

　都市は激しく動揺し、ギルドには質疑と対応を求める声が連日響いている。逃げ出したモンスターも捕まっていない。オラリオの動乱は、未いまだに続いていた。

「それで、この『魔剣』はお前の作品に間違いないか？」

「うむ……手前が打ったものだ。自分の子を見間違える筈もない。その銘は『雷かみなり雷いかずち丸まる』と言ってな、生意気な魔剣鍛冶師の作品を超えるには、まずは真似まね事でもしてみるかと、とりあえずあの理解できん『ねーみんぐせんす』とやらに倣って付けたのだが、いやはや今となっては後悔しか──」

「椿ツバキ」

　静かに話を遮さえぎるリヴェリアに、椿ツバキは口を噤んだ。

「これは『武装したモンスター』……黒い猛牛ミノタウロスが使ったものだ。おかげで団員達に少なくない被害が出た」

　どこか責めるような口振り。

　そう聞こえるのは椿ツバキの気のせいか。

「何故モンスターがこれを使っていたのか、説明できるか？」

「……手前を疑っておるのか、リヴェリア？」

「何を疑えと言うのだ。私はただ、何故モンスターがお前の『魔剣』を持っていたのか、心当たりを聞きたいだけだ。それ以上でも以下でもない」

　容疑者として、モンスターとの繫つながりを疑っているのかと、緊迫した表情で問い返す椿ツバキ。

　それに対しリヴェリアは顔色を変えず言い返した。

　確かに、椿ツバキを見据えている翡翠色の瞳は、容疑を押しつけている風には見えない。

　ただ情報を得たい。ただし噓をつくのは許さない。

　誇り高く、潔癖なハイエルフは、王族の貫禄を見せながらそう問い詰めている。


「……はぁ～～～～～～～～」



　やがて椿ツバキは、全身で溜息ためいきをついた。

「『買い手』との契約で口外は厳禁であったが、こうなってはしょうがない。ここで黙ってお主等に疑われるのは御免であるし……その『買い手』も既にこの世を去っているからな」

「……？　どういうことだ」

「この『魔剣』を売ったのは、【ガネーシャ・ファミリア】……ハシャーナ・ドルリアだ」

「！」

　思ってもみなかった名前を聞き、リヴェリアは一驚をあらわにした。

「あのハシャーナか？　『リヴィラの街』で惨殺された……」

「おうとも。当時、極秘の『冒険者依頼クエスト』を受けたと相談された。誰にもバレるわけにはいかず、単独ソロで『下層』にもぐらなくてはならない、とな」

「それで、強力な『魔剣』が欲しいと依頼された？」

「その通りよ。後衛の支援がないのなら、自分で用意するしか他ないからな。そして極秘故ゆえ、この『魔剣』についても口外しないでほしいという約束を守ってきた。今日までな」

　ハシャーナが迎えた顚末を聞いた時は心底驚いたが……と椿ツバキは顔をしかめる。

「手前が知っているのはそれだけだ。無論、どうしてモンスターどもが使っていたかなど見当もつかん」

　噓はない。椿ツバキの顔色を観察していたリヴェリアは、口もとを片手で覆い黙考する。

　殺害されたハシャーナ・ドルリアは、30階層で『宝玉の胎児』を回収したとされている。

　ならば、『なんらかの経緯』を辿り、この『魔剣』はダンジョン内で『武装したモンスター』達の手に渡った……？

（フィンの推理通り、『武装したモンスター』は管理機関ギルドの他にも【ガネーシャ・ファミリア】と繫がりがあるのか？）

　ハシャーナも、あの『武装したモンスター』について何か知っていたのではないか。リヴェリアはその可能性を胸の中にとどめておく。

　ともあれ、一応の疑問はこれで氷塊した。

　オラリオの最上級鍛冶師マスター・スミスが打った『魔剣』ならば、第一級冒険者ベート達にも被害が出て当然だ。

　思案していたリヴェリアは顔を上げ、椿ツバキに視線を戻す。

「他にまだ、言っていないことはあるか？」

「ええいっ、詰問口調は止めろっ！　これで全部だ！　手前にやましいことなど一つもないぞ！」

　両拳こぶしを腰につけ、さらしが巻かれた豊かな胸を張る。

　探られて痛い腹などないから、いくらでも揉もんでみろ、もとい探ってみろと言わんばかりだ。眼帯をしていない右眼がじろり半眼を作っている。

　……確かにもう後ろめたいことはなさそうだと、その子供っぽい姿を見て、リヴェリアは嘆息した。

「わかった。時間を取らせて悪かったな。この『魔剣』は……お前に返した方がいいか？」

「そうだな……使い手が失われたと言うのなら、手前が預かっておこう」

　持ってきた斧型の『魔剣』を渡し、リヴェリアは部屋を後にする。

　今も迷宮街に布陣しているフィン達に情報を渡すため、足早に店を出ていった。

「……やれやれ。肝が冷えた」

　窓の外、メインストリートを去っていくハイエルフの後ろ姿を眺めながら、椿ツバキは脱力した。

「主神様は『例のモンスター』達について、何か知っていそうだったな……問いただしてみるか」

　それにしても、まだ聞く前で良かったと、首に手を回しながら一人ごちる。

　知っていたら、あの翡翠の瞳に隠し事を見抜かれていただろうから。





「………………」



　レフィーヤは不機嫌であった。

　周囲の団員達が目を逸そらし、一切いっさい触れようとしないほど、すこぶる機嫌が悪かった。

「……レフィーヤ。今は【ヘスティア・ファミリア】の監視中なんだ。しっかりしてくれ」

「しっかり見張ってます」

「いや、そういうことじゃなくて……この空気をだな……」

　Ｌｖ．４の犬人シアンスロープクルスが意を決して声をかけるものの、レフィーヤは彼を見向きもせず、とある館をじっと見据える。

　都市の南西部、第六区画。その一角に建つ建物の室内。

　広い敷地を有する高級住宅が多い区域ブロックで、【ロキ・ファミリア】は【ヘスティア・ファミリア】の本拠ホーム『竈火かまどの館』を監視していた。『武装したモンスター』が地上に出現した事件、それにベル達は関与しているとフィンが判断したためだ。

　ヘスティア派に何か動きがあったら報せろ。小人族パルゥムの首領に言いつけられ、クルス率いる監視部隊は無人の建物を拝借して、斜向かいの館の動向を窺うかがっている。

　そしてその隊の中に、レフィーヤは自ら立候補していた。

「おいエルフィ……どうしたんだ、レフィーヤは？　あの事件から様子が変じゃないか？」

「それが聞いてくださいよ、クルスさぁ～ん！　同室者ルームメイトの私がどんなに聞いてもレフィーヤったら話してくれないんですよ～！　つまり何もわかりません！」

「最初からそう言え……」

　魔導士のエルフィとクルスの間の抜けた会話を他所よそに、レフィーヤは開いた鎧戸よろいどの陰から監視を続ける。

　視線を移せば通りの陰や別の建物にひそむ冒険者達の姿が見えた。【ロキ・ファミリア】以外にも、【ヘスティア・ファミリア】を見張っている者達がいる。フィンと同じく、ベル・クラネルは何か知っているのでは、と疑っているのだろう。

　しかしそんなことは、レフィーヤはどうでもよかった。

　なんの動きも見せない館を──いやその館内にいるだろう少年を、据わった目付きで睨む。

「ねぇ、どうしてそんな怒ってるの、レフィーヤ？　いい加減教えてよ～」

「……別に、怒ってなんかいません」

「怒ってるじゃ～ん！　そーんな怖い目をしちゃってさぁー！」

　エルフィに問いかけられたレフィーヤは、無愛想ぶあいそうな返事しかできない。

　レフィーヤ自身、ずっと不可解であった。

　何故こうも苛立いらだっているのか。

　その理由を考えて、自問して……辿り着いた答えは他愛のないものだった。

（だって……私が、私達【ロキ・ファミリア】が『悪役』みたいじゃないですか！）

　今や都市全体が迷宮街を守った【ロキ・ファミリア】を支持し、怪物モンスターを庇かばう真似をした【リトル・ルーキー】を貶けなしている。

　その中で異物のように、レフィーヤは疑問が絶えなかった。

　都市崩壊の計画を防ぐため、地上にのさばる『武装したモンスター』を始末するため。それらは全て迷宮都市に捧げる献身であり、崇高な使命だ。少なくともエルフであるレフィーヤはそう思っている。【ロキ・ファミリア】は正しいことをやっていると。

　なのに、何故こうも嫌な思いをしなくてはならないのか。

　あの光景を見たせいだ。体を張って竜女ヴィーヴルを守った少年の姿を。

　レフィーヤの目にはそれが『正しい』ことのように見えてしまった。『怪物』を守るという唾棄だきすべき行為が、『間違っていない』ように。

　それくらい、少年は必死で、懸命だった。

（あのヒューマンは何も話そうとしませんし！　だから私だって何もわからない！）

　──とどのつまり、そこに怒りの源泉がある。

　何か事情がある癖くせに、話そうとしなかったベル・クラネルに、レフィーヤはとことん腹を立てているのだ。それはいっそ清々しいほど相手の立場を考慮しない思考であり、同時に『話してくれなければわからない』という至極真っ当な訴えであった。

　──ので、レフィーヤはまどろっこしい方法など放り出し、最も単純シンプルな手段に乗り出した。

「レ、レフィーヤ？」

「おい、どこに行くんだっ？」

　無言で部屋から出ていくレフィーヤに、エルフィとクルスが尋ねるが、答えない。

　つかつかと前のめりに歩くレフィーヤはそのまま外に出て、『竈火かまどの館』へ一直線に向かった。「ちょお!?」という少女エルフィの声が背後の建物から聞こえるが、無視。しっかりと閉じられた正門と鉄柵をＬｖ．３の跳躍力であっさりと飛び越えると「おい!?」と青年クルスの悲鳴が響き渡るが、これも無視。

　曇天の下、館の敷地を大股で突っ切り、階段を上って、玄関の呼び鈴を遠慮なく鳴らす。

　カランカラン。反応なし。誰も出てこない。

　再びカランカラン。動く気配もない。無視。

　レフィーヤは無表情かつ無言で、より激しく鐘を鳴らし続けた。

　そしてカランカラァンが、ギャランギャラァァン！　という凄すさまじい音色に変わり始めた頃ころ、とうとう扉の内側で何者かがゴソゴソする気配があった。

　レフィーヤが呼び鈴の手を止めると、がちゃりと、ゆっくり扉が開かれる。

「ど、どちら様でございますか……？」

　扉の隙間すきまから顔を覗かせるのは、大人しそうで、可憐かれんな狐人ルナールの少女だった。

　メイド服姿で、長い金の髪はアイズのものにも似ている。顔の造りはエルフの系統とは異なるがとても美しい。【ヘスティア・ファミリア】が雇っている使用人だろうか。

　何より、どこか儚げだ。こんなか弱そうな女の子に乱暴な真似なんてできないでしょう？　だから穏便にことを済ませお引き取りください──そう言わんばかりの美少女である。

（──こんな守ってあげたくなるような人を遣わせて、良心を咎めさせようとするなんて！）

　何て卑怯ひきょうな！　許すまじベル・クラネル！

　全くもって冤罪である少年への非難を胸中で叫びながら、レフィーヤは努めて静かに口を開いた。

「ベル・クラネルを出してください。いるのはわかっています」

「え、えぇっと……今、ベル様はご体調が優れないでいて……ご用事でしたら、私わたくしが承ります……」

　挨拶あいさつを始めとした色々な段階をすっ飛ばして直接要求してくるレフィーヤに、狐人ルナールの少女は少しビビりながら対応する。彼女の背後で数人がこそこそする気配があった。突然の訪問者を警戒しているようだ。小賢しい。

　というか、よく見れば扉の間に極太の鎖がかかっていた。レフィーヤが入れないようにしている。『どうかお帰り下さい……』とおどおどする狐人ルナールの少女の顔にも書いてある。

　当然のごとく歓迎されていないレフィーヤは、やがて、大きく息を吸った。

　次には、僅わずかに開けられたドアの隙間を摑つかみ、顔をねじ込む。


「ベル・クラネル～～～～～～～～～～～～～～～～ッッ!!　私と会って、全て説明しなさぁーーい!!」



「こんっ!?」

　我を失って強硬手段に乗り出す妖精エルフ。

　その怒りの形相に肩を跳ねさせる哀れな狐人ルナール。

　色々我慢の限界を超えて『実力行使』を取るレフィーヤに、【ヘスティア・ファミリア】側もとうとう慌あわてふためいた。

「春姫ハルヒメ殿ぉ!?　お逃げくださいッッ!!」

「やはり問答無用の実力行使でした！　リリの勘は当たっていました!!　これだから冒険者は信用ならないのですっ!!　ぺっ！」

「そんなこと言ってる場合かー!!　早く締め出せー！　ベル君を守るんだー!!」

　様子を窺っていた極東出身の少女が取り乱し、やさぐれた小人族パルゥムの声が散り、女神の叫喚が上がる。

　隙間からにゅっと出てきた極東の少女の手に突き飛ばされ、踏鞴を踏むレフィーヤの目の前で勢いよく扉が閉まる。

　バタン！　ガチャリ!!

「あぁっ!?」

　狐人ルナールの少女が引っ込んだかと思うと扉が閉まり、施錠された。


「こらぁ～～～～～～～～～～!!　ベル・クラネルッ、卑怯者ぉ！　出てきなさぁい！　ちゃんと説明しなさぁ～～～～～～～～～い!!」



「お前らぁ、レフィーヤを止めろぉおおおお!?」

「何やってるのさレフィーヤぁ!?」

　両手で扉をドンドンドン！　と連打し、いっそ破壊してしまいそうな勢いの同僚を、【ロキ・ファミリア】が取り押さえにかかる。クルスやエルフィに捕まれるレフィーヤはその細い体のどこに力があるのか暴れ回り、顔を真まっ赤かにして叫び散らした。

　結局、監視組が全員がかりとなって、レフィーヤは引きずられていった。

【ロキ・ファミリア】以外にも【ヘスティア・ファミリア】を監視している派閥は、その一部始終を見て「【ロキ・ファミリア】本当マジ怖こえぇーよ……」「【千の妖精サウザンド】本当マジヤベェーよ……」と肩を抱きながら震え上がった。

　その後、レフィーヤは当然のごとく監視組から外されるのだった。




「おりゃああああああああああああ！」

　かけ声とともに豪快な破砕音が鳴り、壁に穴が開いた。

　がらがらと崩れる石板、そして超硬金属アダマンタイトの塊が床に転がる。

　人一人分がようやく通れる穴をくぐり、ガレスとティオナはその空間に足を踏み入れた。

「間違いないようじゃな……『人造迷宮クノッソス』じゃ」

「あ～、手が痛～い。超硬金属アダマンタイトの壁を掘るのって、疲れるね～」

【ロキ・ファミリア】は地上に出現した竜女ヴィーヴルの道程を辿り、『ダイダロス通り』の隠し通路、そして人造迷宮クノッソスに通じる最硬金属オリハルコンの『扉』を発見していた。

　フィンの指示は、超硬金属アダマンタイトの壁を掘っての人造迷宮クノッソス侵入。ひとえに『武装したモンスター』の手がかりを得たいがための強硬策だった。破壊作業を担ったのは派閥一、二の力を持つガレスとティオナである。

　人造迷宮クノッソスの入り口付近の壁は侵入者を防ぐため、当然のように迷宮内部より分厚い。多大な時間と労力、そして『白剛石ヴァルマーズ』製の工具をいくつも消費しながら、ようやく侵入できたところだった。先端がボロボロになり使い物にならない鶴嘴つるはしをぽいっと放りながら、ティオナは辺りを見回す。
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「ひろ～……あたし達が歩き回った迷路じゃなくて、広間ルームだね。それにここまですっごい量の階段を下りてきたし、もしかして、『中層』の位置くらい？」

「うむ、その可能性は大いにある。この空間もどことなく、17階層の『嘆きの大壁たいへき』を彷彿ほうふつさせるわ」

　敵の反撃を警戒してラウル達【ロキ・ファミリア】の部隊が迷宮の外に待機している中、ティオナは自分達の背後、侵入してきた穴を振り返った。

　神イケロスを尋問したフィンによれば、この人造迷宮クノッソスを夢想した名工ダイダロスは本家本元オリジナルのダンジョンを強く意識していたらしい。彼かの地下迷宮の造りをもとに設計されている、と考えればガレスの既視感にも説明がついた。

「うわっ……死体……」

「モンスターにやられたようじゃな……。目印になるような徽章エンブレムはないが、ことの経緯から考えれば【イケロス・ファミリア】か……」

　大広間と言うべき石造の空間を慎重に移動していると、すぐに複数の死体が姿を現した。十以上はいるか。みな爪つめや牙きばで引き裂かれ、目をかっと見開いたまま、こと切れている。敷き詰められた床の石板には、乾いている血の跡が広がっていた。

　強い異臭にティオナはつい顔をしかめるものの、悪人の末路だというのなら、これほど相応ふさわしい光景はないような気がした。

「ここまで直通だった地下階段を顧みるに、恐らくこの場所は密輸するモンスターを集めるための『倉庫』じゃろう。あるいはダンジョンとの『中継点』か。ここを起点に、複数の地下通路ルートから地上へ運んだと考えれば……」

　薄闇に包まれた広大な空間には、ガレスの予想を肯定するように、大小様々な『黒檻』が存在した。その多くは破壊され、『何か』を捕えていた『鎖』が引き千切られている。

「……捕まってたモンスターが怒って、反乱、したとか？」

「……」

「んーと、つまり……あたし達が『ダイダロス通り』で戦ったあのモンスター達が、この檻を破って……脱走？」

「そうじゃな。そう考えるのが、一番楽なんじゃが……」

　壊れた檻の前に屈んで、じーと視線をそそぎながら、ティオナがない頭をうんうんと唸うならせる。それに対してガレスは、他の可能性も考慮しているように、返答の言葉を濁した。

　彼等は他に情報がないか、手分けして辺りを調査し始める。

　幸い、予想された敵の反攻はなかった。

　同時に、ガレス達以外、生きている者は誰もいなかった。

「ガレスー。この先、やっぱり『扉』があって進めなーい。やれば壁は壊せるけど……」

「止めておけ。既にここは見切りをつけられ、放棄されておるようじゃが……敵を刺激して面倒を起こされたらかなわん。ひとまず、フィンに指示を仰ぐぞ」

　大広間自体に『扉』は複数存在した。ここより伸びる細長い通路も幾つかあるものの、やはり先に進むには『鍵』が必要だった。周囲を調べているティオナに深入りを禁じ、ガレスは外で待機しているラウルに地上へ伝言を頼んだ。

　他の団員を大広間に呼び込み、【イケロス・ファミリア】の死体を運ばせていく。

「あ～、ガレスさん……団長からの指示っす。ここからはもう撤収。あと食人花モンスターでも解き放たれたらまずいから、壊した穴はしっかり塞ふさいでおくようにって……」

「……フィンのやつめ、軽く言いおって」

「え～!?　せっかく壊したのに～！　しかもどうやって塞ぐの～!?」

　これ以上、地上に厄介やっかい事を運ぶのは避けたい。フィンの意図はわかるものの現場を任されているガレスとしては、再びかかる時間と労力に愚痴を吐くのは止められない。

　ティオナはティオナで悲鳴を上げた。

「諦あきらめろ、ティオナ。ドワーフならこの程度の土木工事くらいやってみせるもんじゃ」

「あたしドワーフじゃないも～ん！　もうフィ～ン、自分でやってよー！」

　アマゾネスの少女の悲鳴が上がる中、ガレスは溜息交じりに、そして黙々と撤収作業に取りかかる。

　肉体労働を強いられる自分達より厄介な『立場』に立たされているだろう、小人族パルゥムのことを慮りながら。
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「各班、情報収集を行いつつ警備を徹底させろ。『武装したモンスター』は必ずこの『ダイダロス通り』に現れる。特に隠し通路には目を光らせろ」

『武装したモンスター』の出現から、四日が経過した朝。

　フィンは【ファミリア】のほとんどを『ダイダロス通り』に集めていた。

　場所は迷宮街の中でも外れ、あの『黒い猛牛ミノタウロス』を取り逃がした大通りである。

　多くの建物が壊れ、燃え落ち、廃墟然と化した一角には、修繕に従事するギルド職員や足早に駆けていく【ロキ・ファミリア】の団員達が入り交じっていた。

　この場所以外にも、『ダイダロス通り』の各所には【ロキ・ファミリア】とは別の冒険者達も出歩いている。みな注意深く視線を配り、住民を捕まえては聞き込みを行っていた。

「さすがに、他の冒険者達も『ダイダロス通り』に何かあると気付きかけているか……」

「あるいは、神々の指示か、だ」

　歩み寄ってくるリヴェリアが口を開く。

　フィンは彼女の方を見ずに答えた。

「放っておいていいのか？」

「ああ。どちらにせよ人造迷宮クノッソスの存在そのものに気付いてはいないだろう。無視して構わない」

「……住民の避難は？　冒険者達われわれが集まっているせいで、不安が広がっているぞ？」

「僕の考えが正しければ、ここは再び『戦場』になる。避難誘導はギルド職員に任せ、事件解決のための作業を進める。でなければ、効率が悪い」

「……」

　的確ではあるものの、いっそ冷淡過ぎるフィンの返答に、リヴェリアは口を噤んだ。

【ロキ・ファミリア】が布陣している名目は、戦場となった迷宮街の復興、防衛のため。

　実質は『武装したモンスター』が所持しているであろう、『ダイダロス・オーブ』を奪取するためだ。

「『武装したモンスター』は18階層で目撃された後、突如『ダイダロス通り』に現れた。疑いようもなく人造迷宮クノッソスを経由している。【イケロス・ファミリア】が倒れた今、彼等の『鍵』を持っているのは件のモンスター達に間違いない。必ずこれを手に入れる」

　人造迷宮クノッソス攻略に不可欠な『鍵』。

　フィンはそれを何としてでも入手しようとしていた。

　転がり込んできた千載一遇の好機。それを見逃すほど彼はお人好しではない。

　都市オラリオ崩壊の阻止。その大義名分を掲げて、団員達を動かしている。

「団長、都市の地下水路、北から北西にかけてモンスターの目撃情報が多発してます！　目撃した冒険者達は全員撃退されているみたいなんですが……どうしますか？」

「それは『誘い』だ。この南西区画ダイダロスどおりからは対角上……僕達が引き付けられて動くのを待っている。気にするな。アリシア、『扉』の位置は？」

「はい！　竜女ヴィーヴルが現れた隠し通路の奥を依然調査中です！　先程、三つ目の『扉』が！」

「そのまま続けてくれ。『扉』を開けて打って出るヘマはしないだろうが、もし闇派閥イヴィルスと戦闘が起きた場合、『鍵』の入手を優先だ。ラクタ、新しく発見した『扉』を中心に隠し通路の地図作成マッピングを急げ」

「わ、わかりました！」

　代わる代わる団員達がフィンの前に現れ、報告を繰り返す。

　敵方の目撃情報に言及する少女ヒューマンのナルヴィには無視を命じ、エルフのアリシアの報告を受け、兎人ヒュームバニーのラクタに地図作成マッピングを進めさせる。

　はっきりと、淀みなく命令を下す首領の姿に、団員達は頼もしさを覚えていた。

　この不安定な情勢の中、常人ならば目的を定められず身動きが取れなくなるが、フィンだけは違った。フィンという旗がある限り、【ロキ・ファミリア】は進むべき道を見失わない。

　誰もがいつもと変わらぬフィンを信頼した。

　誰もが流石さすが【勇者ブレイバー】だと称賛した。

　誰もが、彼の『心の動き』を察することはできなかった。

「……フィン」

　いるとすれば、側に控えているハイエルフか、今はここにいないドワーフくらいなもので。

「リヴェリア、何をしている。人手が足りない。地下水路の方へ向かって指揮をとってくれ」

「フィン」

「僕と君が固まっていては効率が悪い。ガレスの方にも指示を──」

「フィン」

　こちらを全く見ず、矢継ぎ早に指示を下す小人族パルゥムに、リヴェリアは語勢を強めた。

　彼の言葉を遮ってから、断じる。

「焦り過ぎだ」

「……」

　その指摘に。

　フィンは口を閉ざした。

「この機会を逃せないのはわかっている。だが何をそんなに急せいている？　お前らしくない」

「……」

「団員の前で虚勢を張るのは理解できる。だが、私の前で上面で話すのは止めろ」

「……」

「それに最後の睡眠はいつ取った？　この四日間、お前がこの本陣から離れたところを私は見ていないぞ」

「……僕の場合は」

「【軍長勲章スキル】でどうにでもなる、などとつまらない言い訳はするなよ？」


「…………」



　リヴェリアの厳しい声音と眼差まなざしに、フィンは今度こそ黙りこくった。

　フィンは表面上、平静で在り続けたつもりだった。

　だが、付き合いの長い彼女の目だけは誤魔化ごまかせなかった。

　ガレスと、きっとロキも気付いているだろう。

「一度、休め。お前の粗あらは命令を聞くラウル達にも波及する」

　団員達の士気にまで引き合いに出されれば、部隊を預かる指揮官フィンの身としては、反論の余地もなかった。

　目を瞑り、息を吸って、吐く。

　観念したフィンは、ようやくリヴェリアの方を向き、苦笑を浮かべた。

「……わかったよ、リヴェリア。今出している指示が一段落した後、一度仮眠を取る。これでいいかい？」

「ああ。それでいい」

　リヴェリアも鷹揚に頷うなずく。

「言っておくが、お前が寝るまで寝台ベッドの側で私が見張っているからな」

「君が子守唄を歌ってくれるって？　それは光栄だけど、アリシア達に恨まれてしまいそうだよ」

「いいや、歌うのは私ではない。ガレスだ」

「……くっ、はははっ！　それは困ったな、おかしくていつまでも寝れそうにない」

　つい叩たたいた軽口に、まさかのハイエルフの冗談が返ってきて、フィンはきょとんとしてしまった。そしてすぐに、噴き出した。

　その光景があまりにも珍しかったせいか、周囲で動いていた団員達が驚く。

　滅多に口にしない冗談を言ったリヴェリアは、フィンの肩から力が少し抜けたのを見て、微笑ほほえむように目もとを緩めた。

（まいったな、気を遣わせてしまった……）

　フィンは自嘲する。

　気を配らなければいけない立場であるのに、逆に心配をかけた。これでは団長失格だ。

　らしくない。

　本当に、らしくない。

　首領の仮面を被かぶっていたつもりだったのに、『心の内』を見抜かれてしまった。

「団長」

　名を呼ばれ、内側に向けていた意識を引き上げる。

　目の前にはアナキティが立っていた。

「ギルドの使者が訪ねてきています。……ギルド長、本人です」

　その報告に、背後のリヴェリアを顧みる。

　寝台ベッド送りはしばし見送ってやる。彼女は頷くことでそう許可してくれた。

　団員達の指示係をいったん預かり、席を外す副団長に、フィンは肩を竦すくめてみせる。

「わかった。通してくれ」




「──よし、条件を呑のんでやる。神ウラノスには私から言い含めておこう。……ただし！　出し抜こうなどとは考えないことだ！　変な真似をすれば私は即お前達から手を切るからな!!」

　鼻息荒く、唾を飛ばしながら、ギルド長ロイマン・マルディールは釘を刺してきた。

　肥満体質の腹が荒げた声に合わせ、上下に揺れる。

「約束するよ」

『取り引き』という名の話し合いを終えたフィンは、にっこりと笑い返した。

　お供を連れて引き返していくロイマンの背中を見送ると、入れ替わるようにリヴェリアが戻って来る。

「やれやれ……あの男も相変わらずだな」

「ははっ。僕はロイマンを信頼はしていないけど、信用はしているよ。利害次第で交渉できる分、わかりやすい」

　ロイマンは勧告をしに来ていた。この『ダイダロス通り』から部隊を引き払えと。

　恐らくは老神ウラノスの神意しんいを受けて。

「よかったのか？　『人造迷宮クノッソス』の情報はともかく、『鍵』まで譲る約束をしてしまって」

「『鍵』は複数あると神イケロスから聞いている。一つでも僕達のもとに残ればいい」

　撤退を求めるロイマンとの『取り引き』で、フィンは『鍵』の譲渡を約束した。

　これはロイマンを丸め込み、【ロキ・ファミリア】の『ダイダロス通り』駐屯を正式なものとさせるためだ。『ギルド』が認めたとなれば住民はおろか冒険者達に反感を持たれることはない。

　余計な騒動ハプニングは避けたい。『武装したモンスター』以外の『敵』との交戦も視野に入れているフィンは、代償として『鍵』の一つを捧げるくらいなら安いと考えていた。

「打算があるとはいえ、ギルドは協力相手として数えていいということか？」

「少なくとも、ロイマンは、かな。強制任務ミッション発令の時といい、きな臭さは依然とある。今回の件に関してギルドを全面的に信頼するには、材料がまだ少ない」

　リヴェリアと状況について話し合っていると、金髪金眼の少女が訪れる。

「あぁ、見回りご苦労、アイズ」

「うん……」

「何か変わったことはあったかい？」

「……あの子が、ベルが、『ダイダロス通り』に来た」

　その報告を聞き、フィンの碧眼が細まる。

「動いたか」

「フィン……やはりベル・クラネルを疑っているのか？」

　アイズの様子を窺いつつ、リヴェリアが少女の代わりに問うてくる。

「事件の重要参考人だとは確信している。あの日、対峙たいじした冒険者は、僕が知るベル・クラネルではなかった」

　そう、あの日のベル・クラネルはフィンの知る少年ではなかった。

　フィンの胸に動揺の『種』を植える『愚者』では、決して。

　内心の動きを気取られないよう、フィンは努めて淡々と語る。

「もしあの武装したモンスターに『何か』あるのだとしたら……ベル・クラネルがその『何か』を知っている上で奇行に走ったのだとしたら、あの日の出来事も一応の説明がつく。そしてそれは、僕達と対立せざるをえなかった『何か』だ」

　フィンは口を閉ざしているアイズを刺激しないよう、言葉を選んだ。

　黙ってこちらを見つめてくる彼女の視線に気付き、見せかけの苦笑を投げた。

「アイズ、僕は何も頭ごなしにベル・クラネルを敵と見定めているわけじゃない。これでも僕は彼を買っているんだ。個人としても、冒険者としても」

「……」

「けど、今回の件は話が別だ。彼は味方なのか、あるいは敵になりうるのか……それだけははっきりさせておきたい」

　全て本音だった。そしてその本心の中に、巧妙に『心の迷い』を隠した。

　塔や建物が林立する方角を見やり、口を開く。

「リヴェリア、この場は任せた。ちょっと一人で行ってくるよ」

「なに？」

「目立ちたくないし、警戒もさせたくない。アイズ、ベル・クラネルは一人で『ダイダロス通り』に来たのかい？」

「……主神かみ様と、一緒に」

「ンー、わかった。見かけた場所を教えてくれ」

　リヴェリアとアイズに、フィンはさらりと告げた。

「ベル・クラネルに会ってくるよ」

　笑みを顔に貼はり付けながら、リヴェリアの顔を見上げる。

　それを見返していたハイエルフは、ややあって頷きを返した。

「……いいだろう。しばらくこの場は私が受け持つ」

　アイズが驚く中、リヴェリアは外出を認めた。

　フィンはそれに礼を言い、本陣を離れる。

　また気を遣わせてしまった、そう心の中で呟つぶやきながら。
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　ベル・クラネルと接触するため、アイズから聞いた道のりを辿る。

　蜘蛛くものように錯綜さくそうする路地に人気ひとけはなかった。槍と防具を纏うフィンの足音だけが、雲に塞がれた灰色の空に響いていく。

　フィンは道すがら、努めて客観的に自分を見つめ直していた。

　確かに思考が冷静さを欠いている。リヴェリアに諫言かんげんされるほどに。

　それは何故？

　何がなんでも『鍵』を入手しなければならないから？

　都市の存亡がかかっているから？

　いくつもの『難題』を抱えたこの局面に気が急いているから？

【ファミリア】の仲間を……少女リーネ達を殺されたから？

　勿論それらはあるだろう。

　だが一番は、

「ベル・クラネル……」

　あの少年だった。

　四日前、竜女ヴィーヴルを背にし、自分達の前に立ちはだかったあの光景が脳裏から離れない。

　あの光景のせいで、沈着無比だった筈のフィンの思考に雑音ノイズが生じている。

　ともすれば、心をかき回してくる。

「おい、見ろよ……」

「ベル・クラネル……また来たの？　モンスターを狩りに？」

「さすが上級冒険者様だぜ。ギルドの懸賞金にも目がねえらしい」

　ちらほらと見かけるようになる『ダイダロス通り』の住人達が、フィンの思考を断ち切る。その暗然とした声が視線をある方向に導いた。

　人々が睨む先にいたのは、白髪の少年だった。

　蔑みの眼差しと嘲弄ちょうろうの囁ささやきから必死に逃れるように、うつむきがちに歩いている。

【リトル・ルーキー】の名は地に堕ちた。

　他ならないベル・クラネル自身の行動によって。

　あの日、自分の獲物だと主張し竜女ヴィーヴルを庇い、あまつさえ討伐しようとした冒険者まで『撃った』行為は、群衆の目には極めて愚劣なものとして映った。

　曰く、私利私欲のために行動した冒険者。

　曰く、自分本位の行動で都市を危険に晒さらした。

　悪意と非難の声がオラリオには充満している。都市を賑にぎわせていた【リトル・ルーキー】だったからこそ、その失望のほどは尚更であった。敵意にも、害意にも発展しかけている。

　哀れ。愚か。

　あれだけのことをした。同情の余地はない。

　──そう思えたらどんなに楽だっただろうか。

「ベル・クラネル」

　悪意を吐き捨てる人々の間を抜け、フィンはその名を呼んだ。

　立ち止まり、振り返る深紅ルベライトの瞳が強い驚きを帯びる。

「フィン、さん……？」

　ベルの前まで足を止めたフィンは、その体に視線を走らせ、目を細めていた。

「装備は護身用のナイフだけ、か……。この状況で、随分と軽装だね」

「！」

　その指摘に、ベルはあからさまにたじろいだ。

　今、迷宮街にいる冒険者は全員が装備に身を固めている。自衛のためだ。『武装したモンスター』にいつ襲われても対処できるように。フィンでさえ武器と防具を身に付けている。

　そんな中、目の前の少年は鎧はおろか戦闘衣バトル・クロスさえ着ていなかった。

　まるで今の都市の状況には危険がない──どこかにひそんでいる『武装したモンスター』は危害を加えてこないと、そう確信しているかのようだ。

　面白いほど動揺をあらわにする少年に、フィンは敵意のない声音を繕う。

「今は一人かい？　ちょうどいい、二人で話がしたいんだ」

　先程から辺りはざわつき、周囲から注目を買っている。

　都市を守るために力を尽くした【ロキ・ファミリア】の団長と、利己的な振る舞いを貫いた【ヘスティア・ファミリア】の団長。片や正義の味方で、片や都市の悪感情を一手に集める悪者だ。さも雑談でもしようというフィンの態度に、責める眼差しを送ってくる者もいた。

　誰にも邪魔されず『密談』をしたい。

　言外にそう告げるフィンは、友好的な笑みで再度尋ねる。

「どうかな？」

「……わかり、ました」

　ベルは硬い声音で、ぎこちなく頷いた。

　路地裏へと向かい、しばらく歩いた後、樽や木箱が乱雑に置かれた倉庫然とした袋小路に辿り着く。周囲に人の気配はなく、ちょうどいい。

　背後でずっと物言いたそうな雰囲気を醸し出しているベルに、フィンは冷静になる時間を与えないよう、振り向きざま切り出した。

「あの日の君の行動に関しては、僕は目を瞑ろうと思っている。今は事態の解決が最優先だ。建設的な話し合いがしたい」

　身長の差から自然と見上げる格好になるフィンを、ベルは驚きながら見下ろしてきた。

「話し合い、ですか……？」

「ああ。君はあの武装したモンスターについて、僕達の知らない『何か』を知っているんじゃないのかい？　もっと言えば、今回の事件の全容に関して、全て」

　正確に言えば、推測に過ぎずともフィンは今回の事件の全容を『摑みかけている』。

　だからこの発言は、ベル・クラネルの心の防壁を開かせ、警戒を下げさせる『先手』だ。

　情報を引きずり出すための、駆け引き。

「あの時、僕達が対立してしまったのは些細ささいなすれ違いだったと思っている。情報が共有できていたなら、何かが変わっていた筈だ」

　ベルがその選択をしていたなら、今の状況は変わっていた。

　そして『結末』も変わっていた。

　泣き叫ぶ少年の前で、フィンは竜女ヴィーヴルを殺しただろう。

　有益な情報を全て引き出した後で、絶対に。【勇者ブレイバー】として。

　少年も無意識のうちにそれを悟っていたからこそ、今も表情を張り詰めさせ、フィンの言動を必死に測っているのだろう。

　ベル・クラネルは『愚者』ではあるが、『愚鈍』ではない。

「そして、あの時とは状況が違う」

「……！」

　だがやはり、少年は未熟だった。

　フィンの申し出に、こうも心を揺らしている。

　彼が『目的』のために信念を貫くならば、最初に出くわした時点でフィンの声を無視して去るべきだった。

　少年の本質は『善性』なのだろう。人を信じようとする美徳だ。

　それが己の対極の心を浮かび上がらせるようで、フィンは心の中で自嘲の笑みを浮かべた。

「ベル・クラネル。何か知っているなら、教えてほしい」

「僕、は……」

　少年の懐ふところに、踏み込む。

　怪物モンスターと繫がっている決定的な『証拠』と、フィンが求める『真意』を聞き出すために。

　迷いに揺れるベルの唇が開きかけた時、

「やぁベル君！　奇遇だね！」

「「！」」

　陽気な男神おとこの声が袋小路に響き渡った。

「ヘルメス、様……？」

「ああそうだ、オレだ、ヘルメスだ。こんなところに突っ立って、もしかして迷ったのかい？　それとも、ベル君も『ダイダロス通り』で情報収集かな？」

　ベルの背後、すなわちフィンの前方から羽根付きの旅行帽を被った優男の神が現れる。

　今ちょうど通りかかった風を装うヘルメスだ。

「おっと、【勇者ブレイバー】。お取込み中だったかな？」

　笑いかけ、その橙黄色とうこうしょくの双眼を細めてくるヘルメスに、フィンは目を細め返した。

　──確定か。

　神ウラノス、【ヘルメス・ファミリア】、そしてベル・クラネルが繫がり、『武装したモンスター』を囲んでいることは。

「……いや、もう済んだよ、神ヘルメス」

『証拠』こそ手に入らなかったが、もはや断ずるに足りる『材料』は入手できた。

　ならばフィンはもう切り上げる。ここで欲をかいて、話術巧みなこの男神おとこから逆に情報を掠かすめ取られることを危険と判断した。

　何より、神の眼に、今の自分の胸中を見透かされたくなかった。

　この『心の内』を。

「ベル・クラネル、『鍵』は持っているかい？」

　うろたえるベルの真横を通り、袋小路から去る間際まぎわ、最後の質問を投げかける。

　最初は疑問を浮かべていた顔が、すぐに緊張を纏った。

　質問の意味が『ダイダロス・オーブ』のことだとわかったらしい。そして今、少年の手もとにはないことを表情から察する。

「いや、知らないならいいんだ。忘れてくれ」

　表面上は無害な笑みを浮かべ、フィンは今度こそ、その場を後にした。

　錯綜する路地を進む。

　フィンは真まっ直すぐ本陣には帰らなかった。出鱈目でたらめに歩き、人がいない場所を求めて迷宮街をさまよう。

　入り組んだ路地の中で、水が出ていない壊れた噴水を見つけ、そこへ腰かける。

「……ふぅ」

　途端、唇から息が漏もれた。

　決してフィンが人前でつくことのない、様々な情感がこもった吐息だった。

『武装したモンスター』が現れてから、フィンは絶えず指揮官として振る舞っていた。動乱の都市と化したオラリオに早急に対応すべく、自分の『心意』を持てあましたまま。

　だから団員達に悪いと思いつつ、しばらく一人にさせてもらった。

　今だけは、団長という立場から解放され、自分を見つめ直す時間が必要だった。

「……ベル・クラネルに探りを入れておいて、僕も動揺しているか」

　呟きが漏れる。

　フィンの心は、揺らいでいる。

　四日前の少年の行動だけでは揺らがなかった。

　イケロスの話を聞いただけでも大丈夫だった。

　だが、二つの点が結びつき、『一つの仮説』が浮かび上がった時、フィンは初めてその心を動じさせた。

　フィンは『危険な憶測』をしている。

　そして彼自身、それは間違いないものだと確信してしまっている。

　すなわち──『武装したモンスター』は人類と同じ『知的生命体』ではないかという推測。

　感情を有し、知性ではなく『知能』を持ち、共同体コミュニティを形成する。人類とも意思疎通が可能な、『理知』のある存在ではないかという、猛烈な疑念。

　そう仮定すると、瞬く間に疑問は氷塊するのだ。

　迷宮街の戦闘の中で互いを庇い合っていたモンスター達の姿も、竜女ヴィーヴルを庇ったベル・クラネルの奇行も。

　全てが全て、『人』と変わらない『心』を『怪物』が持っているとすれば、説明できる。

（もし僕の考えが正しいのなら……本当に、馬鹿げた『異常事態イレギュラー』だ）

　アイズには話せない。自分以上に『不安定』になっている彼女には。

　団員達にも話せない。取り返しのつかない混乱を招く。

　それほど、フィンが辿り着こうとしている『真実』は重い。

（神ウラノス達が隠蔽しようとしているのも頷ける。それが明るみに出たら最後、世界は『揺れる』。迷宮都市オラリオはこれまでのように機能しなくなる）

　人とモンスターが延々と繰り返してきた『殺し合い』ではなく、『話し合い』ができる存在がいると知った時、人々は迷いを、あるいは嫌悪を抱くだろう。

『怪物』を屠る筈の冒険者達の剣は鈍ることだろう。

　そしてモンスターに返り討ちに遭い、犠牲者が出る。

　世界に激震が走る。それほどの事柄だ。

（だが──そんなことはどうでもいい）

　人語を解する。あるいは意思疎通が可能である。

　そんなことフィンにとっては些末であった。

『怪物』は『処分する』。

　その意志に一点の曇りもないからだ。

　アイズと同じ、フィンはためらわずにモンスターを殺す。

　どんなに変わった『怪物』がいようと、モンスターという存在は人類に『毒』しかもたらさないと知っているから。

　人々の羨望せんぼうと憧憬しょうけいを集める【勇者ブレイバー】として、モンスターを討つしか選択肢がないことを理解しているから。

「……そんなことはどうでもいい、その筈なのに……何故こんなにも僕は動揺している？」

　唇から落ちる呟き。

　それに対し、もうわかっているだろう、と心の奥底が嘲笑ちょうしょうを漏らす。

　フィンは口を噤んだ。




　フィンは自分が『人工の英雄』だと気付いているし、そう認識している。




　主神にかけあって【勇者ブレイバー】の二つ名を拝命してもらったのがいい例だ。自分が望む名声を手に入れるための手段にして過程。無論、名声に偽りがないようフィンは振る舞い、信念と強さを示してきた。名実ともに【勇者ブレイバー】と認められるよう努力は重ねてきたつもりだ。

　だが、それらは全てフィンがそうなるように画策したものだ。

　フィン自身が作り出してきた虚影である。

　言うなれば、フィンは英雄ではなく、『奸雄』か。

（だから……）

　だから、あの時、ベル・クラネルのあの『愚行』を見て、フィンは揺らいだ。

　全ての情報を繫ぎ合わせ、複雑に絡からまる事件の全貌を解き明かした瞬間、『雑音ノイズ』が走った。走らせてしまったのだ。

　──『英雄』とは作り出すものではなく、求められるものではないか、と。

『英雄』や『勇者』とはなるものではなく、意図とも打算とも無縁で、望まれた暁に生まれるのではないか。助けを求める声に、渇望に、涙に希求され、最後の扉を自分の意志で開き、舞台に上がった者ではないか。

　そしてベル・クラネルの取った行動は。

　それが『人』の涙ではなく、『怪物』の涙に過ぎなかっただけで──。

「っ……」

　そこでフィンは頭かぶりを振る。

　詮のない思考、あるいは危険な推察だ。だが、止まらない。

（これは劣等感？　僕は、ベル・クラネルを『羨うらやましい』と感じている？）

　少年ベルがフィンに見せたもの。

　それは若さかとか、愚直さとか、理想とか、そういった類のものだ。

　それはフィンが置き去りにして、失ってきたものだ。

　冷徹なまでに現実を直視し、秤はかりにかけて沢山のものを切り捨ててきた。

　大人になった。世界を知った。聞こえはいいが、世界そのものを受け入れて、敗北した。そんな感覚はある。

　フィンは最初から『フィン』であったわけではない。

　少年ベルと同じように、いやきっとそれ以上に青臭く、強情な子供時代があった。

　知識を貪欲に貪り、必死に斜に構え、小人族パルゥムという在り方を変えようとしていた。生まれた小さな村、小さな箱庭の中に過ぎずとも、確かにあの時のフィンは『世界』と戦っていたのだ。

　それが今、フィンは世界を受け入れた上で、変革をもたらそうとしている。

　理想を翳かざすのではなく、野望という名の現実を秘めて戦っている。そしてそれは非情に基づいているものだ。

　フィンは『野望』という言葉を使う。

『理想』という言葉は決して使わない。

　思ったとしても、口には出さない。

『人工の英雄』である自分にとって、『理想』という言葉は鼓舞や激励に用いるためだけの道具ツールであり、決して本気にしてはいけないものだと自覚しているから。

　今までの自分も、これからの自分も正しい。

　間違っていない。確信がある。

　ただ、竜女ヴィーヴルを守った少年と相対した時、そんな自分が酷ひどく薄っぺらに見えた。

　現実主義者リアリストであるフィンにしてみればベルの『愚行』は嘲笑に相応しい行為だ。事実、絶対に冒さないだろう。

　その筈なのに。

　あるいは、だからこそ、なのか。

　酷く揺さぶられ、引きつけられた。

「そうか……この感情は」

　羨望でも、嫉妬でも、劣等感でもなく。

　眩まぶしい、だ。

　フィンはベル・クラネルを尊いと思っている。

　自分にはもうできないことをする少年のことを。

「……厄介だな」

　いっそ劣等感といった浅ましい感情の方がよかった。

　それならばフィンは潔く受け止めて、割り切ることも、乗り越えることも可能だったのに。

「それに……毒されている」

　こんなことを考えている自体、ベル・クラネルを無視できていない証拠だ。『愚行』であると断じて失望しておきながら、眩しく思っている。そんな自分が限りなく滑稽に思えた。

　彼は、嘲笑に見えない微笑みを浮かべた。

「フィ……フィン？　本当に、フィン・ディムナ!?」

　その時。

　響き渡った幼い声に、彼はすぐさま『フィン』に戻った。

　立ち上がり、声のした方角を見ると、一人の同族がいた。

　小人族パルゥムの中でも更に子供。フィンより身長が頭一つほど低い、茶色の癖っ毛の少年だった。

　フィンが応えるように微笑むと、彼は笑顔を輝かせて走り寄って来る。

「【勇者ブレイバー】、一族の英雄！　ぼ、僕、いつも貴方のことを応援していて！」

　決して綺麗きれいではない身なり。孤児だろうか。

　少年は憧あこがれの瞳でフィンを見上げてくる。

「いつも、貴方のような小人族パルゥムになりたいって、そう思ってて!!　だから、あの……！」

　それはフィンが求めていたもの。

　一族を再興するため、【勇者ブレイバー】として戦ってきた彼の成果。

　なのに今、それが虚むなしいと思ってしまうのは……フィンの心が今も揺らいでいるからか。

「それは光栄だ。君のような若い同族にそう言ってもらえるなら、僕はもっと冒険に励み、一族の人間として誇りをもって戦うことができる」

　フィンが口にしたのは模範的な回答。

　曇りのない微笑を浮かべ、今まで散々繰り返してきた同族への対応を、完璧かんぺきにこなす。

　先程まで抱いていた憂欝など振り払い、フィンは同族が求める【勇者ブレイバー】を演じてみせた。

　彼は哀れなまでに、それができてしまう男だった。


「あっ……！」



　その甲斐かいもあって、少年の頰ほおは紅潮し、歓喜の笑みが咲く。

　喋れるだけで感激の極みなのか、瞳を満天の星空のように輝かせた。

「ぼ、僕は背が低くて力も弱くて、足も遅くて、孤児院のみんなによく馬鹿にされるんですけど、それでも貴方の冒険を聞く度に、勇気が出るんです！　それに【ロキ・ファミリア】が59階層から凱旋した時なんか、みんな見直したように小人族パルゥムはすごいって、そう言ってくれて！　僕も嬉しくなったんです！　他にも──！」

　興奮のあまり身振り手振りを交えてはしゃぎ出す同族の子供に、フィンは苦笑する。

「オシアン！　何やってるんだ、早く戻ってこい！」

　そこへ、別の声が届いてくる。

　現れるのは似た身なりのヒューマン、犬人シアンスロープ、ハーフエルフの子供だった。恐らくは同じ孤児院の出身なのだろう。小人族パルゥムということを差し引いても彼等の方が年は上か。

　種族がばらばらの孤児達は、オシアンと呼ばれた少年のもとへ駆け寄ってきた。

「ライ、見てよ！　フィンだよ、本物の【勇者ブレイバー】だ！」

「えっ？　【勇者ブレイバー】……？」

　オシアンがフィンのことを紹介すると、ヒューマンの少年は動きを止めて瞠目する。他の二人の反応も似たり寄ったりだった。

　しかし、ライという少年は開きかけた口を引き結んで、黙りこくる。

　第一級冒険者に会えて本当なら喜びたいのに、今はどうしても振る舞うことができない。

　フィンにはそんな風に見えた。

　友人の反応に、オシアンはとても不思議そうに首を傾かしげた。

「……オシアン、一人でどっかに行くな。今、冒険者達が迷宮街ここに沢山集まってきてるの、知ってるだろう。……逃げたモンスターが、いるのかもしれない」

　最後の言葉は苦しそうに吐いて、ライはオシアンの腕を引こうとする。犬人シアンスロープの少女も、ハーフエルフの子供も、少年の発言に顔を暗くさせた。

　オシアンはそこで動きを止めた。思い詰めたようにうつむいていたかと思うと、弾はじかれたように顔を上げ、フィンに声をぶつけた。


「ねぇ！　フィンはっ…………お兄ちゃんとは、ベル・クラネルとは違うよね!?」



　その問いは、フィンにとって不意打ちだった。

　滅多にあらわにしない驚愕きょうがくを、見開いた碧眼に宿す。

　少年の言葉は二度と裏切られたくないというような、そんな懇願にも似ていた。

　呆然ぼうぜんとする三人の子供の中で、ライと呼ばれていた少年が顔を歪ゆがめ、身を乗り出す。

「おい、オシアン……！」

「だって、みんな言ってた！　お兄ちゃんはお金のために、他の冒険者に怪我けがをさせたって！」


「っ……！」



「ベルお兄ちゃんのせいでモンスターが逃げて、今もみんな怖がってるんだって！」

　小人族パルゥムの少年は目尻めじりに涙を溜ため、叫んだ。

　まるでベル・クラネルを恨んでいるかのように。

　その剣幕に、ヒューマンの少年は何も言い返せない。

「ベルお兄ちゃんも、この『ダイダロス通り』に住み着いてるごろつきと一緒なんだ！」

「おいっ……取り消せよ！」

「ライッ!?」

　激昂したヒューマンの少年がオシアンに摑みかかる。犬人シアンスロープの少女は悲鳴を上げ、ハーフエルフの子供と一緒に止めようとする。

　ヒューマンの少年は、何故怒っているのか自分でもわからないような表情をしていた。

　何故、自分が泣きそうな顔をしているのか自覚していない様子だった。

　恐らくベル・クラネルと、この孤児達は交流があったのだろう。少なからず、彼等が心を許すほどの親交が。

　あの少年が『愚行』に走り、子供達を裏切った結果がここにある。

　何て罪作りで無様──そんな風に嘲あざけることは、フィンにはできなかった。

「彼は決して、利己的な冒険者じゃないと、僕は思う」

　気が付けば、フィンはそっと、優しく、振り被られていた少年ライの手を取っていた。

　驚く子供達の視線を浴びながら、語りかける。

「僕は彼を……ベル・クラネルを尊敬しているよ。彼の『冒険』に魅せられた一人として、今もね」

　その発言に、子供達の瞳が剝むかれる。

　フィン自身、何故こんなことを口にしているのかわからない。

　ただ、自然とこぼれてしまった今の言葉は、偽りない本心のような気がした。

「で、でもっ……ベルお兄ちゃんはモンスターを逃がして、みんなを危なくさせてるって！」

「何か、譲れないものがあったのかもしれない。たとえそれが唾棄されるべきものであったとしても……彼は選んで、決めたんじゃないかな。自分が信じたもののために」

　身を乗り出すオシアンに、フィンは透明な声音で言って聞かせる。

　真相は話せない、だからフィンにも想像できる今のベルの胸中を推し量りながら、語る。

　オシアンを含め子供達は動揺していた。特にライは瞳を揺らしていた。ハーフエルフの子供は、フィンの言葉を考えるように真剣な表情で見返してきた。

　何故ベル・クラネルを庇う真似をしているのか。

　印象操作のため、ここでベル・クラネルを存分になじってしまえばいい。そちらの方がフィンの行動を肯定してくれる者が増える。

　だが、フィンは結局できなかった。

　別にいい人を演じようとしたわけではない。

　できなかったのは、ただそれが惨めで、格好悪いと思ったからだ。

　およそ『英雄』にはほど遠い言動だと、そう感じたから。

「何が正義で、何が悪か……一概に決めつけるのは難しいことなんだ」

　だから、何も知らない風を装って、厳然とした事実だけを語った。

　自分にもその言葉が返ってくるのを承知の上で。

　子供達は手を下ろし、言い返す言葉を見つけられず、うつむいてしまった。

「──ライくーん。みんなー？」

　そこで見計らったかのように、ひょっこりと顔を出す者がいた。

　白いワンピース姿。薄鈍色の髪を揺らす、ヒューマンの少女。

（彼女は……）

『遠征』の打ち上げでよく【ロキ・ファミリア】も使う酒場『豊穣の女主人』、そこで働く店員の一人だ。名前は確か、シル・フローヴァ。

　彼女は子供達の前まで来ると、にっこりと笑った。

「マリアさんが心配してるよ？　みんな、帰ろう？」

　おずおずと顔を上げる子供達は黙って頷き、来た道を戻り始める。

　去り際、後ろ髪を引かれるようにこちらを振り返るオシアンは、フィンを一瞥いちべつした後、ライ達の後に付いていった。

　その場には、フィンと少女だけが残った。

「……行かなくていいのかい？　子供達とは知り合いのようだけど」

「はい。冒険者様にお礼を言ったら、私もすぐに戻ります」

　少女──シルは笑みのままそう言ってきた。

　髪と同じ色の目を優しげに細めて、フィンを見つめてくる。

　あの酒場で一番注意しなくてはいけないのは女将ミアではなく、この『少女』。

　主神ロキにそう聞いているフィンは、警戒までは行かないまでも、心の動きを気取られないように言葉を選んだ。

「お礼を言われるほどのことを、したつもりはないけれど？」

「ベルさんのことで悩んでいたライ君達に、お話をしてくれました。おかげで、ベルさんのことを嫌わないでくれると思います」

「……」

「だから、ありがとうございます」

　少年ベルへの特別な感情を滲にじませながら、少女は微笑んだ。それは酒場を訪れるフィンが一度も目にしたことのない少女の顔だった。

　店員の時とはまた違った美しさで、体を丁寧に折る。結わえられた髪が揺れ、白いうなじがあらわになった。

　今のフィンにはその素直な感謝は受け取りづらく、無意識のうちに目を逸らしてしまう。

「僕もそろそろお暇いとまさせてもらうよ。やらなきゃいけないことがある。失礼」

「ええ。頑張ってください、勇者ゆうしゃさん」

　背を向けた筈のフィンは、その言葉をかけられ、足を止めてしまった。

　振り返り、今も微笑んでいるシルを見つめる。

　皮肉ではない。ありのままの少女の言葉だ。

　気付いていないのか。いや気付いている筈だ。ベル達と自分達の関係に。

　フィンは不思議なものを見るように、気が付くと尋ねていた。

「僕はベル・クラネルと敵対する側だよ？　それでも、応援するのかい？」

「はい。だって、ベルさんも、フィンさんも──」

　薄鈍色の髪の少女は、満面の笑みを湛えて告げた。

「子供達の『英雄』ですから」
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　ぱらぱらと、雨が降っている。

　小雨に代わった水の粒が金の長髪に当たって、弾けていく。

『ダイダロス通り』に建つ建物の屋上。

　そこにたたずむアイズは、雨に煙る迷宮街の景色を見るともなく眺めていた。

「アイズた～ん」

　背中にかけられるのは、気の抜けた主神の声。

　既に気配を察知していたアイズは振り向かなかった。『ダイダロス通り』の街並みを見下ろし続ける。

「ティオナ達が心配しとるで～。なんか思い詰めとる～って」

「……ごめんなさい」

　謝罪を口にするも、やはりアイズは振り向かない。

　今は一人になりたい。背中でそう告げる。

　だがロキは一向に去らなかった。なにをするわけでもなく、すぐ後ろにたたずむ。

　背に感じる視線に耐え切れなくなり、アイズの方から口を開いた。

「……何しに、来たの？」

「様子を見に来たんや。一人黄昏たそがれとるアイズたんを」

　おどけるように言うロキは、視線を一度本陣の方角へ飛ばした。

「フィンも何か『揺れとる』みたいやけど……こっちの方が心配になってなぁ」

　そして、小さな声でそんなことを呟いた。

「なぁアイズたん、さっきドチビと少年と会ったやん？」

「っ……」

　フィンに『ベルがダイダロス通りに現れた』と報告した直前のこと。

　主神であるヘスティアと二人でいるところに、アイズはばったりと出くわした。

　あの時は突然のことで考えがまとまらず、青ざめる少年に何も聞くことができなかった。その後は途中から現れたロキの指示によって、フィンのもとへ行かされた。

　あの時、ロキは故意にアイズを遠ざけたような気がした。

　アイズの心なにかを危ぶんで。

「あの後なぁ、少年からは何も聞けなかったんやけど、主神ドチビの方から面白い話を聞き出したんや。……聞くか？」

　その問いに、アイズは、

「聞きたくない」

　はっきりと告げていた。

　主神ロキの口から語られる真相なにかを、アイズは恐れているのかもしれない。

　アイズは『それ』に、気付かない振りをしているだけなのかもしれない。

　脳裏を駆け巡るのは自分に問いかけを発した少年の顔と、迷宮街で衝突した奇妙な怪物モンスター達の姿。時を置いた今もアイズの心を再三揺さぶってくる原因。

『黒い猛牛』を目にして得た『安堵あんど』も、剣を持って戦っていなければ泡沫のように消えてしまう。今のアイズは、不安定だ。

　拒絶されたロキは、咎めるでも悲しむでもなく、「そか」とあっさり言った。

「じゃあ、別の話や。アイズたん、ちょっと前にある話はなし聞かせてくれたやん」

　ただ、アイズの現実逃避を許さず、問いを重ねた。

「攫われたドチビを追いかけて『ベオル山地』で遭難した時、あったやろ。そこで助けてもらったちゅう『エダスの村』……今、どう思っとる？」

　どうして、今、それを、ここで。

　こんな形で、アイズに尋ねるのか。

『エダスの村』。

　竜の信仰が生きる村。

　竜の黒鱗うろこの加護によって成り立つ、世捨て人の隠れ里。

　意図的に忘れていたのに。必死に目を背けていたのに。

　今も胸の中でアイズが守り抜こうとしている剣の意志が、揺らいでしまう。

　アイズはロキの問いに答えられなかった。

　ぎゅっと、拳を握ることしかできなかった。

「アイズ……自分はどっちの『道』を選んでもええ。自分には、その権利がある」

　まるで試すように、ロキはアイズの背中に言葉を投げかけた。

「いや、自分で決めなきゃ、アイズ自身が壊れる。だから、いっぱい悩みぃ」

　神々うちらの言葉なんて、今聞いても惑わせるだけや、と。

　そんな風に続ける。

「どんな答えを出しても……うちはまた、自分とジャガ丸くん買いに行ったるわ」

　振り向かずとも、彼女が見守っていることがわかった。

　うっすらと微笑んだ、優しい顔で。

「なぁアイズ……あの少年、おもろいなぁ」

　アイズの心に波紋を広げたまま、ロキは愉快な声音で話題を変えた。

　少年──ベルのことだ。

　女神は頭の後ろで両手を組んで、ケタケタと子供のように笑う。

「最初はドチビの眷族この癖に生意気な～、くらいにしか思っとらんかったけど……ありゃあ、面白い。本物の『馬鹿な子』や。あの色ボケが夢中になっとるのも、少しわかった」

「……？」

　そこで初めてアイズは後ろを振り向いた。

『色ボケ』とはまさか、という視線を向けると、雨を浴びながら朱色の髪を濡ぬらすロキはにっと笑い返す。

　やがて、今度は彼女が背を向けた。

「でも……負けんでほしいわ。アイズにも、フィンにも」

　そう言い残し、ロキは屋上を後にする。

　雨と一緒に、アイズだけが取り残された。

「……私は」

　ゆっくりと視線を前に戻したアイズは、ロキの言葉を反芻した。

　思い返して、考えて、自問して……ついぞ別の選択肢を選ぶことはなかった。

　少年にも告げた己の意志を貫く。

　それだけだと。それしかないと。

　心の中に浮かぶ幼い自分アイズは、何も言わなかった。

　うつむいて、前髪で目もとを隠し、亡霊のようにたたずむだけだった。

　つまり、それが答えだった。

「フィンも……迷ってる……？」

　ロキの呟きを思い返し、アイズは上空に視線を馳はせた。

　もし、勇者フィンが、少年ベルと同じことを言い、モンスター生殺の是非を問うてくるのなら──。




　アイズはきっと、彼等に逆らい、胸の奥の『黒い炎』に身を委ゆだねるだろう。
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　都市の頭上に夜が迫っている。

　雲で塞がれた灰色の空が夕暮れの光を介さず、段々と薄暗くなっていく中、フィンは静かに瞼まぶたを開けた。

　仮眠のために拝借した、迷宮街の無人部屋。

　フィンは毛布をどけながら、部屋の中にあった二つの気配に尋ねた。

「どれくらい寝ていた？」

「きっかり一時間だ」

「もう少し夢の中におればいいものを……。働きづめだったのだろうが」

　部屋にいた二人の人物──リヴェリアが呆あきれ、ガレスもまた嘆息を返してくる。

　本来、自分の代わりに指揮を取らなければならない彼等がここにいる。つまりそれだけ、フィンは心配されているということだ。団員達には何も話さず、ガレス達だけにとどめているのは救いであるが。

　起き上がりながら、フィンは苦笑を返した。

「人造迷宮クノッソスの『扉』を『ダイダロス通り』の南東位置に発見した。これで我々が押さえたのは四つ」

「地下の隠し通路は隈なく探した。恐らくはこれで全てじゃ。残りの出入り口はダンジョンと繫がっているか……あとは隠し通路自体が一本道として独立しているかじゃな。さすがにこちらは網羅しきれん」

「そうか……」

　寝台ベッドの縁に腰かける格好で二人の状況報告を聞く。

　人払いがされていることを確認した後、フィンは口を開いた。

「リヴェリア、ガレス、聞いてくれ。僕が予想する、今回の事件の全容だ」

『武装したモンスター』の実態、神ウラノスや【ヘスティア・ファミリア】の関係図。

　自分が推察できる限りの事柄を、リヴェリアとガレスだけには話した。

　対等の戦友である、この二人だけには。

「……お前の話が確かだとして、『理知のあるモンスター』を匿う老神ウラノスの一派の狙ねらいは……」

「ああ。今回に限って言えば、モンスター達のダンジョンへの帰還だろう」

「大局的……いや最終的には神ウラノスは何を目論んでおる？」

「さぁ？　人類と怪物モンスターが手を繫ぐこと、だったりするのかな？」

「……馬鹿げておるぞ」

　リヴェリアの確認に頷き、ガレスの問いにおちゃらけた答えを返す。

　後者に至っては目が半分笑っていないフィンに、ガレスは呻うめくように髭ひげを動かした。

「……人類と怪物モンスターの融和、などという夢想は置いておくとして」

　沈黙を帯びていたリヴェリアは前置きをし、唇を開いた。

「今回限りの休戦……理知あるモンスターとの『取り引き』は、可能ではないか？」

　ギルド本部に居座る老神ウラノスを介しての、怪物モンスター達の身の安全と『鍵』の交換。

　リヴェリアはその可能性を提起する。

　ベル・クラネルの言動から、本当にモンスター達が都市に危害を加えるつもりがないのなら、秘密裏に接触すれば交渉は成立するのではないかと。

　それに対し、フィンの答えは、

「ありえない」

　絶対否定の意志だった。

「『鍵』を手に入れるため怪物モンスターと結託する。確かに有効かもしれない。だが、その後は？」

「……」

「団員達の士気は下がらないか？　離反する者は？　派閥ファミリアの中には家族や恋人、仲間を奪われた者が数多くいる。彼等を納得させることは本当にできるのか？」

「……」

「『彼女』は──剣姫アイズは勇者ぼくの決定に従うか？」

　否いなだ。

　そう、つまり、ありえない。

　リヴェリアとガレスが無言の肯定を返すように、間違いなく【ファミリア】の中で内輪揉めが起きる。怪物モンスターとの秘密裏の接触が漏れれば──いや団員達を裏切ってしまえば、ベートなどを筆頭に痛罵が殺到するだろう。それほどまでに人類と怪物の軋轢あつれきは深い。いや、軋轢などという言葉ではもの足りないほど、惨い。

　この状況でさえなければ、まだ一考できたのかもしれない。

　だが、今だけは駄目だ。

　迷宮都市オラリオ崩壊の秒読カウントダウンを前にして、【ロキ・ファミリア】が足並みを乱すことだけは。

「そして神ウラノス達の神意に一度でも与してしまえば、僕等の生殺与奪権を握られる」

　賭かけてもいい。

　モンスター達との交渉に応じたが最後、老神ウラノスと男神ヘルメスはフィンに『首輪』を繫ぐだろう。

『信頼』などという生温い言葉で神々は御せない。

　彼等は目的のためなら、幾らでも下界の住人を手の平の上で転がせるから。

『大衆の英雄』である【勇者ブレイバー】がモンスターと繫がっていたという手札カードをウラノス達が手に入れれば、必然、【ロキ・ファミリア】はウラノス陣営に与することになる。

　それはフィンの野望の『障害』だ。

　自滅に繫がる、破滅の路みちだ。

　モンスターと繫がっていたと明るみになった瞬間、【勇者ブレイバー】は自己崩壊を起こすだろう。

　今、民衆の敵意を集めるベル・クラネルが、その身をもって証明しているように。

（……噓をつくな、ディムナ）

　フィンは己の心に向かって反吐へどを吐く。

　今挙げたものは偽らざる本音で、同時に建前たてまえだ。

　小さな体の最奥に根を張る心底の願望。それは【勇者ブレイバー】としての成功と、『憎悪』だ。

　フィンは、いや『彼』はモンスターに両親を殺された。

　己の目の前で、我が子を守る父と母を怪物の爪牙そうがで貫かれた。

　両親をモンスターに奪われ、小人族パルゥムの再興を誓ったあの日。

『怪物』さえいなければ、『フィン』は生まれなかった。

『怪物』さえいなければ、ただの生意気な少年は故郷の村でその生涯を終えていた。

　怪物モンスターとの共和は──あの始まりの日に背くこととなる。

　それは『フィン』の全否定だ。

（僕には……俺ディムナには、それだけはできない）

　勇者フィンを否定することだけは、絶対に。

「……」

「……」

　リヴェリアとガレスが、傷ましそうに自分を見つめているのがわかった。

　しかしそれは決して同情や憐憫ではない。主神と同じく、己の全てを野望に捧げて戦うフィンを側でずっと見てきた二人が思うことは、諦観ていかんと尊重だ。

【ファミリア】のことならばともかく、フィンは己の野望の助力を決して他者には求めない。自分の目的だと言ってはばからず、重荷を分け合おうとしない。

　リヴェリアとガレスは、時には諫め、時には助言し、そしていつも見守ることしかできなかった。

「わかった……お前の判断に従おう」

　止まっていた時間を破ったのは、リヴェリアだった。

　その隣でガレスも眼を瞑り、頷く。

「……すまない」

「馬鹿者、何故謝る。お主の言うことはもっともじゃ。何も、間違ったことは言っとらん」

『共生』はもとより、怪物モンスターとの『取り引き』などという荒唐無稽な話より、遥はるかに現実味がある。

　床を見つめたまま謝罪を口にする小人族パルゥムに、ガレスは鼻を鳴らしながらそう言ってやった。

　顔を上げるフィンは、二人の知己に感謝するように、苦笑いを見せる。

「しかし、裏取引はいい線いっておるのう。交渉する振りをしてモンスターどもを呼び出し、問答無用に『鍵』を奪ってしまえば楽にことが運ぶ。ふはははっ！」

「ガレス、貴様……心底見損なったぞ。いくら怪物モンスターとはいえ、騙だまし討ちするような卑劣な真似、私は絶対に認めん」

「冗談じゃ、冗談っ！　まったく、これだから融通の利きかないエルフは……。そもそも取り引きを持ち込もうにも、儂等には神ウラノスを仲介するしか方法はない。心に疚しいものがあれば、すぐに神の眼に看破されるわ。騙し討ちなど成立しようがない」

　ガレスとリヴェリアが切り替えるように話を始める。

　フィンの纏う空気を和らげるためだろう、わざとふざけた調子で非難し合う。

　彼等の配慮につくづく感謝しながら、フィンは今後の展開のために再び思考に耽ふけった。

「じゃが、そうなるとやはり衝突は避けられんな。戦場は『ダイダロス通り』、儂等が『鍵』を手に入れる上で障害となるのは……」

「モンスター以外には、【ヘルメス・ファミリア】……そして【ヘスティア・ファミリア】か」

　再び走るのは雑音ノイズ。

【勇者ブレイバー】を捨てられないとあらためて認識したせいか、ベル・クラネルの顔が脳裏に浮かぶ。

　……あの少年は、迷わなかったのだろうか。

　今のフィンのように、築いてきたものを全て失ってしまう、そう思わなかったのだろうか。人々の信頼を、冒険者達の信用を、地位と名誉を、『怪物』の命と天秤てんびんにかけなかったのだろうか。未練も思わず、あの『愚行』を犯したのか。

　真偽は判然としない。

　ただ、わかっていることは一つだけある。

　ベルは貫いたのだ。

　切り捨てず、守った。

　一匹ひとりの『怪物』を。

　フィンならば切り捨てた。

　野望のために、犠牲を払った。

　少年は代わりに『英雄』を捨て、『愚者』の道を選んだのだ。

　フィンにはできない。

　名声という、ひょっとすれば最もくだらないもののために戦っているフィンには。

　だから、ベル・クラベルのあの行動は尊い。

　だから、あの少年は眩しい。

　いっそ自分もそうであれたなら、そう願ってしまうほど。

「……驚いたな、こんな破滅願望があったなんて」

「フィン？」

　こぼれ落ちた呟きに、リヴェリアが振り返るが、「何でもないよ」とフィンは笑った。

　自分の手の平を見下ろし、自嘲する。

　右手の親指はこれまでにないほど疼うずいていた。

　その思考は危険だ。『フィン』が死ぬ。そう訴えているかのように。

　──わかっているさ。

　胸の奥で呟く。

　もとより道を違えることなどできない。

　一族の『光』になると決めたあの日から、清濁併せ呑む覚悟はできている。

　フィンが目指すものとは、そういうものだ。

『人工の英雄』であり、『奸雄』であり、『大衆の英雄』だ。

　ひょっとしたらフィンは矮小なのかもしれない。

　全てを利用し、全てを切り捨てる。こんなフィンを知れば、目を輝かせていたあの同族の少年は失望するかもしれない。

　だが、

「──乗り越えてみせるさ」

　それがフィンの道。

　ずっと昔、ベル・クラネルと同じように少年だった彼が選んだ、『小人族パルゥムの冒険』。

　フィンの瞳にもう迷いはない。

　疼きもその姿を消していた。

　立ち上がり、顔を上げ、リヴェリアとガレスに告げる。

「作戦会議を開く。集合をかけてくれ」
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「僕達【ロキ・ファミリア】の注意をベル・クラネルに引き付ける──と、相手は考えているだろう」

　迷宮街の一角、【ロキ・ファミリア】の陣地。

　空はすっかり暗くなり、夜の帳が下りている。

　幹部を含めたほとんどの団員が揃そろう中、会議ミーティングは開かれていた。

「ベル・クラネルを陽動に使い、武装したモンスター達は『人造迷宮クノッソス』へ侵入しようとする筈だ。そこで僕達は別の場所に網を張っておく。何だったら相手の思惑に引っかかった振りをしてもいい。注意を割くべきは、ベル・クラネルとは真逆の方面だ」

　点灯する魔石灯が野営キャンプさながら団員達の顔を照らしている。

　フィンの口から告げられる今後の展開に、銘々がざわめいた。

「おいフィン、本当に兎うさぎ野郎は化物どもと繫がっているのか？」

「機嫌が悪そうだな、ベート」

「うるせぇ!!」

「少なくとも、ベル・クラネルは利用される立場にある。彼の意思か、騙かたられているかはともかくね」

　仏頂面のベートが尋ね、指摘してくるリヴェリアに怒鳴り返す。フィンが言葉を選んでも、少年のことを少なからず意識している狼人ウェアウルフは納得していない様子だった。

　事件の『鍵』を握るベル・クラネルに対し、団員達の反応は多種多様だ。苦虫を嚙かみ潰つぶすように顔をしかめる者もいれば、ティオナのように複雑そうな表情を浮かべる者もいる。


「……………………」



「レ、レフィーヤ、なんかあったんすか？　なんかめちゃくちゃ怖いんすけど……」

「知らないわよ」

　別の方向ベクトルで途轍もない怒りの瘴気オーラを放つエルフもいた。ラウルが怯おびえ、耳打ちされるアナキティも肩を竦めるほどだ。【ヘスティア・ファミリア】の監視から外された後、少女はずっとこんな調子だった。他の団員達も距離を取って、ぽっかりと空間ができるほどである。

「何にせよ、今回ベル・クラネルは僕達の味方にはなりえない……そう認識していてくれ」

　フィンは釘を刺すように──特に今も思い詰めているアイズに向けて──念を押した。

「ん～、よくわかんなかったけど、とにかくアルゴノゥト君に気を取られてたら駄目ってこと？」

「ああ。勿論放ほうっておくわけにもいかないから、今もクルス達に監視させているように見張りは付けるけどね」

「いっそのこと先に捕まえておけばどうですか、団長？　何かやらかす前に、実力行使で」

「ンー、いくら今ベル・クラネルが悪人扱いされているとはいえ、確たる証拠がないままそんなことすれば今度は僕達が非難される、かな。ただでさえギルドに目を付けられているし。【ヘスティア・ファミリア】と懇意にしている神ヘファイストスの顰蹙ひんしゅくを買うのも怖い」

　アマゾネスの姉妹の疑問に答えると、ティオネが質問を重ねる。

「団長、もう一つ。武装したモンスターの知能が高いことはわかっていますが、そこまでなんですか？　そんな作戦を用意する真似……」

「武装したモンスターの背後には『統率者』がいる。だろう、ガレス？」

「うむ。迷宮街ここで戦っていた時も、建物の上から戦況を俯瞰ふかんしておった。黒いローブを被っておって人か怪物モンスターかは摑めなかったが……まぁ調教師テイマーとでも考えておけばいいじゃろう」

　フィンは『武装したモンスター』が『理知のある存在』であるという情報を伏せた。

　団員達を混乱させないよう配慮しつつ、敵が高度な戦術を使ってくることを自覚させる。

　事前に打ち合わせていたガレスはフィンと目配せを交わし、ティオネ達は納得させた。

「何より留意しておかなくてはならないのは、あの黒い猛牛ミノタウロス……あれの突破力は手負いだとしても油断できない」

　フィンが話を切り替え、その名を口にした時、周囲の空気が変わる。

　ベートやティオネは眉まゆを吊り上げ、アイズでさえ顔を引き締めた。

「あれ、ティオネがキレてなかったら、早く倒せてたよねー」

「あァ!?」

「『技』は大したことねー。懐に入っちまえばいくらでも戦える。だが……今までブチ殺してきたどのモンスターよりも、能力ちからが図抜けてやがる」

「確かにあの打たれ強さは異常だったな。ティオネ達がいくら叩いても堪えた素振りを見せなかった。アイズの『風』をまともに受け、ようやくといったところか」

「深層種ブラックライノスの『亜種』だとすると、黒犀アレの皮はもともと硬いからのぅ。強化されたとなれば厄介極まりない。もはや通常のモンスターというより、『階層主』と見なしてことに当たった方がいいじゃろう。対処さえ間違えなければティオナの言う通り、倒せる」

　ティオナ、ティオネ、ベート、リヴェリア、ガレスが各々の発言した後、それまで黙っていたアイズが唇を動かす。

「でも……あのモンスター……もっと、強くなる」

　彼女の言葉を、【ロキ・ファミリア】の幹部は誰も否定しない。

　それは第一級冒険者達の総意であった。

　あの漆黒の怪物は、信じられないことに未だ成長の最中である、と。

　ラウルやレフィーヤ、ナルヴィ達幹部候補含め、彼かの怪物に蹂躙じゅうりんされた団員達は息を呑んだ。

「あの黒い猛牛ミノタウロスだけは必ず仕留める。あれでまだ発展途上というのなら危険だ。いずれ脅威になるだろう」

　フィンは事件の全容を摑んだ今もなお、それだけは『異常事態イレギュラー』であると判断していた。

　他の『武装したモンスター』とは異なり、理性を感じさせず、それこそ闘争に餓えるように何もかも粉砕する破壊の象徴。モンスターに『理知』があるというのならフィンはその動きを予測することができるが、あの『黒い猛牛ミノタウロス』だけは一向に動向が読めない。

　絶対殲滅せんめつ。強大な『異常事態イレギュラー』の除去を、フィンは明確にしていた。

「18階層から地上……武装したモンスターの経路から言って、敵は間違いなく『鍵』を所持している筈だ。発見した『人造迷宮クノッソス』の入り口は全て死守する」

　小人族パルゥムの首領は顔を上げ、命じる。

「『ダイダロス通り』に各団員を配置し、罠わなを張る」

　その作戦に、力強く頷きを返す団員達。

　フィンはそこで、一度間を置いた。

　次には、これまでのものから声音をがらっと変える。

「ここまでが『表向きの作戦』」

　周囲の反応を待たず、彼は告げた。




「『本命の作戦』は、『武装したモンスター』を囮にして闇派閥イヴィルス残党を人造迷宮クノッソスから釣り出す」




「!!」

　告げられた内容に下位構成員はおろか、アイズ達たち幹部まで驚倒をあらわにした。

「『武装したモンスター』は『鍵』を所持している……これは人造迷宮クノッソスに籠城する闇派閥イヴィルス残党からしても見過ごせない要素だ。僕達がモンスターを倒してしまえば、みすみす『鍵』を渡してしまうことになるからね。傍観の選択肢はありえない」

　レフィーヤやラウルはその説明にはっとした。

　戦場になることが予想される『ダイダロス通り』。そこにモンスター達を始め、彼等を支援する【ヘスティア・ファミリア】の他にも、闇派閥イヴィルスの残党まで参戦する。

　三つ巴どころか、四つ巴。

　いや、状況によってはこれが五にも六にもなるやもしれない。

　その可能性にレフィーヤ達は喉のどを震わせた。

　動じていないのは事前に作戦展開を共有していたリヴェリアとガレス。そして幹部アイズたちより聡いアナキティやアリシアくらいだった。

　後者に関しては、闇派閥イヴィルス残党の動向こそ予測していたものの、フィンのまさかの作戦立案までは見通せず、冷や汗をかいていた。

　彼女達が危惧きぐするのは、その難易度である。

「作戦の二面展開……」

「モンスターの行動を制御しつつ、闇派閥イヴィルスを誘い出し、これを全て掌握する……」

「うぅ～ん!?　つまり!?」

「すぐにモンスターを仕留めてもダメ、取り逃がしてもダメ、『本命』を釣り上げるまで生かさず殺さずをしろってことよ」

「なんかいきなり難しくなってなぁーい!?」

　アナキティとアリシアが呻き、パンク寸前のティオナが両手で頭を抱えると、ティオネは馬鹿でもわかるように説明する。結局、ティオナは頭を爆発させた。

「モンスター達が人造迷宮クノッソスに侵入してくるのを待つ……そんな楽観的な愚行を敵は犯さないだろう。【ロキ・ファミリア】は当然、迷宮の外でモンスター達を捕えようとしている……そう思わせなくてはならない」

「だ、団長……それって、モンスターを逃がさないよう人造迷宮クノッソスを守りながら……人造迷宮クノッソスから出てくる闇派閥イヴィルスにも対処しろってことじゃあ……？」

「ああ、完璧に『板挟み』だ」

　顔を引きつらせるラウルに、フィンはあっさりと頷く。

　人造迷宮クノッソスを目指すモンスター達を見落とさず、闇派閥イヴィルス残党の動きも捕捉しなければならない。特に人造迷宮クノッソス側の動きは厄介だった。言わば守っている城塞の内側からも、敵が襲いかかってくるということなのだから。まさに『前門の虎、後門の狼おおかみ』だ。

　都市の中でも広大な領域を誇る『ダイダロス通り』での作戦展開は情報が錯綜するだろう。多数の他の冒険者達も入り交じる中、目的の達成は至難だと全ての団員が理解した。

　それでも、フィンは『実践しろ』と命じる。

「この『契機』は絶対に逃さない。『武装したモンスター』こそが籠城する敵を釣り出すための『餌』……これが僕達に与えられた最初で最後の好機だ」

　フィンは全てを利用するつもりだった。

『理知あるモンスター』との『交渉』という選択を切り捨てたのも、有効な『餌』として扱う理由が多分にあった。『鍵』を持って移動する『武装したモンスター』達は闇派閥イヴィルスにとっても悩みの種であるのだ。

　不確定要素を切り捨て、現実を見据えるフィンは、この現況を最大限に活用することを選ぶ。

「隠し通路内で発見した四つの『扉』には十分な戦力を配置する。指揮はリヴェリアとガレス。今日まで消極的な行動を取って来た敵も、今回ばかりは『嫌がらせ』をしてくるだろう。気を付けてくれ」

「ああ」

「うむ」

　リヴェリアとガレスを始め、各団員に対しフィンは采配を取る。

　誰も口を挟むことなく、彼が思い描く作戦図に従った。

「第一目的はあくまで『鍵』の確保だ。モンスターと闇派閥イヴィルスの殲滅は最悪、二の次でいい。団員一同、この『鍵』の形状を忘れるな」

　フィンが取り出すのは『ダイダロス・オーブ』の複製品レプリカ。

『鍵』を目撃した自分の記憶、あとは元美神の派閥イシュタル・ファミリアのレナの証言をもとに似せて作られた、ただの金属の塊だ。フィンの手の平の上にあるそれを、団員達はじっと見つめる。

「フィン……黒い猛牛ミノタウロスが出た場合は？」

「現場の判断に任せる、が……絶対に単独では相手取るな。援軍が来るまで時間稼ぎに徹しろ。いいな、アイズ」

「……はい」

　アイズの質問に、フィンは強く言い含めた。決して優先事項だけは取り違えるなと。

　金色の双眸そうぼうは小人族パルゥムの碧眼を映し、小さく頷く。

「……危惧している通り、今回の作戦は非常に高度かつ、危険と困難が伴うものとなる」

　指示内容を言い渡した後、フィンは周りにいる面々を見回し、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。

「だが、それがどうした？」

　鋭い眼差しと、強い意志をもって。

「人造迷宮クノッソスで散った仲間の姿を覚えているか？　覚えているなら、僕達は不可能をも覆し、理不尽をも打ち破る──違うか？」

『『はいっ!!』』

　全員が、気炎を吐く。

　彼等の瞳に既に恐れや憂慮など存在しなかった。

　静かに問いかける首領の言葉に、猛々しい戦意をもって応える。

【勇者】は健在。

　失われた仲間の命さえも使い、団員達に怒りと高揚をもたらす。

　十分に上昇した士気に頷くフィンは、そこでふと、最後に思い立った注意事項を口にした。

「もし異常事態イレギュラーを引き起こすとしたら、それは『彼』だろう。決して油断するなよ、見逃すな。あの冒険者はこれまでのように僕達の予想を飛び越えてくるぞ」

　まるで『その少年』を評価しているように。

　その『愚行』を唯一の不安要素と告げるように。

　フィンは瞳を細める。

「フィン……それって」

「ああ──」

　アイズの声に頷き、一人の冒険者の名を呼ぶ。

　その名前は、少女の胸を叩き、どこまでも残響した。

「ベル・クラネル」
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「『理知のあるモンスター』、ね……」

「そう。それが今回の事件の原因であり、ウラノス達が隠していた『秘事』だ」

　都市の最も高い場所で、誰だれにも聞かれることのない密談が交わされている。

『バベル』最上階。

　女神フレイヤが構える居城に、その男神はいた。

　帽子を脱ぎ、橙黄色とうこうしょくの髪を揺らすヘルメスである。

「それで？　私に情報を提供して、貴方は何がしたいわけ？」

　時刻は夜。

　ヘルメスは都市を混乱に陥おとしいれた事件の全容を、フレイヤに語った。

『武装したモンスター』の正体も。

　それに伴う老神ウラノスの神意しんいも。

『人造迷宮クノッソス』にひそむ『悪』の存在と、【ロキ・ファミリア】の関係も含め、全て。

　対して、それらの情報を聞いたフレイヤの反応は「ふぅん」であった。

　一驚するところはあったものの、既知の情報も多い。そしてそれは彼女の興味を引くものではなかった。

　美の女神の関心は、極論、たった一人の『少年』のみに向けられている。

　彼と比べれば『武装したモンスター』の命運や老神ウラノスの思惑など正直どうでもいい、と思えるほどに。

「フレイヤ様、オレは今のベル君の現状を憂いている」

　ベル・クラネルは今、零落れいらくしている。

　間違いなく、ここまで積み上げてきたものを崩し、上ってきた階段を転げ落ちている。とある『勇者』が危ぶむように、人々の心を裏切ったことで全てを失おうとしている。

　それは男神おとこが望まない結末だ。

「色々奔走するつもりではあるけど、どうか貴方も手を貸してくれないだろうか？」

「……」

「貴方も、あの白い光が失意なんてくだらないもので潰ついえるのは御免だろう？」

　同時に、女神おんなの望まない展開でもある。

　共通の目的をあらためてはっきりとさせ、優男の神は丁寧に申し出た。

　それに対しフレイヤは、

「美神イシュタルとの抗争の際、貴方が私に何をしたのか、もう忘れたの？」

　万人が見惚れるほどの美しい微笑ほほえみで、そう告げた。

　笑みの裏に隠れた神意は逆鱗である。

　闇派閥イヴィルス残党と繫つながっていた【イシュタル・ファミリア】を壊滅させるため、結果から見ればヘルメスに踊らされた格好となる美の神は今も『お冠』であった。

　いつも微笑むだけのフレイヤが滅多に見せることのないその満面の笑みに、ヘルメスは顔を盛大に引きつらせた。

　引きつらせて、あっさりと降参を示すように両手を上げる。

　謝罪はせず、弁解もせず、罪も認めず、ただ求めた。

「なら、どうか見守っていてほしい」

　少年の行く末を。男神オレがこれから仕込む『逆転劇』を。

　ヘルメスはみなまで語らず、言外に告げるにとどめた。

「私に何もしないでほしいと、そういうこと？」

「ああ」

　視線が応酬される。

　女神の銀の瞳ひとみと、男神の橙黄色とうこうしょくの瞳が見つめ合う。

　おもむろにヘルメスは、恭しく礼を取った。

「もし、オレを信じて、任せてくれるなら……『鍵かぎ』をもらいたい」

　そこで初めて、ぴくりと。

　フレイヤは片眉かたまゆを揺らした。

「人造迷宮クノッソスの『鍵』……あれがあるなら、オレが面倒な『理知あるモンスター』の後始末をつけよう。そして、彼を再び『英雄』の座に返り咲かせてみせる」

「何をする気？」

「『舞台』を作るのさ。英雄が戻ってくるためのね」

　体を折るヘルメスを前に、フレイヤは深思する。

　イシュタル送還の折、彼女の眷族けんぞくである青年従者タンムズを保護した。彼が持っていた『人造迷宮クノッソス』の『鍵』は今、フレイヤの手もとにある。

（ロキには渡さず、ヘルメスに渡す……正直、この男は信用していないけれど……でも、そうね、『あの子』が乗り越えるとしたら、『こっち』）

　英雄が回帰するための『舞台』。

　神が用意する劇的な戯曲。あるいは茶番劇。

　正しくヘルメスの神意を読み取ったフレイヤは、それが十分『試練』になりうると判断した。

　そして、目の前の男神おとことは別の、自身の『願い』が組み合わさることで──もしかすれば『最高の光景』を得られるかもしれない。

　それはフレイヤの神意などではなく、少年の超克を望む『願望』だ。

（それなら私は……）

　フレイヤは自分の『勘』が正しかったことを悟る。

　全ては、この選択のためにロキには譲らず、『鍵』を手もとに残していたのだと。

「オッタル、『鍵』を」

「はっ」

　部屋の暗がりの奥、短い返事が響いたかと思えば、僅わずかな間を置いて猪人ボアズの従者がフレイヤに歩み寄る。恭しく差し出されるのは、『Ｄ』の記号が刻まれた魔道具マジックアイテムだ。

「いいわ、貴方にあげる」

　その時なされた女神の選択きまぐれは。

　彼女の思惑を越えて、あらゆる者達の『岐路』となる。

「ありがとう、フレイヤ様」

　フレイヤから手渡された『ダイダロス・オーブ』に、ヘルメスは笑みを浮かべた。

　そこからは早く、時間が惜しいとばかりに神室しんしつの扉へと向かう。

　失礼するよ、と言い残し、ヘルメスは退出した。

「……ヘルメス？　全部わかったつもりでいて、足を掬われないようにね？」

　扉が閉まり、男神が消えた後。

　フレイヤは微笑みを浮かべ、届くことのない忠告を投げる。

　問い返してきたのは、側に控えるオッタルだった。

「貴方様に、ですか？」

「私じゃないわ。……『あの子』に、よ」

　そう言って、窓辺まで近付く。

　継ぎ目のない長大な窓の外に広がっているのは、厚い雲に覆われた黒と灰の空だ。

　今はまだ曇っている暗い空を眺める。

「『神工じんこうの英雄』なんて、私は要らない。もう見飽きてしまったもの」

　それは皮肉にも、とある『勇者』が口にした『人工じんこうの英雄』と同じ響きであった。

「私が見たいのは……いいえ、世界が欲しているのは、『未知なる英雄』」

　女神は嫣然えんぜんと微笑む。

　ここではないどこかを遠望するかのように瞳を細め、銀の露をすくうかのごとく己おのれの髪を耳にかけながら。

「きっとね、下界の停滞を打ち破るのに必要なのは……神々も裏切る『異端の英雄』なの」

　その呟つぶやきは、渾然とした暗闇の中へ吸い込まれていくのだった。
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【ロキ・ファミリア】は『ダイダロス通り』中央地帯に陣を移した。

　迷宮街の中心地は塔や高層の建物が林立し、階段や隘路が二重三重に入り乱れる混沌こんとん地帯。高所から眼下を見下ろしても地面が見えないほどである。フィンが本陣を置いたのは、古城を彷彿ほうふつとさせる大型の建物の屋上だ。場は広く、『ダイダロス通り』全域を見渡すことができる。

　地面を挟んで直下に存在するのは『人造迷宮クノッソス』。名工ダイダロスの遺産を防衛するように団員が配置されていた。

「団長、【ヘスティア・ファミリア】が動きました」

「そうか……各団員に通達。遠くないうちに『こと』が起こる。部隊を作戦通り展開させろ」

「はい！」

　今回、フィンの補佐を務めるのはアナキティ。

　報告を持ってきた彼女にフィンは指示を飛ばす。

　猫人キャットピープルが走り去り、声を張って周囲の団員達に伝令していった。

（監視を行っていたクルス達の報告では、昨日ベル・クラネル達は装備や道具アイテムを買い出すため一度外出している……接触者はいなかったというが、怪物モンスター側と連絡を取り合ったはず）

『武装したモンスター』には『統率者』がいる。

　ガレスの報告にあったその人物をフィンは調教師テイマーではなく『魔術師メイジ』と睨にらんでいた。ティオナが破壊した大金属塊──『人形兵ゴーレム』──はモンスターではなかった。信じられないことに魔道具マジックアイテムだ。自律して戦闘を行う自動人形などフィンは聞いたことがない。

　規格外の『魔術師メイジ』がモンスター達を支援している。恐らくは老神ウラノスの極秘の駒──私兵か。

　魔道具マジックアイテムか、もっと原始的に手紙でもいい。都市の地下水路を移動している『武装したモンスター』と【ヘスティア・ファミリア】は示し合わせているとフィンは踏んでいた。

　既にモンスター達はこの『ダイダロス通り』に潜伏しているだろう、とも。

「フィン」

　休息を挟んだ団員達が本格的に動き出そうとする中、アイズが一人、やって来た。

「あの子が『ダイダロス通り』にやって来たら……私が見張る」

　フィンは動きを止め、少女の顔を見返す。

　アイズが申し出たのは、ベル・クラネルの監視だった。

　それは執着か。あるいは『未練』なのか。

「ンー……平気なのかい？　アイズ、君は何かとベル・クラネルに肩入れし過ぎている。正直に言うと、君が彼の行動をあえて見逃さないかと懸念しているんだ」

　表面は変わらずとも内面は『不安定』であるアイズに、フィンは忌憚きたんなく告げた。

「はっきり言っておこう、アイズ。今のベル・クラネルは客観的に見てもオラリオにとって不安要素であり、危険因子だ。それを受けて僕達がやることは二つ、最大限に警戒し、場合によってはその行動を阻止する」

「……」

「それが、本当に君にできるかい？」

　一度目を伏せたアイズは、フィンの瞳ひとみを見返して頷うなずいた。

「あの子が変な真似まねをしたら……私が止める。他ほかの人にやらせるんだったら、私が止めたい」

「……」

「モンスターも現れたら……倒すよ」

　その言葉は義務感にも、私情にも聞こえた。

　少年ベルとの間で『何か』があったことを窺うかがわせる決然とした表情。

　フィンの目にはそれが『けじめ』として映った。

「わかった。ベル・クラネルは君に任せる」

「ありがとう……フィン」

　フィンは素直にアイズを評価し、申し出を許可した。

　背を向けて離れていく彼女をしばらく見つめた後、頭上を仰ぐ。

「……雨も止んだか」

　昨日から降り始めた雨がようやくその姿を消した。まだ残っている雲の襞ひだが細かく見え、月の光がうっすらと漏もれている。

　時刻は夜に差しかかる。

　蒼然とした闇がオラリオを包み込もうとしていた。
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　雲がずっと隠していた天上に、星の海が広がる。

　空が見下ろす広大な迷宮街。その中で、とある一つの影が人知れず無人の建物をよじ登り、その巨体に似合わぬ軽かろやかさで屋上へと躍り出た。

　覚悟を刻むように一瞬の間を挟んだ後、獣のように夜空を仰ぐ。





　オオォォォォォォォォォォォォォォ────…………。






　怪物の遠吠えが闇夜を震わせた。

　低く長く続く啼なき声は『ダイダロス通り』の隅々に響き渡り、都市の端にまで届く。

　冒険者達は一斉に顔を振り上げた。住民達は一様に怯おびえた。誰だれもが動きを止め、その時が来たことを知った。





　アアァァァァ────…………。






　次いで空に上がったのは、少女のものにも似た甲高い声音である。

　空に木霊して交わされるモンスターの遠吠え。人々と神々が内容を理解できない『号令』は、夜空の上を飛び交った。

「なんだ!?」

「来やがるか、モンスターども！」

　迷宮街に居座っていた多くの冒険者達が叫声を上げ始める。

「始まるかぁ」

　朱髪の女神は足を止め、歩いていた高台から辺りを一望する。

「フィルヴィス、【ロキ・ファミリア】の動向を追え」

「はい、ディオニュソス様」

　金の髪の男神は妖精の従者に指示を出し、『契機』となりうる一戦を見守る。

「団長！」

「……」

　そして、にかわに動き出す団員達を他所よそに、小人族パルゥムの勇者は眼下にのさばる闇を睥睨へいげいした。

『怪物』の叫喚によって宣言がなされる。

　開戦の幕が静かに上がった。
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　敵の『作戦』の始まりは、南区画からである。




「でっ、出たぞぉ!?」

「モンスターだっ、路地裏だぁ！」

　出現するのは一匹の一角兎アルミラージ。ぶかぶかの青い戦闘着バトルジャケット、首にかけられた壊れた懐中時計、【ロキ・ファミリア】が交戦した『武装したモンスター』と寸分の狂いもない姿で、迷宮街南方の路地裏を走り回る。

　冒険者達は怒号を上げ、獲物目がけて殺到した。

「『アルミラージ』が出たぞ！」

「あっちだ、追い込め！」

　耳に届いてくる激しい喧騒を他所に、アイズは初志貫徹、自分の『仕事』に従事した。

（迷う必要はない。私はこの子を見張る）

　屋根に建つ彼女の視線の先、眼下の通りにいるのはベル・クラネル。

　少年が『ダイダロス通り』に到着してから今まで、アイズはずっと彼を注視マークしていた。不審な動きを見せる、あるいは怪物モンスターに接触すれば、一瞬で取り押さえられる間合いを維持して。

　苦渋の顔でこちらを一瞥いちべつしたベルは、側にいたハーフエルフのギルド職員の手をほどき、一気に駆け出した。

『追いかけっこ』の開始である。

「行け、見失うなよ！」

　勘のいい冒険者達は、アイズ同様一角兎アルミラージの攪乱かくらんには乗らず、ベル・クラネルの追跡を選んだ。屋根伝いに走っていくアイズの視界の中に、実力者だと窺わせる上級冒険者の姿が何人も映り込む。

　ベルは速度を落とさず迷宮街南東部へ。

　通りを駆け抜けるその背中をアイズの瞳が逃のがさない中、突如として進路変更。

　路地を曲がって物陰に一瞬隠れた途端、少年の姿は跡形もなくかき消えた。

「!?」

「【リトル・ルーキー】はどこに行った!?」

　アイズの驚愕きょうがくと、冒険者達の混乱の声が同時に生まれる。

　文字通り姿を消してしまったベルに、他の者は啞然あぜんと棒立ちとなった。アイズでさえ一度足を止めた。

　次いで起こるのは、混乱の産声である。

「いたぞ、【リトル・ルーキー】だ！　その家に入った！」

「違うぞ、こっちだ！　通りの方だ！」

「あぁ!?」

「モ、モンスターだ！　モンスターが出たぞぉ！」

　飛び交う索敵の声々に冒険者達は当惑した。モンスターの発見の報はまだしも、ベル・クラネルがあちこちに現れているとはどういうことか。無論、そのどれもが誤報ばかり。誰もがモンスターと少年を見失ってしまう。

　気付けば、辺り一帯は波乱の渦を形成していた。

「消えた？」

　冒険者達の困惑の叫喚を無視し、アイズは冷静に辺りを見下ろす。

（──ううん、いる）

　そしてすぐさま、『姿を消したベル』の『気配』を捉とらえた。

　姿や臭いをいくら消そうが、微かすかな足音や気配を捉える第一級冒険者の知覚範囲からは逃れられない。

（間違いない、『透明』になってる！　周りの混乱も、ベル達の仕業？）

　歴戦の【剣姫】は他の冒険者達を置き去りにして、少年の『気配』をただ一人追った。

　激しい状況を作り出しているのは敵の『魔法』か、あるいは『魔道具マジックアイテム』か。どちらせよ油断すれば出し抜かれる。アイズはベル・クラネルが、いや【ヘスティア・ファミリア】が格下だという驕りを徹底排除した。

　一人の狩猟者ハンターとなって少年の追跡を続行する。

　が、




「【剣姫】」




「！」

　彼女の行く手を遮さえぎる者が現れた。

　フード付きのロングケープに、アイズと同じロングブーツ。顔を隠した覆面の冒険者。

　アイズの前に立ちはだかるその人物は、腰に履いた木刀を引き抜く。

「手合わせを、願いたい」

　アイズは、瞠目した。

「今……ここで？」

「私もまた日陰者。このような状況でなければ、貴方と剣を交えることもできない」

　剣を追及する人間が、世界にその名を轟とどろかせる【剣姫】に勝負を申し込むことはそう少ないことではない。凛然とした声も噓うそが含まれているようには聞こえない。
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　だがこの時機タイミング、本当に偶然か。

（ベルの……仲間？）

　すなわち足止めか。

　手を剣帯に伸ばしながら、アイズは離れていく少年の気配に瞥見を飛ばす。

「すまないが、応じてもらいます」

　そんなアイズに、覆面の冒険者は鋭く斬りかかった。

　──速い！

　第一級冒険者と遜色ない速度で見舞われる木刀に、アイズは抜剣を余儀なくされた。互いの得物の間から快音が打ち上がり、勢いに任せて屋根の上から路地裏へ落ちる。

　アイズはベルを諦あきらめ、覆面の冒険者を迎え撃つのだった。
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「一角兎アルミラージが南に出現したそうです！　南東部にもモンスターの目撃情報が多数！」

「誤認情報が錯綜さくそうしているようで……周囲一帯、混乱しています！」

【ロキ・ファミリア】の本陣に、戦況の推移が逐一伝えられていく。

　主な情報の伝達手段は魔石灯の信号器。建物の屋上に待機する団員が信号器を点滅させ、本陣を構えている『ダイダロス通り』中央地帯に情報を集めていた。

「陣形は乱すな！　配置を守るよう徹底させて！」

　信号を受け取る団員達に声を張るのはアナキティだ。

　脳裏に『盤』を描き、何百通りの『駒取り合戦』を繰り広げている小人族パルゥムの首領の思考を妨げないよう、副官である彼女が指揮を捌く。

（ベル・クラネル以外、【ヘスティア・ファミリア】の隊員メンバーは全員監視を振り切った。主神さえも。魔道具マジックアイテムの力か、『ダイダロス通り』の地理を利用したか、どちらにせよ今は敵が自由に動ける『時間』だ）

　フィンは『先攻』を譲る。

　もとより作戦を『二面展開』する以上、【ロキ・ファミリア】に余裕はない。

　敵の動向を見極めて対応しなければならない『後手』を強いられている。

（予測通り、モンスター側はベル・クラネルを『囮』にする構え……こちらは最強戦力アイズを回した。さて、どう出るか）

　アイズの申し出はフィンにとって渡りに船だった。

　敵の小細工を自陣最強の『駒』の一つをもって封殺する一手。必然的に敵は『動くこと』を迫られる。まずはお手並み拝見だ。

「ベル・クラネルも南東に！　えっと、あとアイズさんが追跡できていないようで……」

「伝えている通り、ベル・クラネルは陽動だ。アイズに任せて無視しろ。南と南東はまだ動かなくていい」

　アイズを振り切ったという情報は団員達にも、アナキティにも驚愕をもたらした。

　フィンも内心では驚きつつ、素早く指示を紡つむぐ。

「それより西が臭う。エルフィ、北西にいるティオネ達に九十八番街まで移動して網を張るよう伝達しろ」

　泰然とした団長の姿に、他団員も取り乱すことなく「はい！」と返事を返した。

　敵の陽動に、【ロキ・ファミリア】は揺るがない。『人造迷宮クノッソス』を包囲する鉄壁の陣形を維持し続ける。

（アイズは恐らく足止めされているな。伏兵か？　敵の戦力は予想外だが……あっちはいい。アイズはすぐに戻るだろう）

　長槍の柄えを右肩に置きながら、フィンは思案する。

（気になるのは、こちらの見張りや斥候にことごとく相手が引っかからないこと。手の内が読まれているのか……いや、もっとずるい感じがするな）

　自分の予測をことごとく裏切る敵側の動き。魔道具マジックアイテムか？

　己おのれの先見が通用しない存在を考慮に入れつつ、付近の団員に尋ねる。

「黒い猛牛ミノタウロスの情報は？」

「まだ入っていません」

「そうか……陣形は維持だ。少し、様子を見る」

　フィンは静かに、戦況を見守る構えを貫いた。

　そして、それと並行して。

　もう一つの『作戦』にも意識を割き、思考を絶えず回転させた。

（『こちら側』はまだいい。まだ予想の範疇。問題は──）

　──『あちら側』だ、とフィンは顔をしかめた。
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「食人花モンスター、来ます！」

　その叫びが響くのは『ダイダロス通り』地下、隠し通路。

　緊迫した面差しで身構える冒険者達に、黄緑色おうりょくしょくの長軀ちょうくが迫った。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　破鐘われがねの咆哮ほうこうを響かせる食人花に【ロキ・ファミリア】の団員が応戦する。

　幅広の地下通路といえど大型級に属するモンスター、それが三体、四体、まだ増える。

　振り回される触手と醜悪な顎あぎとの攻撃に、団員達はその数もあって苦戦する。

「どこの『扉』が開いた!?」

「南西です！　人造迷宮クノッソスからモンスターの群れが今も……出現が止まりません！」

　ガレスの大声に団員が叫び返す。

　一瞬の隙すきを突かれた格好だった。地下通路に待機していた団員達が地上の一角兎アルミラージ出現の報に意識を引き寄せられた瞬間、人造迷宮クノッソスの『扉』が前触れなく開放され、ひそんでいた食人花の群れが濁流のごとく解き放たれたのである。

　奇襲を被こうむった団員達は押しとめられず、一時後退を強いられた。

「モンスターの流出は止まりませんが、まだ『扉』は開いています！　今なら無理矢理内部に侵入することも……！」

「止めろ、『罠わな』じゃ！　迷宮に入ったが最後、閉じ込められて嬲り殺しにされる！　証拠に、モンスターだけで残党の一人も出てこんわ！」

　逸はやる団員の訴えを、ガレスは退けた。

　モンスターを操あやつる調教師テイマーか怪人クリーチャーが一人でもいれば捕える指標になるだろう。だが放たれるのは雑兵モンスターばかり。『鍵かぎ』の奪取はおろか敵の戦力低下の戦果も得られない。

　モンスターを溢あふれ返させる敵の狙ねらいは明らかに消耗戦──『嫌がらせ』だ。

「これが『板挟み』か！　フィンのやつめ、少しは楽な作戦を選べ！」

　悪態と一緒に憎たらしそうな笑みを浮かべながら、ガレスは自身の斧おのを振り回した。

「リヴェリア様、モンスターの増援が！」

　一方、南東側を守るリヴェリア達エルフの部隊も敵の襲撃に晒さらされていた。

　リヴェリアの副官を務めるアリシアが短弓ショートボウと『魔法』を操りながら、その端整な容貌に焦あせりを滲にじませる。

「敵側の動きを捉えるどころではありません！　このままでは、たとえ闇派閥イヴィルスを釣り出したとしても……！」

「耐えろ。そしてアリシア、動じるな。お前の動揺は他のエルフにも伝わる。『大木たいぼくの心』をもって戦え！」

　リヴェリア自ら前線に立ち、『並行詠唱』を奏でながら食人花モンスターの囮になる中、エルフ達の一斉射撃が通路ごと敵を洗い流す。だが、すぐにまたモンスターが現れる。

　前哨戦を演じる地上とは異なり、既に激戦の様相を呈する地下通路。

　片目を瞑つむるリヴェリアは、終了した詠唱をもって氷砲を繰り出した。

『【ロキ・ファミリア】……馬鹿ばかメ』

　最硬金属オリハルコンの『扉』の内側で、紫紺のローブが揺れる。

　背後に食人花ヴィオラスや晶黽ヴァルグの群れを従える仮面の人物は、様々な肉声が折り重なった不気味な声で【ロキ・ファミリア】を嘲あざけった。メタルグローブが装着された手を突き出し、更なる怪物の群れを冒険者達に差し向ける。

「はい、ごくろーさま」

　人造迷宮クノッソスの奥にいるタナトスもまた、笑みを浮かべていた。

　迷宮内部の大広間にして、闇派閥イヴィルスの拠点。中央には大紅玉が備えられた台座があり、これを操ることで人造迷宮クノッソス内の『扉』を自由に操れる。その特性から残党達の間では『迷主めいしゅの間ま』とも呼ばれている。

　己の使徒がもたらす【ロキ・ファミリア】の情報を聞きながら、死を司る男神おとこは薄い笑みを顔に広げた。

「イケロス達がやらかした件は確かに予想外だったけど……そっちの作戦は読めるよ。大方、『喋しゃべるモンスター』達が持ってる『鍵』を餌にして、釣り出そうっていう腹でしょ？」

　濃紫の長髪を揺らす神は、退廃的な雰囲気を醸し出しながら、腰かけている台座の上で足を組んだ。

「こっちはモンスターを吐き出すだけ。そうすればあっちは勝手に自滅。ハイ、楽な作業。戦いなんかに精通してない俺おれでもできるよ」

　タナトスは正しくフィンの目論見を看破していた。

　同時に、それがどれだけ【ロキ・ファミリア】にとって負担であるのかも。

　言葉通りタナトス達はモンスターを放ち『嫌がらせ』をするだけでいい。そうすれば地下通路に居座る【ロキ・ファミリア】は損耗していく。闇派閥イヴィルス側はモンスターをどれだけ倒されようが大した被害にはなりえない。

　怪人クリーチャー達の協力により、『極彩色のモンスター』は人造迷宮クノッソス内に無数にいるのだから。

「どんどんモンスターを出しちゃって～」

「ははっ！」

　今にも鼻歌でも奏でそうな間延びしたタナトスの声が響く。

　死神の使徒は走り出していった。

「バルカちゃんも、協力お願いね」

「……無駄な時間だ。だが割かねばならない労力でもある」

　タナトスの側で、台座手前の大紅玉を操るのは名工ダイダロスの一族の人間、バルカだ。

　日の光を忘れた白い前髪、その下に隠れた左眼が『Ｄ』の光を放ち、迷宮内の隔壁──『扉』を解放させ、中にいた食人花を解き放つ。『扉』の開け閉めを繰り返し、バルカはモンスターを迷宮の外へ導いた。

「この状況じゃあ【ロキ・ファミリア】でも対応できない……そっちがまごまごしている間に別動隊で『鍵』は回収させてもらうよ」

『武装したモンスター』への対処も既に対策済み。

　タナトスは石で塞ふさがれた天井てんじょうを仰ぎ、地上で布陣しているだろう敵勢に向かって笑いかけた。

「『板挟み』は辛つらいねぇ、【勇者ブレイバー】」

【ロキ・ファミリア】にとって苦境は続く。

【タナトス・ファミリア】にとって喜劇は続く。

　タナトスはクスクスと子供のように笑った。
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　地下通路内で厳しい戦いが繰り広げられている最中。

　地面を隔てた地上も、いよいよ騒ぎが本格化していた。

「うわぁ……流石さすが団長。本当に戦闘が起こったっす」

　陣の一角を率いながら、ラウルは呟つぶやきを発した。

　今更ではあるが、ラウル・ノールドは第二級冒険者である。

　能力ステイタスはＬｖ．４。字面だけ見れば間違いなく強者、にもかかわらず、他派閥の者に未いまだ『冴さえない』という印象を持たれているのは、彼の性格にあった。

　フィンを始めとした都市屈指の第一級冒険者にどうしても尻しり込み、いまいち自信を持てない常人の鏡。乱暴になりがちな冒険者におよそ似つかわしくない自己評価の低さは、『凡夫』だと見なされる所以ゆえんだ。

　故ゆえに、それは相対する『敵』にとって、都合のいい『穴』に見える時がある。

「──ラウル！」

「えっ……だ、団長!?」

　その声に、振り返ったラウルは素すっ頓狂とんきょうな声を上げた。

　本陣にいる筈のフィンが駆け寄ってきたからである。

　ラウルの率いる部隊がいるのは迷宮街西、中央帯に接する防衛線上。わざわざ本陣から移動してきたフィンに、ヒューマンの青年は慌あわてふためいた。

「ど、どうしてここにいるんすか!?　指揮の方は……」

「モンスターの本隊が南東に現れた！　黒い猛牛ミノタウロスもだ！　現地にいるアイズと合流して、これを一気に叩たたく！　部隊に伝えろ、陣形を変更するぞ！　僕も上がる！」

「は、はい!?」

　強い語気と『黒い猛牛ミノタウロス』という単語に、ラウルは反射的に直立不動で返事をした。

　目の前の小人族パルゥムを何も疑いもせず。

「それとラウル、『人造迷宮クノッソス』の配置は覚えているか？」

「えっ、地下の『人造迷宮クノッソス』っすか？　覚えてるっすけど……」

「教えてくれ。気になることがある」

　戸惑いつつ、ラウルはフィンに答えた。

「えっと、発見した北西と北東、南西に南東の四か所の『扉』で、ガレスさん達が見張ってる筈っすけど……」

「そうか……僕は先に行く。周辺一帯の者を集めて、ラウル達も南東へ行ってくれ」

「わ、わかりました！」

　偉大な団長の指示にラウルは一も二もなく動き出した。

　団員達にも指示を出して陣形を変えるよう指示。『黒い猛牛ミノタウロス』討伐を優先するフィンの意向に従った。

（あれ、でも団長、得物の槍はどうしたんすかね……？）

　ラウルは気付かない。

　走り去る間際まぎわ、背を向けた『フィン』の唇が吊つり上がっていたことに。




「──ラウル？」

　フィンはその陣形の変化にいち早く気付いた。

　西の部隊が南下する動き。

　予定外の移動に信号器の燐光も動じるように揺らめく。

「に、西の部隊が南へ展開中！　モンスターの大群が出現し、これを包囲するためにと！」

「そんな連絡、こっちに届いていないわ！　それに団長は指示を出していないでしょう、何で勝手に動いているの！」

「そ、それが……ラウルさんのもとに団長が直接来て、指示を出したと……」

「はぁ!?」

　伝令役の報告に、アナキティが奇しくも青年ラウルと同じように素っ頓狂な声を上げ、フィンと眼下の街並みの間で視線を往復させる。

　本陣がにわかにざわめきに包まれる中、フィンはただ一人、既視感を覚えた。

（そうだ、これは──【ヘスティア・ファミリア】と【アポロン・ファミリア】の戦争遊戯ウォーゲーム）

　約二ヵ月前、【リトル・ルーキー】が都市に名を轟かせることになった派閥間の戦争。あの戦いの中で一人の小人族パルゥムが【アポロン・ファミリア】を裏切り、【ヘスティア・ファミリア】に勝利をもたらした。

　もしあれが裏切りではなく、変装、いや『変身』の類だとすれば──

「そういうことだったか……」

「団長？」

　不思議そうな顔をするアナキティを脇目に、胸中で一人の同族を思い浮かべる。

（あの娘こかな）

　ベルに魅せられた『ミノタウロス』の一件以来、実はずっと目を付けていた同胞がいる。少年のために自らの命を顧みず助けを呼び、フィンにその『勇気』を認めさせた少女だ。

【ヘスティア・ファミリア】の中で最も切れるであろう彼女の仕業であるとフィンは察する。魔道具マジックアイテム、あるいは『魔法』の力でラウルともども一杯食わされたのだ。

　心のどこかで、注意すきはベル・クラネルだけと高を括っていたフィンの失態である。

「部隊を引き戻せ。陣形の穴を北のナルヴィ達に……いや駄目か、遅いな」

　移動した部隊の穴を埋めようと口を開きかけるフィンだったが、すぐに首を横に振った。

　直後──カァン、カァン、カァン!!　と。

　まるでフィンの諦観ていかんを肯定するように、モンスター発見の警報が西方から打ち上がった。

「だ、団長!?　モンスターの大群が西から突如出現、ラウルさん達がいなくなった穴を突いて『ダイダロス通り』の中央帯に！」

「わかっている、落ち着け。気付いているとは思うがティオネ達を呼び戻せ。残っている守備隊と前後から挟撃する」

　瞬く間に動揺が走り抜ける本陣の中で、フィンは毅然とした首領の姿を見せることで味方の混乱を防ぐ。団員達も落ち着きを取り戻し、それぞれのすべきことに従事した。

「敵の進路は？　『人造迷宮クノッソス』のどこを目指している？」

「えっと……直進！　現れた西の地点から真まっ直すぐ東進しています！」

「──直進？　進路も『人造迷宮クノッソス』の西？」

　だが、その報告にフィンは初めて表情を崩した。

　戸惑いながら頷く団員を見つめ、視点を迷宮街の方向に戻す。

（西に現れた以上、北西かあるいは南西に進路を転ずると思っていたが……『人造迷宮クノッソス』の西部には『扉』は存在しない。少なくとも僕達がこの四日間、捜索した限りでは。……まさか、僕達の知らない経路を知っている？）

　フィンの思考は早かった。考えられる上で最悪の場合ケースを想定し、とある記憶を検索する。

（神イケロスは『ダイダロスの手記』の存在にも触れていた。『人造迷宮クノッソス』の設計図があると……敵はそれを持っている？）

　事情聴取の際、俺は持ってねえ、人造迷宮クノッソスのどこかに落ちてるかもしれねえ、確かにあの男神はそう言った。ロキがいた手前、フィンもそれを信じた。

　だが、もし自分達の目が欺かれていたとしたなら……いやイケロスも感知してない場所で『手記』の在処が転々としていたとしたら。

「不味まずいな」

　呟きながら、フィンは自分の右手を見下ろした。

　虫の知らせを告げる親指は今も疼うずいていない。

（──知れず勘に頼り過ぎていたか）

　忸怩じくじたる思いを抱きつつ、フィンは素早く切り替えた。

　当初、地下通路内に武装したモンスター達を誘い込むことまで想定していた計画を変更する。闇派閥イヴィルスを釣り出すための『餌』の選択肢を放棄、地上での捕縛を優先。自分達の知り得ない第三の経路ルートが可能性としてある以上、中央地帯まで進軍させるわけにはいかない。

　目まぐるしく思考を加速させていると、

「おーい、フィンー」

　間延びした主神の声が響いた。

「どこへ行っていたんだい、ロキ？」

「色々やー」

　慌ただしくなる本陣に、ロキが現れる。

　背後に歩み寄ってくる彼女に、フィンは一瞥も送らずに尋ねた。

「んー、考え中か、フィン？」

「ああ、少し慢心していたようだ。今は放っておいてもらえると助かるんだけど」

　現在も思考を巡らせているフィンの横顔を、ロキはじっと見つめてくる。

　そこで、ほんの僅わずかに口の端を吊り上げた。

　フィンの両肩に左右の手を乗せ、耳打ちする。

「フィン──見極めろ」

「──」

　その神の囁ささやきに、フィンは思考の中断を余儀なくされた。

　それは少年ベル？

　それとも怪物モンスター？

　フィンはロキの神意しんいを図り切れない。ロキもわざとフィンに考えさせている。

　目だけの動きで横を見ると、女神はうっすらと笑っていた。

「誰のもんでもない、自分の目でな」

「……」

「その後の判断は、自分に任せるわ。うちはもう口出しせーん」

　肩から両手を放し、いつもの調子でへらへらと笑うロキ。

　ひらひらと手を振りながら、フィンの前から去っていった。

「……」

　僅かな空白。

　喧騒が絶えることのない本陣で、フィンは息をついた。

　主神の言葉を頭の片隅に置いておきながら、今は戦況への対処を優先する。

　すぐに首領の仮面を纏まとい直し、『ダイダロス通り』を見据え直した。

「ラウルをここに呼び出せ。至急だ」

「は、はい！」

　呼び止められた伝令役の一人、エルフィが走っていく。

　フィンは更に淀みなく指示を発した。

「陣形を変更する。地下通路南西にいるガレス達を移動、モンスターの迎撃予備隊に」

「団長、いいんですかっ？　地下の部隊を動かせば、闇派閥イヴィルス側の動きを抑制しにくくなりますが……」

「モンスター達が人造迷宮クノッソスへ繫つながる経路ルートを把握しているのなら、地下に部隊を置いておくのは下策だ。『本命』を釣り出す『餌』そのものを取り逃がしたら元も子もない。闇派閥イヴィルス側の攻勢も激しくなってる今、揺さぶりをかけるためにガレス達を動かす」

「わ、わかりました！」

『餌』である『武装したモンスター』達を優先目標とするフィンの旨に、アナキティは了解する。一方フィンは、彼女に説明する傍かたわら別の思案も巡らせていた。

（『後手』にならざるをえないとはいえ、『攻め』を譲り過ぎたか。憶することなく仕掛けてきた……ベル・クラネルといい、本当に『君達』は僕を困らせてくれる）

　胸中で悪態を吐くも、フィンはこの状況で、笑っていた。

　盤を挟んで駒を鋭く指してくる顔の見えない『相手』に、心を躍らせるように。

（嫌がるかもしれないが、僕と『彼女』の思考は似ている。だとすれば、次の動きは……）

　思考に決着をつけ、フィンは顔を上げた。

「アキ！　部隊を一つ預ける、出てくれ」

　大胆な配置換えを次々と打ち出すフィンに、本陣はどよめいた。

「構いませんが……団長の補佐はどうします？」

「ラウルに代わらせる。こちらの作戦は君にしかできない」

　フィンの信頼に、アナキティは表情一つ変えず頷くことで応こたえた。

　口早に紡がれる任務内容を、一字一句正確に頭に叩き込む。

　ちかちかと、信号器の光が激しくやり取りされる迷宮街を見渡しながら、フィンは告げた。

「今から言う場所に、『網』を張れ」
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「ロキ。どこへ行っていた」

　フィンのもとから離れ、ロキはディオニュソスのもとへ足を運ぶ。

【ロキ・ファミリア】の本陣付近に建つ尖塔、その内部の窓辺だ。

「ちょっとギルドのとこへなぁ」

「なに？　まさか、ウラノスのところか？」

「どうやろうなぁー」

　非難がましいディオニュソスの視線に、ロキはヒヒヒと笑うのみだった。普段は食えない男神おとこの不満げな表情に溜飲を下げつつ、辺りを窺う。

　粒にしか見えない魔石灯の灯あかり、絶えず点滅し交信を繰り返す信号のやり取り。北西に見える灯火ともしびは、迷宮街の避難民を集めている広場の篝火か。

　ディオニュソスのもとにフィルヴィスはいない。ロキには護衛として団員が二人、距離を置いて付いてきていた。

「……この状況、どう見る？」

「んなもん知らんわ。『神の鏡』か千里眼でも使わんと、どこで何が起こっとるか何もわからんやろ」

「それはそうだ」

　闇を見据えるディオニュソスにロキは舌を出す。

　ただ、迷宮街の空気の変化を敏感に嗅ぎ取るように、鼻を鳴らした。

「ただ、探り合いはもう終わりやろうなぁ」

　西から未だに鳴り続ける警報の音。

　その音色はロキの言う通り、前哨戦の終わりを告げる鐘ベルであり、同時に主戦へと突入することを報せる号砲でもある。

　ロキはうっすらと朱色の目を開けた。

「こっからは、ガチの戦いや」
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　彼女は、獣人の少女だった。

　他の者達と同じ、管理機関ギルドが『武装したモンスター』にかけた懸賞金を狙い、大金をせしめようと漁夫の利を狙う浅ましい冒険者の一人。

　そう装いながら、多くの荒くれ者達の間をちょろちょろと動き回り、時には「邪魔だ！」と怒鳴られながら、情報を集める。

「ひ、ひでえ………」

「何人やられてんだオイ!?」

　そこは血の海に沈んでいた。

　錯綜する路地の随所で多くの冒険者が倒れ、死屍しし累々るいるいといった様相を呈している。『凄すさまじい膂力』で壊され、砕かれ、鮮血を散らした、そんな風な光景だった。倒れている冒険者達の中には道化師のエンブレムを身に纏う者もいた。

　周囲の惨状に息を呑のみつつ、他の冒険者に気付かれないまま、少女はその場を後にする。

『二七七番街』と記された路地から、『二七八番街』と看板が示す路地裏へ。

　迷宮街東区を移動する少女は、人気ひとけが周囲にないことを入念に確認し、その場で蹲うずくまって、手をそっと口もとまで持ち上げた。

「駄目です、ゼノスはいません。恐らく合流地点にいたところを冒険者達に発見されて……ええ、ええ……はい、合流は諦めて、ここからまた攪乱を──」

　一人にもかかわらず、小さな手の中にある『水晶』に呟きを落とす。

　囁くのを止め、立ち上がった少女は周囲を見回し、再び走り出そうとした。

　その時。

「団長の予測通り──」

　えっ？　という少女の呟きは。

　地面に浮かんだ影によって、遮られた。

「──南から東に抜けてきたわね」

　頭上から、音もなく、それこそ猫のように、人影が飛び降りてくる。

　少女の知覚を許さず背後に着地した『彼女』は、そのか細い首もとへ、剣の刃はを添えた。


「──っっ!?」



　後ろ手に捻ひねり上げられる左手。

　首筋を犯す冷たい剣の感触。

　一瞬の掌握劇しょうあくげき。

　未だ理解が追いつかない獣人の少女は、その瞳をあらん限りに見開いた。

『サポーター君？　どうしたんだ？　何かあったのかい？』

　右手の中にある水晶が微細に発光し、女神だれかの声をこの場に届ける。

　耳を貫くほどの静寂に包まれた路地裏の中、剣を押し当てられた首の皮から、一筋の紅の滴が流れ出た。

　誤魔化ごまかせ、と言外の要求を刃やいばが発する中、少女は息を呑みながら、震える唇を開く。

「冒険者が、います……バレるので、しばらく交信を切ってください……」

『うん、わかった』

　息をひそめた少女の緊張を冒険者の接近に対するものだと取ったのか、水晶の奥にいる神物じんぶつは何も気付かず引き下がった。光が途切れ、水晶が完全に沈黙する。

　それと同時、ぶわっ、と遅まきながら少女の全身が発汗した。

　首もとに添えられた短剣の柄、そこには悪趣味な【ファミリア】の徽章が刻まれている。

　唇を三日月のごとく吊り上げて笑う、道化師のエンブレム。

　どくんっ、どくんっ、どくんっっ、と少女の体の中で心臓が暴れ狂う。

（なん、で……？）

　捕まった？

『変装』を見破られた？

　噓？　どうして？　何故？

　今の『自分』は、『本当の自分』の姿ではないのに──。

　少女の頭の中で浮かんでは消える無数の疑問に答えるように、背後に立たたずむ『彼女』は──アナキティは唇を耳もとに寄せた。

「貴方、一人だけ匂いがしないわ」

　少女の体温が、一気に下がった。

「消臭の匂い袋アイテム、よね？　狼男ベートと調べてた時も感じたけど……西の通りでモンスターを匿ったのも貴方？」

「……!?」

「隠密中ならまだしも……集団の中にいると、酷ひどく浮く」

　それだけ？

　それだけで？

　たったそれだけで、無数の冒険者に紛れていた自分を探り当てた？

　少女の顔色が目まぐるしく変調し、小さな体が戦慄せんりつに震える。

「あとは……今の貴方、ラウルを騙かたった団長と背丈が一緒」

　アナキティ・オータム。

　冴えない同僚ラウル・ノールトと同じ、Ｌｖ．４。

　だが同じ第二級冒険者でありながら、彼女は少々、有能過ぎた。

　フィンが予測する少女の『変身』の情報をもとに、標的ターゲットを絞り込んで、無数にいた冒険者達の中から『本命』を見つけ出してしまう程度には。

　刃を添えられる少女の周囲、複数の【ロキ・ファミリア】の団員が姿を現す。

　今度こそ、少女の顔が青白く染まった。

「付いてきてもらうわ」

　──ベル様。

　少女は、自分の終わりを悟ったように、少年の名を呟いた。
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　刃が木刀を受け止める音。

　激しい剣音をかき鳴らし、アイズは路地裏に着地した。


「くっ……！」



　建物の屋根から路地裏に着地し、アイズは襲撃者──覆面の冒険者と対峙たいじする。

　なびくフード付きのロングケープに、腿を半ばまで覆うロングブーツ。木刀を持つ細身の冒険者は半身の構えで臨戦状態に入っている。

　場所は迷宮街南東に位置する路地裏の一つ。

　幅は七Ｍメドルと存外に広く、周囲には大量の木箱や樽、そして廃材の山が乱雑に置かれている。少年とモンスターを追う冒険者達の喧騒が遠い。世界がここだけ隔たったかのように、迷宮街の一角は二人だけの戦場となる。

「貴方は……！」

「生憎あいにく、名乗ることはできない。この闇討ち紛いの所業を許してほしい」

　アイズの誰何すいかの声に、覆面の冒険者は生真面目きまじめの言葉で断りを入れる。

　義理堅い返答。隠している素顔はエルフのものか。

　慇懃いんぎんな口調で謝罪を滲にじませつつ、戦意を全開にし、戦闘は不可避であることを告げる。

「剣姫あなた相手に様子見などできない──最初から全力で行く」

　次の瞬間、覆面の冒険者はかき消えた。

「!!」

　一挙にアイズの視界の外へ離脱する高速移動。

　右手の方向へ疾走する斜線を刹那せつなの遅れで金色こんじきの眼差まなざしが追跡する中、地面すれすれに届こうかという前傾姿勢で肉薄した覆面の冒険者は、下段から木刀を繰り出した。

　視界の端から迫る一撃に、アイズは抜かりなく反応し、右手の《デスペレート》で弾はじき返す。

「「っっ！」」

　互いの手を貫く鋭い衝撃、虚空を泳ぐ剣と木刀。

　攻防の瞬間、アイズの金の双眸そうぼうと空色の双眼が視線を交わす。

　攻撃を防がれた覆面の冒険者は最初から見越していたかのように、アイズの脇を掠かすめる形で離脱、そのまま疾走を重ねた。

「!?」

　あたかも旋風のように、アイズの周囲を行き交う。

　幅広の路地裏を目一杯に使った加速に次ぐ加速。度重なる石畳を蹴ける音、時には石板を蹴り砕き宙に舞い上げながら、決して一定の場所に落ちつくことはない。

　文字通り縦横無尽に駆け回る。

「──はあッ！」

「！」

　間髪入れず攻撃。後ろ斜めから迫った木刀を剣の一閃で防ぐ。

　そこで、アイズは一瞬、剣から伝わる衝撃に眉まゆをひそめた。

　思考の介在を許さないまま覆面の冒険者は再び距離を取り、高速の接近からの攻撃。

　更に一撃、もう一撃。

　四方から加えられる攻撃に防御を重ねるアイズは、間断なく響く『衝撃の丈』にはっきりと目を見張った。

（威力が……上がってく!?）

　間違いない。

　初撃より次撃が、次撃より第三の攻撃が。

　甚だしい衝撃となって防御の上からアイズの体を打ち据えてくる。

　刻々と上昇する威力を物語るように《デスペレート》がびりびりと震えた。

　──ベートさんと同じ疾走系の『スキル』？

　同僚である狼人ウェアウルフが有する【双狼追駆ソルマーニ】は、加速時に『力』と『敏捷』を上昇させる強力かつ稀有な『スキル』だ。相手も疾走の行動アクションに関わる類の『スキル』を持っている可能性が極めて高い。アイズはそう推測した。

　冒険者同士の戦いは『技と駆け引き』が大前提であるが、『魔法』と『スギル』を探るのも重要な要素だ。敵の能力及び切り札を見極めなければ最後の最後でどんでん返しもありうる。

　特に実力者同士の戦闘では、その手札の差が明暗を分けることが多い。

　更に、

「はあああああああああああっ!!」

　裂帛れっぱくの叫びとともに放たれる攻撃、その動きに合わせて相手の体から金の光粒が立ち上る。

　アイズは、その光の粒を見たことがあった。

（【男殺しアンドロクトノス】と同じ……!?）

　港街メレンで戦った【イシュタル・ファミリア】。

　そこで襲いかかってきた第一級冒険者フリュネ・ジャミール。

　Ｌｖ．５の筈がＬｖ．６のアイズと互角に切り結んだあの時も、敵は夥しい光の粒を発散させていた。眼前の光景は一ヵ月前の記憶を刺激するものだ。

　昇華ランクアップと同等の『超強化ブースト』が相手には施されている？

　この覆面の冒険者は元【イシュタル・ファミリア】？

（──ううん、違う。この人は、美神の眷族イシュタル・ファミリアなんかじゃない）

　アイズは脳裏に過った憶測を否いなと切り捨てた。

　何故なぜならば、一ヵ月前の記憶より更に深層、数年前の情景が喚起されたからだ。

　知ってる。私アイズは知っている。

（私は──この人と一度戦ったことがある！）

　確か、あの時も正体を隠していた。

　覆面。木刀。外套。鋭い剣筋。青にも緑にも見えた強い眼差し。

　強くなることに躍起だった過去のアイズは記号しか覚えていない。

　戦闘の切っかけは一体何だったか、何故ああも死闘を繰り広げたのかも。

　あの時は、一体どちらが勝ったのだろうか──。

「──ふッッ！」

「ッッ！」

　回想も半ば、アイズは熾烈な剣舞を交わす。

　次から次へと攻撃を仕掛けてくる覆面の冒険者の挑戦を正面から受けて立った。

　戦闘は激化の一途を辿たどった。相手の高速移動はとどまることを知らず、凄すさまじい疾走の歌を奏でる。石畳を砕くほどの加速をもって肉薄したかと思えば、一瞬速度を緩め、次には最高速トップスピードでアイズに斬りかかる。絶妙な速度の緩急をもって、何十何百もの揺さぶり──『駆け引き』を高速戦闘の中で織り交ぜてくる。それはほんの僅わずかな、けれど類を見ないほどの緻密な動きだ。Ｌｖの差ハンデを埋めるほどの、【剣姫】の判断を一瞬でも遅らせるほどの『駆け引き』の強要は驚嘆に値した。

　後手に回ってしまったアイズは、自らも高速移動をもって覆面の冒険者を追おうとするが、

「っ……!?」

　敵の木刀が周囲の木箱や樽を破壊し、数え切れない破片を飛散させる。

　視界を覆う散弾。余儀なくされる迎撃。砕け散った木片の雨がアイズの追従を許さない。

【剣姫】からの接敵を拒む覆面の冒険者は、地形を最大限に利用した。

　今も激しく争う戦場は廃材置き場。積み重ねられた木箱や並べられた樽は遮蔽しゃへい物となってアイズの視界を阻害した。覆面の冒険者が左から抜けていくと思えば、死角に入った瞬間右みぎへと切り返し、意表を突く一助となる。己おのれの思考をことごとく裏切ってくるその動きはアイズからしてみれば堪ったものではない。

　樽が爆はぜ、木箱が舞い、数多の廃材が前方から飛来してきたかと思えば、真横から木刀の一撃が迫る。

「くっっ!?」

　何とか防ぐも、すぐに覆面の冒険者はアイズの間合いから離脱する。

　決して欲張らず、すれ違いざまに一撃だけ見舞っては視界の外へ出る。アイズの反撃もその技量をもって凌しのぎ、疾走を緩めることはない。

　精密な超高速戦闘。神懸かりな一撃離脱ヒットアンドアウェイ。

　樽や木箱を砕いてはいくつもの破片を舞い上げ、凄まじい速度で周囲を行き交うその軌跡は、まさに『疾風』だった。

　激しい音の連続とともに雨あられと四方から襲いかかってくる破片弾は、いっそ『暴風の中に閉じ込められている』と錯覚してしまいそうでもある。

（本当に、全力……使えるものを全てつぎ込んで、向かってきてる）

　自身の能力スキル、光の増幅ブースト、地形効果。惜しみなく手札をつぎ込む相手の姿勢は、信念を感じさせた。アイズをこの場に縫いとめようとする意志が。

　敵の攻撃を弾き返しながら、アイズは考える。

　この全力の維持はそう長く続かない。体力の低下を待てば打開できるし、時間をかけて相手の速度に目を慣れさせれば対応もできる。

　だが、それは下策だ。

　覆面の冒険者がベルと繫つながっているとしたら、相手の目的は『時間稼ぎ』。

　少年を見失うだけの時の消費は、アイズの『敗北』である。

「……」

　アイズは悔やむ。

　もしこんな状況でなかったら、もっとこの剣劇を長く続け、楽しむことができただろう。

　もしお互いのしがらみがなかったなら、心ゆくまで正面から斬り結べただろう。

　もし彼女が自分と同じＬｖだったなら──もっと『接戦』となっただろう。

　やがてアイズは、剣帯から《デスペレート》の鞘を引き抜いた。

「!!」

　右手に剣、左手に鞘を持つ【剣姫】の姿に、高速移動を続ける覆面の冒険者は瞠目する。

（剣と鞘を両手に……【剣姫】が二刀流？　馬鹿ばかな、聞いたことがない）

　疑問と困惑を覚えるも足を止めることはない。覆面の冒険者は自分の能力スキルを十全に活かすために疾走を続け、細心をもって金髪金眼の少女の出方を窺うかがう。

　路地裏の中心で、疾風の檻おりに閉じ込められるアイズは、目を瞑つむった。

　剣と鞘を持つ両手をだらりと下げる。

　どこからでも打てばいいと言わんばかりの、構えなき構え。

（待ちの体勢……？）

　迎撃カウンター狙ねらい。消極的な戦法だ。

　こちらの高速移動を追うのを諦あきらめ、一撃に全てを賭かけるつもりか。

　時間稼ぎを目的とする覆面の冒険者にとっては願ったりの展開。攻撃を加えず攪乱かくらんし続ければ、念願の膠着状態を保てる。

（だが、【剣姫】も私が時間を稼ごうとしていることには気付いている筈……こちらの油断を誘っている？　罠わなか？）

　歴戦の戦士たる覆面の冒険者は剣士の意図を読み切ろうとした。

　そして、そのたった僅かな時間は、ずっと攻め続けていた彼女が『守り』に回ったことを意味した。

　決して守勢とは呼べない疾風の息継ぎ──だがその少女にはそれで十分。

　次の瞬間、アイズは疾駆した。

「っっ!?」

　迎撃カウンターの『擬態』を解き、自ら電光石火の肉薄を仕掛ける。

　己の予定進路目がけて突進し、眼前に急迫する金眼の剣士に、覆面の冒険者は驚倒をあらわにした。

　全ては揺さぶりだ。時間稼ぎを目的とする覆面の冒険者に一瞬の迷いを生じさせるための、アイズが撒まいた『駆け引き』だ。思考の猶予を与えることこそ彼女の『罠』だったと気付かされた覆面の冒険者は、体中から力をかき集め迎撃を働く。


「くっっ──!?」



　不意を打たれたとはいえ疾走の勢いは健在、渾身こんしんをそそいだ木刀の横薙なぎを繰り出す。

　能力スキルを上乗せした威力、光粒がもたらす増幅ブースト。

　あらゆる恩恵おんけいをつぎ込んだその全身全霊の一撃を、




　パァンッ、と。





「────────」



【剣姫】はあっさりと見切り、針に糸を通す正確さをもって、剣でたやすく弾いた。

『力』が足りない。

『速さ』が足りない。

　Ｌｖが足りない。

　覆面の冒険者が能力の全てをそそぎ込んだとしても、Ｌｖ．６というアイズの『器』の前に霞んでしまう。

　厳然たる『実戦の差』。

　間違いなく覆面の冒険者は強い。記憶の中の彼女よりもその動きは洗練されている。

　だがアイズは、彼女以上に強くなり過ぎている。

　休むことなくダンジョンにもぐり続けた。飽きることなくモンスターを屠り続けた。『極彩色のモンスター』の事件に巻き込まれ、『精霊の分身デミ・スピリット』、そして怪人クリーチャーと死闘を重ねてきた。

　片や一線を退いた実力者、片や今も第一線で激しい闘争に身を委ゆだねる『戦姫』。

　この『再戦』までに乗り越えてきた修羅場の数が、はっきりと彼女達の明暗を分けた。

『技』は伯仲に届こうかというだけに、アイズは惜しむように眉尾を下げ、残している得物を鳴らす。

「鞘こっちで良かった──」

　貴方が右から迎撃してくれて良かった、と。

　木刀ごと左手を弾かれ、片手だけ万歳の格好となる覆面の冒険者に、アイズは呟つぶやく。

「剣けんなら、手加減できなかった」

　相手の胴体を断たずに済むことに安堵あんどしながら、アイズは淡々と、左手に持つ鞘の一撃を解き放った。

「──がっっっ!?」

　腹部に打ち込まれる神速の一閃。

　痛烈な『決定打』。

　肺から引きずり出される呼気、そして血を唇から吐き出しながら、覆面の冒険者は決河の勢いで後方に吹き飛ばされた。

　進路上にあった木箱と樽を巻き込み、粉砕し、無数の木片を天高く舞い上げる。

　間もなく壁に叩たたきつけられる細身の体。

　煉瓦れんが造りの壁面に罅ひびを刻んだ覆面の冒険者は、意識を失う間際まぎわ、たたずむアイズと視線を交わした。

　眇すがめた空色の瞳ひとみに無念を滲ませながら、がくりと首を折る。

　疾風の歌は途切れ、代わりに金の長髪が路地裏になびいた。

「……ごめんなさい」

　三分。

　それが、誰だれも知らないこの戦闘に費やされた時間。

　覆面の冒険者が稼げた僅かな時間。

　アイズは意識を断った彼女にはもう目を向けず、その場から去るのだった。
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「なんだ、今の『風』はァ!?」

　ティオネは怒り狂っていた。

　フィンに斥候兼遊撃を命じられていた彼女は、迷宮街西区に『武装したモンスター』達が出現した時、これを追った。【ロキ・ファミリア】が本陣を構える『ダイダロス通り』中央地帯へ真まっ直すぐ東進する敵の群れの背後に迫る形。凄まじい勢いで猛追し、モンスターの行列パレードを視認、投げナイフなど武器を投擲し背面を襲撃した。

　大所帯であるモンスター達の動きは鈍り、そこから第一級冒険者の足から逃れられるわけもなく、捕える直前だったのである。

　あの『神風』さえ吹かなければ。

「こそこそ姿を隠して『氷』を吐き散らしてたと思ったら、妙な『風』吹かしやがって！　ふざけんなァ!!」

「すごーい！　あたし達、空飛んでたよティオネー！　鳥ってあんな感じなんだねー！」

「てめぇも黙れえぇぇ!!」

　行動をともにしていた妹ティオナの能天気な発言に、ブチ切れているティオネは思わず通りの壁へ鉄拳を見舞った。

『武装したモンスター』達の周囲には『姿の見えない護衛』がいた。数は二。何らかの能力で『透明』になっていたのか、『氷』の射撃を見舞ってはこちらの行動を阻害してきたのだ。ティオネ達は早々に『透明』の敵を見抜き、氷撃も難なく見切っていたものの、敵の『隠し玉』によって退けられてしまった。

　信じられない『颶風ぐふう』。

　今まで浴びたことのない、それこそ剣姫アイズの風エアリエルでも再現できないであろう『風の砲撃』によって、文字通り『吹き飛ばされた』のである。そう、天高く舞って、目前まで迫っていたモンスター達から遠ざけられ、夜空の星へ。

　第一級冒険者の猛追が土壇場で覆されたのだ。

　出し抜かれたティオネの咆哮ほうこうが──あたかもモンスターのものかと都市の者を怯おびえさせたほどの怒声が──空を震わせたのは言うまでもない。

「舐なめた真似まねしやがって……！」

　盛大に吹き飛ばされ、ようやく着地した場所は迷宮街西端の外縁部に近い。怒りのあまりすっかり敵役の言動となっているティオネはもう一度、壁に拳こぶしを叩き込んだ。

　敵の隠し玉、それを見切れなかった短慮、何より愛しの首領フィンの命めいを何一つとして叶かなえられていない己の体たらくに怒りが際限なく湧わき上がる。その一方で、かろうじて残っている理性が敵に関して思考を働かせた。

『透明』の敵は、フィンも言っていた統率者の調教師テイマーもとい魔術師メイジの能力？

　もし『透明』になっていた存在が【ヘスティア・ファミリア】だったとしたら──あれは『魔剣』によるものか。【アポロン・ファミリア】との戦争遊戯ウォーゲームで攻城戦をやってのけた当時の光景はティオネの目にも焼き付いている。

　彼かの伝説の武器『クロッゾの魔剣』──魔剣鍛冶師ヴェルフ・クロッゾの仕業？

　野郎、とティオネは憤怒の炎に燃えた。もし自分の推理が正しいのなら捕まえてボコす、そうじゃなくても腹に膝ひざを入れる、と血走った目で決意する。

　ほぼ同時刻、とある赤髪の青年が凄まじい悪寒に肩を震わせた。

「すぐに追いついてやる！　ティオナ！」

「うん！」

　怒りが赴くまま敵の目指している中央地帯へと走り出す。

　黒煉瓦の建物や通りを蹴り砕きながら驀進するディオネの速度は怒涛だった。

　いっそ追われるモンスター達が気の毒に思えるほど人外じみており、事実、ティオネ達は三分後には敵の背後に食らい付くことができた。

　そのままいけば迎撃している守備隊と挟撃する形で、モンスター達の命運は間違いなくつきることになっていただろう。

　しかし、そうはならなかった。

「！」

「ティオナ!?」

　己の片割れが、いきなり進路を転じたからである。

　驚愕きょうがくするティオネは、すぐに愚妹の思考を精神感応テレパシーのごとく察した。

　守備隊とモンスター達が衝突している中央地帯寄りから発生する、漆黒の霧。

　得体の知れない黒霧が充満し、北西へと伸びているのだ。

　迷宮街の南側はまだいい。モンスターを探し回る冒険者しかいないのだから。だが迷宮街の北側にはまだ避難できていない住民がいるとティオネも聞いている。

　あの霧の中を移動してモンスターが北西外縁部に向かわれたら不味まずい、ティオナはそう考えたのだろう。


「あの馬鹿っ……！　団長のご指示に逆らう気!?　こらっ、待てぇ！」



　姉妹二人で一緒に行動するよう言いつけられているティオネは、北西へ向かう妹を追いかけるのだった。




「煙幕か！」

　ティオネ達も視認した黒い霧、それが充満する真っ只中でガレスは戦っていた。

『ダイダロス通り』中央地帯付近。

　地下の配置から地上に上げられたガレスは、ティオネ達を退けた『武装したモンスター』を強襲した。そしてＬｖ．６の能力を遺憾なく発揮し敵を追い込んだところで、悪あがきとばかりにこの漆黒の煙幕をばらまかれたのである。

　モンスターを率いる魔術師メイジの手によって、戦場は人間と怪物の叫喚が入り乱れる混戦の様相を呈していた。


「かかれ、かかれぇ──！」




『グゥゥゥゥゥゥゥゥゥ！』



　迷宮街の主戦場と化した場に、続々と【ロキ・ファミリア】の増援が到着し、武器と爪牙そうがの激しいぶつかり合いの音が鳴り渡る。

　そんな中、ガレスは迷いなく、一直線に走った。

　向かった先、いたのはこの濃霧を生み出した張本人、黒衣の魔術師メイジである。

「ぬぅん！」

「ぐっっ!?」

　払った斧おのの衝撃で転倒させる。

　他ほかのモンスターには目もくれず、ガレスはモンスター達の『統率者』を狙った。

（この魔術師メイジさえ仕留めてしまえば──！）

　モンスター達は一切いっさいの奇策が使えなくなり、【ロキ・ファミリア】側が有利となる。

　ガレスは敵の魔術師メイジの憎たらしいほどの『厄介やっかいさ』を見抜いていた。この最悪の視界でなお正確に気配を捉とらえ、大戦斧を叩き込もうとしたが──

「むっ!?」

『氷の砲撃』がガレスを遮さえぎった。

　詠唱は聞こえなかった。間違いなく氷属性の『魔剣』。

　不自然な格好で凍てつき、それでも氷を砕いて斧を振り下ろしたが、生じた一瞬の隙すきを利用して魔術師メイジは回避する。

　そのまま霧の奥へ逃げ込む黒衣に舌打ちをし、追おうとするガレスだったが、またもや同種の『砲撃』が襲ってくる。

「この『魔剣』の味……まさか椿ツバキか!?」

　並の鍛冶師スミスでは再現不可能な『魔剣』の出力に、己と直接契約を結んでいる最上級鍛冶師マスター・スミスの顔を思い浮かべる。しかも霧の奥から『試し撃ち』だのなんだの聞こえてきた気がした。

　何を考えているかは知らないが、あやつめ、とガレスは思いっ切り唇をひん曲げた。

（後でしっかりとっちめるにしても……椿ツバキは馬鹿には馬鹿だが時と場所くらいは弁わきまえる。『魔剣』の威力を確かめたいだけで襲ってくる筈もない。となると──）

　彼女の主神ヘファイストスが、『武装したモンスター』側についた？

　神ヘスティアと懇意にしている都合上か、あるいはこの『異端の怪物』達を始末するべきではないとそう判断して？

　一瞬思考するガレスだったが、氷の雨は止まない。

　碌に考える暇も与えず、的確にガレスのみを狙ってくる。

「ガレスさん！」

　攻撃に晒さらされ続けるガレスに気付き、団員達が駆け付けてくるが──かえってそれが『仇あだ』となってしまった。


「────」



　まさにその時、これまでとは比べものにならない『氷砲』が発射されたのである。

　黒霧の内部を疾走する蒼き流氷群。進路上の石畳を一瞬で凍結させながら突き進んでくる暴雪の砲撃に、ガレスは回避を選択できなかった。

　団員達を庇かばう格好で、外套マントの下に背負った盾を取り出し、直撃を浴びる。

「ぬぅううううううううううううううううううううううう!?」

　戦場に全ての者が一瞬動きを止めるほどの、凄まじい氷結音がかき鳴らされる。

「ガ、ガレスさん!?」

「……リヴェリアの『魔法』と同等といったところか。こいつはちと、効くのう」

　左手で突き出した盾ごと、ガレスの半身は完全に凍てついていた。髭ひげまで凍り、顔もまるで寒国の暴風雪ブリザードに晒されたかのように霜焼け状態となった。

　全力で撃てばリヴェリアの砲撃魔法ウィン・フィンブルヴェルトルの方が威力は上だろう。が、恐るべきはこれが『速射可能』の『魔剣』によって放たれたということだ。

「お主等は下がっておれ！」

　モンスターを追わなければならない状況でありながら、前衛壁役ウォールの血を騒がせられたガレスはつい笑みを刻んでしまい、二発目の砲撃も受け止めてみせた。


『シィィィィィ！』



「なっ……『極彩色のモンスター』!?」

　そこで、団員の驚倒の声が上がった。

　氷砲を防ぐガレスも見た。揺らめく黒霧の中から現れる、水蜘蛛モンスターの輪郭を。

　一匹どころか無数に現れ、【ロキ・ファミリア】や『武装したモンスター』に見境なく襲いかかってくる。

「ちっ、闇派閥イヴィルスの連中め……便乗してきおったか！」

　ガレス達の部隊が南西の地下から撤退したのを受け人造迷宮クノッソスから上がってきたのだろう。

　濃霧に包まれたこの状態は闇派閥イヴィルスにとって都合のいい戦場でしかない。混乱に乗じて『武装したモンスター』の『鍵かぎ』を狙いに来たのだ。

　もとより『餌』で釣り出す作戦ではあるが、この状況はいささか不味い。

「ナルヴィ、闇派閥イヴィルスどもを押さえろ！　絶対にモンスターと接触させるな！」

「は、はい！」

　ガレスの大音声に団員達が奮闘する。

　もはや敵も味方も碌にわからない状況下での三つ巴。

【ロキ・ファミリア】はモンスターを追いかけながら、闇派閥イヴィルス勢力を相手取り、彼等より先に『鍵』を確保しなければならなくなった。

　主戦場は混乱を飛び越えて、混沌こんとんと化した。

「『鍵』だ、『鍵』を奪えぇ！　モンスターを見つけ出し、奴やつ等からっ──」

「じゃかあしいわい!!」

「──ぐへぇ!?」

　剣を振り回しながら特攻してくるローブ姿の闇派閥イヴィルス達を片手間で殴り飛ばす。

　ここに派遣された兵士達は間違いなく『捨て駒』だ。帰還用の『鍵』は持たされていないだろう。

　ガレスも『武装したモンスター』を追いかけたいが、それを周囲が許さない。

「【重傑エルガルム】だ、潰つぶせええええ！」

「『氷鷹ひよう』！」

「このドワーフさえ消せばああああああああ！」

「『氷鷹ひよう』！」

「こっ、この化物を押さえろおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

「『氷鷹ひよう』！」

「だ、騙だまし討ち御免！」

「『氷鷹ひよう』！」

『シャアアアアアアアアアアアアアアア！』

「『氷鷹ひよう』！」

「あのドワーフはちょっとやそっとじゃ死なん！　全員でかかれぇー！」

「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」」」

　弾ける吹雪の余波を目印にして群がってくる闇派閥イヴィルスの残党、何連発も放たれる魔剣名と思おぼしき雄叫おたけび、極東人らしき少女の奇襲、襲いかかってくる極彩色のモンスター、おまけに愉快犯ばりに周囲を扇動する腐れ最上級鍛冶師マスター・スミスのかけ声。

　全ての勢力がガレスを狙った。あらゆる者がガレスを押さえ込まんと躍起になった。

　誰もが、【重傑エルガルム】を危険視して群がった。

　何度も氷漬けにされながら、それでも暴れ回るガレスも、これには堪らず叫び散らす。

「ええい、どいつもこいつも！　少しは老人を労いたわらんかァ！」

「「「するかァ!!」」」

　氷砲を乱射する鍛冶師スミス達、あまつさえ闇派閥イヴィルスの雑兵さえ叫びを一つにした。

　このドワーフを野放しにしたら目標モンスターもろとも自分達が『全滅』する。

　その確信を胸に、汗と鼻水を垂らす闇派閥イヴィルスの雑兵ともども、鍛冶師スミス達は死にもの狂いで足止めした。

　作戦の二面展開による『板挟み』、三つ巴の弊害を間違いなく最も被こうむっているガレスは、額に青筋を走らせながら咆哮する。

「邪魔じゃああああああああああああああああああああああああ!!」

『ぎゃああああああああああああああああああああああああああ!?』

　結局、ガレスを封じられた【ロキ・ファミリア】は、この主戦場と化した戦いの中で『武装したモンスター』達を取り逃がすことになるのだった。




「うーん、何となく来ちゃったけど……まぁ、見つけちゃったもんはしょうがないよね」

　建物の屋上を褐色の素足で踏み締めながら、ティオナは『それ』を見下ろす。

　黒い霧を確認し、ティオネから離れ、北西の区画にやって来た彼女の瞳が映すのは、濃霧を抜け出して通りをさまよう一匹の『ヴィーヴル』。

　ローブを纏まとい、目深に被かぶったフードから紅石をきらめかせる『人型のモンスター』だった。

「倒しちゃうよ」

　大双刃ウルガを片手に屋上を跳ぶ。

　宙を舞って迫りくるアマゾネスの影に、竜女ヴィーヴルは恐れるように逆方向へと駆け出した。

「ティオナさん！」

「アークス、あとみんな！　あの竜女ヴィーヴルを追ってるの？」

「そうです！　ガレスさん達のところから一匹逃げ出して……！」

「じゃ、一緒に追いかけよー！」

「はい！」

　竜女ヴィーヴルを追いかけてきた他団員達とも合流し、通りを駆け抜ける。

　一人ぐんぐんと加速して瞬く間に距離を埋めていくティオナは、珍しく頭を空っぽにしないで、考え事をしていた。

（『人型のモンスター』は竜女ヴィーヴルで……あたしの知ってる竜女ヴィーヴルとは違うけど……今追いかけているのはきっと最初に街に現れたモンスターで……うん）

　半人半蛇ラミアと似た本来の竜女ヴィーヴルを思い浮かべつつ、必死に逃げ惑っているモンスターを追う。怖がって逃げているだけの、幼い少女にしか見えないその背中を。

　一週間前、都市の西区画に現れたという『人型のモンスター』。

　子供を襲おうとしたという『有翼のモンスター』。

　都市に動乱を呼び込んだ、きっと、最初の切っかけ。

　今回の事件が起こった起点。

（とにかく、あれが全部の始まりってことでしょ？）

　ティオナの認識はその程度。

　簡単な考えで視線の先の『怪物』について定義する。

（つまり──あれが何かわかれば、全部わかるってことでしょ！）

　ティオナは、馬鹿だった。

　罵詈雑言しか吐かない天敵ベートがそれを聞けば、悲しい顔を浮かべるくらい、超のつく馬鹿だった。

　勇者フィン達でさえ悩ませている複雑な事件の背景を、一匹のモンスターを見極めれば辿り着けると本気で考えていた。

　迷宮街で初めて『武装したモンスター』と交戦した時から胸に抱えている、この『もやもや』が晴れると、そう信じきっていた。

　繰り返す。ティオナは馬鹿だった。

　だが、そんな彼女だからこそ、

「ティオナさん!?」

「やっば!?」

『憎悪』とか、『嫌悪』とか、『怪物』に対する先入観を介さずに、その『光景』を見ることができた。

　差しかかった十字路、現れるハーフエルフの子供。

　突き進んでくる竜女ヴィーヴルに立ち竦すくむ子供の頭上で、ぐらりと、戦闘の衝撃に耐えかねて崩れ落ちる老朽化した建物。

　何とか救い出そうと大双刃ウルガを投擲しようとしたティオナの視線の先で──『ヴィーヴル』が子供を助けるために疾走したのだ。


「────」



　青銀の矢と化すモンスターの体。

　ローブを突き破り、生み出された片翼が、瓦礫の雨から守ろうと押し倒した子供ともども竜女ヴィーヴルの体を覆う。

「ルゥ!!」

　ハーフエルフの子供を追いかけていた孤児達かぞくの悲鳴。息を呑のむ【ロキ・ファミリア】。

　雪崩のような倒壊音が鳴り響く最中、ティオナは呟いた。

「──庇った」

　呟きは崩れる瓦礫の音にかき消えた。

　孤児達の瞳にはどう見えただろうか。団員アークス達の目にはどんな風に映っただろうか。

　凶悪な翼を広げ、子供に襲いかかろうとした怪物モンスターの頭上に偶然瓦礫の山が落ちてきた、そんな風にだろうか。

　優れた動体視力を持つティオナは違った。

　一瞬の光景を正確に切り取った彼女だけは、『ヴィーヴル』は倒壊する建物に気付き、子供を守るために押し倒したことがわかった。

　馬鹿な彼女だからこそ、ありのままの現実として、その目に焼き付けた。

「──撃て！」

　大量の土煙が晴れ、地面に転がる瓦礫の中にモンスターを見つけた団員達は、怒りの形相で矢を放った。背中の鱗で鏃を弾いたモンスターはふらつきながら、押し倒した子供の上から退しりぞき、駆け出す。

「あたし一人で行く！　みんなはその子達を守って！」

「わかりました！」

　大双刃ウルガを携えるティオナは、団員達に言いつけて『ヴィーヴル』を単独追う。

　その『怪物』の背中をじっと見つめ、答えを出す。

（フィン……ティオネ……ごめん）

　一週間前、子供を襲ったっていう話も、今みたいに庇ったんじゃない？

　英雄譚の少年アルゴノゥトくんが守ろうとしたのも、そういうことなんじゃない？

　ティオナは色々なものが氷解する音を聞いてしまった。

　胸の『もやもや』が、溶けて消えてしまう音を感じてしまった。

　派閥の首領と実姉に謝りながら、直感で生きる馬鹿な少女は、目を細める。

「あたし、やっぱり……このモンスター達と戦いたくないかも」

　結局。

　追い詰めた路地裏の先で、ティオナはその『少女』を見逃した。




「!!」

　その『音』を捉えた時。

　ベートは地を蹴りつけた。

「ちょ、ベートさぁーんっ!?」

　ともに『黒い猛牛ミノタウロス』対処のため待機命令を出されていた予備隊の団員達を置き去りにし、建物群の屋上に躍り出る。

　狼おおかみの耳を立ち上げ、その『音源』を感知し、追走する。

『ダイダロス通り』の南西から北西へ縦断する動き。これほど大胆な動きを見逃すほどベートはお人好しではない。たとえ罠だったとしても、粉砕すればいい。

　普通に命令違反だが、西側が主戦場になっているにもかかわらず本陣で『お預け』を食らっていたベートは、鬱憤うっぷんを炸裂さくれつさせるように夜気を切り裂いた。

「!?」

「なんだっ!?」

　猛烈な加速、凄まじい風切り音、屋根や壁を蹴立てる激しい靴音。

　頭上を高速で移動する『何者かの存在』に、冒険者達が『何か』がいるのかと続々と顔を振り上げる。そんな中で建物を蹴りつけては宙を貫くベートは正確にその『音源』を追走した。

（何も見えねえ！　『透明』になってんのかァ！）

　鋭い琥珀色の双眸を細め、遥はるか前方、確かに一瞬発生した『空間の揺らぎ』を捉える。

　激しい風圧ではためいているのか。恐らく、『透明化』する布で全身を被覆している。

　魔道具マジックアイテム。ベートはすぐに当たりをつけた。

「兎うさぎ野郎か!!」

　自分達の敵と見なされている少年を思い浮かべ、ベートは加速した。

　ベートはイライラしていた。

【ヘスティア・ファミリア】が──ベル・クラネルがモンスター側に与していると聞いて、何故か腹立たしく思っていた。

　彼自身、何に苛いらついているのかわかっていない。だが、自分が認めていたものが理解できないことをしている際に感じる喉のどがつっかえるような異物感──ティオナの言葉を借りるなら『もやもや』を抱えていた。


（吠えやがったくせに、何やってんだ、あの兎野郎は！　…………まぁ俺おれには何もカンケーねえがなァ！）



　高さがばらばらの建物をまさに兎のように跳んでは駆け抜け、時には見上げるほど巨大な塔を飛び越えていく不可視の存在を、決して知覚範囲から逃さない。

　疾走に全力をそそぐ『透明人間』はその高速の追跡に気付かなかった。

　ベートもまた獲物を追う狼のごとく疾走と跳躍を重ねる。

（あそこか！）

　そして迷宮街の北西、追って辿り着いた路地裏へ激しい着地を決める。

「……」

　灰色の髪が風にあおられた余韻を残す中、静まり返った辺りを見回す。

　いくつもの小径が交わる開けた空間。魔石灯はなく、月の灯あかりも届かない道の奥は暗闇に包まれている。静寂が周囲を支配していた。

　物音一つ感じ取れない。

　まるでここには誰もいないと告げるように周囲の闇が弁明する。

　確かに人影はない。だが──。

「──出てこい」

　気配を正確に感じ取り、数あるうちの小径の一本、何もない暗がりの奥を見据えた。

『透明』になっていようと獣人ベートの五感からは逃れられない。

　動かない相手にこちらから出向いてやろうと足を踏み出そうとした、その時。

「あァん？」

「……」

　暗がりから歩み出るのは、一人の狐人ルナールだった。

　アイズのものにも負けない美しい金の長髪。楚々とした雰囲気の美貌。紅の極東の着物。

　こちらを毅然と見据えてくるその少女に、ベートは見覚えがあった。

　約二ヵ月前、ティオナ達を助けるため港街メレンに攻め込んだあの日。蛙女フリュネや変態レナなど、襲いかかってくる【イシュタル・ファミリア】の中に紛れていた狐人ルナールだ。

　美神の派閥イシュタル・ファミリアが消滅した後、【ヘスティア・ファミリア】のもとへ改宗コンバージョンでもしたのか。

　全く興味のないベートは、ただ眉をひそめた。

「一人じゃねえだろ。他の連中も出てこい」

「私わたくしは、一人です」

　少女が守る路地裏を一瞥いちべつしながら唾を吐くも、目の前の狐人ルナールは否定する。

「ふざけたこと抜かしてんじゃ──」

「──私わたくしは一人です!!」

　次には、大音声を放った。

　不機嫌の色に染まり、剣呑けんのんとなるベートの眼差しにも、狐人ルナールの少女は退かない。

　震える両手で胸を押さえ、再び声を放つ。

「だから、あっちに行ってください！」

「……」

「早く!!」

　こちらを見据えながら放たれた声は、ベートに向けられたものではない。

　彼女の背後、暗がりの奥で『二つの気配』が遠ざかる。

『殿しんがり』だ。

　目の前の少女は自分を囮にして、『自分の宝』を逃がしたのだ。

「……戦えもしねえやつが、粋いきがってんじゃねぇ」

　港街メレンで一目見た面影、それが今の少女にはない。

　アマゾネス達に守られていただけで、人形のように儚い雌めすだった。それが、今はこうも嚙かみついてくる。

　ベートは益々苛立いらだった。

　──俺は弱よえぇ女が一番嫌いだ。

　抗う力もないくせに悲劇の演者ヒロインを気取る女おんなが。

　何か勘違いして覚悟なんて体ていのいい言葉を──実質『覚悟』ですらない薄弱な意思を──武装する娘むすめが。

　すぐに化けの皮が剝はがれて、命乞いを始める惨めな雌めすが。

　胸の中で吐き捨て、足もとの石畳を撫なでるように蹴りつける。

　メタルブーツ《フロスヴィルト》によって舞い上げられた石片が、散弾となって飛んだ。


「うっっ……!?」



　瞠目する狐人ルナールにいくつもの破片が襲いかかり、纏っている着物や頰ほおを切り裂く。

　よろけかけた少女は、しかし踏みとどまった。

　まともに当てるつもりはなく、少し怯えさせれば片がつくというベートの思惑をはね返してみせる。

　ベートは、今度ははっきりと舌打ちを放った。

「どけ」

「嫌でございます」

「潰すぞ」

「どきません！」

　鋭い眼光を受けても動かない。狐の分際で狼に逆らう。

　狐人ルナールの少女の頭上をあっさり飛び越え、逃げた存在を追うことはできた。

　だがベートは、立ち塞ふさがる目の前の少女を何故か無視できなかった。

　だから、殴りかかることにした。力づくで蹴散らそうとした。

　両腕を広げる少女の目の前に一瞬で肉薄する。

　既視感を覚えながら、ベートはくだらなそうに左手を振り上げ、振り下ろそうとした。

「──っ!!」

　だが。

　金の前髪から覗のぞく、その揺らがない翠の瞳を見て、ベートの手はぴたりと止まった。

「……」

　ベートは己の双眼を見張った。

　攻撃が身に迫ろうと視線を逸そらさなかった春姫ハルヒメの目を、無言で見据える。

　強い眼差し。港街メレンで見た残影をかき消す決然とした表情。

　怯えながら、恐れながら、それでも逃げようとしない。

　剝はがれる化けの皮なんて存在しない、狐が剝むく精一杯の牙きば。

　それは情けない雌めすの姿だ。

　それは『雑魚』を拒む強がりだ。

　それはみじめで、嘲弄ちょうろうを買う、崇高な『弱者の意志』だ。

　動きを止めて見据え合う二人の間に沈黙が訪れる。

　遠方より響いてくるかすかな交戦の声が獣人達の耳に届いた。

　停止した時間を、ベートは破る。

「──雑魚が」

　その口端を凶暴に吊つり上げて。

「何もできねえくせに──覚悟はできてんだな？」

「っ!?」

　全開で吹き上げる殺気に少女はとうとう無様に体を震わせるも、それでも退かない。

　どころか気丈に睨にらみ返してくる狐人ルナールに、ベートはまるで喝采かっさいするがごとく罵倒した。

「調子に乗ってんじゃねーぞッ!!」

　下げられた拳の代わりに、左脚の銀靴フロスヴィルトを地に振り下ろす。

　足もとで発生した轟音ごうおんと衝撃に少女の体はあっさり吹き飛んだ。路地裏口横の壁に背中をしたたかに打ち、体をくの字に折って激痛に呻うめく。

　そんな少女にベートは笑みを隠さなかった。

　加虐的なそれではなく、嗜虐しぎゃく的なそれでもない。

　新しく『こちら側』に来た者への、歓迎の嘲笑ちょうしょうだ。

「娼婦アバズレみてえによがってんじゃねえ！　威勢だけかてめえはァ!!」

「ッ!!」

　大声の侮辱ぶじょくに、苦悶していた狐人ルナールの少女は顔を振り上げた。

　見下してくるベートを精一杯に睨みつけ、供物を捧げるように、震える両手を胸の前に突き出し、歌う。

「【──大きくなれ】」

　ベートは凶笑を浮かべ、その詠唱に目を細める。

　そうまで吠えて『化物』を守るか？

　なら『覚悟』を見せろ！

　強者に抗ってまで掲げる『意志』を！

　この時、ベートの頭から『鍵』や闇派閥イヴィルス残党などという単語の一切は消えた。

　ただ弱者の意志を求めるように、凶暴な狼人ウェアウルフはその狐人ルナールを『敵』として認めたのである。




　その後の戦いは、語るまでもない。

　凶悪な餓狼がろうは容赦ようしゃなく『歯向かう存在』を完膚なきまでに叩き伏せた。

　涙を流す狐人ルナールが再び吠えかかってくるように、無力感と屈辱を散々叩きつけて。

　新たな『弱者の咆哮』が響く夜に笑みを投げながら、ベートは逃げた存在を追うのだった。
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『ダイダロス通り』が動き出す。

　潜伏していた『武装したモンスター』が雄叫おたけびを上げ、突撃を敢行する。迎え撃つのは【ロキ・ファミリア】。迷宮街西区画を中心にかつてない衝突が勃発した。

　蚊帳の外に置かれた他ほかの冒険者達は事態の把握がかなわない。

　どこまでも第三者のまま、ただただ喧騒と混乱を広げ、事態に置き去りにされていった。

「レフィーヤがいない……？」

　フィルヴィスは一人、迷宮街を移動していた。

　西の方角から発せられる戦いの騒音に、ある者は立ちつくし、ある者は光に誘われる蛾のように慌あわてて走り出していく中、彼女は一人冷静に周囲を観察していた。西の戦場には向かわず、【ロキ・ファミリア】の陣形をつぶさに観察する。

　派閥同盟を組み、今『ダイダロス通り』で何が起きているのか正しく把握している彼女は、【ロキ・ファミリア】の陣を見極めた方が遥はるかに状況把握に努められることを知っていた。刻一刻と様変わりしていく現況、彼等の動きこそが『武装したモンスター』を追う上で最も手がかりになると。

　その上で、フィルヴィスが今いま優先しているのは、心優しいが実は向こう見ずな同胞の安全だった。

　レフィーヤがまた危険に頭を突っ込んでないか確かめなければ、おちおち本来の仕事を全うすることもできないと、屋根の上を音もなく跳躍していく。

（……？　【ロキ・ファミリア】の様子が……）

　頭上から辺りを窺うかがっていたフィルヴィスは、騒然となる冒険者の人込みの中で【ロキ・ファミリア】の団員達が浮き足立っていることに気付いた。

　顔を寄せ何事かを連絡し、血相を変え、その場を離れていく。

　黙って見つめていたフィルヴィスは、屋根の縁へりを蹴け立てた。

「おい、何があった？」

「うおっ!?　って、なんだ、【白巫女マイナデス】か……」

　目の前に着地された【ロキ・ファミリア】の男性団員は驚いたものの、同盟を組んでいる相手だとわかると構えを解いた。

「『武装したモンスター』が東で確認された。西の騒ぎは囮だ！」

「！」

「あっちを守っていた部隊は壊滅したらしい……他の冒険者達と一緒に。きっとあの『黒い猛牛ミノタウロス』が関わってる！　今、地下にもぐられたらヤバい！」

　恐らくは『武装したモンスターのはぐれ』の仕業。同時に東の警備網は手薄。

　動じながらそう説明する団員にフィルヴィスは驚愕きょうがくの後、口を噤んだ。

　確かに急行しなければ『武装したモンスター』達が『鍵かぎ』を持っていた場合、みすみす取り逃がすことになる。

「お前も手伝ってくれ！」

「……わかった」

　余裕のない団員達に、フィルヴィスはレフィーヤのことは今は置いておき、頷うなずいた。


「…………」



　そして。

　その会話を聞いている者が、他にもいた。

　聴覚に神経を集中する彼等は、フィルヴィスと同様、【ロキ・ファミリア】の動きを観察していた者達だった。警戒されることもなければ、気取られることなく、とても近い場所で。

　彼等は無言のままその場を離れ、路地裏へと消えていく。

　直後のことだった。

　走り出すフィルヴィス達のもとに、『無数のモンスター』が現れたのは。

「なっ!?」

「こいつ等……人造迷宮クノッソスに出てきた六本足!?」

『魔石』とは異なる赤い結晶クリスタルを有する小型種。人造迷宮クノッソス内に大量に放されている『晶黽ヴァルグ』だ。

　人工の迷宮に一度足を踏み込んだ団員達は当時の悪夢を思い出し、フィルヴィスもまた赤緋の瞳ひとみを見張った。


『シィィィ！』



　路地の鋳鉄蓋マンホールの中から、壁の隙間すきまから、地下の階段から。

　まるであらかじめ準備されていたかのように、虫のごとく『晶黽ヴァルグ』の群れが湧わく。数え切れないモンスターに、フィルヴィス達は応戦を余儀なくされるのだった。

　そして、それと同様の光景が迷宮街中央地帯にて多発する。

「だ、団長!?　水黽ミズグモのモンスターが多数出現っす!?」

「敵の罠わなか」

【ロキ・ファミリア】本陣。

　召喚されたラウルが集まってくる信号器の光に悲鳴を上げる横で、フィンが瞳を細めた。

　モンスター出現の報はほとんどが【ロキ・ファミリア】の陣形付近。西の主戦場に意識を向ける他の冒険者達の多くが、その局所的な動きに気付いていない。

　明らかに、【ロキ・ファミリア】のみを狙ねらう動きだ。

「敵が動くぞ！　モンスターの目撃情報が上がった東を押さえろ！　先を越されるな！」

　張り詰めたフィンの叫びが、空に響いた。





[image: ]






　その影は、既に地下の隠し通路内を進んでいた。

　小柄な体軀たいくに細い手足。冒険者を真似まねたかのような小人族パルゥム用の戦闘衣バトル・クロス。

　通常の『ゴブリン』とは異なる、瘦身の『亜種』。

　四日前、ティオナが相手取った赤帽子レッドキャップである。

　頭に被かぶった真まっ赤かな帽子を揺らしながら、素早く、慎重に、辺りを窺って、石で造られた地下通路を進んでいく。

　その手に握られているのは、白銀の精製金属インゴット。

「──見つけたぞ」

『!!』

　曲がり角を折れたモンスターの前に、複数の人影が立ちはだかる。

　ヒューマンと獣人の五人構成。

【ロキ・ファミリア】ではない。

　彼等は死神タナトスの使徒だった。

『武装したモンスター』という異常事態イレギュラーを、【ロキ・ファミリア】より早く発見し、『鍵』ごと始末することを命じられていた。

　彼等が身に纏まとっているのは闇派閥イヴィルスのローブ、ではない。

　剣や鎧よろいを装備した、冒険者の姿だった。

「かぁあああああああ!!」

『グゥ!?』

　狂信者達は死を恐れず、一斉に赤帽子レッドキャップへ飛びかかった。

　モンスターは抵抗できず防御の上から殴り飛ばされ、手に握っていた『鍵』を取り落とす。床に転がったその白銀の精製金属インゴットを、使徒達の頭目が素早く拾い上げた。

「やりましたぁ、タナトス様ぁ!!　このアコーズめが、『鍵』を取り返しましたァ！」

　瞳を爛々と輝かせながら、ヒューマンの男が主神の名を叫ぶ。

　万全を期した彼等の狩猟ハントは完璧かんぺきと言ってよかった。その変装で冒険者に溶け込み、辛抱強く『機』が訪れるのを待っていた。彼等は昨日今日、【ロキ・ファミリア】の監視の目をくぐり抜けて人造迷宮クノッソスから抜け出して来たのではない。

　彼等が人造迷宮クノッソスから出たのは、四日も前。

『武装したモンスター』が出現した日から、ダンジョンに繫つながる人造迷宮クノッソスの連絡路を経由して地上に出ていたのである。何気ない顔で、冒険者の一人として。

　そして今日までずっと、『ダイダロス通り』にモンスターが現れるのを待っていたのだ。

　一介の冒険者として周囲の取り巻きに紛れることで、疑われることなく【ロキ・ファミリア】の動向をつぶさに監視し、戦況の情報を収集していた。

　タナトスが語っていた『別動隊』である。

「これで人造迷宮クノッソスは安泰です!!」

　歓喜に打ち震える男は、手負いのモンスターに視線を向け、唇を吊つり上げる。

　ここであったことを証拠ごと隠滅しようと、部下とともに赤帽子レッドキャップへ武器を突き出そうとした──その時。

「かかれ！」

「!?」

　突如上がった号令に、反応が遅れた。

　周囲、蜘蛛くもの巣のように広がる分かれ道から飛び出すのは冒険者達。

　不意を突かれた闇派閥イヴィルス残党は抵抗もできないまま、あっという間に無力化された。

「なっ……【ロキ・ファミリア】!?」

「団長の読み通り、やっぱり冒険者に紛れてたわね」

　冒険者達の装備に刻まれた道化師のエンブレムを見て、ヒューマンの頭目が愕然とする。

　五人いた敵のうち、三名の意識を瞬く間に刈り取ったアナキティは、右手に持った得物の片手剣を鳴らした。

　万全を期した闇派閥イヴィルスの狩猟ハントは完璧と言ってよかった。

【勇者ブレイバー】の手の平の上で踊らされていたという致命的な一点を除けば。

「東のモンスター発見の情報は……『罠』よ。別動隊あなたたちを釣り出すための」

　放たれている『別動隊』の存在を、フィンは闇派閥イヴィルス側の消極的な動きから既に見抜いていた。冒険者になりすまし、秘密裏にモンスターの居場所を探っている部隊が複数あると。

　当然、『ダイダロス通り』に居座る何千もの冒険者から刺客を見つけ出すのは難しい。

　そこで、フィンは『餌』を撒まいた。

「わ、罠っ……!?」

「そう。貴方達にちゃんと聞こえるように、味方も全員騙だましてね」

　味方さえ欺く偽の情報を、アナキティ達を中心にばら撒いたのだ。

　西から本物の『武装したモンスター』が突撃してきたこの局面、【ロキ・ファミリア】の団員達は否応いやおうなく慌てふためく。そしてそれは、【ロキ・ファミリア】の動向を注視していた残党達の目にも『確かな好機』として映っただろう。数多いる冒険者達の中で動き出した彼等を、アナキティはまんまと捕縛したのである。

「では、この『鍵』は……!?」

「それはただの複合品レプリカ。気付かなかった？」

　頭目の男が持つ白銀の精製金属インゴット──作戦会議ミーティング中にフィンが見せた複合品レプリカを、アナキティは興味なさそうに指摘してやる。男の目は、限界まで剝むかれた。

　彼等がタナトスの言う『別動隊』ならば、アナキティ率いる小隊もまた『別動隊』。

　フィンが仕掛けた、獲物を陸おかに引き揚げるための『釣り針』だ。

「馬鹿ばかな……馬鹿な馬鹿な馬鹿な!?　ならばこのモンスターも囮!?　【ロキ・ファミリア】とモンスターが、共謀だと!?」

【ロキ・ファミリア】の団員が二人がかりで地面に取り押さえる頭目の男は、見開いた瞳を震わせ、目の前でへたり込むモンスターを凝視する。

　先程からずっと怯えているモンスターは、その唇を震わした。

「ひっ──【響く十二時のお告げ】」

　次の瞬間、『ゴブリン』の総身を灰色の光膜が覆う。

　光が消えてなくなると、そこに座り込んでいるのは小人族パルゥムの少女となった。

「なぁ!?」

「本当なら本物モンスターを捕まえて炙り出すつもりだったけど……手間が省けた」

『変身魔法』。

　少女が纏っていたモンスターの『虚影』に、頭目の男は口を無意味に開閉するばかりで言葉も出ない。

　淡々と語るアナキティは、そこで視線を男から少女へと移した。

「協力ありがとう。便利ね、その『魔法』」

「あ、あっ……貴方達はっ……」

　振り向くアナキティに、小人族パルゥムの少女──【ヘスティア・ファミリア】のリリルカ・アーデは混乱の極致にあった。

　正体を見破られ拿捕されたのが先刻。身の破滅を悟ったリリルカだったが、アナキティに告げられたのは『私達に協力しろ』という要求だった。

　有無を言わさずこの地下通路に連れてこられ、『武装したモンスター』の一体に変身、これ見よがしに『鍵』の複合品レプリカを持って辺りをうろつき回されたのである。

　アナキティは──いやフィンはリリルカの正体を見破るなり、作戦を『切り替えた』のだ。

　モンスターではなく、少女の力を使うことで闇派閥イヴィルスの『別動隊』を炙り出そうと。

「貴方達は、何をしてるんですかっ……!?　地上に現れたモンスターを、殲滅せんめつしようとしているんじゃないんですか……!?」

「あぁ、大丈夫。心配しないで、これは貴方達が関わっているのとは『別件』だから」

　思考が纏まらずとも、リリルカ・アーデの優秀な頭脳は、アナキティのその言葉を聞いて無意識のうちに察してしまった。

　恐らく、多分、きっと、間違いなく、【ロキ・ファミリア】は──フィン・ディムナは。

『二つの状況』に『板挟み』に遭いながら、それでも混沌こんとんを極める迷宮街の戦況を捌いているのだと。

　──は？　意味がわからない。

　だが察しても、理解が追いつくかは別問題だ。

　都市中を巻き込んでの大事件の中で、複数の勢力を同時に相手取っているなど。

　何なのだそれは、と開いた口が塞ふさがらない。

「無関係な貴方を巻き込んで悪いと思ってる……でも」

　リリはそこではっとした。

　目の前までやって来たアナキティが、真まっ直すぐ彼女を見下ろしていた。

「私ね、結構怒ってるんだ」

　形のいい柳眉を持ち上げ、腰を折り、顔をぐっと近付ける。

「貴方がよりにもよって、一番最低の方法でラウルを騙だましたから」

「え……!?」

「ラウルにとって、フィン・ディムナは『裏切れない象徴』。たとえ偽物だって、あの馬鹿は敬意を忘れない。……貴方はそんな団長に成りすまして、ラウルを騙かたってみせた。ええ、私はすごい怒ってる」

　入団同期の同僚のことを誰だれよりも知っている猫人キャットピープルは、誰よりも真剣に、怒りを滲にじませた。

　小振りな臀部から伸びる細い猫の尾が、ゆらりゆらりと左右に振られる。

　蒼ざめて、身動き一つ取れないリリルカの胸を穿うがつかのように、人差し指を突き付けた。

「だから──これで『おあいこ』」

　そこで、にっこりと。

　満面の笑みを湛える黒猫の冒険者に、リリは途方もない恐怖を抱いた。

「利用して、ごめんなさい。もう行っていいから。たとえ今は敵だとしても、私達の事情に巻き込むのは本意じゃない」

　アナキティ・オータム。その二つ名は、【貴猫アルシャー】。

　都市にいるＬｖ．４の中で間違いなく最上級に属する、第二級冒険者。

　女神ロキに見初められた麗しい容姿の中に、冷たい炎を宿す才色兼備の猫人キャットピープル。

　神々が認めた高潔な猫種ノーブル・キャットだ。


「ひっっ……!?」



　アナキティのその笑顔の文句に、リリルカは竦すくみ上がった。

　冗談じゃない。巻き込まれてたまるか。

　そう心の中で吐き捨てながら立ち上がり、慌てて逃げ出そうとする。

「あ……そうそう。これ、団長から」

　そんなリリルカの背中に、アナキティは伝言を投げかける。

「『君の勇気に敬意を表して見逃す。だが、次はない』……だってさ」

　小人族パルゥムの少女は、ぴたりと立ち止まった。

　今度こそ、愕然とした。

　まんまと【ロキ・ファミリア】を、フィン・ディムナを出し抜いたと思っていた。

　だが、違った。

　リリルカもまた、【勇者ブレイバー】の手の平の上にいたのだ。

「じゃあね。次は私も見逃さないから」


「うぅぅ～～っ!?」



　傷心など負う暇もないまま、リリルカ・アーデは全速力で駆け出す。

　生来の負け犬根性を発揮し、ただ『ヤバイ連中』から逃げ出したい一心で、ぴゅーん！　と脇目も振らず離脱するのだった。




「知ってることを聞き出さないで、本当に良かったんですか、アキさん？」

「覚悟を決めてる小人族パルゥムが厄介やっかいだってこと、私達が一番よく知ってるでしょ？　尋問も拷問も時間を浪費するだけ、だからこれでいい」

　フィンもその時間を惜しんで見逃すよう指示を出したのだと、アナキティは尋ねてくる団員達に告げた。

「さて……待たせたわね」

　何より、アナキティには小人族パルゥムの少女にかかずらう余裕はない。

　温度の下がった声を落としながら、床に取り押さえられている頭目の男を見下ろす。

「『鍵』、持ってるでしょう？　貴方達だけは人造迷宮クノッソスへ帰る手段がないと、『別動隊』として機能しない」

「っ……!?」

「モンスターから奪った『鍵』を当てにするのは無計画過ぎる。もし、ここに来る前にどこかへ隠していたなら……無理矢理吐かせる」

　右手に提げられた片手剣から、刃のきらめきが散る。

　びくりと体を揺らす頭目の男は、次には眦まなじりを引き裂き、あらん限りの力をもって己おのれを組み敷く団員達を振り解いた。

「この命はタナトス様のために──!!」

　自由になった手を懐ふところへ伸ばそうとした、が。

「自爆なんて、させない」

　アナキティの手が閃ひらめき、剣が男の手の甲を床に縫い付けた。


「ぐっっ──ぎゃああああああああああああああああああああああああ!?」



　装備の下に忍ばせてあった『火炎石』──自爆装置の作動を阻止する。

　虫の標本のごとく右手を串刺しにされた頭目の男は、あまりの激痛に我を失い、血にまみれる剣つるぎという名の杭を引き抜こうとした。だが、抜けない。

　左手で何度も抜き取ろうともがくも、深く地面へ突き刺さる銀の刃は決して拘束を緩めなかった。まるで剣そのものが『怒り』を宿しているように。

　脂汗を垂らしながら苦しむ男に、アナキティは言葉を落とす。

「あまり手間をかけさせないで。私、こういうの不慣れだから」

　冷酷な瞳で告げる。

　仲間、そして少女リーネを奪われた猫人キャットピープルは、物静かな瞋恚しんにの炎を宿しながら、微笑ほほえんだ。

「でも、変な希望は持たないでね？　猫って結構──残酷になれるらしいから」

　男の意識はそこから曖昧あいまいになった。

　最初こそ使命感で耐えていたような気がするが、その『責め苦』が本格的になった瞬間、口から迸ほとばしる叫び声が途絶えることはなかった。

　一頻り叫んだ後、男は彼女達が欲するものを全て差し出し、意識を暗転させたのだった。
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「食人花、来ます！」

「矢、撃て！　アリシア達は詠唱！」

　エルフ達の歌が響く、『ダイダロス通り』南東に位置する地下通路。

　依然人造迷宮クノッソスからのモンスター進攻は続いている。激しさが増すことはあれ、途絶えることは決してない。

『魔法』を主に戦うエルフ達の顔には幾筋もの汗が伝っていた。彼女達の足もとには打ち捨てられた精神力回復薬マジック・ポーションの試験管が何本も転がっては砕け散っている。少し前に行けば大量の灰と極彩色に彩いろどられた数々の『魔石』が。

　リヴェリアの的確な指揮で戦線を維持しているものの、戦闘が始まって数時間が経過。

　円陣を組んで交戦するエルフ達にも疲労の影が見え始めていた。

　死神タナトスがせせら笑った消耗戦の中で、エルフ達は撤退を選ばず戦い続ける。

　まるで、何かを待ち続けるように。

　そして。

「リヴェリア様！」

「！」

　歓呼にも似たアリシアの叫びが、リヴェリアの細長い耳を揺らした。

　振り向くと、通路の奥からやって来るのは、団員を引き連れるアナキティ達だった。

　モンスターの応戦をエルフの少女達に任せ、リヴェリア自身も駆け寄る。

「やったのか？」

「ええ、手に入れてやった」

　短いやり取り。

　だが、それだけで十分だった。

　アナキティが取り出すのは球形の魔道具マジックアイテム。

『Ｄ』の記号が刻まれた、紛れもない『ダイダロス・オーブ』。

　人造迷宮クノッソス敗走から【ロキ・ファミリア】がずっと追い求めてきた起死回生の『鍵』だ。

『別動隊』の頭目を『尋問』したアナキティ達は見事人造迷宮クノッソスの鍵を入手していた。

『鍵』の数は一つ。だが、確かな戦果。

　アナキティの背後、興奮が冷めやらない団員達は顔を上気させている。

「よくやった。後は任せろ」

「ええ、信じてる」

　手渡される『ダイダロス・オーブ』の重みに、リヴェリアは唇を曲げる。アナキティもまた笑みを投げ返す。

　すぐに顔を引き締めるリヴェリアは、勢いよくエルフ達へ振り返った。

「──行くぞ。モンスターのお守りは終わりだ！」

「「はい!!」」

　柳眉を吊り上げ、リヴェリアが声を放つ。

　まるで度重なる鬱憤うっぷんを溜ため込んでいたかのような王族ハイエルフの激声に、エルフ達は一糸乱れず声を返した。妖精に相応ふさわしくない猛々しい戦意が通路内に満ちる中、リヴェリアは部隊の中心に隠れている一人のエルフに声をかける。

「レフィーヤ、準備はいいな？」

「はい……いけます！」

　激しい戦闘の中で、『魔法』を一度も行使せず、温存されていた魔導士が一枚。

　膝ひざをつき、杖つえを抱き、限界まで瞑想し『魔力』を研ぎ澄ませていた少女は、瞼まぶたを静かに開き、立ち上がった。

「【解き放つ一条いちじょうの光、聖木せいぼくの弓幹ゆがら。汝、弓の名手なり】！」

　舞い上がる山吹色の長髪、発生する同色の魔法円マジックサークル、たちまち立ち上る魔力光。

　図抜けた『魔力』を宿すその少女はエルフ達が有する特上の『矛』であり、鉄壁を打ち砕く『破城槌』であった。

「【狙撃せよ、妖精の射手しゃしゅ。穿て、必中の矢】！」

　まるで軍配のごとく水平に構えられる王族ハイエルフの長杖、沈むエルフ達の膝。

　レフィーヤの唇から紡つむがれる詠唱が前より押し寄せる食人花モンスターの群れを睥睨へいげいする。

「【アルクス・レイ】！」

　発射される大光閃だいこうせんが通路一過、全てのモンスターを消滅させる。

　そして、リヴェリアは静かに、鋭く、長杖を前方へと突き出した。

　閃光の怒号が収まり、前方の道を阻むものが取り払われた瞬間、エルフ達は──いや【ロキ・ファミリア】は、『反撃の号砲』を上げた。




「突撃!!」




　エルフで構成される都合十一名の部隊が一塊となり、人造迷宮クノッソスに向けて突っ込んだ。

　限界まで引き絞られ解放された弩砲のように、一直線に、真っ直ぐ。

　モンスターの排出を止めて閉ざされていた最硬金属オリハルコンの『扉』が、リヴェリアの右手に──握られている『鍵』に──服従する。

「えっ？」

　ガコォン!!　と音を立てて勢いよく開扉する『扉』。

　扉の内側に待機していた闇派閥イヴィルス残党達の間の抜けた声。

　呆然ぼうぜんと立ちつくす敵を前に、先頭へ飛び出すリヴェリアは、一思いに長杖を薙なぎ払った。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　敵勢が木の葉のごとく吹き飛ぶ。

　残党どもを一顧だにしないエルフ達は、薄闇に包まれる迷宮に足を踏み入れ、そのまま『進撃』した。

「てっっ、敵襲うううううううううううううううううううううう!?」

　動転する残党達の警鐘はすぐさま悲鳴へと転じた。

　射られる矢、突き出される短剣、放たれる『魔法』。人もモンスターも、立ち塞がるもの全てを妖精達は猛然と蹴散らす。

　突き進みながら隊列を組み替え、部隊の中心に据わるリヴェリアは、ただ一言。

　王族ハイエルフにあるまじき暴言オーダーを告げた。

「食い荒らせ!!」
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「えっ？」

　タナトスもまた、間の抜けた声を出した。

「ですから、敵襲です!!　通路に居座っていた【ロキ・ファミリア】がっ、打って出てきましたぁ!?」

　広間に駆け込んできた眷族けんぞくの報告を聞き、時を止める。

　弾はじかれるように振り向き、広間中央の台座、迷宮内の各光景が映し出される水膜を見た。

　南東の扉より侵入したリヴェリア達エルフが、闇派閥イヴィルスの残党も、接敵するモンスターも撃砕し、凄すさまじい速度で迷宮の奥へ奥へと侵入していく。

「……っ!!」

　大紅玉の力で『扉』を操あやつるバルカも、目をあらん限りに見張っていた。

　エルフ達の進路上に『扉』を落としてもリヴェリアの『鍵』が直ちに解除し、モンスターの保管庫を解放しても食人花ヴィオラス・晶黽ヴァルグのことごとくが凍てつかされては焼き払われる。

　妖精達の破竹の勢いを、阻めない。

「攻めた？　攻めたっ？　攻めてきたっ？」

　それらの光景を認める死神タナトスの目が、驚愕に酔う。

「噓うそ？　なんで？　ありえなくない？」

　この『板挟み』の状況で、【ロキ・ファミリア】が『攻めてくる』など誰が予想できたか。少なくとも神であるタナトスにはできなかった。

『鍵』を奪われた。悔しいが、この上なく不味まずいが、そこまではいい。状況は理解した。

　だが、奪った貴重な『鍵』を持ち帰るでもなく、『餌』として囮に使うでもなく、『進攻』のために用いるとは。

（隙すきを突かれた？　攻めてくるなんて万が一にもありえないっていう驕りを、【ロキ・ファミリア】を嘲あざけっていた俺おれ達の『油断』を──）

　──フィン・ディムナが全知零能である神々に勝るもの。

　それは万軍を指揮してきた『経験』。

　たとえ神々が『全知』であったとしても『知識』と『経験』は大きく異なる。更にあえて言えば、死神タナトスは天界で『魂』の浄化のみに務めてきた仕事神ワーカーホリック。戦場の機微などわからない。

　数多の戦場を渡り歩いてきた歴戦の勇士にしか、戦場の『風向き』は嗅ぎ取れない。

　フィンの一見無謀としか思えないその作戦を読み切ることは、死神タナトスには不可能であった。

「えっ、勝算あるの？　博打じゃなくて？」

　無謀な特攻ではなく、策ある奇襲？

　広大な迷宮を相手取りながら、なお『戦果』を上げる算段がある？

　自軍イヴィルスの戦力低下、人造迷宮クノッソスの地図作成マッピング、更なる『鍵』の確保、あるいは迷宮内に隠されている『精霊の分身デミ・スピリット』の居場所発見──敵の戦略的勝利条件を片っ端から列挙するタナトスは、未いまだに混乱の境地にあった。

　今まで味わったことのない強烈な戸惑いに翻弄ほんろうされながら、疑問を重ねる。

　もし、ここに。

　フィンの宿敵ヴァレッタ・グレーデが存命であったなら、こう言っただろう。




『バァカ！　フィンが守るわけねーだろォ！』




『地獄の底まで攻めてくるんだよぉ！　──あの腐れ勇者はなぁ!!』




　次の瞬間。

　タナトスは、あらん限りに目を見開いた。


「──噓でしょお、【勇者ブレイバー】ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」



　それは悲鳴にも、喝采かっさいにも聞こえて。

　汗を伝わせ、笑みを浮かべ、狼狽ろうばいする眷族達に振り向く。

「レヴィスちゃん呼んでぇ！　マジでやばい！」

　戦慄せんりつ半分、歓喜半分。

　まさに『未知』に弱い神の笑みで、タナトスは叫んだ。

「食い荒らされる!!」
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「報告します！　リヴェリア様がっ、人造迷宮クノッソスに侵入しました!!」

　息を切らせて駆け込んできた伝令エルフの声に、動きを止めたラウル以下団員は、次には雄叫びを上げた。

「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」」」

　比喩ひゆ抜きでびりびりと震える【ロキ・ファミリア】本陣、握り締められる幾つもの拳こぶし。

　武装したモンスター達を捜索する冒険者達が思わず肩を跳ねさせるほどの熱狂の叫びが、『ダイダロス通り』の中央地帯より発生する。

　かつてない興奮に包まれる団員達の中で、小人族パルゥムの首領は一人、静かに呟つぶやいた。

「よし」

　短い一言。だが万感がこめられた一言。

　開戦してから初めてフィンが『上等じょうとう』の意を示す。

　敵の喉笛のどぶえに食らいついてやった。

　地下の魔窟まくつにひそむ化物どもに、挨拶あいさつ代わりに撃ち込んでやる『銀の弾丸』。

　反撃の時を告げてやる『妖精達の楔くさび』。

　フィンはここぞと声を張り上げた。

「守備隊の配置を変更、ガレスの部隊を反転させろ！　『武装したモンスター』の追跡は一時中断、リヴェリア達が開けた南東の『扉』を確保、死守だ！　準備が整い次第、後続となってもう一度進攻アタックする！」

　フィンが目論んだ作戦の成功は士気の激上を意味する。

　彼の命令に団員達は了解を叫び返し、高揚の一途を辿たどった。

「驚嘆、だな……本当に仕掛けた」

　──そんなフィン達のいる本陣を眼下に置く、尖塔内部。

　ディオニュソスは呻うめくように、その言葉を口にした。

「フィンに守るつもりなんて毛頭ないわ」

　隣にいる男神に対し、ロキは沸き立つ本陣を眺めながら答える。

「『鍵』を手に入れた直後、そこが一番敵の浮き足立つ時や。『鍵』がこっちに渡ったと知られた後じゃあ遅い。敵に準備なんぞさせる前に──叩たたく」

　一度は敗走した人造迷宮クノッソス。

　あの時、闇派閥イヴィルスは準備を重ね、自ら【ロキ・ファミリア】を招き入れた。

　万全の対策をもってフィン達に土をつけたのである。

　だが今は違う。何も用意が整っていない。もとよりこちらの反撃など予期してなかった人造迷宮クノッソスに迎え撃つ準備などありはしない。

　あったとしても、それを作動させる時間など与えない。

　文字通りの『奇襲』だ。

「守備がザルになっとる迷宮を食い荒らして、情報を持ち帰る、最初で最後の好機チャンスや」

　道化の女神は、不敵な笑みを口角に刻んだ。

　そこから一転、軽い微笑を漏もらす。

「フィン、自分、なんからしくもない『迷い』を抱えとったみたいやけど……」

　今も眼下で指示を飛ばす小人族パルゥムを見守りながら、告げる。

「自分も十分、規格外の英傑バケモンや」

　最初からわかりきっていることに、ロキは笑みをこぼしてみせた。
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「……騒々しい」

　その女は呟いた。

　豊かな胸と美しい肢体、そして血を彷彿ほうふつさせる紅の髪。

　人の形を象る『怪物』、レヴィスであった。

　優れ過ぎた怪人クリーチャーの聴覚は、遥か遠く離れた迷宮の騒がしさまで聞きつけてしまう。片膝を立て、床に座り込む女は煩わずらわしそうに顔をしかめた。

「──『お前』も黙れ。『アリア』はまだだ。まずはこの都市を吹き飛ばして、『大穴あな』を作る。……ああ、あの時より薄汚くなった、地上の空を見せてやる」

　舌打ちをつきながら、レヴィスは片手で頭を押さえる。

　傍はたから見れば独り言にしか見えない光景。しかしその独白は、確かに『何か』との疎通を窺わせる言葉だった。

「もう時間はかからない……あと少しだけ、地底そこで大人しくしていろ」

　人造迷宮クノッソス内、長大な広間に女の呟きが残響する。

　彼女の前方、天井てんじょうの高い迷宮壁には、おぞましい巨大な緑肉の柱が築かれていた。

　上部では人の上半身らしき輪郭シルエットが蠢うごめき、壁と地面に長い影を躍らせている。

「レ、レヴィス様っ!?」

　広間の通路口から駆け込んでくる、闇派閥イヴィルス残党の幹部の一人。

　レヴィスが億劫おっくうそうに振り返ると、男は跪ひざまずきながらまくし立てた。

「【ロキ・ファミリア】がこの人造迷宮クノッソスに侵入を！　『鍵』を所持しており、迷宮内を荒らし回っております！　このままではっ、迷宮に散らばる『精霊の間ま』に、た、辿り着くやも……!!」

　男は決して、そのおぞましい緑柱に目を合わせぬよう、石板の床だけを見つめながら言葉を連ねた。汗をいくつも滴り落とし、震えた声で。

　柱は不気味に蠕動し、不気味な音を立てていくつもの『触手』を伸ばし、男を観察するように周囲を取り巻く。

「どうか、どうかっ、お力を……！」

「役立たずどもめ……」

　緑の瞳を細めるレヴィスは、重い腰を上げた。

　そして、あたかもその動きに同調するように、触手が男の体を巻き取った。


「ぁ、あああああああああぁぁぁぁ!?」



「よせ。それに『魔石』はない。腹を壊すぞ」

　触手に引っ張り上げられた男が頭上に消える中、感慨なさそうにレヴィスが言う。

　彼女に返ってきたのは、ぐしゃっ、という肉の潰つぶれる音と、頰ほおを濡ぬらす血の雨だった。

「まったく……どいつもこいつも」

　乱暴に腕で頰を拭ぬぐい、地面に突き刺さっている漆黒の呪剣を引き抜く。

　レヴィスはやはり億劫そうにして、咀嚼そしゃく音が響き渡る広間を後にした。
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　いくつもの階段を駆け下り、妖精達の高らかな足音が反響する。

　複雑怪奇な迷路を描く人造迷宮クノッソス内、進行を阻止せんと立ちはだかる残党達に対し、エルフで編成される【ロキ・ファミリア】の部隊は迷宮の深部へと食い込んでいった。

「前、敵兵三!!」

「二時の方角からモンスター多数！」

「突破だ！　撃て！」

　エルフの少女達が上げる索敵に、部隊中心にいるリヴェリアが指示を打つ。

　散発的に現れる闇派閥イヴィルスの兵士達が躍起になって止めようとするも、ことごとく『魔法』の餌食となった。突き出されたる複数の短杖ワンドから夥しい光の矢が放たれ、射線上から吹き飛ばされる。

　エルフで構成されたその部隊は、人造迷宮クノッソスに侵入してからその速度を一度も緩めていない。

　足を止めることなく、常に移動を続けながら新たな道を切り開いている。

　リヴェリア達の任務はとにかく人造迷宮クノッソス内を荒らすことだ。

　闇派閥イヴィルス残党の本拠地を混乱の渦に叩き落とすことで、地上の戦闘に介入させない。最低限果たすべきは『武装したモンスター』達を鎮圧するまでこの場へ釘付けにすること。

　そして最大の目的は人造迷宮クノッソスの情報収集。新たな『鍵』の奪取、あるいは『精霊の分身デミ・スピリット』の所在判明、後は敵施設の壊滅的打撃である。

　敵を完全に撲滅することがリヴェリア達の勝利条件ではない。できる限り人造迷宮クノッソス内の経路ルートを開拓し、後日に控える『攻略戦』への礎とすることだった。

「進め、進め！」

　故ゆえに、とにかく走ることだ、とにかく止まらないことだ。

　単隊人造迷宮クノッソスに突入したリヴェリア達は、広大な蟻の巣に迷い込んだ一匹の蝶にも等しい。彼我の戦力差から考えればあっけなく潰される。生き残って戦果を上げるには敵に捕捉されず、常に対応を後手に回させ、限りなく混乱を伝播させることが不可欠だ。タナトスをして『特攻』と言わしめた一部隊の侵入は常に危険度リスクと隣り合わせである。
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　敵陣の奥深くへ切り込み、孤立無援の奇襲を成功に導くのは、全て指揮官リヴェリアの判断に託される。

「左は臭う！　右へ転進しろ！」

「はい！」

「アリシア、ソニア達を回復させろ！」

「わかりました！」

『罠』の香りを嗅ぎ取るリヴェリアの指示に、アリシア達が淀みなく従う。左側の通路で待ち伏せていた敵勢の驚倒を背で感じたかと思えば、その気配をあっという間に突き放した。同時に道具アイテムでの回復指示も怠らない。あらゆる選択の連続を捌いてみせる。

　その様はあのフィンを彷彿させた。

　ガレスと並んで側で見続けてきた小人族パルゥムの勇姿は彼女にも影響を及ぼしている。

　何より、王族ハイエルフであるリヴェリアはエルフ達を対象に途方もない資質カリスマを発揮する。

　敵の陣中にあってエルフ達の戦意は衰えるどこか、上昇していた。

「【大いなる森光しんこうの障壁しょうへきとなって我等を守れ──我が名はアールヴ】」

　詠唱を終えて『魔法』を待機状態に移行したリヴェリアは、魔法円マジックサークルの展開を維持する。

　半径にして約五Ｍメドル。リヴェリアが状況に応じて詠唱に移る度、エルフ達は彼女の魔法円マジックサークルにちょうど収まるように陣を組み、走行していた。

　足もとから少女達の顔を照らす翡翠ひすいの輝きは、妖精への祝福の光だ。

　まるで王の加護を賜り、感極まるように、エルフ一同の胸が震える。

「止まれ、お前達！　レフィーヤ!!」

「──【穿て、必中の矢】！」

　幅広の大通路に躍り出れば、視認するのは大量のモンスター。

　空間を埋めつくさんばかりの食人花ヴィオラスと晶黽ヴァルグの群れに対し、停止した部隊の中からレフィーヤが素早く前に出る。

　モンスター達を存分に引きつけた上で、放つ。

「【アルクス・レイ】！」


『────────────────────ァァッッ!?』



　馬鹿げた威力の砲撃が、あっさりとモンスターの大群を消滅させた。

「レフィーヤ、詠唱を絶やすな！　次弾を準備しろ！」

「はい！」

　すぐさま移動が再開される中、『並行詠唱』によって魔砲まほうの素が紡がれていく。

　数を持って押し寄せるモンスターの群れを、通路ごと大光閃だいこうせんが洗い流し、全ての敵を灰へと還す。この光景が繰り返されること既に六度目。

　甚だしい出力の直射砲撃を放つレフィーヤは、まさに『矛』であった。

　強固な『扉』の前に立ち塞がる敵をまとめて吹き飛ばす『破城槌』。

　人造迷宮クノッソスにひそむ数多のモンスターを引きつけ、砲撃一つでまとめて殲滅させる。それが温存されていた理由であり、瞑想まで課して『魔力』を練りに練り上げていた目的だ。

　リヴェリアはどうしても指揮にかかずらう。常時、彼女の火力には頼れない。

　人造迷宮クノッソス内を蹂躙じゅうりんする上で、レフィーヤの『矛』は必要不可欠であった。

「【凍てつけ、冬の縛鎖ばくさ】！」

「【行進せよ、炎の靴くつ──】」

「【契約において命ずる】！」

　大通路の敵をレフィーヤが全て受け持つ中、アリシアや他のエルフ達は横道から現れるモンスターを各々の『魔法』で仕留める。

　女性のエルフのみで編成されるリヴェリアの部隊は、誰もが『並行詠唱』を修得し、短文系の『魔法』を駆使する、『高速戦闘』を身に付けた魔導士、あるいは魔法剣士だ。

　次々と放たれる『魔法』は、あたかも砦から無数に射られる妖精の矢のごとくである。

　極めつけは、

「前方に敵部隊！」

「複数の魔導士……あとは『魔剣』！」

　待ち伏せていた敵の反攻にも、物ともしない『防壁』。

「【ヴィア・シルヘイム】！」

　待機状態から一気に発動させたリヴェリアの結界により、敵の一斉砲火が阻まれる。

「なぁ!?」

「攻撃がっ……!?　って、ぎゃああああああああああああああ!?」

　一団を包み込む翡翠の円蓋ドームに戦慄するのも束つかの間ま、闇派閥イヴィルスの残党達は瞬時に肉薄したエルフ達にすれ違いざま短剣で斬り伏せられていった。

　都合十一名からなる妖精の小隊。

【ロキ・ファミリア】の中でも抜きん出た、Ｌｖ．３以上のエルフで構成されたパーティから魔法円マジックサークルの出現が途切れることはない。

　主砲、弾幕、防壁。

　それらを有するエルフ達は既に『移動砲台』などという次元ではなく──『要塞フォートレス』である。

「久々の『妖精部隊フェアリー・フォース』！」

「後方支援もいいですが、やはりリヴェリア様の麾下で暴れ回るのが一番の光栄！」

「こら、暴れ回るなんて、はしたない！」

　高揚のあまり銘々に騒ぐ年若いエルフ達に、年長のアリシアの注意が飛ぶ。

　本来、リヴェリアが『遊撃隊』を率いて活躍する場面はほとんどない。

　都市最強魔導士と謳われる彼女が最も活きるのはやはり後衛。敵を例外なく殲滅する圧倒的火力、あらゆる攻撃から味方を守る防御手段、戦線を支える回復支援。それらは大部隊を支える上で柱の務めを果たす。矢面に立って前線を守るガレス達ドワーフと組み合わされば、まさしく虎に翼である。

　だが一度ひとたび本隊から離れ、別動隊に駆り出されれば、彼女は一風変わった『飛び道具』となる。

　フィンがここぞという場面で投入する『妖精の楔』に。

「無駄口を叩くな！　撃て！」

「「はい！」」

『並行詠唱』を主軸にした高速戦闘、高速乱戦。

　速度さえ極めれば『魔法』の万能性は様々な状況に対応しうる。獰猛な火力を引っ下げて縦横無尽にダンジョンを暴れ回るエルフ達は、まさにかつての戦場の花、『騎兵隊』のごとくだ。

　通常のダンジョンと状況は違えど、遠距離からの一撃離脱。

　身を爆弾に変え自爆を敢行してくる闇派閥イヴィルスの兵士達もこれには形なしだった。

『魔法』を見舞っては移動を続けるエルフ達に、追いすがることもできない。

「レフィーヤ、振り落とされるなよ」


「は、はいっ……！」



　初めて参加した同胞の部隊に、レフィーヤが息を切らしかけながら『並行詠唱』を続ける。成長した少女の新規加入により、主砲を擁するようになった妖精の部隊は完璧な『移動要塞』と化した。

　人造迷宮クノッソスを奇襲する上での要素ピースが、全てここに集まっている。

「前後、『扉』が閉じました！」

「前を開ける！　『魔法』の行使は開口に合わせろ！」

　唯一にして最大の障害ネックであった『扉』も、リヴェリアが持つ『鍵』によって無効化される。

　きつく閉ざされた最硬金属オリハルコンの障壁があっさりと解除され、うろたえる敵勢に射撃の雨がお見舞いされた。

　アナキティ達の戦果を掲げ、蹂躙という蹂躙を働く。

　殺された仲間の怒り、胸に刻んだ雪辱を晴らそうと、誇り高い妖精達が猛り狂う。

「リヴェリア様、新しい『鍵』です！」

「でかした！」

　決死で迎え撃つ敵勢の中、慌てて逃げ惑う一人の敵兵をアリシアが見逃さず、氷結の『魔法』で身動きを封じて昏倒こんとうさせる。彼女の手が奪取するのは隠し持たれていた二つ目の『鍵』。リヴェリアの称賛の後、エルフ達の叫び声が続いた。

　快進撃は止まらない。

「……？」

　その時。

　益々勢いづく部隊の中で、リヴェリアだけは、その些細ささいな『変化』に気が付いた。

　敵の攻勢が、止んだ。

　必死に食い止めようとしていた敵のなりふり構わなさが、緩んだ。

「……レフィーヤ。詠唱を切り替えろ」

「えっ……あ、はい！」

　僅わずかに過ぎない一瞬の静寂。それを『異変』の前触れと読んだリヴェリアが指示を出す。張り詰める王族ハイエルフの顔にレフィーヤは勿論、高揚するエルフ達も緊張を纏い直した。

　リヴェリアは聡さとかった。

　彼女は決してこの人造迷宮クノッソスに油断を見せなかった。

【勇者ブレイバー】を再起不能にまで陥おとしいれた、この魔窟を。

　そして彼女の警戒の通り、『それ』はやって来た。

　ドォン！　と。

『扉』が開け放たれる轟音ごうおんを鳴らし、血のごとき紅の髪が衝撃に揺れる。

「──!!　く、怪人クリーチャー、来ます!?」

　索敵していた一人の少女エルフが放つ、最大級の警報。

　はっと振り向く一同が振り向く先、進路右方、エルフ達の瞳に人の形をとどめた最強の『怪物』が映り込む。

「小人族パルゥムの次は、エルフか」

　最硬金属オリハルコンの『扉』以上の脅威、怪人クリーチャーレヴィスが急速接近していた。

　彼女が後方に引き連れるのは極彩色のモンスター、数多の雑兵。

　フィンも、そしてアイズまでも下した本物の化け物が迫りくる。


「っ……！」



　禍々まがまがしい呪剣を手にして突っ込んでくる赤髪の女に、リヴェリアは瞳を眇すがめた。
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「あの……良かったんすか、団長……？」

　風が吹き寄せる地上、古城と見紛う【ロキ・ファミリア】本陣。

　迷宮街を依然見据えているフィンの隣で、ラウルは恐る恐る口を開いた。

「何がだい？」

「本当に、リヴェリアさん達だけで人造迷宮クノッソスに突入させて……『精霊の分身デミ・スピリット』はともかく、あそこには怪人クリーチャーが……」

　非常に言いにくそうにしながら、どうしても拭えない危惧きぐに触れる。

　過去の人造迷宮クノッソス突入時、フィンを一撃のもと屠ったレヴィスはラウルにとって、まさに悪夢だった。

　物語に登場する最高の英雄、憧あこがれの人物が、目の前で無残に蹂躙されてしまった衝撃とでも言えばいいのか。ラウルにとって『フィンが負ける』とはつまり、そういうことであった。

　あのアイズも一人では止められなかった。圧倒的な理不尽の塊。

「……」

　赤髪の怪人クリーチャーをラウルが危ぶむ中、フィンは一瞬、沈黙を帯びた。




「撃て!!」

　リヴェリアの号令に、エルフ達は全員従った。

『魔法』の一斉射。

　緋、蒼、黄金こがねの光条が、レヴィスのもとに殺到する。

「食人花ヴィオラス」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　つまらなそうに左手を突き出し、モンスターに命を下す怪人クリーチャー。

　自身の前へ先行させ、『魔法』を防ぐ肉の壁として利用する。

『極彩色のモンスター』は山ほどいる。この程度の弾幕では怯ひるみもしない。

　モンスターの盾を展開しながら疾走するレヴィスは、

「……？」

　そこで、『違和感』を覚えた。




「それだけだ」

「えっ？」

「裏を返せば、『鍵』を手に入れた今、人造迷宮クノッソスで危惧すべきはあの怪人クリーチャー一人だけだ」

　顔色を変えず、視線も前に固定したまま、告げる。

　驚くラウルに向かって、フィンは声音を小揺ぎもさせず、続けた。

「僕はね、ラウル。主神ロキにかけあってまで【勇者ブレイバー】の名を欲した」

「……？」

「一族に『勇気』という『光』を示すために。……もう、とっくに覚悟はできてるんだ」

　脈絡のない内容に、ラウルは一度だけうろたえた。

　だが、小人族パルゥムの唇から落ちる次の言葉を聞いて、真意を理解してしまった。

「たった一人、たった一つの脅威を恐れて立ち竦むようなら──僕は今、ここに立ってはいないよ」

　ぞくっっ、と。

　ラウルは総毛立った。

　フィンの静かな横顔に、冷たい碧眼へきがんに。

　その『覚悟』の丈に。

　そう──フィンは自ら【勇者ブレイバー】の名を名乗った。

　全てが作り上げられた『英雄』だ。打算から始まった『人工の英雄』だ。

　だから、フィンはその二つ名にまつわる『重み』を最初から背負っている。

　常人ならば押し潰されかねない重圧を、噓を本当にするための計り知れない『覚悟』を、その小さな肩でずっと担い続けている。

　怪人クリーチャー一人を恐れて、何が『勇気』だ。

　何が『勇者』だ。

　そんなものを恐れるくらいなら、最初から【勇者ブレイバー】など名乗っていない。

「それにね、ラウル。君はリヴェリアを甘く見過ぎだ」

　何より。

　彼が戦友ともに寄せる信頼は、甚だ厚かった。

「リヴェリアなら──あれくらい退ける」




（なんだ──？）

　レヴィスは、『違和感』を膨張させる。

　接近を阻むため間断なく射出されるエルフ達の弾幕。

　その効果が少し、いや多少、高い。

　束たばになった食人花の壁を貫くほど、レヴィスの頰を掠かすめて焼くほど、彼女の疾走速度が落ちて不用意に近付けなくなるほど。

　短文詠唱の『魔法』に釣り合わないほど、威力が高い。

（そもそも、これだけの魔法行使を繰り返しながら、何故なぜ奴やつ等の精神力マインドはつきない？）

　エルフ達が人造迷宮クノッソスに進んで、既に相当な深度に来ている。

　いくら道具アイテムの回復を挟んだとしても、この出力で、この数の『魔法』を放てば、すぐにエルフ達の精神力は枯渇する。にもかかわらず、敵の砲火は間断なく続く。

　前列と後列の連携、一列目の発射の間に二列目が次弾装塡、どうしても生じる間隙を埋めるのは速射性の高い『魔剣』。

　通路の石板が弾ける。

　壁面が、床が、砕かれては抉えぐられる。

　膨大な火の粉の間を雷と凍の矢が走り抜け、モンスターの絶叫を奪う。

　矢継ぎ早に詠唱が紡がれ、呪文じゅもんが何十にも重なり、とうとう最後の一匹と化した食人花の肉壁が、粉砕される。

　エルフ達と隔てるものが消えてなくなった時、レヴィスの目に『それ』が映った。


「────」



　全てのエルフを範囲内に収める翡翠の魔法円マジックサークル。

　美しい輝きを放つ光域が、通路内に漂う『魔法』の残滓を吸収し、周囲のエルフ達に『還元』されていく。

『魔法』の威力を高める、『王族の加護』を施す。

（──特殊技能レアスキル）

　大きく眼球を剝いたレヴィスがわかったのは、それだけだった。

「フィン達が闇派閥おまえたちを見くびっていたように──」

　エルフ達の弾幕が稼いだ時間を用い、詠唱を終わらせたハイエルフが、玲瓏たる声を通路内に響かせる。

「──貴様もまた、私達を侮あなどり過ぎだ」

　手間を嫌い、策を用いず、一直線に接近してきた『獲物』へ、無慈悲に告げた。

「【吹雪け、三度みたびの厳冬げんとう──我が名はアールヴ】！」

　召喚魔法サモン・バーストを唱えたレフィーヤと並び、長杖を構える。

　翡翠の魔法円マジックサークルが一際ひときわ輝く中、エルフ二人、師弟の声が重複した。




「「【ウィン・フィンブルヴェトル】!!」」




　合計六条の吹雪。

　同時発射された極大の『氷結砲撃』に、レヴィスは舌打ちを放った。

「ちィッ!?」

　立っていた大通路の床を蹴り、間一髪迷路の横道へ飛び込む。

　射線上から逃れきれなかった左腕が呪剣ごと吹雪の顎あぎとに呑のみ込まれ、片眼を歪ゆがめた怪人クリーチャーは、刹那せつなの判断でそれを放棄した。一瞬で凍りついた腕を渾身こんしんの力で砕き、砲撃の軌跡に引きずりこまれるのを回避する。

　秒を待たず、けたたましい暴雪の砲声がレヴィスの背後で轟とどろく。

　全てを凍てつかせる二発分の氷砲が蒼の軌跡となって大通路を埋めつくした。迷宮内で造り上げられる、ありえない大寒波の風景。横道に逃れてもなお肌を凍傷させるほどの冷気を浴びながら、レヴィスは耐え凌しのぎ……顔を覆っていた右腕をどけると、視界には比喩抜きで『氷漬けとなった通路』ができ上がっていた。

　大通路内が霜に覆われ、空間全てを巨大な氷塊と氷柱に埋めつくされている。

　通り抜けられる間隙が存在しない、何人なんぴとの通過を拒む『氷洞』だ。

「羽虫どもめ……やってくれるっ！」

　眼前の氷柱に怒りの拳を浴びせても、表面の一部が罅ひび割れるけで、大質量の氷塊は砕けない。大通路を進むことはできず、ここからリヴェリア達を追うことも不可能だ。

　恐ろしいのは、『魔法』の効果を減殺する『オブシディアン・ソルジャーの体石たいせき』が用いられているこの石造の迷宮を、一角だけとはいえ完璧に氷漬けにしたことである。

　本来ならばありえない『召喚魔法サモン・バースト』による同一魔法の『同時発射』を差し引いても、凄まじいまでの威力だ。

「ええい、復元にも猶予がいるか……！」

　片腕も持っていかれた。

　肘から先が失われた左腕の断面は氷漬けとなっており、怪人クリーチャーが誇る『自己再生』も中々始まらない。

　エルフの師弟にしてやられたレヴィスは屈辱に身を震わせた。

「レ、レヴィス様!?　い、一体これは……!?」

「お前達はこの氷を何とかしろ。私は別の経路ルートであのエルフどもを追う！」

　砲撃音を聞きつけ集まって来た闇派閥イヴィルス残党に氷漬けとなった通路を押し付け、レヴィスはその場から逆方向へと進み出す。

（あのハイエルフ、厄介だ。下手を打てば二の舞、左腕の再生を優先させるか……くそ、時間がかかる）

　未だ修復が始まらない様に、胸中で盛大に毒づく。

『鍵』によって開けられた『扉』が、ドンッ！　と女の苛立いらだちを表すように大きな音を放つのだった。




「行ったか」

　一方、確かに伝わってきた激しい閉扉へいひ音に、リヴェリアは細く尖とがった耳を揺らす。

　リヴェリア達はその場から動いていなかった。不用意に距離を取らず、大通路の曲がり角に身をひそめ、レヴィス自ら去るのを待っていたのだ。その大胆な行動に、大氷塊が覆う大通路を見やっていたレフィーヤ達は胸を撫なで下ろす。

「お前達、私の魔法円マジックサークルから出るなよ。この場の『魔素』を回収する」

「はい、リヴェリア様！」

　リヴェリアを起点に広がる翡翠の魔法円マジックサークルが、通路内に満ちた『魔法』の残滓を集め、リヴェリア自身はおろかエルフ達の体に吸収させていく。これこそがレヴィスから驚愕をさらった『スキル』の正体だった。

【妖精王印アールヴ・レギナ】。

　長い歴史を振り返っても、リヴェリアのみしか発現させていないであろう『レアスキル』。

　効果は発現者リヴェリア自身の『魔力アビリティ』強化。並びに魔法円マジックサークル内にいる同胞エルフの魔法効果増幅及び、周囲に拡散する『魔素』の回収・精神力マインドへの変換だ。

　つまりリヴェリアの展開する魔法円マジックサークル内にいる同種族エルフのみ、魔法の威力が上昇し、更に消費した精神力マインドをリヴェリアともども回復できるのである。

　特に後者の恩恵は比類ない。59階層で相まみえた『精霊の分身デミ・スピリット』の出鱈目でたらめな再蓄積リチャージには断然劣るとはいえ、精神力マインドを自動回復する発展アビリティ『精癒せいゆ』の回復効率を大きく上回る。

　フィンが人造迷宮クノッソスへの奇襲を命じたのも、ひとえにこの『スキル』の存在があったからこそ。全貌が窺い知れない広大な迷宮を駆け回ることが予想される中で、強化された『魔法』を行使でき、使用した側から精神力マインドを回復させる【妖精王印アールヴ・レギナ】は強力な武器となる。

『スキル』発現時にはロキを狂喜乱舞させたこの能力によって、リヴェリアを中心にしたエルフ専用部隊が作られたという背景もある。ついでに調子に乗ったロキが『妖精部隊フェアリー・フォース』など大仰な名前を付けようとしたが、装飾粉飾を嫌うリヴェリアに却下されたという過去も。──しかし隊員のエルフには存外に人気でこっそり呼称されているという裏話もある。

『都市最強魔導士』と謳われるリヴェリアの影の能力にして、非常に貴重な全体パーティ系スキルである。

「リヴェリア様、ここからどうしますか？」

「まずは補給をしておけ。私の『スキル』もお前達の精神力マインドを全快させるほど万能ではない。傷を負っている者には手当てを」

「はい！」

　召喚魔法サモン・バーストまで行使して大砲撃を撃ったレフィーヤを始め、部隊の負担は少なくない。アリシアを中心に補給作業を進めていった。

　そんな彼女達を他所よそに、リヴェリアは一人の少女に顔を向ける。

「ラクタ、地図作成マッピングの方は？」

「は、はい、今進めてます！」

　エルフで構成される部隊の中でただ一人、異種族の少女がいた。

　兎人ヒュームバニーのラクタだ。以前からレフィーヤと並んで、フィン達とともに『遊び』と称して『深層』に連れていかれていたのは訳がある。

　彼女には地図作成者マッパーの素質があった。

「で、でも、穴だらけで……！　全然地図になってないっていうか……！」

「構わん。これは今後人造迷宮クノッソスを攻略する上で役立てるものだ」

　兎うさぎ耳をぴくぴくと動かしながらどもるラクタに、リヴェリアは作成途中の地図を受け取る。

　少女の言う通り、地図はリヴェリア達が通った進路しか載っていない断片的のもの。だが『扉』の数など仔細に書き込まれており、戦うリヴェリア達に囲まれながら片手間で作成したことを加味すれば称賛に値する。通常の地下迷宮は特殊な鉱石の関係で方位磁針が使えないが、この人造迷宮クノッソスではその限りでなく、現在地が『ダイダロス通り』から南方と割り出しているのも大きい。

　今回は同じ箇所をぐるぐる回る愚行だけ避けられればいいので、十分と言えた。

「ラクタ、私の感覚では十層分の階段を下ったと踏んでいる。お前の見立ては？」

「わ、私も同じです！　地下迷宮と換算して、10階層辺りの深度じゃないかって……」

　優秀な空間把握能力を持つ地図作成者マッパーから返ってきた答えに、リヴェリアは思考する。

（あの怪人クリーチャーに同じ手は通用しない……次に遭遇すれば私もろとも部隊は壊滅するだろう。『脱出経路』を見つけておくなら、今しかない……）

　リヴェリアは決してレヴィスを過小評価しない。できる筈がない。

　上手うまくあしらえたのは相手が舐なめてかかったが故だ。フィンがやられた時と同様、本気の臨戦態勢に移った怪人クリーチャーが襲ってくれば、魔導士しかいないリヴェリア達の部隊は距離を詰められあっけなく全滅する。

　闇派閥イヴィルス残党の相手も永遠にできるわけではない。

　やはり敵の物量と比べてリヴェリア達の戦力はあまりにも矮小だ。

（脱出経路の算段は、ある……。アイズの『昔話』に出てきた男神おとこが闇派閥イヴィルスの主神、邪神の一柱ひとりだとしたら……）

　僅かな時間を思索に費やしたリヴェリアは、方針を決定した。

「ダンジョンに繫がる『連絡路』を探し出すぞ。南から南西にかけて移動する」

『はい！』

　エルフ達とラクタが立ち上がり、すぐに移動を開始する。

　レヴィスとの接触を避けるため、交戦箇所からできるだけ離れた。リヴェリアの指示で現在地の十層から下に続く階段を素早く見つけ、それを下りる。

　十一層から更にもう一つ下り、十二層へ。

　慎重に。

　そして速やかに。

　モンスターの襲撃がぷっつりと途絶える頃ころ、ラクタの測量技術もあって、リヴェリア達は『幸運』を摑つかみ取った。

「ダンジョン……！」

「やった！」

　爆砕音が発生し、迷宮壁が煙を上げる。

　煙の中から現れるレフィーヤ達は、霧が発生している階層──紛れもないダンジョンの12階層に歓声を上げた。

「やはり九年前、アイズに飛竜ワイヴァーンをけしかけた男神おとこは人造迷宮クノッソスを使っていたようだな……」

　連絡路の『扉』を開け、迷宮壁を破壊したリヴェリアは、見事にダンジョンと繫がっている石畳の道を振り返って片目を瞑つむった。

　必ずしも全ての階層と人造迷宮クノッソスが繫がっているという確信はなかった。だがアイズが入団したての頃、邪神と思おぼしき神物じんぶつと12階層で接触したという話を聞いたリヴェリアには心当たりがあった。逃げ道がないにもかかわらずダンジョンから姿を消した神物じんぶつが用いたのは人造迷宮クノッソス、すなわち12階層には連絡路が存在するであろうと。

　ようやく一息をついたリヴェリアだったが、思考だけは依然戦意を手放していなかった。

（新たな『鍵』は入手できた。穴だらけとはいえ迷宮の地図を作り、脱出経路も発見した……だが、まだ足りない）

　侵攻を任されたと者として、戦果はまだ不十分。

　リヴェリアはそう捉とらえていた。

（『精霊の分身デミ・スピリット』の居場所の発見、あるいは敵の重要施設の打撃……それが欲しい）

　敵の砦が混乱状態にある今は、千載一遇の『好機』。

　人造迷宮クノッソスを食い荒らしたリヴェリアには実感があった。食人花モンスターや物資の供給を今日まで断ってきた【ロキ・ファミリア】の活動は決して無駄ではなかったと。フィンの奇襲作戦もあって敵の戦備は整っていない。またとない時機、できるだけ人造迷宮クノッソスの情報を手に入れ、この魔境の領域を丸裸に近付けておきたい。

（無尽蔵に湧いて出る水黽ミズグモのモンスター……恐らくあれの簡易苗花プラントは人造迷宮クノッソス内に存在する。でなければ、モンスターの数の説明がつかない。そこを突きとめ破壊できれば）

　懸念事項を挙げるとすれば、それはレヴィスの存在。

（あの怪人クリーチャーも手負い……私とレフィーヤの魔法は確かにやつの片腕を食った）

　氷結砲撃ウィン・フィンブルヴェトルを見舞った際、吹雪の奥で呪剣ごと女の片腕がもがれた光景をリヴェリアは確かに見た。短慮な再襲は避け、回復を優先させている筈。むしろ力を半減させたままのこのこやって来るようなら、今度こそ引導を渡してやる。

（もし怪人クリーチャーが近付いたとしても、最悪第二階位攻撃魔法レア・ラーヴァテインを展開し続けていれば接近される前に感知し、撤退するのは可能……退路が確保された今、決して分の悪い賭かけではない）

　危険度リスクと戦果リターンを秤はかりにかけたリヴェリアは、決めた。

　顔を上げ、エルフ達の顔を見る。

　消耗しているが、その瞳から闘争心の光は消えていない。仲間の仇である魔窟を打ち崩さんと意気盛んになっている。十分な士気に、よしとリヴェリアは頷いた。

「お前達、脱出経路は確保できた。ここを起点にして、もう一度人造迷宮クノッソスを荒らすぞ。時間が許す限り、な」

　ダンジョン側にエルフ達を集め、再進攻アタックの旨を告げる。

　その意向に反対を叫ぶ者はやはりいなかった。アリシアを始めエルフ達が、下知を、と更なる戦火の猛りを求めてくる。

「幸い、二つ目の『鍵』が手に入った。誰かこれを持ってダンジョンを経由、『バベル』から『ダイダロス通り』へ向かい、この場へ援軍を連れてきてほしい」

　片膝をつくリヴェリアは、車座になっている面々を見回す。地上を素早く往復できるだけの速度、あとは精神力マインドの消耗具合から斟酌し、その美しい山吹色の髪に目をとめた。

「レフィーヤ、お前が行け」

「！」

　迷宮内で無二の『矛』として奮闘していた少女を指名する。『妖精部隊』の最も新参者ということもあり、負担も一番大きい。

　レフィーヤの火力と『召喚魔法サモン・バースト』は惜しいが、リヴェリアはそれが最善と判断した。

「これも重要な役割だ。我々が撤退する上で支援部隊は必須……すぐに連れてこれるな？」

「はいっ！　三時間、いいえ一時間で戻ってきます！」

「信じているぞ」

　右手を胸に置くレフィーヤに小さな笑みを返し、リヴェリアは立ち上がった。

　エルフ達が再攻の準備を済ませる中、レフィーヤが同胞達に背を向けて、現在地である広間ルームの出入り口へと駆け出す。

　彼女の背中を一瞥いちべつした後、リヴェリアは再び人造迷宮クノッソスに続く道を見据えた。

「行くぞ、お前達！」

『はい！』

　戦いはまだ終わらない。
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　アイズは、悲しみに暮れた。

　空から雲が流れ、月の光を浴びながら、ただ一人たたずみながら。

　やはり、信じようとしていたものは彼女と袂たもとを分けていた。

　やっぱり、アイズが信じようとしていた『少年』は、彼女の危惧を現実にしてしまった。

　それが堪らなく、悲しい。

「……竜女ヴィーヴル、生きていたんだね」

『ダイダロス通り』の北西部。

　誰もいない筈の裏通りで、アイズは呟いた。

　その『竜女ヴィーヴル』という言葉に、『動揺』が空気の揺らめきとなって伝わってくる。

　静まり返る月明りの下で、通りの中心に立つアイズは、悄然と目の前の虚空を見つめた。

「出てきて……」

　告げる。

　間もなく、何もなかった虚空が揺らめく。

　次には、透明衣ヴェールを取り払い、月明りの下に一人の少年が姿を現した。

　照らし出されるのは処女雪のようにきらめく白い髪。黒のインナーに純粋な鉄色の鎧が淡い光沢を放ち、アイズの瞳を射抜く。

（ベル……）

　白髪紅眼。

　通りの中心に立ちつくす少年に、アイズはあたかも恋人の名前を呼ぶように、心の中で切なく呟いた。

　そして、少年に寄り添う『怪物』──『ヴィーヴル』を見て、その金の双眸そうぼうを伏せる。

「君が何であんなことを聞いてきたのか……ずっと考えてた」

　覆面の冒険者に足止めを食らったアイズは、早い段階でベルの尾行を再開させた。

　そして『透明』になっていた少年の気配を捕捉し、気付かれないよう巧妙に追跡した彼女が見たものは、信じられない光景だった。

　狐人ルナールの少女と一緒に、少年が『ヴィーヴル』と抱き合う姿。

　涙さえ瞳に湛え、喜びを分かち合う『人』と『怪物』。

　その光景を見て、涙ぐみながら笑うモンスターの横顔を目にして、アイズは時を止め、今に至るまで少年の前に出ていくことができなかった。

　五日前からアイズが必死に目を背けていた現実が、そこにあったから。

　もしモンスターが、人と同じように笑顔を浮かべるとしたら。

　人と同じように悩みを抱えるとしたら。

　人と同じように涙を流したとしたら。

　人と同じ、『理知』を宿しているとしたら。

　アイズをずっと惑わしていた、少年の問いの真意が、目の前に在ある。

「そういうことだったんだね……」

　アイズ達と対峙たいじしてまで少年が守ろうとしていた竜女ヴィーヴルは、死んでなどいなかった。

　今回の事件の始まりにして、アイズとベルが異なる道を歩むことになった『原因』は、今もこうして存在している──。

　視線を地面に落としていたアイズは、ゆっくりと顔を上げた。

　少年と手を繫ぎながら固まっていた竜女ヴィーヴルは、目を合わせた途端、体を震わせた。

　理性を宿す琥珀色の瞳が、アイズの顔を映す。

　感情を殺し、冷たく、昏くらい眼差まなざしをそそぐ【剣姫】の相貌を。

「アイズさん!!　この娘こはっ」

　顔を青ざめさせるベルが竜女ヴィーヴルをアイズの眼差しから守り、何かを訴えようとするも、

「私の答えは」

　彼の言葉をみなまで言わせず、鋭い語気で告げる。

「変わらない」

　そして、《デスペレート》の柄に手をかけた。




「怪物モンスターのせいで誰かが泣くのなら──私は怪物モンスターを、殺す」




【剣姫】の回答に──引き抜かれた剣に、少年は今度こそ凍りついた。

　自身の胸がこぼす悲痛を必死に抑え込みながら、アイズは一歩、ブーツを踏み出す。

「まって……待ってくださいっ、アイズさん!?　この娘こは何も、誰にも危害を加えません！　絶対にそんなことをしない!!　この娘こは、ウィーネは違う!!」

　そんな戯言たわごと、もはや耳を貸す余地もなくて。

「その竜女ヴィーヴルがまた暴走した時、君は同じことが言える？」


「────」



「私には、そんなことはできない」

　少年は言葉をなくす。

　竜女ヴィーヴルは震え、柘榴石ガーネットにも似た額の紅石がきらめきをこぼす。

　アイズは己の顔が冷然としたものになっているのを自覚しながら、有無を言わせない言葉の剣つるぎを突き付ける。

　何がアイズをそこまで冷酷にさせるのか、少年にはわからないだろうし、わかりたくもないだろう。

　ただ一つ、はっきりしていることは──交渉などとうに決裂しているということ。

　自分と少年が既に対立していることを、厳然たる事実として叩き付ける。

「ぅ、ぁ……」

　どいてほしい。

　蒼白となって呻く少年に一歩、一歩と近付きながら、アイズは願わずにはいられなかった。

　だが同時に、自分の願いが叶かなわないことをもう知っていた。

　何故ならば──少年はもう答えを出しているから。

　あの日、アイズ達に立ちはだかった『愚者』が、覚悟を捻ねじ曲げることなどできる筈もない。まるで映し鏡のように、アイズ達は翻ひるがえることのない答えを出してしまっている。

　柄に手を伸ばし、漆黒のナイフを引き抜く少年に、アイズは悲し気に目を細めた。

「ッ……」

　竜女ヴィーヴルがかすかれた声で何かを囁ささやく。

「……」

　アイズが冷徹な仮面を纏う。

「……なんで」

　ベルの唇が独りでに震える。

「……何でっ」

　渾然とした感情に支配される少年に向かって、アイズは一思いに地を蹴る。

「──ちくしょう!!」

　少女と少年は、衝突し合う刃から悲愴の音色をかき鳴らした。
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「クルスさん、人造迷宮クノッソスからの襲撃が止みました！」

「よし、今のうちに回復を済ませろ！」

　石造りの広大な通路に団員の声が響く。

『ダイダロス通り』の地下通路、その北西側。部隊を展開している【ロキ・ファミリア】は、途絶えた食人花の流出に士気を上昇させていた。

「リヴェリアさん達のおかげか……！　これなら！」

　他団員とともに配備されている犬人シアンスロープのクルスは、敵の住処アジトが混乱状態にあることを正しく悟った。まさかの侵入に踏み切ったエルフ部隊に人造迷宮クノッソスを食い荒らされ、クルス達に兵はおろかモンスターさえ割けなくなったのだ。恐らく『扉』一枚隔てた、この北西側の迷宮は今はがらんどうだろう。

　激しいモンスターの攻勢に『扉』の前から一時撤退を強いられたものの、これで再び通路一帯を占領することができる。

（北西側の通路を制圧するのはもう無価値か？　俺おれ達も南東側へ回った方が……だが『武装したモンスター』の行方ゆくえもわからない。団長の配置を勝手に乱すわけには……）

　部隊長を引き受けるクルスは思索する。

　ひとまず報告もかねて本陣のフィンに指示を仰ごうと、伝令を遣わそうとした時だった。

「ご機嫌よう、【ロキ・ファミリア】の諸君」

「！」

　一柱の男神がこの隠し通路に現れたのは。

「貴方は……神ヘルメス!?」

　羽根付きの旅行帽に動きやすい旅装姿。

　堂々と歩み寄って来るヘルメスにクルスは驚愕きょうがくする。

　護衛も付けていない、その無警戒な様子は不可解であった。そもそも、こんな戦場に神一柱ひとりだけいるのが不自然である。

　派閥同士、同盟を組んでいるとはいえ、【ヘルメス・ファミリア】の胡散うさん臭さは他ほかの追随を許さない。ましてやフィンの話によればヘルメス達は【ヘスティア・ファミリア】側、この迷宮街を巡る攻防の中では敵の可能性が高い。

　何より、不気味だった。

　何か企図を孕はらんでいる、その橙黄色とうこうしょくの瞳ひとみが。

　他団員と一緒に狼狽ろうばいするクルスは、一人警戒を払う。

　油断なく見据える彼の視線に対し、ヘルメスは優男の笑みを返した。

「実はね、ロキから受けていた依頼が片付いたんだ。それを報告しに来た。──ほら、君達が求めていた魔道具マジックアイテムだ」

「!!」

　懐ふところから取り出された白銀の球体──『ダイダロス・オーブ』にクルス達の視線が釘付けとなる。

　それはヘルメスがとある『美神』から譲り受けた品であった。三週間前、王国ラキア軍侵攻の際にロキから直接受けた依頼をさも達成したかのように、それを見せつける。

　紛れもない人造迷宮クノッソスの『鍵かぎ』。今のクルス達が何より欲するもの。

　まるで宝石に魅入るように、団員達が妖あやしい輝きを放つ魔道具マジックアイテムから視線を剝はがせない中、クルスは何とか声を絞り出した。

「……ありがとうございます、神ヘルメス。では、そちらをお渡しください」

　片手を差し出すクルスの顔から強張りはとれない。

　どうして主神ロキではなく、わざわざ自分達のもとに来たのか。何故なぜこんな前線へ？

　その疑問の答えは、すぐに返ってきた。

「ああ、いいとも。だが、その前に『報酬』をもらい受けたい」

「えっ？」

「ここから部隊を引き上げてくれないか、【ロキ・ファミリア】の諸君」

　双眸そうぼうを弓なりにした笑みで、男神はのたまった。

「なっ……何を!?」

「だから、『鍵』を渡す代わりにここから君達にいなくなってほしいんだ。なぁに、本当にそれだけさ。安いものだろ？」

「どうして、そんなものが報酬になりうるのですか!?」

「『交渉』と『契約』を司る使者の神オレには、十分な価値になりえるものだからさ、クルス君」

　名を呼ばれたクルスは理由もわからず、ぞっと肌を粟立たせた。

　意味がわからない。

　ヘルメスの要求が、今も笑っている彼の言葉全てが。

『罠わな』だ。いや、何かを企たくらんでいる。

　背後で他の団員達がたじろぐ気配を感じ取りながら、クルスは頰ほおに汗を伝わせる。

「……我々の任務はこの地下通路の制圧です。俺の一存では決めかねます。団長からの指示を──」

「駄目だ」

　クルスの言葉をみなまで言わさず、ヘルメスは口角を上げながら、挑むように告げる。

「ここで、今。君が決めてくれ」

　神の宣告に、クルスは息を呑のんだ。

　その要求は、逃れることを許さない絶対の神意しんいが込められていた。

　不自然な交渉の席テーブル。応じてはならないことは確実。だが『鍵』は何としてでも手に入れなくてはならない。いっそヘルメスを取り押さえて強引ごういんに『鍵』を確保するか？　常人と同じ神ならば容易たやすくねじ伏せるのは可能。だが、だが、だが、丸腰の神に無礼を働く真似まねは──。

　一団員の裁量にはあまる選択に、クルスの顔色が目まぐるしく変わる。

　ヘルメスはふぅと息を吐く。

「応じられないというのなら仕方ない。この『鍵』を欲している者は山ほどいるようだし、彼等に譲るとしようか……」

「待ってください！」

　踵きびすを返そうとするヘルメスに、クルスは叫んでいた。

　ここを逃したら最後、あの『鍵』は絶対に手に入らない。あの神は本当にそうする。その予感がクルスにはあった。

　懊悩おうのうした末に、フィンの言葉を思い返す。

　最優先すべきは『鍵』。闇派閥イヴィルス残党や『武装したモンスター』の排除は二の次。

　判断を迫られた犬人シアンスロープは……団長の指示に忠実に従った。

「……わかりました。我々はここから撤退します」

「ありがとう、交渉成立だ。じゃあ、受け取ってくれ」

　たちまち親身な笑みを纏まとい、『鍵』を差し出すヘルメスに、クルスは無言で受け取った。

　押し黙る団員達ともども口を引き結び、素早く部隊を地下通路から引き上げていく。

　沢山のブーツの蹴ける音が反響し、しばらくして、途絶えた。

　静寂が訪れる中、ヘルメスのもとに虚空から声がかかる。

「完全撤退したようです。周囲一帯に【ロキ・ファミリア】はいません」

『透明状態インビジビリティ』を解除した水色アクアブルーの髪の美女、アスフィ・アル・アンドロメダが、漆黒の兜を片手に報告する。

　それを受けて、ヘルメスは頷うなずいた。

「そうか──じゃあ、連れてきてくれ」

　間もなく、クルス達が去った通路とは逆方向から、『武装したモンスター』の一団が現れた。

「こんなものが『抜け道』とはね……」

「一緒だろう？　それをたった今、作ったかだけの違いさ」

　群れの先頭に立つ一人の魔術師メイジが唾棄だきするように黒衣を揺らすと、ヘルメスは飄々ひょうひょうと答えてみせる。

　今の【ヘルメス・ファミリア】は、正しく『運び屋』だった。

【ロキ・ファミリア】が狙ねらう『武装したモンスター』と密約を交わし、誰だれにも見つからないよう陽動と隠密を駆使して地下通路内を移動し、『怪物』の一団をここまで送り届けたのだ。そして最後は、ヘルメスがクルス達の大部隊を撤退させた。

　人造迷宮クノッソスの出入り口が存在する、この通路から。

「これで君達は地上からおさらばできる。人造迷宮クノッソスに入った後は、自分達で何とかしてくれ。流石さすがにそこまで面倒は見切れない。ダンジョンへ無事帰れることを祈ってるよ」

『武装したモンスター』達は一様に鳴かず、暴れなかった。

　その表情は『怪物』でありながら、確かに暗然としていた。

　周囲を囲むように数人配置されている【ヘルメス・ファミリア】──ルルネや他の団員は、『武装したモンスター達』と目を合わせないようにしていた。

　任務を全うするように。あるいは『怪物』が側にいるのに殺し合わないという『違和感』から必死に目を背けるように。

　主神の側に控えるアスフィもまた、複雑な感情をひそめた眉まゆから滲にじませる。

「ヘルメス様……最後にもう一度、確認します。本当に『彼等』を逃がしていいのですね？」

「ああ。石竜グロス君の『犠牲』にはちゃんと報いる。それが『契約』だからな」

『犠牲』。その言葉にモンスター達は顔を歪ゆがめた。

　醜悪な貌である筈のそれは、まるで人が痛みを堪こらえる表情と何ら変わらないように見えた。

　葬列のごとく歩み、『扉』の前まで移動する。

　黒衣の魔術師メイジが持っていた『鍵』によって、最硬金属オリハルコンの『扉』はたやすく開いた。内部は奇しくもクルスが予想したように、がらんどうであった。

　闇派閥イヴィルス側の守備は一切いっさい存在しない。

　あるのは、闇と、冷然とした空気だけだ。

「神ヘルメス……貴方の狙いは……」

「言っただろう？　世界は『英雄』を欲していると」

　迷宮に最後の一匹が入った後、魔術師メイジが振り返る。

　それに対しヘルメスは、突き放すように告げた。

　次の瞬間、激しい音を立てて『扉』が閉まる。

【ヘルメス・ファミリア】の前から、モンスター達は姿を消した。

「さぁ──英雄を回帰させようじゃないか」

　アスフィ達が沈黙する中、一人踵を返す男神は帽子の鍔を下げ、唇を吊つり上げた。
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「団長、申し訳ありません……モンスター達を見失いました」

　地上の夜気に、団員の声が溶けて消える。

　場所は『ダイダロス通り』中央地帯、【ロキ・ファミリア】本陣。

　唇を嚙かむ団員の報告を聞きながら、フィンは黙って思考に耽ふけった。

（ガレスが足止めされてしまった時、リヴェリアを向かわせるべきだったか？　あの黒い霧で情報伝達が困難になってしまった……いや、今更不毛ふもうだな）

　迷宮街西部の衝突は地上側の戦いの中でも肝だった。

　あそこを制していれば『武装したモンスター』を捕えることもできたかもしれない。

　それを凌しのがれたということは敵の力──モンスターの背後にいる【ヘスティア・ファミリア】の力──を侮あなどっていたフィンの失態であり、戦力を出し惜しみしてしまった結果だ。

（そもそも、リヴェリアまで地下通路から出すのは危険があった……。いつ『鍵かぎ』が手に入るか、正確な時機じきを見極めることができなかった以上は）

　リヴェリアまで地上に上がらせた場合、地下通路の主導権は闇派閥イヴィルス残党に渡っていた。敵の虚を突く迅速な『奇襲』も成功していなかっただろう。

　まさに、あちらを立てればこちらが立たず、だ。

　欲張って全てを手に入れられるのならいいが、全て手からこぼれ落ちてしまえば目も当てられない。フィンは指揮官として、その危険性リスクだけは見極めなければならなかった。

（黒い猛牛ミノタウロスも発見できていない。誰だれかが仕留めた……いや、こっちは何か意図を感じるな）

　彼が最も気にしていた『異常事態イレギュラー』も捕捉できていない。

　猛牛の遠吠えも響かない、静か過ぎる迷宮街はいっそ不気味だった。

（何よりは、敵の動きが読めない……）

　それは『武装したモンスター』の進路。フィンの思考の裏をことごとく突いて、いやまるで見当違いな方向に誘導されているかのように、その行動が不規則だ。

「モンスター達は、確かに二十番街の周辺で見失ったんだな？」

「は、はい」

　団員に確認を取るフィンは、その眉まゆをひそめる。

（二十番街……僕達も調査したが、馬鹿ばかな、あそこは……）

　違和感があった。歯車と歯車が嚙み合わないような、そんな不協和音が。

　フィンは右手を見下ろした。

　彼の親指は、ぴくりとも疼うずかない。

「……敵は一体、どこを目指している？」

　呟つぶやきが風にかき消される。

　フィンの黙考を痛念の沈黙と勘違いしたのか、補佐として側にいるラウルが口を開いた。

「すいません、団長……自分のせいっす。自分が騙だまされて、陣形を崩してなかったら……」

「ラウル、君を責めてなんかいない。それに君の失敗は僕の失敗でもある。【ヘスティア・ファミリア】を甘く見ていた、僕の責任だ」

　ほとほと自分自身に幻滅するように項垂うなだれるラウルに、フィンは『自分のせい』などという思い込みを許さなかった。

「人造迷宮クノッソス相手に一矢報いることはできたが、『武装したモンスター』は取り逃がした……」

　その呟きが、今の状況を表す全てだ。

　試合に負けて勝負に勝った──などという気慰みなど抜かさない。

　フィンは貪欲に、強欲に、全て勝ち取るつもりでいた。

『武装したモンスター』を利用した後に殲滅せんめつし、都市の混乱を収束させ、モンスター達の『鍵』も入手し、対立する【ヘスティア・ファミリア】を、あの『少年』を下すつもりでいた。

　達成できなかったのはフィンが読み誤っていたからであり、彼等【ヘスティア・ファミリア】を侮っていたからである。闇派閥イヴィルス残党に戦力を割いてしまったから、そんなもの言い訳にもならない。

　フィンの失態である。

「全て上手うまく計画通りにはいかないな……やれやれ」

　頭の中に描いていた完成図をくしゃくしゃに丸め、放り捨てて、フィンは軽く息をついた。

　切り替える。

　表向きの『武装したモンスター』殲滅は達成できなかったが、本命の作戦──人造迷宮クノッソス奇襲は成功した。今はそれを良しと受け止めるべきだ。

　それに、まだ戦いは終結していない。

　やることは残されている。

「二十番街に追手を放て。行き止まりに繫つながっている地下通路もくまなく捜索させろ。モンスターの足取りを知りたい」

「はい！」

「ロックス達がやられた二七七番街、恐らくそこに『黒い猛牛ミノタウロス』がいた筈だ。ベートとティオネ達を呼んで東区画……いや北を探らせろ。目標を発見した場合は即座に合図を空に撃つように」

「わかりました！」

「ラウル、アキ達から報告は？」

「はい、今も地下通路で戦闘中です！　南東の『扉』を開けたまま押さえてるらしいっすけど……闇派閥イヴィルス側も激しく抗戦をしているみたいで……」

「わかった。敵の抵抗次第ではアキ達に撤退するように伝えろ。特に怪人クリーチャーが現れた際には完全放棄だ。『鍵』が手に入った今、一つの『扉』に固執する意味はない」

「了解っす！」

　矢継ぎ早に指示を出すフィンに団員達も応こたえる。

　フィンは作戦を『二面展開』するにあたって、部隊を地上と地下に分けていた。

　地上はティオネ達を始め若い第一級冒険者達に、そして地下はその重要性から最も信頼できるガレスとリヴェリアに任せた。途中、臨機応変に配置換えを断行したものの、最低限の戦果は見出せた。

　フィンの中では、もう戦いの趨勢は決定していた。

　あとは不可解な『武装したモンスター』の進路と足取り、そして『黒い猛牛ミノタウロス』さえ発見できれば地上の攻防戦も収束すると。

「リヴェリア達の方は、作戦通り動けているなら『脱出経路』を確保している筈だ。ダンジョンを経由して、いずれ報せが来る。それを待て」

「了解！」

「地上に残存している戦力は一度、再編成する。北を包囲し、『黒い猛牛ミノタウロス』を追い込んで──」

　そう、フィンはもう『波乱』はないと踏んでいた。

　彼の親指が『疼き』を上げるその時までは。


「えっ……？」



「お、おいっ、あれっ！」

　固まる団員達の声を聞くが早いか、フィンの碧眼へきがんもそれを見た。

　本陣からそう遠くない、それこそ中央地帯西側の『二十番街』から宙に躍り出る、複数の異形の影。

　勢いよく飛翔した『有翼のモンスター』達は、怪物の本能を解き放つように喉のどを震わせる。





『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ────ッ!!』






　轟然ごうぜんと闇夜を震撼させる、石竜ガーゴイルの醜い雄叫おたけび。

　あたかも自分達に注目を集めるように咆哮ほうこうしたモンスターの群れは、翼を翻ひるがえし『ダイダロス通り』の北西へと飛び立っていく。

　これまでの行動とあまりにも『矛盾』するその動きに──『意図』を摑つかめないモンスターの挙動に──フィンは瞠目した後、すぐに瞳ひとみを細めた。

「だ、団長!?」

「わかっている」

　転がり込んでくるラウルに一瞥いちべつもくれず、フィンはモンスターが降下した北西区外縁を見据える。

「これじゃあダンジョンと何も変わらないな……」

　突拍子もない事態の連続に、長嘆する。

　これまでの行動からして北の外縁部、住民の避難所の襲撃はないとフィンは踏んでいた。それは『武装したモンスター』に警戒を払っていなかったベル・クラネルへの信頼でもあった。

　故ゆえに外縁部側には団員達を配備しておらず、その守備は手薄だ。

　もはや一貫性のないモンスター達の行動は、『第三者』の介入を感じさせる。

（モンスター達の謎なぞの進路もその『第三者』によるものか？　この状況を利用しようとしている……気に食わないな）

　そうは思いつつも、事態が起こってしまった以上【ロキ・ファミリア】も部隊を派遣しなければならないことを理解していた。

　フィンはそこで、自分の右手に視線を落とす。

　僅わずかに過ぎずとも、親指の疼きが生じている。

（何かがあるのか……起こるのか）

　親指の腹を舌で舐なめると同時に、フィンは主神の言葉を思い出していた。

「自分の目で見極めろ、か……やれやれ」

　愚痴にも似た吐息を一つこぼし、決める。

「えっ？　何すか、団長？」

「ラウル、あそこには僕が部隊を率いて向かう」

「ええっ!?　団長自らっすか!?　こ、本陣ここの指揮は!?」

　いずれ戻って来るだろうリヴェリア、あとは汚名返上の意味もこめて本陣はラウル自身に任せる。そう告げると「うえええええええ!?」と情けない悲鳴が上がった。

　悲鳴を無視してフィンは迅速に動く。

　下位構成員は勿論、第一級冒険者達にもいったんの待機を言い渡し、小隊を引き連れて北西へと向かった。
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「……駄目だ、タナトス。晶黽ヴァルグの簡易苗花プラントを一つ、落とされた」

　人造迷宮クノッソス内の拠点、『迷主めいしゅの間ま』。

　台座の前で迷宮内を監視するバルカは、抑揚のない声で告げた。

「うわぁ……【九魔姫ナイン・ヘル】達の仕業？」

「ああ、12層にあった簡易苗花プラントを発見された。『魔力』に引かれる精霊の触手モンスターどもの習性を利用し、寄って来た群れの経路を足跡代わりに……」

　バルカの見下ろす水膜には、素早く移動するハイエルフの横顔が映っていた。

　周囲で残党達が頻りに行き交い天地が引っくり返ったかのような喧騒に包まれる中、タナトスは彼の報告に天井てんじょうを仰いだ。

「【勇者ブレイバー】だけじゃなく、【九魔姫ナイン・ヘル】も酷ひどく切れる……益々ヴァレッタちゃんを死なすんじゃなかったなぁ」

　天へ還った魂の一つを、死神ながら惜しむ。

　だが、一杯食わされたというのに男神おとこの顔からは笑みは途切れていなかった。更なる『未知』を楽しむように、降参サレンダーなどせず盤上で駒を操あやつり、負け戦となった一戦に興じる。

「【ロキ・ファミリア】の他ほかにも一組……いや二組の侵入者がいる。こちらは人ではないが……」

　リヴェリア達とは別、一瞬映像を横切っていく『異形』の影に、バルカは『Ｄ』の記号が刻まれた瞳を細めた。

「ああ、イケロス達の玩具おもちゃか……。【ロキ・ファミリア】だけで手一杯だし、正直放りっぱなしだったけど、あっちもそっちも『鍵』を持ってるんだっけ。仕留められそう？」

「少ない群れ……竜女ヴィーヴルがいる方は、無理だ。放棄されていた十七層直通の『扉』の一つ、そこから侵入された。以前崩落して使えなくなった隠し通路を開通させたのか……？」

　バルカの情報を聞きながら、段差の上に腰かけるタナトスは脳裏に戦況を描く。

　闇派閥イヴィルス側は簡易苗花プラントの一つを落とされて戦力が半減、とまでは行かないが手痛い被害を負っている。このままやられっ放しで【ロキ・ファミリア】を帰すのは面白おもしろくない。

　リヴェリア達の現在地は人造迷宮クノッソス第十層であることが判明している。物量で押し切るにしてもモンスターだけでは彼女達は止められまい。闇派閥イヴィルス残党の人員は、地上側の大部隊ロキ・ファミリアに今も攻められている第一層、あとはリヴェリア達を追跡する部隊に集中している。後者は未だ第九層を移動中だ。

「レヴィスちゃんは？」

「傷を癒いやしている。もうしばらく……時間はかかりそうだな」

　頼み綱の『用心棒』の状況を聞いて、タナトスはとんとんと、こめかみの辺りをその細い指で叩たたいた。

　リヴェリア達を叩くには十分な戦力がいる。かと言って『精霊の分身デミ・スピリット』を出張らせるわけにはいかない。以前と同じことを繰り返せば今度こそレヴィスに殺されてしまう。

（でもさぁ、【九魔姫ナイン・ヘル】達のこの動き、十二層の『連絡路』もう見つけちゃってるでしょ……）

　こちらがいざ準備が整って討伐に向かっても、あっさり人造迷宮クノッソスの外へ撤退。ありうる。すこぶるありうる。逃げおおせる算段が付いているから、リヴェリア達は今も粘って人造迷宮クノッソスを荒らしているのだろう。

　今タナトスが欲するのは、戦備を整えるための『時間』と、敵が逃げたくても逃げられないような『形勢シチュエーション』だ。

　もっと言えば、妖精達を繫ぎ止める『餌』。

「……バルカちゃん、もう片方の侵入者、今どこらへんにいる？」

「十層だ。兵士達からは遠く離れている」

　それを聞いて黙考したタナトスは、口を開いた。

「今から言うルートの『扉』、全部開けちゃって」

「……なに？」

「あと晶黽ヴァルグがうろついてる周辺の『扉』も操作して、侵入者達のもとに行かせないように」

　足止めもせず、見す見す侵入者を人造迷宮クノッソス内部に引き入れろという指示。

　敵には迷宮内を自由に移動できる『鍵』がある。下手を打てば、重要施設や『精霊の間ま』が露見する可能性さえあった。

　耳を疑う命令にバルカが振り返ると、タナトスは冷たく瞳を細めた。

「ぶつけちゃおう、彼等」
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「このままでいいのかよ、フェルズ！」

　その『声』に、黒衣の魔術師メイジフェルズは一度足を止めた。

　場所は『人造迷宮クノッソス』内部。

　男神ヘルメスとの取り引きによって『抜け道』を利用したフェルズは、『彼等』とともに、闇派閥イヴィルスの住処アジトへ侵入を果たしていた。地下迷宮ダンジョンと繫がるこの領域に。

「確かにベルっち達のことを考えれば、こうした方がいいのかもしれねえ！　でもグロス達を見捨てるのは違うだろ!?　オレっち達だけで帰るのは……おかしいだろう!?」

「違うぞ、リド。私は信じているんだ」

【ロキ・ファミリア】の激しい応戦を切り抜け、何とかダンジョンへ向かおうとする中、一つの『声』に呼び止められる。

　己おのれの主、老神ウラノスの前でも取り乱すことのなかった魔術師メイジは、漆黒の手袋グローブを握り締めながら黒衣を震わせた。

「あの愚かな少年が、神意しんいなんてものを超えることを──」

　とある少年への信頼をこぼし、走り出す。

　前へ進むその背中に、立ち止まっていた『彼等』もまた突き動かされるように続いた。

　無数の階段を駆け下りていく。

　フェルズが目指すのはダンジョンへの『連絡路』。背後に続く『彼等』を無事に逃がすため、地上の戦いの気配から遠ざかるよう地下へ地下へと進んでいく。

　手にしている『鍵』で最硬金属オリハルコンの『扉』を開けていく。『彼等』の内の一匹ひとりが凄すさまじい高周波をもって反響定位エコロケーションし、広大過ぎる迷路ルートを的確に把握、迷うことなく着実に、確実に踏破していった。

「人造迷宮クノッソスにさえ入ってしまえば我々の勝ち……そうは言ったが、流石さすが闇派閥イヴィルスの住処アジト、簡単にはいかないか」

　錯綜さくそうする通路の先々でモンスターの群れが現れる度、手袋グローブから放出される衝撃波をお見舞いする。無数の晶黽ヴァルグが吹き飛び、大型級の食人花ヴィオラスが体の一部を爆砕させる。『彼等』の迎撃も速やかに敵を排除していった。

（だが、モンスターばかりで残党達には会わない……迷宮内部が混乱している？）

　フェルズは思った以上に少ない闇派閥イヴィルス残党の抵抗に、人造迷宮クノッソスで『異変』が起こっているのではと感じた。

　フェルズのその予想は正しい。『彼等』の与り知らない場所で起きている【ロキ・ファミリア】の攻撃は、闇派閥イヴィルスから余裕という余裕を奪っている。迷宮街地下の隠し通路、開かれた門前で行われているアナキティ等の度重なる進攻アタックにも対処を迫られていた。新たな侵入者フェルズ達に割く戦力は枯渇しているのだ。

「これならば……」

　行ける。そうフェルズが続けようとした時だった。

　ゴォォン、という重低音が迷路の奥から響いてきたのは。

「……？」

　続けて、ゴォン、ゴォン、と連続する同種の音。

　それが『扉』が開く音だとフェルズはすぐに察した。黒衣の魔術師メイジがわからなかったのは、何故なぜ自分達が解除していないにもかかわらず『扉』が次々と開いているのかだ。

（闇派閥イヴィルス側が『扉』の操作を……？　モンスターを誘導しようとしているのか？　いや、しかし、敵が解放しているこのルートは……）

　反響定位エコロケーションの導きに従うと、フェルズの予感違わず、次層への階段が現れた。

「フェルズ！　母ちゃんの、地下迷宮ダンジョンの匂においが微かすかにする！　この下、繫がってるぞ！」

「……」

『彼等』が上げる興奮の声にフェルズは無言となった。

　この先の階フロアにダンジョンへの『連絡路』がある。そこに辿たどり着けば人造迷宮クノッソスを脱出できる。

　だが、この時機タイミング──罠か。

　闇派閥イヴィルス達は故意的に次の階フロアへフェルズ達を『案内』しようとしている？

「おい、フェルズ？　どうしたんだ、あの気色悪ぃモンスターが来るぞ！」

「……いや、何でもない。行こう！」

　どの道、人造迷宮クノッソスの構造に明るくないフェルズ達に選択の余地はない。

　目の前に脱出経路があるのなら、敵の罠を振り切るほどの速度で走り抜けるだけだ。この機会を逃すわけにはいかない。

「全速で進め！　もうすぐ脱出できる！」

　フェルズと『彼等』は加速して階段を駆け下りた。

　その判断は正しい。たとえ敵勢力が待ち構えていようがこちらの戦力で叩き潰つぶせるという推測も、人工の迷宮の陥穽ダンジョン・ギミックがあったとしても魔術師メイジの慧眼と魔道具マジックアイテムによってやり過ごすことができるという自負も、全て正しい。

　ただ一つ、フェルズの誤算があったとすれば、それは乗り込んだ階フロアが『十二層』であること。

　敵が導いた先にあったのは『罠』などではなく、『他勢力』であったこと。

　今も迷宮内を荒らし回る凶悪な『妖精』が、居合わせてしまったことだ。


「────」



　その存在にいち早く気付いたのは、やはり魔術師メイジであるフェルズだった。

「これは……」

「冒険者達が『魔法』を使う時に、出る……？」

　地面に展開される翡翠色の紋様に、『彼等』も動きを止める。

　闇派閥イヴィルス側が開け放った『扉』の先から拡大してくる紋様の正体を、フェルズだけが悟った。

　魔法円マジックサークルの一部。

　あまりにも規格外の『魔力』と、類稀なる才能と努力の成果をもって、超広域展開されている『魔導アビリティ』の効果領域。

　同一の階フロアにいる『何者か』が広げる──『魔力の網』。

　地面に広がる魔法円マジックサークルは一思いにフェルズ達のもとへ迫り、『彼等』の足もとを走り抜けた。

（まさか、探知──）

　靴裏から感じ取る翡翠ひすいの輝き。

　あたかも『捉とらえた』と言わんばかりの『魔力』の反応。

（──捕捉された!?）

　つまり、既にそこは『砲撃』の効果範囲内。

「領域外に出ろ!?」

　優秀過ぎる魔術師メイジの最大級の警告が飛ぶのと同時、

「【──我が名はアールヴ】」

　聞こえる筈のない、その呪文うたが響いた。




「【レア・ラーヴァテイン】！」




　前方の地面から──魔法円マジックサークルから何柱もの炎の大柱が押し寄せる。

「うっっ、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　目の前に展開される猛炎の射出に、『彼等』は悲鳴を上げて背後に飛び退いた。

　足もとより立ち上る炎の柱に燃やしつくされる寸前、魔法円マジックサークルから脱出して、灰燼に帰すことを逃れる。

　凄まじい熱波、夥しい火の粉。瞬く間に迷宮が灼熱の世界へとなり果てた。

「フェルズ!?」

「……『魔法』や、『呪詛カース』を防ぐ、特製の魔道具ローブなんだが……本当に、参るな」

　集団の先頭に立っていたことで脱出が最も遅れたフェルズは、その黒衣をボロボロにしていた。煙を上げながら焼き焦こげる漆黒のローブを見下ろし、闇で塞ふさがれたフードの奥から苦笑にも似た響きの呻吟しんぎんを落とす。

『彼等』の一人に支えられ何とか立ち上がると──ザッ、と。

「まさか、このような場所で遭遇するとはな」

　煙に塞がる大通路の奥から、ブーツの音を鳴らし、翡翠色の長髪が現れる。

　長杖を持つリヴェリアと、彼女に率いられるエルフ達であった。

「【ロキ・ファミリア】……！」

　まさかの巡り合わせにフェルズが呻うめく。

　この人造迷宮クノッソスの十二層で情報を収集していたリヴェリアは、人間とモンスターが識別可能な魔法円マジックサークルを展開できる第二階位攻撃魔法レア・ラーヴァテイン──主神の言葉を借りれば『探知器レーダー』を駆使して同一の階フロアを探っていたのだ。

　怪人レヴィスを始め敵勢力を警戒してのその索敵行為は、闇派閥イヴィルス残党にも『極彩色のモンスター』にも該当しない『反応』に対し、即座に先制攻撃に踏み切ったのである。

　魔術師フェルズでも予見できなかった、壁越しの『殲滅砲撃』だ。

「『武装したモンスター』……フィン達の迎撃をかいくぐって、ここまで来ていたか」

　リヴェリアは眼前の光景に鋭く目を細める。

　フェルズの背後に控える『彼等』──『武装したモンスター』の一団。

　総数は十一。

　様々な『協力』や『神の謀たばかり』をもって都市最大派閥ロキ・ファミリアをやり過ごし、人造迷宮クノッソスに見事辿り着けてのけた怪物達。

　過程はどうであれ、ここにいる時点で目の前のモンスター達は十分な脅威だと再認識する。

　仕組まれた邂逅の中で、リヴェリアは眼前の勢力を即刻殲滅しようとした。

「──リヴェリア・リヨス・アールヴ。いや【ロキ・ファミリア】。話がしたい」

　問答無用で臨戦態勢に移ろうとするハイエルフに対し、フェルズは一つ上手うわてだった。

　動くより早く口を開き、先手を奪う。

　人造迷宮クノッソスという魔境の中であることを重々理解しつつ、生き残るために、戦場を排して『話し合い』の席テーブルを用意する。

「……貴様がモンスターに与する魔術師メイジ、神ウラノスの遣いか？」

「その通り。私はオラリオの創設神、その神意に従ってここにいる」

　依然眼差まなざしを険しくするリヴェリアの詰問を、フェルズはあっさりと認めた。

　この状況下、己の素性を隠すことに何ら意味はない。使えるもの全て、あらゆる手札カードをもって『説得』を試みる魔術師メイジに──創設神ウラノスの神意という文句ワードに──実際ラクタや若いエルフ数人が動揺した。

　リヴェリアはそれに、胸中で舌打ちをする。

　戦意を拡散させた完全な無抵抗の姿勢。他のモンスターはともかく、誇り高いエルフ達はあの魔術師メイジを攻撃することをためらってしまう。

　この僅かなやり取りの中で、視線の先の魔術師メイジは酷く聡く、極めて厄介やっかいであると、そのように悟る。

「地上では散々逃げ回っておいて、窮地に陥おちいった今、都合よく『交渉』をしたいと？　そんな戯言たわごとを受け入れると思うか？」

「地上では怪物モンスターへの悪意が渦巻いていた。もし地上で無理矢理接触していたとしても、君達とは冷静な話し合いなどできなかっただろう。これは理屈ではなく、『感情』の話だ」

「……」

「そして、万が一でも『交渉』の場を他者にでも見られた場合、君達【ロキ・ファミリア】の選択肢は『怪物モンスターの殲滅』以外になくなる。我々が『交渉』を持ちかけるには、偶然にも転がり込んできたこの機会しかなかった……お分かり頂けるか？」

　なるほど、的を得ている。

　何より、『舌戦』しなれている。

　他種族はもとより他のエルフより長い寿命を持つ王族ハイエルフ、それ以上の『年の功』をリヴェリアは直感した。目の前の魔術師メイジの方が『賢い』と。

　揚げ足をとっての論破は不可能であると。

「……理屈屋の私の言葉では足りないだろう。『本人』達の話を聞いてほしい」

　そこでフェルズは道を開け、一匹の蜥蜴人リザードマンを前に出す。

　醜い怪物の表情は判別がつかない。だが『理性』を宿すその雄黄の眼が緊張していることは、リヴェリアにもわかってしまった。

「……オレっち達は、ウィーネを……竜女ヴィーヴルの同胞を助けたかっただけなんだ」

　口を開いたモンスターに、アリシア達がまさかと顔色を激変させる。

「喋しゃべった!?」

「モンスターが……!?」

「なんて、おぞましい……！」

　にわかに呻くエルフ達。

　各々に差異はあれど、当然の反応だった。

　嫌悪感にたじろぎ、怒りの眼差しも動揺に揺らぐ。

　潔癖なエルフが故、というのもあるが、『怪物が喋る』という事実はそれほどの衝撃である。

　フィンと情報を共有していたリヴェリア以外、みなが強い困惑をあらわにした。

「地上に出てきたのは、仲間を取り返したかったからなんだ。人を襲いたいわけじゃねぇ、殺したいわけでもねぇ！」

　偽りのない切実な訴えに、アリシア達は咄嗟とっさに言葉を返すことができない。

　間を置かず、黒衣が再び促すように揺らめき、一匹の美しい歌人鳥セイレーンが歩み出る。

　金の羽毛に金の翼、何よりエルフに劣らない美貌。

　人に近しい、その容貌。

「何よリ……私達ハ、貴方達ト話ガしたイ。戦うのではなク、言葉ヲ交わしたイ……」

　蜥蜴人リザードマンより片言の人語に、ざわっ、と混乱が膨らむ。

　背後を見ずとも、リヴェリアにはエルフ達が動転していることが手に取るようにわかる。

　上手い、そして狡猾だ。

　リヴェリアは努めて客観的に思った。

　人類と造形が近い人型のモンスターを最適な時機タイミングで出してくる。自分達と似通ったモンスターの呼びかけに、もはやエルフ達の狼狽は止まらない。

「モンスターが、何を……！」

「でもアリシアさん、奴やつ等の言うことが本当なら……」

「話し合いにも応じない我々は……怪物モンスターにも劣る蛮族ということに」

「確かに地上で交戦が何度もありましたが、今思えば、それも自己防衛としか……」


「っ……！」



　揺れる、揺れる。エルフ達の意志が。

　フィンはこれを恐れていたのだ。意思疎通可能なモンスターの存在を認め、冒険者達の剣に迷いが生じてしまうことを。

『怪物』を斬れなくなってしまうことを。

「理知を有するモンスター……我々は彼等を『異端児ゼノス』と、そう呼んでいる」

　アリシア達、そしてラクタの間に生じる動揺を見極め、フェルズが言葉を継いだ。

「彼等は我々の『希望』だ」

「『希望』……？」

「そう──我が主神ウラノスは、人類と怪物モンスターの共生を望んでいる」

　その時を欠かさず、フェルズは見事に『爆弾』を投下した。

　アリシア達の顔に今までにない衝撃が走る。

「なっ……!?」

「何を馬鹿な!?」

「憎み合い、殺し合い続ける不毛な歴史……我々はそれに終焉をもたらしたい。その上で、『異端児ゼノス』は最後の希望だ」

　耳を貸すな、無視しろ。

　血相を変えて叫び返す少女達に、リヴェリアはそう指示することもできた。

　だが、彼女も己の心に抗えなかった。

　目の前の魔術師メイジとモンスター達が何を望み、何を目指しているのか、全てを知ってからではないと『答え』は出せないと。問答無用に斬り捨てれば、それこそ蛮族になりうると。

　彼女もやはり、生粋きっすいのエルフであった。

「『異端児ゼノス』の存在は人と怪物モンスターの架け橋となりうる。爪牙そうがを振りかざすのではなく、言葉と理性をもって、我々人類を知りたい、共に生きたい……彼等はそう訴え続けている」

「っ……!?」

「ダンジョンに『祈禱』を捧げる、偉大なる創設神ウラノスが認めたのだ。『異端児ゼノス』は母体ダンジョンでさえ予期しえなかった『異常事態イレギュラー』であり、悠久の年月の中で下界が生んだ、新たな『可能性』だと」

　蜥蜴人リザードマン達を背に語られるフェルズの話を、アリシア達は息を呑のみながら聞いていた。

　その功績からオラリオの中でも『最高神』と謳われるウラノスの名は、その権威は重い。もしかしたら、本当に、とエルフ達が感じてしまうまでに。

　揺らぐ倫理観。崩れる人類の常識。

　嫌悪と戸惑いの狭間に立たされ、エルフ達の思考は停止寸前に追い込まれていた。

　何より、通常のモンスターと相対する時に発生する猛烈な『忌避感』、それが目の前の怪物達から生じていないのがアリシア達を最も惑わしている原因だろう。皮肉にもモンスターをモンスターたらしめる感覚の有無がフェルズの弁に『説得力』をもたらしてしまっている。

　あの『忌避感』を感じていたら、アリシア達は何も取り合わず斬りかかれた筈だ。

　リヴェリアも、きっとそうだった。

「今すぐでなくても構わない。だが、いつの日か、地上と地下の境界を超え、この負の連鎖に終止符を打つために……彼等を理解してほしい」

　伸ばされる魔術師メイジの片手。

　今だけは見逃してほしいという懇願。

　魔術師メイジの背後でこちらを見つめるモンスター達の眼。

　人類あなたたちと知り合いたいという『願望』と『憧憬しょうけい』。

　蜥蜴人リザードマンが、歌人鳥セイレーンが、半人半蛇ラミアが、一角獣ユニコーンが、巨人トロールが、その他多くのモンスターが、雄叫びも上げずにこちらを見つめてくる。

　人と怪物の間ではありえない光景。

　全てが『異端』。

　それが視線の先にいるモンスター達。

　これが老神ウラノス達の『秘事』。

　人からも怪物からも外れた、『異端児ゼノス』。

「……」

　リヴェリアは、目を瞑つむった。

　瞼まぶたの裏に蘇よみがえるのは数々の情景。

　故郷の森の旅立ち、最悪の出会いを果たした女神と小人族パルゥム、すぐそこに加わった相性最悪のドワーフ。彼等との、今日までの長い旅路。

　その中で見守ってきた、あの意地っ張りで、生意気で、不器用な小人族パルゥムの戦友ともの姿。

　つい先日に垣間見かいまみた、寝台ベッドに腰かけ拳こぶしを握る、彼の苦悩と決意──。

「……」

　やがて。

　リヴェリアは、瞳を開けた。

「【ロキ・ファミリア】、どうかこの手を──」

　そして。

　その魔術師メイジの言葉を遮さえぎって、断じた。




「アホか」




　吐き捨てられたリヴェリアの『拒絶』に、その場の時が止まった。

「──と、言うだろうな。私達の主神は」

　瞠目するアリシア達の視線を浴びながら、黒衣を震わせるフェルズを睨にらみ返しながら、こんなことがもう何回もあったように『諦観ていかん』を滲にじませる『異端児ゼノス』を無視しながら、リヴェリアは言葉を連ねる。

「証明できるのか？　立証できるのか？　方策はあるのか？　怪物モンスターに血族を根絶やしにされた者達を納得させるほどの理由と、誠意が、本当に示せるのか？」

『理想』を語ったフェルズに、リヴェリアは『現実』を突き付ける。

　その柳眉を吊つり上げながら、その細い顎あごを僅かに上げ、冷然と瞳を細めた。

「今、私が求めているのは理想や妄想ではなく、極めて現実的な話だ。我々の情に訴える姑息な涙などではなく、明確な理論に基づいた『手段』だ」

「……」

「それを提示できない限り、貴様達の言い分を認めるわけにはいかない」

　押し黙る魔術師メイジに、リヴェリアは糾弾という名の反論を緩めない。

　理路整然と言葉を並べる彼女の姿に、アリシアは呆然ぼうぜんと呟いた。

「……だん、ちょう？」

　アリシアは目を疑ってしまった。

　敬愛し尊崇する一族の王女に、一人の小人族パルゥムの姿を重ねてしまう。

　その喋り方、揺るがない意志は、あの【勇者ブレイバー】のものと酷似している。

　いや瓜二つ、全くの『同じ』だ。

「魔術師メイジ、貴様に『覚悟』を問おう。この場凌ぎではなく、私の心を今、動かすに足る『覚悟』が……その黒衣の内に本当に存在するのか？」

　この時、リヴェリアはまさしく『フィン・ディムナ』であった。

　彼の意志を尊重し、自身に重ね、ここにいない友の代行者となる。

【勇者ブレイバー】が断ずるであろう言葉を一字一句正確に告げ、モンスター達の手を払いのける。

「ないというのならば……」

　果たしてリヴェリアは冷酷に言い放つ。

「貴様の語った話は、英雄に憧あこがれる子供の夢物語より──聞くに値しない絵空事だ」

　その言葉をもって、『交渉』に『決裂』を刻んだ。

　味方の士気とこれ以上の動揺を防ぐため、酷薄なまでに言い切る。

　揺らぐことのない王族ハイエルフの宣言に、アリシア達は息を呑み、次には迷いを振り切った。

「……リヴェリア・リヨス・アールヴ。いや、フィン・ディムナ」

　互いが率いる一団の先頭。

　フェルズは対峙たいじするリヴェリアを見つめ、悄然と黒衣を揺らした。

「君達は聡明だ。そして英雄として必要なものを有している。……犠牲さえ厭わない信念を」

　立ちはだかるハイエルフに、一人の『勇者』の面影を見て、口惜しそうに語りかける。

「君達が味方であったなら……そう思わずにはいられない」

「無意味な仮定だ。もしを語っていても私達の立ち位置は変わらない」

「そうだな、その通りだ。ならば……生き残るために、抗わなくては」

　止むなしに漆黒の手袋グローブを発光させ、構えるフェルズ。背後の『異端児ゼノス』達は人との戦いを嫌うように、その表情は苦渋に歪ゆがませた。

　そして、【ロキ・ファミリア】と『異端児ゼノス』との間で衝突が起きようとした、その時。


「かかれ────っっ!!」



「「!!」」

　死神の使徒が大挙して押し寄せた。

「闇派閥イヴィルスの残党！」

「こんな時に!?」

　開門するや否いなや迫りくる残党達の大軍にアリシアとラクタが悲鳴を上げる。そんな中、リヴェリアは己の眉をあらん限りにひそめた。

「あの数、すぐに揃そろえられるわけがない……最初から『時間稼ぎ』が狙ねらいか！」

　彼女が臍を嚙むのを前に、フェルズもまた唸うなる。

「私達を誘導したのは、まさしくこれが目的だったか……！　二つの勢力を否応いやおうなしに争わせようと！」

　二人の指揮者が見抜く通り、これがタナトスの狙いだった。

『ダイダロス通り』攻防戦の図式を正しく把握している死神は、【ロキ・ファミリア】と『異端児ゼノス』が巡り会ったら最後、互いを無視できないであろうことを予見していた。交戦するにしても逃走するにしても、そこには必ず争いが生じる。少なくとも足止めし合う。

【ロキ・ファミリア】を人造迷宮クノッソスに縫い止め、撤退させないだけの『時間』。それを見越してこの第十二層に己の手勢を集結させた。

　まさに三つ巴を引き起こし、漁夫の利を狙ったのだ。

　タナトスが欲した『形勢シチュエーション』である。

「敵勢、数え切れません!?」

「しゅ、周囲を包囲されています！　正面以外にも、左右後方の通路から食人花モンスター！」


「……っ！」



　エルフ達の悲鳴にリヴェリアは杖を握り締める。

『異端児ゼノス』という特級の『異常事態イレギュラー』と出くわし自分もまた冷静さを失っていたことを突き付けられる。人造迷宮クノッソスで晒さらしたリヴェリア最初で最後の不覚がこの窮地を呼んだ。これさえ見越していたというのなら敵は侮れない。リヴェリアの脳裏に会ったこともない死神おとこの笑みが過る。

　後悔を胸の中で握り潰しながら、リヴェリアは吠えた。

「敵の一角を打ち崩す！　退路を確保するぞ！」

「リド、レイ！　迎撃だ！　【ロキ・ファミリア】も、闇派閥イヴィルスも！」

　フェルズもまた叫び、モンスター達はやむなしに武装を構える。

　次には、【ロキ・ファミリア】と『異端児ゼノス』がいる大通路に闇派閥イヴィルスの軍勢が雪崩れ込んだ。


「殺せ、殺せえええええええええええ！　【ロキ・ファミリア】もモンスターどもも、タナトス様と我らが悲願に仇なすもの、全てをぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」



『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　常軌を逸脱した熱気がたちまち凶悪な鯨波に変貌する。

　冒険者とモンスター、死神の使徒が入り交じる、三勢力の戦端が開かれた。
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「状況は？」

　モンスターが降下した北西──迷宮街外縁部に辿り着いたフィンは、先行していた団員に尋ねる。

　場所は広場一帯を見渡せる建物の屋上だ。

「住民の避難はまだ終わっていません！　モンスター達と抗戦しているのは他派閥の冒険者、あとは【リトル・ルーキー】が……」

　団員の報告に、現在進行形で戦っている少年と石竜ガーゴイルを発見した。

（また君か……ベル・クラネル）

　少年の余裕のない横顔に、フィンは瞳を細める。

　思うところはあるものの、まずは状況把握に努めた。

　襲いかかるモンスターの群れに、恐慌に陥り逃げ惑う『ダイダロス通り』の住人達、全く機能していない避難誘導を行うギルド職員と下位の冒険者。【ガネーシャ・ファミリア】も人命を優先して動いている。上級冒険者達はモンスターを必死に相手取っているものの、敵方の戦闘能力に苦戦し、既にやられている者も多い。

　そして、ハーフエルフのギルド職員を庇かばいながら、石竜ガーゴイルと切り結ぶ【リトル・ルーキー】。

「……配置につけ。地上の部隊で牽制しつつ、空に逃れないよう頭上ここから狙撃する」

「はい！」

　瞬時に判断し、派閥団長としての指示を出す。

　地上の部隊と命令を共有すべく団員達が走り出し、残った者が弓を構える中、フィンは『戦場』とは言えない『作り物の舞台』を俯瞰ふかんする。

（とてもじゃないが、『異常事態イレギュラー』には見えないな。これまで人目を忍んできたモンスター達がわざわざ避難民……大量の衆目の前に姿を現した。周囲のモンスターが他の冒険者を『足止め』していることといい、石竜ガーゴイルがこれ見よがしに騒動の当事者リトル・ルーキーと交戦していることといい……出来過ぎだ）

　抱いていた違和感は、この外縁部の光景を見て確信に変わった。

『第三者』の意図を感じさせる。この状況を作り出し、怪物モンスターにさえ『首輪』をつけ、演出を目論んでいる『神意』が。

（【ヘルメス・ファミリア】か……？）

『武装したモンスター』に精通し、彼等に『首輪』をつけられる存在がいるとすれば、それはもはや老神ウラノス側に与している彼かの派閥しかいない。【ヘスティア・ファミリア】に大立ち回りをさせている間、何の動きも気取らせず暗躍していたのか。

　恐らくは、老神ウラノスの神意にさえ背いた行為だ。

　今も必死に防戦しているベル・クラネルも演技しているようにはとても見えない。

　独断行動。フィンは決して底が見えない男神ヘルメスの顔を思い浮かべた。

（あの石竜ガーゴイル……操られているのか？　ベル・クラネルが守るギルド職員のみを狙っている。【万能者ペルセウス】の規格外の魔道具マジックアイテムの類を加味すれば妥当、か……）

　ハーフエルフのギルド職員は不可思議な光を放つ紫の腕輪ブレスレットを嵌はめている。小人族パルゥムの優れた動体視力を十全に活かすフィンは、あっさりと光景の『図式』を見抜いてしまった。

　その上で、やはり気に食わない、と眉をひそめる。

　神が自分の望む方向に下界を弄もてあそび、筋書きを書き換える、この構造に。

「広場は劇場、住民は観衆、怪物モンスターと冒険者は場を盛り上げるための端役。そして主役は……理性なき石竜ガーゴイルと刃を交える、一人の少年」

　弓を構える団員達に聞き取れない声音で、フィンは呟く。

　眼下、未いまだ広場から逃げられない住民達、『観衆』からは、恐怖とは異なるざわめきが生じようとしている。

「【リトル・ルーキー】……」

「……【リトル・ルーキー】？　あの、ベル・クラネル？」

「私達のために……戦ってくれてる……」

　襲われるハーフエルフを守るため、身を挺す冒険者。

　窮地に颯爽さっそうと現れた勇敢な少年。

　ベル・クラネルを散々非難してきた人々の目には、その姿はどう映るだろうか。

「ベルお兄ちゃん……」

　その観衆の中には、先日出会った孤児達の姿もあった。

　ヒューマンや犬人シアンスロープ、ハーエルフの子供達に紛れながら、小人族パルゥムの少年オシアンが呆然とベル達の戦いを見つめている。状況を理解しきれない表情で、その瞳から失意を徐々に薄れさせながら。

　住民達の眼から、ベル・クラネルへの悪意が払拭ふっしょくされていく。

（『茶番』だ……）

　襲われる群衆、危機に晒される少女ヒロイン、そして怪物モンスターから彼女達を守る『英雄』。

　どこまでも劇的だ。

　どこまでも滑稽だ。

　神が演出する印象操作に誰もが操られる。

　男神ヘルメスの手腕を見事と称えればいいのか、踊らされる下界の住人に乾いた感情を抱けばいいのか。背後で糸を操る神物じんぶつを見透かしてしまったが故に、フィンは一人、この『舞台』を醒めた目で眺めた。

『舞台』の構造を見抜いているのは、フィンを除けば神々くらいだろう。

　広場に到着しており、何もできずに立ちつくしている【ヘスティア・ファミリア】と主神の姿を見つけながら、そう思う。

（五日前の少年ベル・クラネルの行為が『愚行』だとすれば……今のこれはまるで『禊みそぎ』だ）

　差し詰め、『英雄』の名を取り戻す『儀式』。

　神が仕組んだ『英雄の原点回帰』。

　ヘルメスはベルを『英雄』の座に押し上げるつもりなのか、神意はわからない。

　だがフィンには少なくともそう見えた。

（もし、僕が彼の立場だったら……）

　フィンだったら、どうするだろうか。

　願ったりだと言って踊らされるだろうか。

　気に食わないと言ってはねのけるのだろうか。

　だが最後には──フィンは野望を優先させる気がする。

　神の思惑に乗って、一族のために己の矜持を殺し、『英雄』に返り咲こうとする筈だ。

　それが見通せてしまうが故に、フィンは自嘲の笑みをこぼした。

　やはり自分は『作られた英雄』であると。

　全ての事柄を秤はかりにかけて行動する、『奸雄』。

「ロキ……残念だけど、見極めるものは何もない」

　ここは神が買い占めた舞台。全てが脚本通りに動く。見出せるものは存在しない。

　忠告を授さずけてくれた主神に、フィンは言葉を飛ばす。

（モンスターも哀れだ……ダンジョンへの帰還を目指していた筈が、神に操られるとは）

　フィンは決してモンスターに情けはかけない。

　だがこの時だけは、狂ったように暴れ回る石竜ガーゴイルへ、憐憫の眼差しを送った。

「団長、準備が整いました！」

「よし、合図を送れ」

　配置の完了を団員が報告する。

　短い指示を打ち、フィンは自らも《フォルティア・スピア》を投擲体勢に移す。

　フィンは男神ヘルメスの『舞台』を壊そうとはしない。むしろモンスター鎮圧のため利用させてもらう。少年の『汚名返上』はそのついで。何もフィンは【リトル・ルーキー】を蹴け落としたいわけではないのだから。孤児達に語ったように、フィンは彼のことを認めている。

　──あるいは、ベル・クラネルがどんな判断を下すのか見たかったのかもしれない。

　何の決断もできず、怪物モンスターの爪牙に貫かれ、最悪の『愚行』を犯すのか。

　神意通り、怪物を殺して『英雄』を享受するのか。

　定められた二者択一。

　どちらの選択肢を取るのか、フィンの碧眼は周囲の観衆と同じように見物する。

「【ロキ・ファミリア】が来たぞ!!」

　地上の部隊が広場に突入する。

　周囲の冒険者達と住民が歓声を上げ、有翼のモンスター達が決死の雄叫びを上げる。

『ッ!!』

　凶悪な石竜ガーゴイルは翼を大きく広げ、羽ばたいた。

　地面と平行になって敢行される特攻。

　驚愕きょうがくするハーフエルフとベル・クラネルに回避も防御を許さない、捨て身の一撃。

　舞台の終幕フィナーレが迫りくる。

「構えろ」

　団員達の矢で有翼のモンスター達を、そして己の槍で石竜ガーゴイルを貫かんとする。

　長槍を構えるフィンは、少年と怪物だけを見つめた。

　人々の悲鳴。

　怪物の咆哮。

　笑みとともに引かれる神意という名の糸。

　周囲を取り巻く世界の全てが一瞬に凝縮される中──その少年は、眦まなじりを決した。

　己を串刺しにする怪物の爪つめ。

　それを眼前にしたベルが取った行動は、




　信じることだった。





「────」



　フィンは硬直した。

　少年は両腕を広げ、待ち構える。

　無防備な姿を前にモンスターの石眼が驚愕に染まった、次の瞬間。

　石竜ガーゴイルは突撃を中断し、飛び退いた。

「──待て！」

　広場頭上、誰よりも早く反応し、指示の中止を叫ぶフィンに団員達が驚く。

　彼の見張られた碧眼は、攻撃を止めた石竜ガーゴイルに縫い付けられていた。

（止まった？　止めた？　怪物モンスターが攻撃を？　洗脳を解除したわけではなく──自分の意志で!?）

　モンスターの挙動を見逃さなかったフィンは、石竜ガーゴイルの攻撃中止は正気に戻った類のものではないと見抜いてしまった。ベル・クラネルの行動を前に、己の意志で貫くのを止めたのだと。

　同時に、フィンは己の推理が間違っていったことを悟った。

　──最初からあのモンスターは操られていない？

　──ならば、あれはもとからベル・クラネルのために身を捧げようとしていた？

　──身を挺して竜女ヴィーヴルを守った少年に報いろうと、神の取り引きに乗った？

　──『怪物』が、人のために!?

　一秒の内に繰り返される自問と回答。

　フィンの明晰な頭脳に稲妻のごとき閃光と衝撃が走り抜ける。

　たとえ『理知』を備えていたとしても、正真正銘の『怪物』が、意図や打算もなく、人を守った。

　少年の信頼に、応えた。

（何より──ベル・クラネル！）

　モンスターを殺さず、己が庇うハーフエルフも死なせない、愚行極まる第三の行動。

　二者択一だと信じていたフィンの予想を超克する、『三番目の選択肢』。

　少年は『秤』を打ち砕いた。

　少年は絶対の『神意』を引き千切った。

　少年は、もたらされる『英雄』の座を蹴りつけ、『世界』へ反逆の雄叫びを上げた。

　フィンには、その姿が。

　かつてないほど愚かで、目も眩くらむほど、眩まぶしく見えて──


「──────」



　その時。

　目まぐるしい感情の渦に囚われていたフィンの親指が、疼いた。

　思考を中断せざるをえないほどの、疼痛とうつうを上げた。

『何か』の接近を知らせる最大級の警鐘。

　ただ一人、フィンが顔を振り上げた次の瞬間。




『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』




　迷いも葛藤も、姦計をも打ち砕く大咆哮が、打ち上がった。





[image: ]






「【千の妖精サウザンド・エルフ】!?　どうしてダンジョンから!?」

「ごめんなさい、後にしてください！」

　驚愕する【ガネーシャ・ファミリア】の警備を振り切り、『バベル』から飛び出す。

　レフィーヤは走っていた。

　リヴェリア達と12階層で別れ、『一時間で戻ってみせる』という宣言通り驚異的な速度でダンジョンを踏破し、摩天楼施設バベルの地下階段を駆け上がって、地上へと辿り着いていた。

「早く、団長達を……！」

　今も人造迷宮クノッソスに潜入しているリヴェリア達のため、レフィーヤは中央広場セントラルパークから『ダイダロス通り』を目指す。五Ｍメドル以上もの跳躍で商店の屋上に躍り出て、建物の屋根を飛び移っては一直前に都市南東へ進路を取った。

　援軍を呼ぼうと息を切らし、果敢に走るレフィーヤだったが、

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「っっ!?」

　月夜に打ち上がった大咆哮によって、疾走の勢いを削がれた。

「今の雄叫び……まさか、黒い猛牛ミノタウロス!?」

　階層主の『咆哮ハウル』にも匹敵ひってきしようかという恐懼きょうくの叫びを、レフィーヤはフィンやアイズ達が最大の警戒を払っていた『黒い猛牛ミノタウロス』のものだと確信した。

　自分だけではなく都市中の人々が体を震わせたと、そう直感してしまうほどの叫喚。

　建物の上階から窓を恐る恐る、思わず開いて、都市南東部を窺うかがう住民達を他所よそに、呆然と立ち止まっていたレフィーヤは双眸そうぼうを吊り上げる。

　足を蹴り付け、屋根板の一部を宙に飛ばすほどの加速をもって迷宮街に急行した。

（『ダイダロス通り』のどこ!?　猛牛ミノタウロスが現れた場所に、団長達も駆け付けてる!?）

　広大な迷宮街から何とか『黒い猛牛ミノタウロス』の出現地点を割り出そうとするレフィーヤの試みは、結局、必要なくなった。

　何故ならば、中央広場セントラルパークから直行した彼女が『ダイダロス通り』に足を踏み入れてすぐ、迷宮街北西の外縁部に、その『戦場』は広がっていたから。

「あああああああああああああああああああああッ!!」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　ベル・クラネルと、『黒い猛牛ミノタウロス』が、一対一で闘っていたから。

「はっ──はああああああああああああああああああああああぁぁぁ!?」

　広場に着地したレフィーヤは、その光景を見るなり凄まじい叫び声を上げた。

　怒りの咆哮であった。

　──『武装したモンスター』を、竜女ヴィーヴルを守っていたくせに！

　──なんでっ、今度はっ、その『武装したモンスター』と殺し合っているのだ!!

　レフィーヤは爆発しそうになった。

　あれだけ説明しろと迫ったのにちっとも応じず、挙句矛盾した行動をとって、遠慮なく殺し合いをおっ始めているこの始末。全く意味がわからない。この『ダイダロス通り』で繰り広げられていたモンスターの攻防は何だったのだ！

　理解不能な行動しかとらない少年は、レフィーヤの目に自己中心の屑クズ、あるいは頭のおかしくなった兎うさぎとしか映らなかった。

　この時ばかりは自分の使命も忘れ、顔を真まっ赤かにして喚き散らそうとしたレフィーヤは、

「──ぁ」

　そこで、気付いてしまった。

　決してそれは『矛盾』ではないことを。

　死闘を──『再戦』を──望む猛牛に応えるために少年は戦っている。

　ダンジョンに帰ろうと望む『怪物』の願いを叶かなえ、そして闘いだけを望む『猛牛』の意志を受け止めるため、渾身こんしんをつくしている。

『武装したモンスター』の本隊を逃がすための時間稼ぎ、漆黒の猛牛を無視できない【ロキ・ファミリア】と冒険者達の意識を引き付けるための立ち回り。考察すればその戦いの意味はいくつでも見出せた。しかし、そのどれも些事に過ぎなかった。

　レフィーヤは、ナイフだけで恐ろしい敵に立ち向かう『冒険者』の横顔を見て、悔しいことに察してしまった。

　事情はわからずとも、それだけは理解してしまった。

　少年は今──『冒険』をしているのだと。

「あれが……」

　そこに打算などない。欲望もない。

　意志だ。意志だけがある。勝利を求める渇望だけが。

　広場にいる冒険者達も、住民達にもそれがわかった。

　あの少年は今、己を賭としているのだと。

「あれが……アイズさん達の言っていた……」

　ボロボロとなった広場という名の『舞台』。

　その中央、人々に取り囲まれながら猛牛と一進一退の攻防を繰り広げる少年。

　レフィーヤが与り知らない神意という名の『脚本』を破壊し、それでもなお一層輝く、一人と一匹の闘争。

　誰もが見守り、誰もが立ちつくす、とても熱い、お伽噺のような戦い。

　レフィーヤは、悟った。

「猛牛ミノタウロスと戦った……ベル・クラネルの『冒険』」

　それこそが、【ロキ・ファミリア】の第一級冒険者達を焚き付けた一戦であると。

『ヴヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　見るがいい。

　大気を唸らせ、地面を爆砕する、猛牛の恐ろしい一撃を。

　それを躱かわし、決然と踏み込む少年の勇姿を。

　光り輝き、火花を散らす、両刃斧ラビュリスとナイフの数多の交差を。

「がんばれっ、兄ちゃああああああああああああああああああああああああんっ!!」

「ベルお兄ちゃぁん！」

「がん、ばって……！」

　聞くがいい。

　一つ、二つと、空に上がる子供達の涙を。

　空に昇る少年への讃歌を。

　悪意などかき消し、その『冒険』に魅せられる人の声を。

　レフィーヤは、この時、胸を震わせた。

　その紺碧こんぺきの瞳から、何故か、涙が出そうになった。

　多くの冒険者が体の奥底の衝動を燃やすその戦いに、気付けば、唇が開こうとしていた。

「いけ……」

「頑張れっ」

　誰かが、呟いた。

　立ちつくすだけだった群衆の中から、そして冒険者の中から、その言葉が生まれる。

　レフィーヤは全てを忘れ、叫んでいた。

「負けるなァ！」

　それが契機。

　レフィーヤの声が呼び水となり、高らかな雄叫びが上がり始める。

　広場の中心、恐ろしくも猛々しい怪物と戦う少年に声が放たれる。

　一つの言葉が、いくつもの叫びが、やがて大きなうねりとなって巨大な鯨波に変貌した。


『────────────────────────────────────ッッ!!』



　雄叫びと咆哮が絡からみ合う死闘に住民は青ざめながら声を枯らし、ギルド職員は失った言葉を声援に変え、冒険者達は握った拳を振り上げる。

　誰もが少年に激しい声を投げかけた。

　誰もが少年の『冒険』に身を震わせた。

　誰もが、『英雄』の姿を幻想した。







「……やってくれたな、オッタル」

　その凄まじい『舞台』を横目に、フィンは形だけの溜息ためいきをついた。

「……」

　目の前にたたずむ猪人ボアズの武人は何も答えない。

　今、この北西に集まる【ロキ・ファミリア】の部隊は全て、【フレイヤ・ファミリア】の妨害に遭っていた。【猛者おうじゃ】を始め第一級冒険者達まで立ち塞がり、フィン達を押さえ込んでいる。少年と猛牛ミノタウロスの一戦に介入させないために。

『ダイダロス通り』の攻防戦が始まってから『黒い猛牛ミノタウロス』を全く捕捉できなかったのも、彼等の仕業だったのだとフィンは見抜いた。全てはこの戦いを成就させるために、オッタル達は他の冒険者達まで撃退し、『黒い猛牛ミノタウロス』をここまで導いたのだ。

「全ては、主が望むままに」

　口を開いたオッタルは体の向きを変え、携えていた大剣を投擲する。

　回転しながら風を切り裂く大銀塊が、大広場中央、ベルと猛牛ミノタウロスの正面に突き立つ。

　少年は疾走ともに握りグリップを手に取り、抜剣。

　怪物はあたかも歓喜するかのように、その巨軀きょくを震わせた。
















「ふッッッ!!」

『ヴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　大剣と両刃斧ラビュリスが数多の火花を散らし、瞬く。

　熱闘を加速させる少年と猛牛ミノタウロスに、人々は更なる雄叫びを打ち上げた。

（ここでも、僕は思い違いをしていたわけか……）

　戦いを眺めながら、フィンは己の『失策』を悟った。

『黒い猛牛ミノタウロス』は『異常事態イレギュラー』と断じていた。他の『理知のあるモンスター』とは異なり、無作為に破壊を振りまく暴力の権化だと。だからこそ最大の警戒対象として、絶対に始末しなければならないと団員達にも伝えた。

　だが、違ったのだ。

　あの猛牛ミノタウロスには目的があったのだ。

　たった一つの『死闘』を、少年との『闘争』を求めていた、それだけだった。

「……」

　フィンは見る。

　熱狂の渦を生み出すその光景を。

　老若男女、種族も関係なく、神々でさえも、誰もの心を燃やして止まない戦いを。

「……『アルゴノゥト』」

　それはいつか、ティオナが呟いた名前。

　あるいは少年ベル・クラネルと同じ、『異端の英雄』。

　滑稽で愚かな振る舞いに、誰もが指を向けて笑った。誰もが、最後に『偉業』を為しえた彼に驚嘆した。

　たしか、面白い学者の論文があった。

『アルゴノゥト』を端緒にして、『古代』の『英雄時代』は幕を開けたのだと。

　弱くて、みじめで、それでも当時隆盛を誇っていた王国──世界の中心で雄叫びを上げた『英雄もどき』の背中に導かれるように、次世代の英雄達が続々と生まれた。

　滅亡へ向かう世界に絶望するのを止め、一人、また一人と立ち上がった。

　数多の英雄を牽引した『英雄達の船頭』──英雄の船アルゴノゥト。

「オッタル……」

　フィンは気付けば、口を開いていた。

「……なんだ」

「僕はね、『フィアナ』を目指していたんだ。一族に希望をもたらす栄光の光を」

「知っている……お前は、その為だけに戦っている」

「ああ。でも、それはもう止めにするよ」

　そのフィンの言葉に、オッタルは目を見開いた。

　彼が見せることのない、正真正銘の驚愕だった。

『フィアナ騎士団』。

　遥はるか古代、数多の怪物を屠り、多くの人々を救って、大いなる勇気を示した小人族パルゥムの最初で最後の栄光。後世、女神として擬神化ぎじんかまでされた一族の英雄。『アルゴノゥト』が現れるより早く、その『勇気』を世界に示したフィンの誇り。

　フィンは次代の『フィアナ』になるために邁進してきた。

　偉大な先人に代わる小人族パルゥムの『光』となるために。

　だが、『フィアナ』では駄目だった。

　一族は拠り処を失い、古代以前より落ちぶれた。

　だから──

「僕は、一族の英雄フィアナを超えなければならない」

　オッタルの表情が、驚愕から理解へと移り変わる。

「彼を見て……僕も毒されてしまった」

　今も繰り広げられる戦いを眺めながら、フィンはそう思った。

　いつからか切り捨てることが当たり前になっていた自分を、脱却せねばならないと。

　自分もまた、『秤』を壊せる『英雄』にならなければならないと。


「ベル・クラネルの真似まね事は、君達には荷が重いか、か。…………くっ、はははははははははははははははははははは！」



　巡り巡って自分に返ってきた発破に、フィンは声を上げて笑った。

　周囲の団員をうろたえさせ、オッタルからも怪訝けげんの眼差しを浴びながら、子供のように笑い声を上げ続ける。

　ベル・クラネルは最後まで『愚者』の道を貫き、再び『英雄』の道を切り開いた。

　何も切り捨てず、あがいてみせた。

　それは奇跡にも似た綱渡りで、紙一重の結果だとしても。

　少年は自らの力で辿り着いたのだ。

　世界に屈することなく、神意さえ振り払って。

（神々が……世界が欲しているのは、そんな『英雄』なのかもしれない）

　ならばフィンも、一皮剝むけよう。

　あの『異端の英雄』に負けないよう、殻を破ろう。

　毒されている。感化されている。わかっている。それでもいい。

　この『冒険』を見せられて立ち止まる者はもう、『冒険者』ではない。

（僕は……俺ディムナを葬ろう）

　モンスターを憎悪する感情を、今だけは心の底の土に還す。

　ロキの忠告は正しかった。

　あの石竜ガーゴイルを見て、決断できた。

　仲間のためか、あるいは少年のためか。どちらでもいい。

　自らの命を捧げた『怪物』のその姿は──フィンが正しく求める『勇気』そのものだったから。

「……アルク、部隊を引き上げる」

「えっ!?」

「オッタル達がここにいる以上、何もさせてもらえない。時間の無駄だ。なら、別の案件に取り掛かるとしよう」

　声をかけられた団員の一人が素すっ頓狂とんきょうな声を上げる。

　フィンの目が視点をずらす眼下。ベルと猛牛の戦いを後ろ髪を引かれながらも、こちらに向かってきているレフィーヤの姿があった。

「……見届けないのか？」

「ベル・クラネルがこれから何を成し遂げるのか、もうわかっている。モンスター達もいなくなったこの場に用はない」

　立ち去ろうとするフィンに、オッタルは意外そうな顔を見せた。付き合いの長い者にしかわからない程度のものではあるが。

　今日は彼の珍しい表情が見れる日だ。

　それが小気味よく、痛快で、フィンは再び子供のように笑う。

　そう。

　この一戦が辿る『結末』は身をもって知っている。

　少年は『あの時』と同じように、多くの者の胸に火を点け、己の生き様を示すだろう。

　あらゆる者を引き込み、魅了して、駆り立てるだろう。

　まるで英雄譚の一頁のように。

「僕も賭かけに……いや、『冒険』をしてくるとしよう」
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「行ったか、フィン……」

　伝令の団員がもたらした報告に、ロキは呟いた。

　主要幹部が空になった本陣。フィンがレフィーヤと他の団員を引き連れてダンジョンへ向かったという報告にラウルが「ええええええええっ!?」と取り乱し、地下通路から引き上げダンジョンで合流しろと伝言をもたらされたガレスが「ええい！　ドワーフ使いが本当に荒い！」と愚痴交じりに駆け出していく。

　それを尖塔から見下ろすロキは、顔を上げ、窓枠に胡坐をかきながら迷宮街北西を眺めた。

　合流したフィルヴィスとともにディオニュソスが去った今、たった一人、数時間前の記憶を振り返る。

「──よう、ジジイ」

　それはまだ迷宮街が開戦する前。

『ギルド本部』に立ち寄ったロキは、地下の祭壇で老神ろうじんと二人きりの会合をしていた。

「全部聞いたわ、ドチビから。『異端児ゼノス』ちゅうモンスターどものことをな」

「……そうか」

　神座に腰かけるウラノスは表情を微動だにしなかった。

　まるで女神ヘスティアからロキへ情報が流れることも予想していたかのように、慌あわてもせず、歓迎もしなかった。

「確かに『爆弾』やったな、自分達が隠しとったことは。ひょっとしたら今、うちらが追っとる都市崩壊の計画シナリオよりも」

「……」

「ディオニュソスの『勘』も、ある意味当たりや」

　オラリオだけにとどまらない、世界規模の『異常事態イレギュラー』。

　それを指摘するロキは薄い笑みを浮かべる。

『秘事』が明るみになったウラノスは、あたかも観念するように瞼を閉じた。

　開きかけた老神ろうじんの唇は、これからどうするつもりだ、そう問おうとしたのだろう。

「だが、今はそんなことどうでもええ」

　けれど、ロキはそれを遮った。

「フィンがもし、自分等が望む『答え』を出した時──絶対に邪魔するんやない」

　ウラノスの驚愕を前に、真剣な表情を纏まとい、そう告げる。

「今、あの子は変わろうとしとる。自分等が運んできた騒動のせいで動揺して、悩んで、これまでとは違う別の『答え』に辿り着こうとしとる！」

　ロキは見ていた。

　男神イケロスとの問答で揺らいだ心をひた隠すフィンの横顔を。

　ロキは見守っていた。

　ベル・クラネルの行動で揺さぶられ、自問を繰り返す勇者の苦悩を。

　介入はしなかった。

　寄り添うことはリヴェリアとガレスに任せ、フィンが自ら答えを出すのを、神おやとして見守った。神の助言も、導きも、彼が欲していないことなど誰よりも知っていたから。

「どの道を選ぶかはうちでもわからん！　誰も予想しとらん、高く険しい道を走り出すかもしれん！　けどこれは、あの子の物語や！　あの子が選ぶ選択や！」

　フィン自身に、『勇者の物語』を紡つむいでほしかったから。

「そんなあの子の弱みに付け込もうとしたら、即そくしばく！　あの子を強請ゆすろうとしても絶対にしばく！」

　目を見張るウラノスに、強い語気で言い募る。

　それはフィンがリヴェリア達の前で漏もらした懸念事項。

【勇者ブレイバー】の道程に翳りをもたらす自滅因子。『怪物』と繫がっていたと強請られ、ウラノス陣営に与せざるをえない『首輪』の存在。

　それを握り潰し、フィンの道に立ち塞がるなと、ロキはそう告げたのだ。

「あの優男にも言っとけ！　あの子の邪魔をしおったら、下界の規則ルールなんて関係なしにブッ殺しに行くってなぁ！　天界へ逃げ帰ろうが塵ちり一つ残さず消滅させるまで追いかけたる！　ジジイ、自分もや！」

　恫喝どうかつにも似たその雄叫びは、ロキの全てだった。

　フィンを想おもう心。

　あるいは、我が子を守ろうとする神の叫び。

「あの子の野望を邪魔しおったら、うちが許さん！」

　それが、ロキが働いた唯一の『お節介』だった。

　フィンがいかなる『答え』を出したとしても、神なんてものに邪魔されないよう、彼が歩む道を守った一筋の神意。

「これを守るんやったら……自分らの爆弾、『異端児ゼノス』のことも黙っといたる」

「……いいだろう」

　契約に見合う条件と見なしたのか、ウラノスは沈黙の時を挟んで、了承した。

　祭壇に備えられた四炬の松明たいまつが音を立てて弾はじける。

　誰にも知られることなく二柱の神が契約を交わす中、ウラノスは問うた。

「ロキ……どうして、そこまで【勇者ブレイバー】に肩入れする？」

「はッ、簡単なことや。あの優男風に言うんなら──」

　小馬鹿にするように、そしてどこか自慢げに、ロキは老神ろうじんへのたまった。

「──うちが、あの『勇者ゆうしゃ』の一番初めの応援者ファンやからや」




　夜気が、回想に耽るロキの頰ほおを撫なでる。

　北西から吹くその風にはかすかな熱が孕はらんでいた。

　回帰を果たした『英雄』の鼓動が。

「フィン。乗り遅れるなよ？」

　ウラノスとの間にあったやり取りを思い出しながら、ロキは目を細める。

「初志貫徹、大いにいいことや。ブレない自分もうちは大好きや。ただなぁ……囚われすぎるあまり、先を越されるんやないで？」

　悩み続け、そして今『答え』を出そうとしている自分の眷族けんぞくに、声援エールを送る。

「覚悟も、責任も、全部ぜーんぶ背負って前に進む自分が一番や。誰にも負けてへん、ドチビの子にもなぁ。だから、勝ってくれ」

　ロキはその朱色の目を開いて、笑った。

「この英雄レースにな」
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「我らの望みのためにィ──!!」

　特攻爆弾と化した死神タナトスの眷族が、また一人自爆して大通路を揺るがす。

　人造迷宮クノッソス内、第十二層。

【ロキ・ファミリア】と『異端児ゼノス』、そして闇派閥イヴィルスの三つ巴は続いていた。

　ダンジョンの広間ルームほどもある大通路で起こるのは乱戦だ。リヴェリア麾下のエルフ達が玉の汗を散らしながら歌い、『魔法』を放ち、黒衣の魔術師メイジの援護を受けながら理知のあるモンスター達がボロボロの体を押して遮二無二に暴れる。

　二つの勢力もろとも押し潰そうとするのは闇派閥イヴィルス残党と、『極彩色のモンスター』。獣ごとき声を上げて死神の眷族が斬りかかり、食人花ヴィオラスの触手や晶黽ヴァルグの牙きばが踊り乱れる。

　数にものを言わせた包囲網は、アリシア達エルフに焦燥を抱かせるのは十分だった。

『並行詠唱』を駆使し遠距離からの一撃離脱を行う、さしもの遊撃隊も、この大混戦では固まってまともに移動できず本領を発揮できない。高速戦闘が売りの『妖精部隊』の足が潰された結果だ。

　頰や腕に傷を負い、闇派閥イヴィルスの猛攻を凌ぎながら、肩で息をするエルフのアリシアは、


「っっ──！　近付くな、異端の怪物め！」



「クッ!?」

　爆風の余波で不意に接近してきた歌人鳥セイレーンに、振り向きざま短剣を見舞った。

　美しい金の羽毛を切り裂かれた異端児ゼノスの一匹は、体勢を崩しながら床に着地する。

「汚らわしい！　恥を知れ！　人の言葉を騙かたるなど！」


「っ……！」



「我々をっ……惑わすな！」

　高潔なエルフの言葉の刃に、歌人鳥セイレーンの整った顔が悲しみに歪む。

【ロキ・ファミリア】は闇派閥イヴィルスは勿論のこと、近付く『異端児ゼノス』にも反撃していた。襲いかかる意図のない蜥蜴人リザードマンや巨人トロールも致し方なく防戦を行う。両陣営互いに、それが闇派閥イヴィルスに付け込まれる『隙すき』であることを自覚しておきながら。

　彼女達はこの窮地を前にしておきながら、決して手を取り合えなかった。

　それが人と『怪物』の関係を物語る、深い溝だった。

　この光景を盤外から笑いながら見ている、死神の予定調和を描いてしまう。


「くっっ……!?」



「リヴェリア様!?」

　予断を許さない混戦の中、リヴェリアは闇派閥イヴィルス残党の激しい特攻に晒されていた。

　戦況を覆す都市最強魔導士の『砲撃』を食い止めようと、命を武器に変えて自爆を敢行してくる。乱戦の間を縫って接近してくる文字通りの捨て身の一撃に、リヴェリアも『並行詠唱』を中断せざるをえない。範囲の広い自爆攻撃は味方を巻き込むことさえ厭わず、無茶苦茶な爆発を連鎖させた。

「ここで何が何でも我々を始末する気か……！」

　爆発が起こり、食人花の巨体が倒れ、妖精の悲鳴が散る。もはや混沌こんとんを極める戦場に、フェルズは黒衣を震わせた。

　三つの勢力が入り乱れる閉鎖空間内での大混戦。まさに悪夢であった。

　そして、リヴェリアとフェルズ達に止めの凶報を告げるかのように、『扉』の一角が音を立てて開口する。

「ここか──羽虫ども」

「っっ!?」

　鮮血のごとき紅の髪が揺れる。

　戦場の奥、乱戦の中で自分を射貫く緑眼を認め、リヴェリアは戦慄せんりつした。

　レヴィスである。傷の回復を終え、失った片腕を取り戻し、禍々まがまがしい呪いの双剣カースウェポンを提げて、死神タナトスが用意した宴に到着した。

　いよいよリヴェリアの顔に焦燥が灯ともる。果てしない危惧きぐも。

　退路も確保できていない今、もはや全滅は必至。

「死ね」

　レヴィスは、リヴェリアの対処も許さなかった。

　双剣の片割れを背に溜ため、人外の膂力で投擲する。

　風が唸った。大気に風穴を開ける鈍い轟音ごうおん。進路上にいた食人花ヴィオラスや晶黽ヴァルグの肉片が爆はぜた風船のように舞い散り、闇派閥イヴィルス残党の頭や腕が壊れた玩具のように飛ぶ。

　血飛沫のシャワーを上げながら戦場を横断する破壊の剣矢は、まっしぐらにリヴェリアのもとへ向かった。

　だが、彼女のもとに到達する前に──一人のエルフが餌食となることを約束されていた。

「──アリシアッ!!」

　名を呼ぶ猶予しか与えられないリヴェリアの激声。

　混戦の中で残党の一人を払いのけ、顔を上げた直後、急迫する凶弾にアリシアは硬直する。瞳に映り込む漆黒の呪剣が、無言で、無慈悲に、彼女に死を言い渡した。

　断末魔の悲鳴も上げられず、頭部を爆砕される。


「ぐっっ、ぁ────」



「──え？」

　その、直前。

　アリシアの視界に、金の翼が広がった。

　射線に割り込んだ一匹の歌人鳥セイレーンが、両腕の翼を交差させ、呪剣の一撃を受け止める。

　重ね合わせた翼が貫かれ、右肩まで穿うがたれる。

　そのまま貫通し突き進もうとする呪剣を、歌人鳥セイレーンは肩の筋肉に渾身の力を込めることで、それ以上の殺戮を阻止した。

「レイ!?」

　蜥蜴人リザードマン達『異端児ゼノス』の悲鳴が散る中、歌人鳥セイレーンは肩を串刺しにされたまま、その凄まじい反動を殺せず、真後ろのアリシアを巻き込んで倒れ込んだ。


「…………なぜ？」



　背中をしたたかに打ち、のろのろと床から上体を起こしたアリシアは、かろうじてそれだけを呟いた。肩や顔を紅く汚す歌人鳥セイレーンが、力なく胸にもたれかかっている。

　長い睫毛を震わせ、瞼を開ける『彼女』は、微笑ほほえんだ。

「私ワタシの金翼ハネよリ、綺麗キレイナ貴方ノ金髪カミヲ……汚したくないト、そう思ってしまっテ……」

「っ……!?」

「もし許されるなラ、貴方ト、お友達になりたいと……そう、夢ヲ見てしまいました……」

　息も絶え絶えに、穏やかな笑みを浮かべる歌人鳥セイレーンを見下ろし、アリシアの顔が罅ひび割れる。

　泣き出す稚児のように、怒り狂う妖精のように、行き先を見失った迷子のように、もはや整理の利きかない数多の感情がエルフの相貌をかき乱した。

　そこに証明はない。立証はない。方策はない。

　怪物モンスターを憎悪する者達を納得させるほどの理由と誠意は存在しない。

　ただ、一途な愛があった。

　一方的に過ぎない、けれど尊い『友愛フィリア』が。

　これが『怪物』か。

　親愛に餓え、命を捨ててまで身を挺するこの高潔な生き物が、化物なのか。

　ならば彼女の声に耳を貸さず、剣を振るう自分は、もっと卑しき『魔物』か。

　途方もない衝撃が情緒の渦を呼び、胸が氾濫する。誇り高いエルフの価値観が根底から打ち砕かれ、『怪物』という絶対悪の指標が壊れてしまう。アリシアは瞳を震わし、その体を抱きしめることもできず、己の胸の中で刻一刻と死に近付く歌人鳥セイレーンを見下ろした。

【ロキ・ファミリア】のエルフ達も、それを見てしまった。

　呆然と立ちつくすリヴェリアも、あらん限りに顔を歪め、苦悩の感情を滲ませた。

　そして『異端児ゼノス』達は、泣きそうな眼で、同胞の行いを見つめていた。

「外したか……まぁいい」

　そんな彼女達の『茶番』に、レヴィスは何の感慨もない呟きで終演を言い渡す。

「その出来損ないのモンスターともども、狩りつくしてやる」

　代わりに、黒き剣を振り鳴らし、これより始まる『惨劇』をリヴェリア達に告知した。

　この戦場の中で蹂躙じゅうりんを許された彼女こそが真の『怪物』である。圧倒的な力を誇る怪人クリーチャーのその激しい殺気と極寒の冷気に、モンスターを含めた誰もが動きを止め、一瞬の静寂が訪れた。

　エルフ達が青ざめ、『異端児ゼノス』達がたじろぎ、闇派閥イヴィルスさえ息を呑む中。

　リヴェリアは抗おうと誰よりも早く動き、呪文じゅもんを口ずさむ。

　フェルズはまだ死ねないと黒衣を揺らし、状況を打開しようとする。

　そして瞳を冷然と細めたレヴィスが床を蹴ろうとした、次の瞬間。




「悪いけど、惨劇なんて見るつもりはないんだ」




　ドンッ!!　と。

　高らかな音を立てて一つの『扉』が開く。

　それは奇しくもレヴィスがやって来た逆方向。

　大通路を挟んだ通路の先より、黄金こがね色の髪を揺らす『勇者』が現れた。

「本物の『英雄譚』を目にした後なら、尚更ね」

　右手に持った『鍵』を突き出し、左手に長槍を提げる、フィンである。

「フィン!!」

　背後を振り返ったリヴェリアが驚愕する。

　背後に団員達を率いる彼の姿を認め、その翡翠色の瞳に光が満ちる。決して諦あきらめなかった王族ハイエルフの双眸に、戦友ともを信じていた希望の光が。

　一方、瞳を鋭くさせたレヴィスは地を蹴った。

　抵抗される前にリヴェリアの首を跳ねようと斬りかかるが、

「させるかァ!!」

「っ！」

　フィンの真横から飛び出したドワーフの大戦斧だいせんぷに阻まれる。

　小人族パルゥムが本陣より召喚し駆け付けたガレスは、そのまま切り結んだ。

　甚だしい衝撃が生まれ、空間を揺るがすも、ドワーフの大戦士は【剣姫】や【勇者ブレイバー】も下した怪人クリーチャーの怪力と真っ向から打ち合った。猛々しい笑みを浮かべる【重傑エルガルム】に、レヴィスは舌打ちを放つ。

「総員、アリシア達を支援！　退路を確保しろ！」

　号令とともにフィンもまた走った。力ではなく速度でガレスを斬り刻もうとするレヴィスに、《フォルティア・スピア》をもって文字通り横槍する。

　一度斬り捨てられたにもかかわらず挑む勇敢な小人族パルゥムはレヴィスの剣の勢いを削ぎ、ガレスとの巧みな連携をもって接戦に持ち込み、

「「リヴェリア!!」」

　ハイエルフを呼び込むことで、『優勢』をもぎ取った。

「ふッ!!」

「ちッ……Ｌｖ．６が、三枚!!」

　長杖をもってフィン達の戦線に加わり、怒涛の攻撃を加える。

　レヴィスを取り囲み三方向から攻めかかる【ロキ・ファミリア】三首領の連携は神がかっていた。状況に取り残される『異端児ゼノス』達の感嘆を奪うほど、もはや舞い踊るように連撃の嵐あらしを打つ。魔導士でありながら阿吽の呼吸で小人族パルゥムとドワーフの近接戦に合わせるリヴェリアはもとより、誰よりも優れた『技と駆け引き』でフィンがレヴィスの反撃の芽を摘み、ガレスの飛び抜けた『力』が二人の非力を補う。

　誰よりも長く隣で戦ってきたフィン達の歴史。【ロキ・ファミリア】の最強戦力と呼ばれる所以ゆえんがそこにあった。

「──【終末の前触れよ、白き雪よ】！」

「っっ!?」

　杖の攻撃を加えながら『並行詠唱』を断行するリヴェリアに、レヴィスは肩を揺らす。

　自分の片腕を奪った砲撃を過剰に警戒してしまった怪人クリーチャーに、ガレスがここぞと踏み込んだ。

「隙だらけよォ！」

「ぐっっ!?」

　振り上げられる大戦斧が、咄嗟に構えられた呪剣の腹を打つ。

　剣身を破壊されながら緩やかに放物線を描くレヴィスは、距離を離して着地した。リヴェリアはそこであっさりと呪文を中断する。

　詠唱することで敵の意識を自分に集め、フィンかガレスが叩く、本家本元の囮攻撃デコイ・アタックだ。

「怪人クリーチャーと戦やるのは初めてじゃが……確かに厄介じゃのう。ピンピンしとるぞ、あの女！」

「だから言ったじゃないか。まともにやり合うのは得策じゃないって」

　久しぶりに三人で戦ったからか、昔のように口調が少々乱暴になっているガレスに、同じくフィンも昔を彷彿ほうふつとさせる小言を返す。その光景に、リヴェリアはここで初めて安堵あんどを得た。

「すまない……フィン、ガレス。助かった」

「まだ終わっとらんわ！　帰るまでが冒険よ、忘れたか！」

「ああ、気を抜かないでくれ、リヴェリア」

　油断なくレヴィスを見据えるフィン達に、リヴェリアは一笑を漏らした。すぐに顔を引き締め、二人に倣う。

「ナルヴィ、僕達が殿しんがりを務める！　アリシア達を回収して、来た道を引き返せ！」

　周囲では他の団員達が奇襲の形で『妖精部隊』を救出していた。慌てて群がろうとする闇派閥イヴィルス残党を突き飛ばし、エルフ達を支えて通路まで引き返していく。

「私が逃がすと思っているのか、小人族パルゥム？」

　ゆらりと立ち上がり、怪人クリーチャーが緑眼を炯々と光らせる。

　圧倒的な殺意を解き放ち、鏖殺することを言外に告げる。

　フィン、ガレス、リヴェリアが揃っているとはいえ、未だにここは闇派閥イヴィルス側の本拠地。よしんばレヴィス一人を押さえ込んだとしても数の差で潰される。

　消耗しているリヴェリアを筆頭に体力が尽きるのはこちらの方が早いだろう。三人の連携が乱れれば、個対個で勝てない以上、それはフィン達の敗北を意味する。

　冷酷に言葉を放つレヴィスに対し、フィンは、

「生憎あいにく、まともにやり合うつもりはない」

　まるで見向きもしないように、取り合わなかった。

　ラクタや他のエルフ達が全員救出された瞬間、声を張り上げる。

「レフィーヤ──やれ！」

　次の瞬間、その『合図』に呼応するように、フィン達の足もとに魔法円マジックサークルが広がった。


「──────」



　大通路一帯、己の立つ床にまで拡大される翡翠色の魔法円マジックサークルに、レヴィスは時を止める。

　フィン達がやって来た通路の奥、一人取り残されているのは山吹色の髪のエルフ。

　レフィーヤだ。

「あぁ、悔しい、悔しい、悔しい──」

　魔杖《森のティアードロップ》を両手に構え、凄まじい魔力光を放ちながら、レフィーヤは言葉を打つ。

「──あのヒューマンのせいで、こんなに体が熱くなっていることが！」

　猛牛ミノタウロスとの一戦を見せつけられ、心と体が熱に支配されている。

　フィンと同じように、レフィーヤも少年の『冒険』に魅せられ、意志を新たにしていた。

　想いの丈は果てしない『魔力』の高まりに転じる。

　召喚魔法サモン・バーストを経て待機状態に移されている『砲撃』。フィン達が時間を稼ぐ間に臨界を迎えた、都市最強魔導士の『魔法』。

　杯さかずきから水が溢れるがごとく横溢する魔力源に食人花モンスター達がようやく気付くが、もう遅い。

「私だってぇ!!」

　発露される熱情が、仲間を救う炎へと身を変え、かつてない火力を生む。

　師匠のお株を奪う、壁越しの『殲滅砲撃』。

　援軍フィンたちをここまで連れて来た妖精エルフは満を持して、特大の援護を投下した。




「【レア・ラーヴァテイン】!!」




　極炎の柱が、壁を跳び越えて床より射出される。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　発生する大獄炎。瞬く間に乱立する炎柱によって、蜘蛛くもの巣状に錯綜する通路全て、魔法円マジックサークルの効果範囲内全域に突風のごとき熱波が発生する。最初に打ちあがったのは『極彩色のモンスター』の絶叫で、次が恐慌に陥る闇派閥イヴィルス残党の叫喚だった。炎柱に照準されていなかった『異端児ゼノス』達も余波に巻き込まれまいと悲鳴交じりに逃げ惑う。

「ちッ──!?」

　己を襲う大炎の射出に、レヴィスが腕で顔を覆いながら人外の速度で離脱する。

　闇派閥イヴィルス側が大混乱に陥った隙を見逃さず、フィンは指示を打った。

「撤退する！　全速力だ！」

　事前の打ち合わせ通り、救援組の団員達は一糸乱れず動いた。リヴェリアとガレスも素早く動き、レフィーヤが待つ通路、『脱出経路』へと一人、また一人と駆け込む。

「だ、団長……わたしはっ……」

「……」

　通路口の前、最後の一人となったアリシアが、心ここにあらずの面持ちでフィンを見上げてくる。ナルヴィ達の手で運ばれた彼女は、足を崩し、床に座り込んでいた。

　その手が摑んで放さないのは、瀕死状態の一匹の歌人鳥セイレーン。肩を呪剣で貫かれ、アリシアと同様に鮮血に濡ぬれている。

　何か言おうとして、何も言えないアリシアの顔を見て、フィンは全て悟った。

　そして悟った上で、告げた。

「このモンスターも運べ！」

「！」

　動揺していて動けずにいたナルヴィ達だったが、その指示に従う。

　腕の代わりに翼を生やす『異形』を支え、人をそうするように運んでいく。脱出経路に入った後、『妖精部隊』の面々もそれを手伝った。その中にはアリシアの姿もあった。

「フィン・ディムナ……！」

『異端児ゼノス』の一匹が運ばれていく光景を、フェルズは目にする。

　すると、小人族パルゥムは確かにこちらを見返して、顎をくいっと振った。

　その仕草にはっとする黒衣の魔術師メイジは数瞬時ときを止め、信じるように声を放つ。

「リド、【ロキ・ファミリア】に続く！」

「わかった！」

　魔術師メイジの決断にモンスター達は従った。

　未だ炎柱の残滓が荒ぶる迷路内を駆け抜ける。闇派閥イヴィルス残党の悲鳴が止まない中、彼等は最大戦速で大通路を離脱するのだった。

「逃がすか……」

　紅蓮の世界と化した大通路の奥、荒れ狂う炎の先へ消えていく冒険者と『異端児ゼノス』の背中を冷酷な眼差しで穿つレヴィスは、容赦ようしゃなく追撃を仕掛けようとするが、

「追ウナ」

「！」

　背後より現れた仮面の人物に、待ったをかけられた。

　頭から被かぶった紫の外套フーデッドローブに、両手に着装するのはメタルグローブ。フィン達が確認しているもう一人の怪人クリーチャー──仮面エインと呼ばれる人物だった。

「追うなだと？　ここで連中を逃がすことに何の意味がある」

「……」

「それに貴様、仕事の一つもこなせないのか？　何故、あいつが今も生きている？」

　レヴィスは反感と苛立いらだちを剝き出しにした。

　まるで制御できない猛獣のように牙を剝き、殺気をまき散らす。

「邪魔をすることしか能がないのなら……私に今、殺されるか？」

　同じ怪人クリーチャーであろうと酷薄な意志をかざすレヴィスに、仮面の人物は外套フーデッドローブを火の粉にあおられながら、返答した。

「エニュオノ指示ダ」

「!!」

　レヴィスの緑眼が、大きく見開かれた。

　神々の言葉で『都市の破壊者』。全ての黒幕とされる存在。

　暫時ざんじの空白が刻まれる。

　仮面の人物を睨んでいたレヴィスは、やがて舌打ちをして、踵きびすを返した。

「エニュオに言っておけ。もし計画が破綻したら……私がお前を殺しに行くと」

　未だ残党達の混乱が収まらない大通路に背を向け、レヴィスはその場を後にした。

　闇の奥に消えていく女の後ろ姿を見やった仮面の人物は、最後に【ロキ・ファミリア】と『異端児ゼノス』が去った通路を一瞥し、自身も闇に溶けるように姿を消すのだった。




「追ってこない……？」

　殿しんがりにつくフィンは、背後を顧みながら呟いた。

　闇派閥イヴィルスの残党とモンスターの追撃は断続的にあるものの、本命レヴィスが姿を現さない。怪人クリーチャーに最大警戒を払っていたフィンは怪訝に思いつつ、それならばと団員達とともに人造迷宮クノッソスを駆け抜けた。連絡路の『扉』を開け、迷宮壁を破壊し、ダンジョン12階層まで辿り着く。

「追手はもう……来ないようじゃな。ようやく撒まいたか？」

「ああ……」

　連絡路と繫がる地帯エリアから更に移動を重ね、十分に距離を取った後、フィン達はようやく一息をついた。霧が立ち込める広間ルームで足を止める。

　が、団員の多くが警戒を解かなかった。

　運ばれる同胞セイレーンを案じ、帯同してきた異端のモンスター達が、まだこの場にいたからだ。

「全員、武装を解除しろ」

「フィン……」

　人と『怪物』に分かれて、一方的に睨む団員達に、フィンが片手を上げる。

　ガレスが神妙な顔で呟く中、小人族パルゥムはハイエルフの前に赴く。

「リヴェリア、秘薬はあるか？」

「ああ……」

「使ってくれ」

「……いいのか？」

「いいんだ」

　フィン達の間で交わされるやり取り。ガレスしかわからないであろう二人の会話にレフィーヤ達が戸惑う中、リヴェリアは一点の曇りもないフィンの碧眼を見て、頷く。

　そして寝かされている歌人鳥セイレーンの側に膝ひざをつき、懐ふところから秘薬──聖女アミッドが作った対『呪道具カースウェポン』用の魔道具マジックアイテムを取り出した。人造迷宮クノッソス奇襲のためフィンがあらかじめ用意させていたものだ。

　呪剣に貫かれ、『不治の呪のろい』に犯される歌人鳥セイレーンに使用する。

　ざわっ、と団員達から膨らむどよめき。

『異端児ゼノス』達も硬直した。

　歌人鳥セイレーンの側にいたアリシアを呆然とさせながら、リヴェリアはそのまま回復魔法を行使し、治療を施す。

　彼女の行為は、首領フィンが今ここで『異端児ゼノス』と争わないという表明と同義であった。

「フィン・ディムナ、君は……」

『異端児ゼノス』達の統率者、啞然あぜんと呟きを漏らすフェルズの前に、フィンは足を運ぶ。

「異端のモンスター達。君達と『交渉』したい」

　そして、切り出した。

　長槍は持ったまま、透明の眼差しで『怪物』達を見渡しながら。

【ロキ・ファミリア】も、『異端児ゼノス』達も驚倒した。レフィーヤが目を見開き、ラクタが息を呑み、アリシアがはっと弾かれたように振り向く。

　リヴェリアとガレスだけが、黙ってフィンの行動を見守った。

「交渉？　よりにもよって【勇者ブレイバー】たる君が……？　とてもではないが信じられない……」

　まさかの申し出にフェルズも愕然とし、同時に警戒の構えを解かなかった。

　フィンの掲げる野望とその意志の強さを黒衣の魔術師メイジは知っている。『異端児ゼノス』を嵌めるため何か裏があるのではないのかと、疑念をあらわにした。

「簡単な話さ。僕は君達を利用することにした」

「利用……？」

「人造迷宮クノッソスの攻略だ」

　その言葉に、場にいた一同が固唾を呑む。

「『鍵』を手に入れた今、そう遠くないうちに僕達は人造迷宮クノッソス攻略に乗り出す。オラリオの安寧を願う『ギルド』も巻き込んで」

「……」

「君達には、その際の進攻アタックに参加してもらいたい。無論、極秘という形にはなるが」

　未だ全容が摑めない魔窟まくつを攻略するには人手が足りない。

　ならば『怪物』の手さえ借りるというフィンに、フェルズは沈黙を挟んだ。

「……【勇者ブレイバー】、君の本意がわからない。言ってしまうと、我々は君だけは取り引きに応じないと考えていた。悪いが、君の言葉を今も勘ぐって──」

「『武装したモンスター』は人を襲わないと、立証されてしまった。少なくとも、僕はそう判断してしまった。闇派閥イヴィルスは双方にとって明確な敵だということも確認できた」

　フェルズの言葉に半ば遮る形で、フィンは言い切った。

「そして何より……もう君達に剣を向けられない者が、僕の【ファミリア】にはいる」

　アリシアや、他のエルフ数名が肩を揺らす。それをフィンは横目で見た。

『理知のあるモンスター』の存在をもう揉み消すことはできない。ここでもし殲滅したとしても、必ず『異端児ゼノス』を目にした者達から情報は【ファミリア】内に伝播する。

　ならばもう、フィンは『異端児ゼノス』達を最大限に利用する方向に舵を切ったのだ。

　そしてそれは、ほんの少し前のフィンが決して選ばない選択だった。

「もし交渉を結んだとして……我々との繫がりが露見した時、君の名声が地に堕ちることを理解しているのか？　一族の再興を望む君の野望は潰ついえることになるぞ？」

　人の口に戸は立てられない。いつか必ず破滅が訪れる──まさしくあのベル・クラネルが経験したように──とフェルズは指摘する。

　それに対し、フィンは、

「なら、全てを失った後、また『英雄』に返り咲くさ。今度は人工じゃない、そうだな、怪物モンスターと融和を結んだ前代未聞の第一人者として……とかね」

　けろりと、そんなことをのたまった。

　肩を竦すくめ、憎らしいほどふてぶてしい顔で。

　フェルズは固まった。

　レフィーヤ達は口をあんぐりと開けた。

『異端児ゼノス』達は目を点にした。

　ガレスは「くくっ」と肩を揺らし、リヴェリアは頭痛を堪こらえるように額へ手をやった後、しかし堪え切れないように、一笑を浮かべた。

　今のフィンの表情を例えるなら、それは『吹っ切れた』と呼ばれる、晴れ晴れとしたものだった。

　すぐに顔付きを真剣なものに戻し、フィンは続ける。

「迷宮都市オラリオの崩壊が迫っている今……僕は私情を、モンスターへの悪感情を、捨てる」

　優先させるのは都市の運命。

　黙りこくるフェルズに、フィンはそう言い切った。

「勘違いはしないでくれ。交渉するのは、あくまでも今回限りの共闘だ。以降は馴なれ合うつもりはない。君達の知られざる『目的』に加担することもね。次に僕達の前に現れれば、場合によっては今度こそ殲滅するかもしれない」

　非情な一面も見せつつ、捕捉する。

『異端児ゼノス』達の自分を見る目が変わっていることを感じつつ、フィンはフェルズだけを見た。

「……一つだけ、聞かせてくれ。【勇者ブレイバー】、何が貴方を変えた？」

　フェルズのその問いに、フィンはふっと。

　柔らかく表情を崩した。

「なに、子供心を取り戻しただけさ。本当に、それだけ。『答えは一つしかない』……そんな風に決めつけるのは、止めにした」

『勇者』が一瞬だけ見せた笑みに、フェルズはもう真意を探ろうとはしなかった。

　振り返り、黒衣から投げかけられる眼差しに、『異端児ゼノス』達を代表するように、蜥蜴人リザードマンがこくりと頷うなずく。

「わかった、【勇者ブレイバー】。貴方と契約を結ぶ。もとより、私達に選択肢はない」

　フィンは頷きだけを返し、道を開けた。武器を下ろす【ロキ・ファミリア】の目の前を、フェルズと『異端児ゼノス』達が横切っていく。傷が塞がった歌人鳥セイレーンを巨人トロールが抱き上げ、散々悩んだ後、彼は緩慢な仕草で頭を下げてきた。

　そして瞳を揺らしながら立ち上がるアリシアを、薄らと目を開いた歌人鳥セイレーンが微笑みかける。

　霧が立ち込める迷宮の奥に、モンスター達は去っていった。

「……今回の件は、僕の方から近いうちに【ファミリア】に正式に報告する。それまでは今日あったことは口外無用だ。無論、派閥の外には永劫漏らしてはならない」

　静寂が流れる広間ルームに、フィンが指示を打つ。

　怪我けが人の治療が終了した後、地上へ帰還する旨を告げると団員達はぎこちなく動き始めた。不安そうにする者、喉がつっかえたような顔をする者、何事かを考え込んでいる者。浮かべる表情に違いはあれど、フィンの決定に完全に納得している者はいないだろう。フィン自身がかねてから危惧していた通り。

　だが、アリシアを庇った『怪物』の姿を見て、レフィーヤを始め多くの者の心に変化が生じているのも確かだった。

「……良かったのか、フィン？」

「良いか悪いかで言えば、まぁ駄目なんだけど、こうなってはしょうがない。『理知のあるモンスター』をアリシア達が見た記憶は消せないし、かと言って殲滅するのも惜しい。あの『黒い猛牛ミノタウロス』の力が活用できるなら、見返りは十分にある」

　団員達から離れて問いかけてくるガレスに、打算はちゃんと働かせているから安心してくれ、とフィンは肩を竦めながら告げた。いっそ柔軟過ぎるほどに。

「問題はモンスター殺傷の躊躇ちゅうちょ……こちらをどうやって払拭していくかだ。特にアリシアには入念な配慮が必要だろう。リヴェリア、君がしばらく付いてやってくれ」

「それは構わないが……」

「そうじゃなくてのぅ……お主が話しておったように、神ウラノス達に弱味を握られて、本当に『首輪』を付けられるかもしれんぞ。それでいいのか？」

　互いの温度差に微妙な顔を浮かべるリヴェリアを横に、ガレスが言及する。

　ロキの計らいを知らない眷族達の中で、フィンは「ああ、そっちか」と一見暢気のんきに言った。

「その時は、その時だ。さっきも言ったように、積み上げてきた名声を失った時は、また一からやり直す」

「正気か？」

「ああ。『神意』を超えた英雄になる……そっちの方が野望への近道かもしれない、そう思えた」

　目を見張っていたガレスだったが、フィンの迷いのないその答えに、一瞬父親のような眼差しを向けた後、笑みを返していた。

　ガレスに答えたフィンは、次にリヴェリアに目を向ける。

「すまない、リヴェリア。君にも迷惑をかけた」

「気にするな。たまにはこんな面倒があるのもいい」

　軽い皮肉を交ぜて、謝罪を受け取ろうとしないハイエルフに、フィンは苦笑を返すしかない。

　そこでリヴェリアは顔付きをあらため、問うた。

「フィン、一つ聞かせろ。お前の心境の変化は……ベル・クラネルか？」

　その問いに思いもよらず、フィンは驚きをあらわにしてしまう。

「どうしてわかったんだい？」

「お前が言ったことだろう。ことを起こすとしたら、それはあの少年だと」

「……そういえば、そうだったね」

　もし異常事態イレギュラーを引き起こすとしたら、それは『彼』だろう。

　フィンは戦いが始まる前、団員達の面前でそう語った。

　自分自身の言葉通り、あの冒険者はフィンの思惑を飛び越えていった。

　フィンに『決心』をさせるほどに。

「やれやれ。長年付き添っていた私達ではなく、一介の冒険者がお前の心を動かすとは……私もあの少年に、少し嫉妬してしまうな」

「がはははは　こやつは本当に好き勝手に振る舞う小僧パルゥムじゃからのう。致し方あるまい」

　非難にも愚痴にも聞こえる言葉。だがその口振りとは裏腹に微笑を浮かべるリヴェリアに、フィンは少々の気まずさと、羞恥を覚えた。ガレスのからかいの笑声がそれに拍車をかける。

　例えるなら、英雄譚に目を輝かせるような子供のようなところを、初めて友人に見られてしまった、そんな気恥ずかしさだ。

　しかしそんな小人族パルゥムの変化を、ハイエルフとドワーフは歓迎しているようだった。横顔から陰が消えた、彼の変化に。

　目を瞑って咳払いをするフィンは、そこでしっかりと意識を切り替えた。

「ここから、団員の理解を得られるまで時間がかかりそうだ」

「そう、だな。理解させることはかなわずとも、割り切ってもらわなくてはならない」

「うむ。でなければ、人造迷宮クノッソス攻略に向けて足並みが揃わん」

　離れた団員達を三人で見やりながら、会話を交わす。

　フィンは迷いを捨てて理に適った選択をしたが、やはりそれまでのフィン自身がそうだったように、団員達の感情は割り切れていない。

　人と怪物の対立の深さは、今後も付き纏ってくるだろう。

「ベート辺りを筆頭に、反感の声が高まりそうだが……」

　フィンはそこで言葉を切って、頭上を仰ぐ。

「まずは、アイズをどう説得するか……だな」

　その言葉に、リヴェリアとガレスは押し黙る。

　最大の憂慮を今から考え、フィンは静かに、深く息をつくのだった。
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　帰結を先に語るならば。

　フィン達の懸念は杞憂だった。

　彼が異端の怪物達と直面するよりずっと早く、少女の『闇』は行き場を失っていたから。
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　したたかな斬撃が、少年の体を打つ。

　刃を返した剣腹の峰打ちとはいえ、それは紛れもなく【剣姫】の斬撃。一撃一撃が必殺であり甚だしい威力を備えている。Ｌｖ．３の冒険者など耐えられるわけがない剣撃の嵐あらし。

　けれど、倒れない。

　何度もえづき、瞳ひとみから意識を遠ざけかけても、少年は立ち上がる。

　決して『扉』の前から離れない。

　どころか、果敢に攻めかかってくる。

「……!?」

　アイズの瞳が、揺れた。

　立ち向かってくるベル・クラネルに、胸が戦おののくように震える。

　最初は戦うのが嫌だった。

　竜女ヴィーヴルを守る少年を見つけてしまって、悲嘆に暮れた。

　少年と武器をぶつけ合うのが、辛つらくて、苦しくて、嫌で嫌でしょうがなくて。無視をして竜女ヴィーヴルを追いかけようとしても、少年はそれを許さなかった。

　市壁の上でアイズが教えた全てを、アイズに返して、叩たたき込んできた。

　だからアイズも、手加減を捨て、酷薄なまでに少年を打ちのめした。

　目を伏せながら、力が伴わない少年の意志を、打ち壊した。

（その筈なのに──）

　今はもう、様相が変わっている。

　アイズが依然、終始優勢。

　けれど押されているのは──

（──私？）

　少年が隠し通路を使って逃がした竜女ヴィーヴル。

　少年の背中が守る隠し扉を開ければ、目の前にいる少年をどかせさえすれば、アイズは『怪物』を始末できる。

　なのに、なのに、なのに。

　血糊で鎧よろいを汚し、いくらぼろぼろになっても、少年は止まらない。

　握り締める漆黒のナイフを繰り出す。

　アイズが振るう《デスペレート》と何度も火花を散らし、その深紅ルベライトの瞳でアイズの金の双眸そうぼうを射抜いてくる。

　アイズの剣つるぎを、途方もない一撃をもって、揺るがしてくる。

（なんで……私が押されているの!?）

　強くなった。アイズが一度称えたように、少年は本当に強くなった。

　だが、これはアイズの教えた『強さ』ではない。

　誰だれかを、『守るための強さ』だ。

「っっ!!」

　どうして！

　どうしてっ！

　どうして、そこまでするの!?

　私は間違っていない！

『怪物』は殺さなくちゃいけない！

　なのに、なのに！

　どうして私が間違っているみたいに──そんな目で見るの!?

（──どうして!?）

　心の叫びとともに放たれた峻烈しゅんれつな袈裟けさ斬りが少年の肩に叩き込まれる。

　がはっと飛び散る薄紅の唾液、がくりと沈む体、ぐるりと裏返りそうになる深紅ルベライトの瞳。

　けれど、やはり、倒れない。

　踏みとどまって、少年は全身を咆哮ほうこうさせる。

「アイズさんっ……アイズさぁん!!」

　アイズの名を何度も呼んで、叫びを叩きつけてくる。

　胸に秘めるその想おもいを、伝えようとしてくる。

（嫌!!）

　駄目だ、許さない。

　少年の一撃を浴びることは、少年の想いがこの身に届くことは──アイズの敗北だ。

『力が伴わない意志』にアイズは聞く耳を持たなかった。

　ならば『意志が伴う力』を彼が証明してしまった瞬間、聞かなければいけなくなる。

　拒み続けている少年の話を。

　ずっとアイズが目を背け続けている『本当』を。

（絶対に、駄目！）

【剣姫】の仮面の下、駄々をこねる子供のように頭かぶりを振って、ナイフを打ち払う。

　気圧けおされている。はね返して。負けちゃダメ。

　これでいいの？　少年ベルも傷付けて、私アイズも傷付けて。これが本当にしたかったこと？

　ぐちゃぐちゃなまま加速する思考、混線する胸の声、迷いが生じている剣の閃ひらめき。

　心の奥で、誰かがアイズに囁ささやいている。

　幼いもう一人の少女アイズが、切なそうに見つめている。

　それに気付かない振りをする。

　戸惑いと困惑を振り切ろうとする。

『怪物』を殺すための剣つるぎで、切り払おうとする。

　高速の袈裟斬り。防げる筈がない。

　切り上げ。横から叩いて逸そらされる。

　薙なぎ払い。躱かわさせない。

　刺突。見切られた。

　回し蹴り。直撃する。

　嚙み合わない。嚙み合う。重なり合わない。重なり合う。少年に教えた『技』が、盗まれた『駆け引き』が、よりにもよってこんなところで最大の効果を発揮する。

　未いまだかつて、こんな不落の相手がいただろうか。

　どんな斬撃を見舞っても切り裂けない、壊せない、挫けない意志に、アイズは瞳を揺らす。

　止まらない。

　止められない。

　少年の『成長』が。

　想いを糧にし、狂おしい願いを叫び、彼我の間にある絶望を翻ひるがえそうと、この一分一秒一瞬、繰り返される加速と停止の境界線上で──『成長』している。

　一匹ひとりの『怪物』を守ろうと、ただその一心で。

　愚かなまでの『想い』を抱えて！

「──ァああああああああああああああああああああああッ!!」

　ベルは吠えた。

　裂帛れっぱくの咆哮がアイズの腕を揺らす。度し難い想いの丈が【剣姫】の剣つるぎの勢いを確かに削ぐ。

　なけなしの力を込めて加速した二振りのナイフが、初めてアイズを脅かした。

「っ!?」

　驚愕きょうがくを振り払い放たれたアイズの斬り払い。紅のナイフを失うベル目がけ、すかさず繰り出される第二の斬撃。ベルはそれに──左腕の手甲を突き出した。

【剣姫】の斬撃を加工超硬金属ディル・アダマンタイトの防具の上で滑らせる。

　両者の間に散る凄すさまじい火花と擦過音。無理矢理アイズの懐ふところを奪い取る渾身こんしんの肉薄。

　アイズは時の狭間に立ちつくす。

　僅わずか一瞬、けれど確かな一瞬。

　剣姫アイズを超えてのけた、少年の『技』。

　顔がくっつこうかという至近距離──己おのれの得物の間合いで。

　ベルは神の刃を振り上げた。

「ああああああああ!!」

　空に向かって弧を描く、紫紺の斬閃。

　金の長髪が翻る。

　少年との戦いの中で初めて後退を選択したアイズは──はっと胸に手を当てる。

「……！」

　装備している銀の胸当てには何かが掠かすった跡があった。

　鋭い何かに切り付けられた跡だ。

　少年の叫びが届いた、証左だ。

　そしてそれは、『意志が伴う力』の証明だ。

　瞬間、アイズは言葉をなくす。

　敗北。目を背けていた『本当』に向き合わなければいけない時。

　満身創痍そういのベルを見つめながら、眉まゆを苦渋に歪ゆがませるアイズは、再び斬りかかった。

「うっ!?」

　袈裟に振り下ろした銀の剣を漆黒のナイフが防御する。

　ぎぎぎぎっ、と鍔迫り合いを持ちかけながら、アイズは口を開いた。

「どうして、そこまでするの？」

　初めて行われるアイズの問いに、ベルは驚きを見せながら、真まっ直すぐに叫んだ。

「あの娘こを助けたいんです！」

「本当に、本気で言っているの？　人じゃない、『怪物モンスター』なんだよ？」

「普通のモンスターとは違う！　話せるんです、笑い合えるんです！　手を取り合える──僕達と同じ感情を持っています！」

「違う、同じなんかじゃない。みんなは、そんなことできない」

　少なくとも人類みんなは『怪物』と手など取り合えない。

　乱れた摂理だ。酷ひどい矛盾だ。

　威嚇的な体軀たいく、血を象徴する爪牙そうが、死を招く炎、獣性を帯びた声。

　全てが人を蹂躙じゅうりんする記号だ。全てが人類を殺戮する負の烙印だ。全てが憎悪の対象だ。

　そんな怪物の手をどうして握れるだろうか。どうしてその体を抱きしめられるだろうか。

　片手で持つアイズの剣つるぎが、ベルのナイフを反論ごと押し込んだ。

「ぐ、っ!?」

「怪物モンスターは、人を殺す。沢山の人を殺せる。……沢山の人が泣く」

　脳裏を往来する様々な光景。

　壊れた街があった。平和が消えた楽園があった。全て滅んだ冬の景色があった。

　泣き叫ぶ者がいた。血を流す者がいた。やがて動くなる人々がいた。

　力つきる冒険者がいた。仲間を守り散った戦士がいた。儚い笑みを遺した大切な人がいた。

　自分が見てきた光景を、それにまつわるあらゆる感情を、アイズは剣に込める。

「でもっ、それは……それは僕達冒険者だって、同じじゃないですか？」


「……っ！」



「アイズさんの剣けんだって──僕のナイフだって！」

　真理の側面を突くベルの言葉に、アイズの剣が鈍る。

　同胞も殺す人類。今、都市を滅ぼし数多の命を奪おうとしている闇派閥イヴィルス。

　怪物かいぶつよりおぞましい人間は確かにいる。

　人類と怪物を隔てる境界は何なのだという問いかけに、アイズは答えられなかった。

「僕は……」

　剣を切り払い、間合いを開けた少年は口を開き、逡巡した。

　だが全ての迷いと葛藤を呑のみ込み、決意を秘めた。

　アイズの頭の奥が警鐘を鳴らすも、彼は言葉を打つ。

「……あの娘こ達と暮らせる居場所が欲しい」

　時を止めるアイズに向かって、はっきりと告げた。




「ウィーネ達が笑える世界が欲しい！」




『怪物』と人が笑い合える世界が欲しいと、そう言ってしまった。

「なにを、言っているの……？」

　理解できない。

　理解、したくない。

　ただ確かなのは、もう手遅れまでに、自分とベルは隔たったということ。

　アイズに夢を運んできてくれた白い兎うさぎが、もう自分の手の届かない場所へ行ってしまった、もう追いかけることができなくなってしまった、そんな感覚。

　自分の体を照らす月の光と、少年を覆う暗い陰が、二人の立ち位置を分ける。

　アイズは力なく頭かぶりを振った。

「もう、いい……どいて」

　アイズは許容できない。その愚かな願いを認めるわけにはいかない。

　だが、ベルは退かなかった。

　限界を超えた体が、がくりと膝ひざを沈めるも、一段低くなった目線で、アイズを見上げた。

　苦悩を滲にじませながら、譲らないと、背後の扉を守って。

「嫌です……」

「やめて」

「嫌だ……」

「お願いだから」

「──できない！」

「──どいて！」

　今までだって交わしたことのない大声をぶつけ合う。

　こんなこと言いたくないのに。こんなことしたいわけじゃなかったのに。

　何がどう間違った？

　どこで自分と少年はこうまで道を違えてしまった？

　私は、本当は、君と、もっと──。

　胸を去来する数え切れない想いを他所よそに、アイズは剣をベルの眼前に突き付けた。

「斬る、よ？」

「……！」

「すごく、痛いんだよ？　だから……」

　笑えるほど脅しにもなっていない拙い言葉。アイズの精一杯の、最終通告。

　それでも、ベルは動かなかった。

　アイズの瞳に悲しみが満ちる。ベルの顔が苦渋に歪む。

　次の瞬間、意志の力で眦まなじりを吊つり上げ、剣の切っ先に力を込める。

　月の光を反射する眩まばゆい銀の輝きに、アイズは手を震わせた。




「──だめっ！」




　その時。

　背後の扉が開け放たれ、アイズの視界に影が走る。

　揺れるローブ、落ちるフード。

　アイズとベルの目の前に、一匹の『怪物』が両手を広げ飛び出した。

「ベルをいじめないで!!」

　人と変わらない高い声が響き渡る。

　アイズはあらわになる青銀の髪と青白い異形の貌に、ベルは片翼が生えたその後ろ姿に、時を止めた。

「ウィー、ネ……？　神様、どうして!?」

　ベルが錯乱したように主神の名を呼ぶが、アイズはそれどころではない。

　少年を庇かばう竜女ヴィーヴルに、ぎりぎりで踏みとどまっていた感情の濁流が胸から溢あふれ返ろうとする。

「お願い……ベルを傷つけないで」


「……っ！」



　そんな目で見ないで。

　そんな、『怪物』ではない、人のような瞳で、『守る者』の眼差まなざしで、私を見ないで。

　違う、これは違う。こんなの噓うそだ。

　これはアイズが求めていた『怪物』ではない。

　少年が訴えた言葉の通り、こんな『怪物』がいたら、アイズは──。

「やめて……喋しゃべらないで」

　アイズの仮面が崩れる。

　胸の情動が氾濫する。

　少女に突き付ける剣が、動揺に震えている。

　糸の切れた人形のように、アイズはがくりと項垂うなだれた。

　前髪で瞳を隠し、視界から全てのものを消し、心の奥底に溜たまる闇に浸かる。

　そして。

　アイズの『背中』が、どす黒い炎とともに、咆哮した。


「…………どうして、貴方みたいな存在がいるの？」



　静かに、昏くらく呟かれた言葉は、まるで自分のものではないように聞こえた。

　ゆっくりと顔を持ち上げると、そこには言葉を失い、蒼白となったベル達がいた。

　目の前には、人の形を象った『怪物』しかいなかった。

　アイズの視界には、もう醜い『怪物』しか映っていなかった。

「貴方達の、貴方の目的は、何？」

「わ、わたしは……ベルと一緒に、いたい」

「──そんなこと、させない」

　アイズの双眼が、剣のように鋭く細まる。

　ベルが凍りついたことにも気付かず、立ち竦すくむ『怪物』を眼差しで貫いた。

「あの怪物モンスター達と同じように地上にのさばるなんて、絶対に許さない」

　背中が熱い。背中が燃えている。背中が狂おしい憎悪を叫んでいる。

　憎い。何て憎い。知っていた。果てのない殺意なんて。

　だから、殺さなくちゃ。

『怪物』は滅ぼす──この願いと一緒に。

「貴方の爪つめは誰かを傷つける」

「貴方の翼は多くの人を恐れさせる」

「貴方のその紅石いしは、沢山の人を殺してしまう」

　糾弾を、嫌悪を、拒絶を、この世界の自明を、『怪物』に叩きつける。

『背中』から噴き上がる黒い炎に促されるまま言葉を連ねた。

　アイズの『背中』が囁きかける。

　背に刻まれた『力』が思い出せと明滅し、訴えてくる。

　そうだ。

　崩壊する大地。

　溢れ出でし無数の『怪物』。

　降り積もる、赤く染まった雪。

　蹂躙が、雄叫おたけびが、破壊が。

　絶叫が、痛哭つうこくが、喪失が。

　そして、あの禍々まがまがしい『漆黒の終焉』が──。

（ッッッ!!）

　好きだった居場所は壊れた！

　好きだった日々は砕け散った！

　愛していたあの人たちは、奪われた！

　すぐに母が！

　次に父が！





『すまない…………ごめんね、アイズ』






　そして。

『──生きろ、お前は』

　弱い私を突き放す、あの優しい手が──!!

　全部、全部、全部!!

　全部、『怪物おまえたち』のせいだ!!

　瞳の神経が焼き切れる。『背中』がとどまることのない憎悪を吠える。荒ぶる黒い炎が涙に濡ぬれた笑い声を上げる。冷たい冬の記憶を凄烈な焰ほむらで包み、紅い闘争の世界へと転じさせる。

　アイズは叫ばなかった。暴れなかった。泣かなかった。

　ただ怒りと憎しみ、悲しみと心の闇を剣つるぎに乗せる。

　目の前の『竜の怪物』を見据え、突きつける。

「私は、貴方を見逃すことなんてできない」

　剣のごとき信念、剣のごとき覚悟。

　黒く燃え盛るアイズの瞳に、『怪物』は立ちつくし、打ちのめされ──ややあって。

　静かに、己の両手を見下ろした。

　アイズが唾棄だきする鋭い爪を見つめ、そっと左手のそれを全て摑つかむ。

「えっ？」

　それはアイズの呟きだったのか、それともベルのものだったのか。

『怪物』は呼吸を震わせ、一思いにへし折った。

　メキッ、と嫌な音を立てる爪、地面に転がる肉がこびりついた破片、指から涙のように滴る赤い滴。

　誰の血でもない、己の血で『怪物』の手が彩いろどられる。

　次は右手。

　次は片翼。

　少年の悲鳴が飛ぶ中、全ての爪を喪うしなった『怪物』は翼を引き千切った。


「う、あぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……!!」



　背中から生えていた竜の翼が、音を立てて地面に落ちる。

　固まるアイズの頰ほおに、人のものと同じ血が、付着した。

「ウィーネ!?」

　ベルが叫び、崩れ落ちる『怪物』の体を抱きとめる。

　絶句するアイズの足もとに転がるのは、先程唾棄した爪と翼。

　代償とするかのように体の一部を捧げた『怪物』は、少年の胸にもたれながら、息も絶え絶えに見上げてくる。

「また、わたしが……わたしじゃあ、無くなったら」

　最後に片手を額の紅石いしに添える。

「今度はちゃんと、消えるから……」

　額から、『魔石』がある胸へ手を移して、そう告げた。

『怪物』にはありえざる行為に、アイズの仮面が罅ひび割れる。

「……ずっと、ひとりぼっちだったの」

『怪物』はおもむろに、唇を動かした。

「暗くて、さむい場所で……わたしが、わたしになる前から……ずっとひとり。だれもわたしをたすけてくれない。だれも、抱きしめてくれなかった……」

　深く暗い記憶の海に溺れながら紡つむがれる、掠れた言葉。

　その悲しみが、その孤独が、アイズを蝕むしばむ。

　燃え盛る黒い炎が、『背中』の猛威が衰えていく。

『怪物』の輪郭が、溶けていってしまう。

「斬られて、痛くて……こわかった。さみしかった」

　ぼやけた『怪物』の目尻めじりから、一筋の涙がこぼれた。

　何をしていると、『背中』が喚き立てる。

　血迷うなと、アイズの『力スキル』ががなり立てている。

　だがもう止まらない。その涙から、視線が引き剝はがせない。

　黒い炎がもたらす霧が晴れていく。

『怪物』が完全に霧散する。

　果たしてそこに立っていたのは、涙を流す竜の少女と、そして──


「──────」



　少女アイズだった。

　もう一人の幼い少女アイズが、少年ベルと同じように、竜の少女を抱いて庇っている。

　瞳に涙を溜めながら、もうやめて、と訴えている。

　剣を突き付けるアイズの胸が、音を立てて罅割れた。

　その感情の名を、何と言うのだろう。

　私アイズはわからなかった。

　噓つき、と言えばいいのだろうか。

　許さない、と我を失えばいいのか。

　やめて、と泣き喚けばいいのか。

　ねぇ、と。

　泣きそうな顔でこちらを見つめている貴方わたしに問いかけたい。

　通じ合えていたと思ったのは私アイズの間違い？　私アイズの幻？

　何をしているの？

　どうしてそこにいるの？

　どうして、貴方は、『怪物』を庇っているの!?

　酷い！　酷い！　酷い！

　酷い裏切りだ！

　貴方は私で、私は貴方なのに！

　全てを奪われて、全てを喪ったと知ったあの日、私達は『怪物』を殺すと、そう決めたのに！

　足もとが、がらがらと音を立てて崩れていく。

　もう一人の少女アイズが消えた心の底で、馬鹿ばかみたいに泣きじゃくる。

　そして、

「でも、ひとりぼっちのわたしを、ベルがたすけてくれたの」

「！」

「真っ暗なわたしを……誰もたすけてくれないわたしを、ベルはたすけてくれたの！」

　気付いてしまった。

　その竜の少女の叫びを聞いて、繫つながってしまった。

　今と過去が重なり合う。

　目の前の月明りの光景と、記憶の中に眠るあの冬の荒涼とした景色が──竜の少女と、もう一人の少女アイズが溶け合う。

　混ざり合って、一つになる。

　アイズの瞳に映ったのは、

（私だ……）

　涙を流す『アイズ』だった。

（私がいる……）

　アイズの仮面は、完璧かんぺきに剝落はくらくした。

　──彼女は私と一緒だ！

　全てを喪った私と。

　暗くて、寒い場所で、ずっと独りぼっちだった私と。

　誰も助けてくれなかった、過去の私と。

（でも──）

　彼女には、『少年』が現れて。

　アイズには、誰も現れてくれなくて。

　彼女には、少年の手が差し伸べられて。

　アイズの手は、誰も取ってくれなくて。

『あなたも素敵な相手ひとに出会えるといいね』

『いつか、お前だけの英雄にめぐり逢えるといいな』

　母と父の言葉が蘇よみがえる。

（噓だ!!）

　心が泣き叫ぶ。

（私には──『英雄』は現れてくれなかった！）

　いつまでもどこまでも哭いても、誰も現れてくれなくて、助けなど来ないことにようやく気付いて──だからアイズは自分で『剣』を執とった！

　目の前の竜の少女は、彼女の『英雄』が現れてくれた、もう一人の私だ！

（ずるい！　ずるい！　ずるい！）

　私の時は現れてくれなかったのに！

　私は、『剣』を執るしかなったのに！

　ぐしゃぐしゃになる心の中に幼いアイズの声が反響する。

　泣き喚く少女の声が。決別した筈の『弱い少女アイズ』の嗚咽おえつが。

　アイズはベルを見た。竜の少女を抱きしめる、彼女だけの『英雄』を。

　痛苦が全身から滲み出す。

　悲哀が肩を抱きしめる。

　羨望せんぼうが、金の瞳を揺らす。


「………………」



　泣きじゃくる過去の残滓を、なけなしの意志の力で封じ込めたアイズは……項垂れた。

　糸の切れた人形のように、突き付けられていた剣がだらりと落ちる。

「……私はもう、その竜女ヴィーヴルを殺せない」

　磨耗まもうしきった心身から絞り出したのは、そんな掠れた声だった。

「アイズ、さん……」

「君は……君達は、間違っていないと……そう思ってしまったから」

「……」

「私はもう、君達とは戦えない……」

　顔を上げられず、月の光に濡れる。

　竜の少女も、少年の顔も見れなかった。理不尽な言葉を彼等に投げつけてしまいそうで。

【剣姫】の仮面も、冒険者の鎧も失った今のアイズは、ただの少女だった。

　英雄を待ち続け、擦り切れた、憧憬しょうけいの骸むくろ。

「……っ」

　その姿に立ちつくしていたベルは、一瞬差し伸べようとした手を握り締め、目を背けた。

　彼が守らなければならない竜の少女を強く抱く。その細い肩から己の手が離れないように。

　アイズは何も言わない。

　自嘲の笑みも、悲しみの声も、涙も流さない。

　全てを悟っている諦観ていかんに支配されながら、最後の理性を働かせて、ぎこちない動きで小鞄ポーチから万能薬エリクサーを取り出した。

「助けることは、できない……私は、ここにいる」

「アイズさん……」

　石畳の上に置き、離れて、背を向ける。

「行って」

「……ありがとうございます」

　ベルが万能薬エリクサーを持って、少女とともに去ってく。

　アイズは振り向かなかった。

　金の長髪が風に揺れる。

　剣を鞘に納めるのも忘れ、白い月明りに見下ろされながら、地面に視線を落とす。

　今日、この日。

　アイズの誓いが壊れた。

『怪物モンスターは殺す』という、自分自身との、大切な約束が。




「アイズ」

「……」

「いいのか？」

「……はい」

「……」

「……」

「俺おれは先に戻るぞ」


「…………ありがとう、ございます」



「なんで感謝されんだよ」

　現れた青年が、きっと一部始終を見ていた狼人ウェアウルフが、何も言わず場を後にする。

　再び静謐せいひつが訪れ、取り残される中。

　少女は、月夜を見上げ、唇を動かした。

「誰か……私を助けて」



















あとがき







　気付いていらっしゃる方もいるかと思いますが、本巻は読みやすくするため本編の時系列を多少前後させシーンの順番をいじっています。本編と見比べてみると面白おもしろいかもしれません。




　というわけで外伝十巻となります。

　外伝は何を描くか悩むことが多いのですが、今回のテーマは『ベル・クラネルの被害者達』にしました。ちょっとこの言い方は悪いですが、本編主人公からの影響でしょうか。

　外伝チームより遥はるかに格下の本編主人公が、彼等彼女等と関係を持つのは一筋縄ではいかなくて、物語定番のピンチになった時に助けに来る、という手法がほぼ使えません。助けにいったら逆に助けられてしまうので。ではどうするかというと、『生き様』を示す以外にないのかなと思っています。

　大人になるにつれて子供がとても羨うらやましくなる瞬間が往々にしてあるのですが、本巻で出た『人工の英雄』という言葉も自分で書いておいて結構エグイなと。自分のやっていることが張りぼてだとわかっていながら進むしかない人って結構いるのではと思っています。本当は千の妖精が裏切って本編主人公側に加担、とうとうバレて妖精の大師匠と本編十一巻のカラー絵みたく対峙たいじして師弟対決する、なんてプロットをやりたかったのですが、結局作中のとあるキャラの本心を見たくて、こちらに舵かじを切りました。妖精ヒロインさんごめんなさい。勇者さん、彼女の犠牲のためにもどうかこれからも頑張ってください。

　いつもより少々早いですが、ここから謝辞に移らせて頂きます。

　担当の高橋様、松本様、今回も例のごとく原稿が遅れてしまい申し訳ありませんでした。フラフラだった作者を何かと気にしてくださった北村編集長、色々ご心配おかけしてすいません。素晴らしいイラストを添えてくださったはいむらきよたか先生、いつもはいむらさんのイラストに助けられています。ありがとうございます。関係者様の皆様にも深く御礼申し上げます。

　この外伝十巻はドラマＣＤ版も発売されています。スタッフや関係者様の方々、ご協力してくださって誠に感謝しております。あと、めちゃくちゃ酷ひどい脚本を乗り切って頂いたキャストの皆様、本当にありがとうございました。視聴したら恥ずかし過ぎて憤死するかと思いました。なんか本当にごめんなさい（特にＯ西さんとＯ本さん）。

　本巻で外伝も第三部に突入しましたが、一巻から続いた物語にも、そろそろひとまずの区切りがつくかと思われます。登場人物達の行く末を見守って頂けると幸いです。

　読者の皆様、ここまで読んで頂いてありがとうございました。

　次巻でもまたお会いできたらと思います。失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

　今回は「ベル・クラネル」という台風に多くの人物が巻き込まれるお話です。時系列は本編九巻から十一巻になります。どうかよろしくお願いいたします。




イラスト

はいむらきよたか

　作業環境が一新されたため、今回からお絵かきのためのツールも同じく一新。意図するとせざるとに関わらず、絵柄は緩やかに変わって行くものなのですが、「道具」の変化で、絵もより良い方向へ変化して行ければ良いですね。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp

[image: ]




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「はいむらきよたか先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか外伝　ソード・オラトリア１０


大森藤ノ
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